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キーワード：シャーマニズム、シャーマン、パーソナリティ

　沖縄本島をはじめ周辺離島・奄美諸島に古来より存在する民間の巫女・シャーマンのことを

一般にユタと呼び、運勢の吉凶、死者の口寄せ、先祖事などの霊的相談に応じている。ユタ

は、人によってあるいは地域によっては、「カンカカリャ（神懸かり）」「ムンスイ（物知り）」

「カンヌプトゥ（神の人）」「カミンチュ（神人）」などとも呼ばれ、「野のカウンセラー」とし

て昔からカウンセラーや精神科医などの治療者的役割も果たしている。歴史的には、ユタ禁

止、ユタ征伐、ユタ狩りなど、琉球王国時代から明治政府、戦時体制下まで幾度もユタが禁圧

された史実があるが、民衆の要求に支えられて潜伏し、いままで生き続けている。青森のイタ

コなどは絶滅寸前のようだが、沖縄・奄美のユタは、民衆の必要性に応じて、また最近ではイ

ンターネットを用いるなど従来とは形を変えつつその数は増えているという報告もある。1997

年の多文化間精神医学会のシンポジウム「癒しと文化─土着の中の普遍─」では、ユタは地域

の精神保健を担っていたという意見も出ており、ユタによって「精神的安定」が得られ、それ

が沖縄人の長寿の秘訣の一つとする見解さえある。今改めて、沖縄の文化・風習・伝統、生活

などを見直し、探ることは、本来の日本人の心の安定に繋がるものと考えられ、そうした精神

文化の源でもあるシャーマン（ユタ）のパーソナリティと関連した様々な現象を捉える。

　シャーマニズムの研究は、シャーマンを取り巻く現象（成巫過程、イニシエーション、修

行、衣装や装具、呪術、世界観など）をテーマとすることが多く、シャーマン（ユタ）自身の

現代社会におけるシャーマニズム

石　川　雅　健



愛知学院大学　教養部紀要　第68巻第 ・ ・ 合併号

パーソナリティを捉えようとした研究は少ない。そこで、本稿では CMI健康調査表（Cornell 

Medical Index-Health Questionnaire）から捉えた人格を垣間見ることを試みる。また、変化しつ

つあるシャーマン（ユタ）を取り巻く現状を把握したい。

　今回は、 人の CMI健康調査表（以下 CMIと略）および名古屋大学式ロールシャッハ・テ

ストの回答結果とインタビュー内容から沖縄の神々に呼ばれ不思議な力を持つユタのパーソナ

リティについて垣間見る。

　⑴　目的：ユタ業やカミゴトを継続することは、さまざまなカミダーリ（カミの召命による

心身不調）を乗り越えることで成立する。そうしたユタ（シャーマン）のパーソナリティ（身

体・精神的自覚症状）は如何なるものかを探る。

　⑵　方法：CMI健康調査表を用いる。

　CMIは、1949年ニューヨークのコーネル大学の Brodmanらによって、患者の心身両面にわ

たる自覚症状を比較的短時間のうちに調査することを目的として考案された質問紙法のテスト

であり、CMI日本語版は、1956年に金久卓也、深町健らによって翻訳・質問項目追加がなさ

れた。12区分の身体的項目と 区分の精神的項目について195の質問から構成されている。そ

の回答結果に基づいて神経症を 段階に分けて判別する。

　⑶　対象と検査日時： さん：2008年12月25日、 さん2009年 月 日

事例 　 さん（女性、検査時46歳）

　 歳のある昼中、 島内の路上でムルクムナリ（弥勒菩薩）に出会う。以後、幼少期から風

邪や足が痛くなったり、もどしたりしたが、病院に行くと何でもないと言われた。中学までは

体調不良が続いたため、以後島内に住む本家の人（ティーン（天）ユタ：一族を守るユタ）に

お祈りをしてもらっている。 島から離れた高校生頃から霊を見るようになる。また、家の中

では、ポルターガイスト現象も起き始めたため、母親がユタのところへ行き、お祈りをして

「封印」することに。高校卒後19歳で就職するが、霊的なものを見たり感じたりし続けた。29

歳で結婚。子どもが生まれてから、人が言っていることと感じていることの違いやズレが分

かってしまう。特にご主人の叔母さんがユタで、祈りと思っていることが違うということが分

かってしまった。そのうち眼が開いたままの状態で眠れない状況が続いたため自ら精神病院へ

赴き、投薬を受けるが、却って眼がはっきりとして眠れず。他の病院にも通院してみるが改善

されず、「薬じゃない」（薬では治らない）と感じる。その後 島へ戻り、島に戻った途端爆睡

し 日中寝てしまう。33歳の時「私は神世のことをしなくてはいけないので」と夫と離婚。
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直後に大量吐血。本島の病院にて再検査するが原因不明。その間も全身に電気がビリビリ走

る。

　ユタを訪ねると、「祈りをやらないといけない」言われる。さらに他の神人からも「貴女は

チジ（自分の神様）を持っている」と言われ、神様に導かれ自分に磨きをかけるようになる。

事例 　 さん（男性、検査時62歳）

　小さい頃から中学生位まで、身内が亡くなることが 日前に分かる。 島の中学を卒業し、

本島の工業高卒後設計事務所に就職した後、東京で働いた。

　28歳、沖縄に戻り、高校に再入学した後、31歳から建築設計の道に進む。36歳で結婚、独

立。最も忙しい時は夜中 時まで働き、そうした無理が祟ったのか、49歳の時、脳梗塞で倒

れ左半身麻痺となるが、夢の中で病気の治し方を教えられる。信じがたかったが、実際、麻痺

も取れ治癒する。こうした経験は眠っていた能力を元に戻す感じがしたという。その後、他人

の難治療の問題などを診ることを始め、設計とお祈りと治療を統合し、依頼人の経済状態に応

じた解決を見出し、病にならない空間を作る仕事をしている。

　⑷　結果

　 さん、 さんとも検査実施当時の自覚症状としては、逸脱した自覚症状を呈することな

く、CMIの神経症判別でも正常域に属している。

　 さんと さんの生育史（上記事例）をみると、幼少期より様々な身体症状や精神症状が繰

り返し現れているにもかかわらず、カミに仕えるようになった以降、現時点（当時）ではその

後遺症的な症状も含めて自覚症状は少ない。さらに、特定の精神的項目（ 項目）をチェック

できるようになっているが、 さんも さんもすべての項目に該当していない。

　一方、 、 さん共通に自覚されているものとしては、身体的自覚症状の「消化器系（胃の

不具合）」「神経系（麻痺）」「習慣（夢）」と精神的自覚症状の「過敏（神経過敏、人から誤解

される）」であり、実際に さん、 さんにお会いして感じた彼らの人柄（パーソナリティ）

は、別稿にて紹介した さん（2010年永眠）をはじめ、他のシャーマンの方々と同様に、他

人に対して鋭く人間性を見定めつつもすべてを受け入れる器の大きさを感じ、不安や恐れ、不

適応感や怒りは全く感じられず、柔和で人を包み込む前向きな生き方をされていると感じた。

　次にこうした点について、表層的な人格を捉える質問紙からだけでなく、以下に深層部分を

とらえているロールシャッハテストの反応結果と面接時の行動について記す。
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表 　 さん さんの「CMI健康調査表」結果

CMI健康調査表結果（Cornell Medical Index-Health Questionnaire）
さん さん さん さん

身体的
自覚症

．目と耳 0 0 憂うつ 該当せず 該当せず
．呼吸器系 2 0 希望がない 該当せず 該当せず
．心臓脈管系 0 1 自殺傾向 該当せず 該当せず
Ｄ．消化器系 神経症の既往 該当せず 該当せず
．筋肉骨格系 0 0 精神病院入院既往 該当せず 該当せず
．皮膚 0 0 家族精神病院入院既往 該当せず 該当せず
Ｇ．神経系 易怒性 該当せず 該当せず
．非尿生殖器系 0 0 強迫観念 該当せず 該当せず
．疲労度 0 0 理由のないおびえ 該当せず 該当せず
．疾病頻度 0 0

．既往症 0 0 神経症判別 領域 領域
Ｌ．習慣
・ ・ 0 1

領域 正常
（ ％の有意水準）　　計 7 7

精神的
自覚症

．不適応 0 0
領域Ⅱ どちらかといえば

正常．抑うつ 0 0

．不安 1 0
領域Ⅲ どちらかといえば

神経症Ｐ．過敏
．怒り 0 0

領域Ⅳ 神経症
（ ％の有意水準）．緊張 0 0

　　計 2 3

　名古屋大学式ロールシャッハ特有の「感情カテゴリー」は、ロールシャハ反応内容に広く分

布し反映されている感情的価値、感情表現に注目し、その相違を分析、量化することによっ

て、個人の感情的構造を明らかにするものである。

　例えば、「 匹の猿が楽しそうに踊っている」という反応も「 匹の熊が激しく格闘してい

る」という反応も形式的には「D1＋1B、FMa＋、 」とスコアリングされるが、反応に伴う

感情が異なる。

　感情カテゴリーには、敵意感情（Hostility）、不安感情（Anxiety）、身体的関心（Bodily 

Preoccupation）、依存感情（Dependency）、快的感情（Positive Feeling）、その他（Miscellaneous：

口唇、肛門、性への興味も肯定・否定的に決められず、主要カテゴリーに分類できない反応

（分類不能を含む スコア））、中性反応（Neutral Responses：感情的な意味を持った説明がない

もの。健常者では40～50％）があるが、全体的にはシャーマン群と非シャーマン群との有意
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差は見られなかった。（表 、図 ）

　シャーマン群・非シャーマン群と名大式カテゴリー出現比率から導き出した反応数の比較か

ら「その他（M）」と「中性（N）」に有意差が見られたことから、（「その他（M）」が多いのは

知的に自己顕示的・誇大的であり、「中性（N）」の少なさは統合失調症、不適応が示唆され

る。）シャーマン群では外部の物や力への依存、行動を許してくれる強者への欲求がやや高い

傾向があった。

表 　感情カテゴリー反応内訳

図 　感情カテゴリー反応比率の比較

　沖縄本島と周辺離島のユタは、その実態数や定かではない。その理由として、①ユタ弾圧以

来、世間から身を潜めて生活②ユタの定義の曖昧さなどがあげられる。そうした中、実態はど

のように変化して来ているのであろうか。実態数だけでなく、ユタ自身やユタに関わる方法や

ユタに関わる人自体の変化は如何なるものであろうか。

　島村（2011）は、モンゴル国東部ドルノド県の大草原地帯（首都ウランバートルからおよそ
600km）に位置するある遊牧民のテントの中で「最近は、妙なことが起きる。どこの家に行っ

てもシャーマンがいる」「幾千ものシャーマンが出てきて、一体どうなることやら」という噂

を聞いて、2000年 月聞き取り調査を行い、その結果、調査当時のドルノド県北部の 郡の

総人口 万4789人に対してシャーマンは119人（女性46）確認でき、民主化（1990年）以降

の10年間で120人近く（人口比 ％）のシャーマンが誕生したことになるとしている。

　沖縄では、大橋（1998）がフィールドを行った沖縄本島北部の 市町村（名護市、本部町、

今帰仁村）の総人口約 万人強の中で、巫業を営むユタ数が30数人であることから、これを

基に、当時（1980年）の沖縄総人口127万人から単純推計して、加えてユタが本島中南部に多
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いことを鑑みて、沖縄全体でのユタの総数を少なくとも700人以上とした。さらに、「ユタの

人数は近年むしろ増えていると言われている」と記している。

　また、塩月・佐藤（2003）は、シャーマニズム復興という意味合いでインターネット・サイ

ト上での霊性ネットワークが広がっていると記している。

　筆者が2017年 月にインタビューを行った具志川にある曹洞宗真栄寺住職は、ユタの実数

には触れていないが、ユタに関する書籍は増えている。ただ、葬式は仏教式だけど法事ごとは

未だユタさんが行っているところが半分位あると付け加えた。

　前後するが、筆者が1993年に初めて沖縄に訪れた頃に見聞きしたユタに関する情報（実際

にユタに会うことはなかったが）ではその数は今よりは多く、当時に比して2012年、2017年

での調査では、ユタ的な霊力は持ちながらユタにはなり切れていない さんのようにユタ予備

軍的な存在が見受けられる一方で、行方不明になっている さんや調査対象者が高齢で調査が

進まなかったということから、ユタは減少傾向にあると感じている。この点に関しては、ユタ

関連の実態人数の変遷は把握しきれていないが、前述の大橋や塩月の調査日時と比べて20～
40年近くの年月が経っていることも考慮に入れないといけない。

事例 　 さん（女性、インタビューおよび検査2012年 月当時61歳）

　沖縄本島南部 市にて出生、 人兄弟の 番目。出生後すぐ 市に移住し、精肉業を営む父

と母に育てられる。母親といとこのお姉さんは霊力が高い。

　13歳の時、 歳で亡くなった実姉が「お墓の掃除をして」と夢に立ち、数か月後、療養し

ていた父が亡くなる（迎え入れる準備？）。高卒後、19歳の頃、蛍光灯が眩しくて見られず、

父方祖母が（自分の中に）入ってきた。23歳の時、酒で亡くなった祖先が入って、 週間食

べられず、しゃべりっぱなし。

　その後、現在も仕事しながらも、見えたり聞こえたりする。一方、ユタのところにも行く。
 　ユタとしてのアイデンティ模索

事例 　 さん（男性、インタビューおよび検査2012年 月当時53歳）

　 人兄弟の真ん中。父親・弟は病死。高卒。卸業の営業をして ， 年後事故に遭う。その

後会社員として勤めるが、ある日突然仕事を辞め、店（運勢鑑定、風水家相）を構える。

　以前、バイク事故で臨死体験をした後、物理学をベースにした霊数字をもとに礼節を重んじ

つつ、神（天照大神）から降りてきたメッセージを伝えている。

　今もいつも神に見られ声も聞かれており、神の僕と感じている。 　2017年行方不明
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（出典）総務省「通信利用動向調査」（各年）より作成
http://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h30/html/nd142110.html

現代社会におけるシャーマニズム

　日本のマスコミでは、1990年代前半頃よりスピリチュアル・ブームが起こった。具体的に

は、1992年にはファッション雑誌「CanCam」に「スピリチュアル」が取り上げられ、2003年

には江原啓
ひろゆき

之がテレビ東京の深夜バラエティ番組『えぐら開運堂』に毎週レギュラー出演し、
2005年 月からは美輪明宏と共にスピリチュアルな視点から人生を説くテレビ番組『オーラ

の泉』（2009年 月まで）が放送され、2006年にはスピリチュアル＆ヒーリング・マガジン

「アネモネ」を創刊した「ビオ・マガジン」が設立されている、しかし、その後、霊的なもの
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への疑惑や批判が相次ぎ、日本民間放送連盟が定める放送基準 第 章に「非科学的な迷信や

これに類する運命・運勢鑑定、霊感、霊能等を取り上げる場合は、これを “肯定的に取り扱わ

ない”」と記述されているように、TVをはじめとするマスコミでも霊的・スピリチュアル的

なものは取り上げない傾向となる。そのため霊的・スピリチュアル的なものは影を潜め、代わ

りに2000年頃から急激に利用者が増加してきたインターネットでの表現や告知、関わりを持

つようになってきていると思われる。

　塩月（2004）は、「聖地とされる『場』をシャーマンと共に訪れること重視する『伝統的』

シャーマニズム」から「個人の抱える病や痛みの体験を語り合う『場』がインターネット上で

形成されつつある」とし、ユタ自身は、場（家）で構え、ユタ買いに来た人（クライエント）

を受け入れ、ともに苦しみや痛みに向き合う従来型（伝統型）のユタではなく、心身の痛みを

共有する人々による相互扶助グループの形成や書籍や TV等による一方的発信による方式が台

頭し蔓延してきていると考えられる。

　それを推し進める原因の一つとして、携帯電話やインターネットの普及、単なる電話として

でないインターネット検索が可能であるスマートフォンが普及したことで、沖縄文化としての

ユタの存在を知らなかった人たちが、手軽にユタに触れ、実際に会う機会を作ることが出来る

ようになってきている（図 ， ）。

　そこで、近々でのインターネットの「利用動向の変化」と「沖縄・ユタ」をキイワードとし

た現状を検索してみた結果を以下に示す。

　また、インターネット検索上位20におけるユタ関連サイト（「沖縄」「ユタ」で検索　約
3,760,000件ヒット　2019.07.07）は以下のようであった。

①　「みやこ島お仕事図鑑」（2017.05.25）　https://okinawa-mag.net/yuta/

　「沖縄の「ユタ」に会ってスピリチュアルなカウンセリングを受けてみた」というタイトル

で、沖縄に移住したライターの鈴木サラサさんがうるま市の島袋千鶴子氏の鑑定を受けに行く

記事。手相や家相、タロットや四柱推命で鑑定。グッズやパワーストーンも販売。

②　「沖縄の当たる占い師　ユタに会う」（2018.12.25）　https://zired.net/okinawa/

　ユタを探す前の予備知識、「生粋のユタ」の定義、情報の集め方、ユタの鑑定を受けるポイ

ントなどの記載の後、「沖縄の当たる占い師「ユタ」おすすめ一覧」として、タロット占いや

電話占いのキララ先生、メールや電話セッションを行う名護市の久遠先生、大手電話占いサー

ビスを行う咲耶ローズマリー先生、父方祖先は中国系占術師の家系を持つ那覇市の美杏先生、

九星気学を用いる宜野湾市のヨギジュン先生ほか全14名を紹介。

③　「沖縄にいる！　有名ユタさん 選」（掲載日付なし）　https://uratte.jp/posts/okinawa-yuta-

yuumei
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　本物のユタとして、沖縄市登川の比嘉栄子さん、北中城村の又吉陽子さん、アメリカ生まれ

の沖縄育ちでうるま市のミシェルさんを紹介。さらに占いアプリ「アルカナ」のダウンロード

に導いている。　運営会社：電話占い・チャット占いアカルナ

④　「沖縄の 人のユタさんに会って来たお話③★煙草の煙をくゆらして。」（2018.04.03）　
https://ameblo.jp/naomitakamine/entry-12365594027.html

　福岡でタロット占い師をしている高橋ナオミのブログで、浦添市の 先生に会いに行った記

事。

⑤　「沖縄の悲劇と大半のユタの大罪」（2016.08.31）

　　https://ameblo.jp/nonokao-blog/entry-12195453355.html

　他に「宇宙共通心クラブ」とか「心づくり共室」紹介している京都の女性のブログ。

⑥　「沖縄のユタでよく当たると有名なのは誰？　おすすめの霊能者や選び方まで紹介！」

（2018.08.24（2019.05.19最終更新））　https://travel-noted.jp/posts/20853

　オーラを読み取る占い鑑定を行う久遠迪知先生、先祖の霊や守護霊等と交信を行い祈祷や

様々な拝みも行う又吉陽子先生、メールや電話での鑑定は行わず直接対面鑑定のみを行う比嘉

栄子先生、直接対面の他にも電話鑑定や Skypeを通した鑑定も行っているアメリカで生まれて

沖縄で育ったハーフのミシェル先生、先祖代々100年以上も続く沖縄のユタの直系の血を引く

子孫の HARAKAWA先生ら全10名を紹介。

⑦　占い・開運・スピ総合サイト「ハピズム」より「実際、“ユタ”ってどうなの？　ユタに会っ

たライターが赤裸々に綴る」（2013.09.01）　http://happism.cyzowoman.com/2013/09/post_2947.

html

　百瀬直也（超常現象研究家。シャーマニズム、古代史、民俗学なども研究。各種カウンセリ

ングも行う。ブログ『探求三昧』主宰。）

⑧　「沖縄のユタ・占い（soul adviser魂の助言者）比嘉栄子の公式サイト」（公開・更新日時

の記載なし）　https://higaeiko.com/

　 時間・料金：5,000円（浄霊が必要な場合別途2,000円）など記載

⑨　「沖縄ユタ本物の見分け方はあるの？」（2018.10.05）　https://turiguking.com/yuta-miwakekata.

html

　ユタの選び方、予約方法を記載。新米霊能者の『ニャンドロメダ』が管理者？　また、本物

の霊能者のいるサイト　ベスト も紹介している。
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表 　サイト毎の比較

サイト名 ヴェルニ ウラナ Will

霊能者の多さ 位 位 位
在籍数 696名 151名 187名
メディアでの紹介 多数 多数 多数
クレジットカード ○ ○ ○
銀行振込 ○ ○ ○
ネットバンキング ○ ○
コンビニ決済 ○ ○
フリーダイヤル ○ ○ ○
無料お試し
＋基本操作

1500円分
＋10分無料の
ガイドで最大

1000円分
最大2500円無料

分以内は無料
表記がある

鑑定士は10分無料

3000円分

口コミ・評判 口コミ 口コミ（外部） 口コミ（外部）

⑩　「最後の琉球ユタ　はる」（公開日時の記載なし）　https://haru.ura9.com/spsb/

　会員登録＋ログイン後、会員ページへ移動。

⑪　「沖縄のユタは？　本物でも注意と予備知識を持って」（2018.09.19）元霊感占い師でWeb

デザイナー兼ライターの男性が管理。

　　https://ataru-reishi.blogspot.com/2018/08/okinawa-yuta-honmono.html

　沖縄のユタは本物の霊能力者であることを前提として、どちらかといえば亡くなった人の

メッセージを伝える傾向が高い、と説明し、自ら相談した 名を推薦。YouTubeで「沖縄霊能

者（ユタ）」https://www.youtube.com/watch?time_continue=656&v=2mxg6oyI19wを紹介。

　また、「若い沖縄のユタほどの力がある人の中には、学問を修めている場合もあり、ただの

拝み屋や先祖供養を行うユタと思われたくない思いも強く、スピリチュアルカウンセラーや占

い師としての肩書で相談に応じられている場合もある」としている。さらに、本物の霊能力者

について「沖縄のユタに限らず、青森の本物のイタコも、目の虹彩が青い（青黒い）傾向にあ

る」と述べている。

⑫　「沖縄【ユタ】本物はどこ⁉　占い師に鞍替え⁉　弾圧の歴史も」（2018.10.04）管理人沖

縄─パワースポットの番人─　https://pow-spo.com/

　全国都道府県別のパワースポットを網羅し、おすすめから穴場までアクセス情報も紹介。沖

縄は、「県内外の投資家が土地を買いあさり、バブルさながらの様相を呈しています。超巨大

な複合商業施設がそびえたち、内地のチェーン店舗が軒を連ね、町の新陳代謝も激しくなって
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います。（中略）実際、巨大資本の犠牲になり、この地上から消滅してしまった聖地も存在し

ます。」と様変わりする沖縄とユタの伝統について記載。

⑬　「琉球スピリチュアルマネジメントオフィスつなぐ　琉球神記「ユタ七判事」」（2018.11.17）　
http://tsunagu.ryukyu/blog/　管理人：出雲大社神主である夫を持つ女性。自身のユタ判断経

験記（ 人）。

⑭　「【本物！】沖縄の当たるおすすめ占い師・ユタのガチ口コミ情報！」（2018.07.18）

　　https://uranai-12.com/fortune-telling-okinawa/

　沖縄県でおすすめの占い店について紹介。比嘉栄子、又吉陽子、ミシェルを比較紹介し、
LINEトーク占い・電話占いに導入。

⑮　「沖縄の『ユタ』まとめ！　有名なおすすめカウンセラーなど口コミ付きで紹介！」

（2018.12.10）

　　https://travel-star.jp/posts/2458

　ユタ占い師として soraを取り上げ、「沖縄の伝統的な「ユタ」の家系ですが、現在「sora」

は、結婚し、沖縄ではなく、本土での活動を中心に行っております」相談内容について「鑑定

不可能な相談は、土地購入の方角や、引っ越しの方角などの方角の鑑定となっております」と

内容を限定。

⑯　「スピリチュアルな沖縄・・・ユタって何？」（2016.11.07、2017.03.05更新）

　　http://www.traveler-map.com/10346

　ユタの修業の場として、宜野湾市の森川公園や大山貝塚を紹介。沖縄旅行情報からユタ、占

いを紹介。

⑰　「未来を占う沖縄のシャーマン！　当たる本物のユタに会う方法」（公開日時記載なし）

　　https://serendipity-japan.com/okinawa-yuta-12779.html

　管理：セレンディビティと記述（内容不明） 人のユタによる鑑定体験記。鑑定方法とし

て、 ．唄を歌いながら神様と交信する。 ．神棚に手を合わせてハンジをおこなう。 ．手

に触れて相手の未来を読む。と記述。

⑱　沖縄県の地域情報発信サイト　さんさん沖縄「沖縄のユタの世界ってどんなもの？」

（2018.02.12）　http://sansannokai.org/okinawa-life/300

　沖縄のグルメ、生活、移住、観光など情報サイト。ここでは、沖縄の神様（来訪神、守護

神、ヲナリ神）とユタについて記述。

⑲　「沖縄のユタ　又吉陽子」ホームページ（公開・更新日時の記載なし）

　　https://matayoshiyouko.okinawa/

　鑑定内容（未来、健康、結婚など）と料金（ 時間 千円）、ユタになった経緯など記載。
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⑳　「ユタ直系・島袋千鶴子の琉球推命」ホームページ（公開・更新日時の記載なし）

　　http://www.biglobe.venusfortune.com/r-suimei/

　新着、おすすめ、特別鑑定、完全無料、恋愛・結婚、仕事・人生全121メニュー（完全無料

～1890円）から選択。

表 　ユタ関連サイトの分類

ユタを紹介（電話やチャットなどに誘導） ②　③　⑥　⑨　⑭　⑰
ユタ体験記・意見（ブログ） ①　④　⑤　⑦　⑬
ユタ（占い師）（？）本人のホームページ ⑧　⑩　⑲　⑳
沖縄・旅サイトでユタ情報提供 ⑮　⑯　⑱
スピリチュアルとしてのユタ情報紹介 ⑪　⑫

　上記の結果を鑑みると、上位20サイトのうち30％がサイト内で数名から10名ほどのユタを

紹介し、ユタや管理者（もしくは会社）と繋がるようになっている（②③⑥⑧⑨⑩⑭⑰⑲⑳）。

また、ユタ本人の HPでは電話番号や連絡方法、利用料金や受け付ける悩みや相談内容の種別

が記載されており、直接連絡が取れるようになっている（⑧⑩⑲⑳）。つまり、従来ユタに会

うための方法は、知り合いや口コミにより紹介されるなどしてから自らユタのもとに出向いて

いくのであるが、上位20のうちの半分のサイト（前述）は、インターネットを利用しサイト

に繋がるだけで、ユタの知識や情報が皆無でも、また、自らもユタ自身も実際に移動すること

なく、それぞれが繋がるのである。その方法も様々で、電話やメールをはじめ、Skypeや

チャットを用いており（②③⑥⑭）、支払い方法もクレジット、ネットバイキング、コンビニ

決済など（⑨）多種である。

　こうした点は、本来ひっそりと生業を立てていたユタと比べると、インターネットでの露出

度は多く、自己顕示欲が強い傾向が見受けられ、いわゆる伝統型（従来型）のユタとの相違が

みられた。

　インターネット利用の特徴としては、⑨に代表されるように、 人の霊能者を比較・検討・

選択し、クレジットやコンビニ決済などが可能かどうか、お試し（トライアル）が可能かなど

の項目が存在することは、クリック つで購入可能ないわゆるネットショッピングと変わらな

い様相を呈しており、ユタやシャーマンとのかかわりの取っ掛かり・導入として、直接彼らに

対峙することなくインターネットを経由し、ワンクッション置くことでの敷居の低さ・手軽さ

がユタ側もユタに関係・紹介する側にとってもユタを買うこと（利用すること）や関心を示す

人（客層）のすそ野を広げることとなっている。そして、それを機にした仕組みも見られた

（⑮⑯）。
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　こうした点について、塩月・佐藤（2003）は、自らのシャーマン体験ツアーの実際も紹介し

たうえ、日本におけるシャーマニズム復興現象はインターネット上にもみられ、シャーマニズ

ム関連サイトは学術系、情報提供系、実践系、相談系の 種に大別され、霊性のネットワーク

作りを実践していると述べている。

　また、石附（2006）は、インターネットを介して「本土出身者がユタ的世界に足を踏み入れ

ている」とし、「今日の沖縄シャーマニズムは、もはや狭い意味で沖縄という地域と沖縄出身

内部のみで完結しなくなってきている」とも述べている。こうした点は、沖縄は急速に新陳代

謝が激しく変化しており（⑫）、沖縄以外の地（本土）で活動を行う（⑮）ユタのサイトが散

見されている状況に匹敵すると考えられる。

　様々なモノやヒトが変化・変容をしている昨今、従来型（伝統的）ユタやユタとかかわる人

たちの在り方は、今後どのようになっていくのであろうか。人間的なシャーマニズムと機械的

なインターネット（IT、ICT、IoT）がどのように関わり、沖縄（日本）におけるシャーマニズ

ムがどのように変化していくのか、これからの沖縄におけるシャーマニズムについて見守り続

けたい。
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Abstract

　反強誘電性液晶 R-MHPOBCに非液晶分子（4-ジメチルアミノ-4’-ニトロスチルベン [DANS], 
n-オクタコサン）を混合した影響を複素誘電率測定と偏光顕微鏡観察により調べた。DANSを
混合すると、強誘電相（SmC*相）が消失したのに対して、オクタコサンを混合すると、副次相
（SmCγ*、SmCα*）が消失した。このように、混合した非液晶分子の種類により液晶の相系列に
異なる影響を及ぼすことが分かった。これらの結果から、非液晶分子混合による反強誘電的秩序
と強誘電的秩序の強さの変化について議論する。

キーワード：Liquid Crystal, Phase Transition, Doping Effect

　反強誘電性液晶の相転移は分子間相互作用に影響を受けるので、その相系列は液晶の混合

比1）、光学純度2）、外部電場1）、圧力3）などに依存する。反強誘電性液晶には、層構造をもつ多

彩なスメクティック相（Sm相）が出現し、その代表的な例として、分子が層法線方向を向く
SmA相がある。分子が層法線方向から傾いた SmC相はさらに細分される。分子が不斉炭素を

持ち、層ごとに分子の傾く方位角方向がわずかに異なり、数百層程度で方位角をひと回りする
SmC*相（強誘電相）と、隣接層間で分子の傾く向きがほぼ逆になり、数百層程度で方位角を

ひと回りする二重螺旋構造の SmCA*相（反強誘電相）が代表的な例である。隣接層間で分子

がほぼ同じ向きに傾く強誘電的秩序（ 秩序）と、ほぼ逆向きに傾く反強誘電的秩序（ 秩

序）が ：1の割合で構成されるフェリ誘電相 SmCγ*相（または SmCFI1*と表す）が SmC*相

と SmCA*相の間に観測されることもある。

反強誘電性液晶の相転移に及ぼす
非液晶分子混合の効果

上　原　宏　行
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　スメクティック相が出現する液晶では、分子の永久双極子は分子短軸方向を向いている。層

内で分子が同じ向きに傾く理由は、分子の持つ永久双極子と隣接分子内に作られる誘起双極子

との相互作用4）が原因であり、永久双極子間相互作用は原因ではないと考えられている。分子

がほぼ逆向きに傾く 秩序は隣接層内の永久双極子-永久双極子相互作用により、永久双極子

が互いに反平行のときに安定化する5）ことが原因と考えられている。

　これまで、著者は相転移、相系列および物性に及ぼす圧力の影響を調べてきた。圧力には

次元的に分子間距離をほぼ均等に縮める効果が期待できるが、それとは異なり、特定箇所の相

互作用を変化させることが可能ならば、相転移をコントロールすることが期待できる。その手

段の つに非液晶分子を混合する方法がある。形状の異なる 種類の中性分子を混ぜ、それら

の剛体斥力のみを考慮した SmA相でのシミュレーション研究6）から、形状の異なる分子同士

（長さの比が2.5以上）の場合（図 （a））、それぞれの分子が別の層に分かれるが、形状が似

ている（長さの比が2.5以下）の場合（図 （b））、 種類の分子は同一層内でランダムに混

ざった状態になることが報告された。また、Uemotoら7）は、強誘電性液晶に非液晶分子を混合

することにより、強誘電相 SmC*相の領域が減少することを報告した。これらの結果を
SmCA*相に適用すれば、図 のような位置に非液晶分子を混入することになり、SmCA*や
SmC*相の形成を阻害することが期待できる。本稿では、この考えを基にした研究成果につい

て報告する。

図 　排除体積効果を考慮した 種類の分子の配列（Ref. 6をもとに）
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図 　Ref. 6の結果を SmCA*相に当てはめた場合の予想

実は以前に、このデータを論文にまとめようと試みたことがある。しかし、収まりがつかず、

「寝かせた状態」になっていた。その後、研究も進み、明らかになった事柄もあることから、

改めて見直したところ、一定の理解が得られた。著者が調べた限り、この内容の論文はまだ発

表されていないことから、ここに論文として発表する。

　測定に用いた液晶は反強誘電性液晶 4-(1-methylheptyl-oxycarbonyl) phenyl 4’-octyloxybiphenyl-

4-carboxylate（MHPOBC）であり、R体のMHPOBC（R-MHPOBC）の相系列は以下のように

なる。
 Cryst - SmCA* - SmCγ* - SmC* - SmCα* - SmA - Iso

ここで、Crystは SmCA*相以上に結晶性の高い液晶相を含む相であり、Isoは等方相（液体相）

である。SmCα*相は、対称性は SmC*相と同じであるが、分子の傾く方位角方向が数分子で

ひと回りする非常に短い螺旋ピッチを持つため、螺旋ピッチが数百分子からなる SmC*相と区

別される。非液晶分子には 4-ジメチルアミノ-4’-ニトロスチルベン（DANS）と
CH3(CH2)26CH3（n-オクタコサン）を用いた。試料セルとして、ポリイミドをスピンコートし

た ITOガラスをラビングすることにより得られた水平配向セル（EHC社製）を使用した。電

極間の距離は10μmである。試料セルを温度コントローラー（Mettler FP90）内に入れ、分子配

向を均一にするため、10Hzの大きな交流電場を印加した状態で SmA相から徐冷した後、イン
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ピーダンスアナライザーHP-4194Aを用いた複素誘電率（100Hzから10kHz）測定を行った。

また、偏光顕微鏡観察は SmA-Iso相転移点の決定と相の共存状態を確認するために行った。

　図 の場合、分子の形状が異なりすぎると、 種類の分子が別の領域に分かれ、混ざらない

可能性もある。そこで、液晶分子長の1/5程度の安息香酸を混合した予備実験を行ったところ、

相転移点に変化がなかったことから、安息香酸と R-MHPOBCは混ざらないと判断した。

　DANS濃度を変えたMHPOBCの複素誘電率測定を行った。MHPOBC分子の長さは DANS

分子の長さの2.6倍である。図 は DANS 4mol％における複素誘電率の実部 ε’を、温度を変化

させながら測定した結果である。120.7℃における ε’のピークは分子の傾き角方向の集団的な

揺らぎが誘電率に寄与した結果であり、SmCα*-SmA相転移点を示している。117.8℃から
120.7℃までの範囲は R-MHPOBCの相系列と、ε’の温度依存性から SmCα*相とみなせる。
116.8℃から117.8℃までの間では、ε’の大きさが周波数により異なり、低周波数では ε’が大き

な値を示している。この振る舞いは、分子が方位角方向を集団的に動くゴールドストーン・

モードであり、この温度域が SmC*相であることを示す。116.8℃以下では、ε’は小さな値を

とり、周波数依存性を示さない。これは SmCA*相の特徴である。複素誘電率の測定結果から、
R-MHPOBCでは存在していた SmCγ*相が、DANS 4mol％では消失したと判断できる。

　様々な DANS濃度におけるMHPOBCの ε’の温度変化を図 に示す。測定周波数は1kHzで

ある。DANSの混合は ε’の大きさばかりではなく、温度変化も劇的に変化させている。DANS

濃度の増加に伴い、スメクティック相間のすべての相転移点は下降しており、ε’の大きさも急

激に減少した。DANS 6mol％における113℃付近のピークは、DANS 4mol％における118℃付

近の SmC*相に対応するが、DANS 4mol％のように、ε’が周波数依存性を示す領域がないこ

とから、SmC*相は存在しても狭い温度域であると予想される。このようなピークは DANS 

10mol％では存在せず、SmC*相は完全に消失したと結論できる。一方、SmCα*相の領域は濃

度の増加とともに拡大している。したがって、相系列は以下のように変化した。
 R-MHPOBC : Cryst-SmCA*- SmCγ*-SmC*-SmCα*-SmA-Iso

 R-MHPOBC+DANS10mol％ : Cryst-SmCA*- SmCα*-SmA-Iso

　これらを用いた温度-DANS濃度の相図を図 に示す。▲は SmA相中に Iso相の領域が現れ

た温度であり、その温度に保持しても領域の大きさは変化しなかった。また、●は SmA相の

領域が完全に消滅し、すべて Iso相になった温度である。つまり、この間が SmA相と Iso相の
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共存域である。このように SmA-Iso相転移点は濃度とともに上昇しており、SmA相の領域は
DANS濃度とともに拡大している。液晶分子と非液晶分子間に相互作用がなければ、液晶相は

形成されにくくなるので、SmA-Iso相転移点は濃度とともに下降するはずである。しかし、
SmA-Iso相転移点が濃度とともに上昇していることから、液晶と DANS分子の間には何らか

の相互作用があることになる。興味深いことは、SmCα*相は消失しないが SmC*相と SmCγ*

相が消失した点にある。反強誘電性液晶に対する圧力印加の研究8‒9）から、このような変化は

相対的には 秩序が強く、 秩序が弱くなったことを示している。
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　非極性分子である n-オクタコサンをMHPOBCに混合した。MHPOBCの長さは n-オクタコ

サンの長さの1.1倍である。図 は様々なオクタコサン濃度に対する複素誘電率の実部 ε’の温

度変化である。オクタコサン濃度の増加とともに、ε’が大きな値を示す SmC*相は低温側に移

動した。誘電率の測定結果から判断して、R-MHPOBCでは存在していた SmCα*相や SmCγ*

相はオクタコサン5.5mol％以上で消失したことが分かる。これらから得られた温度-オクタコ

サン濃度の相図を図 に示す。Cryst-SmCA*相転移点にはわずかに濃度依存性があり、濃度と
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ともに SmCA*相の幅は狭くなっている。約10mol％の濃度で SmCA*相の消失が期待できるが、
8.1mol％以上混合しても、相転移温度に変化はなく、これ以上は混合できないと判断した。そ

れゆえ、SmCA*相の消失は確認できていない。これらの結果から、相系列は以下のように変
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化した。
 R-MHPOBC  : Cryst-SmCA*- SmCγ*-SmC*-SmCα*-SmA-Iso

 R-MHPOBC +オクタコサン8.1mol％ : Cryst-SmCA*- SmC*-SmA-Iso

R-MHPOBCの SmA-Iso相転移点は148℃であるが、SmA相と Iso相の共存域は8.1mol％のと

き、125℃と141℃の間である。SmA-Iso相転移点はオクタコサンの濃度とともに下降している

ので、オクタコサン分子と液晶分子の間には排除体積効果以外の相互作用は働いていないと考

えてよいだろう。また、類似構造の n-エイコサン [CH3(CH2)18CH3] もオクタコサンと同様の変

化を示すことが分かった。このような変化は相対的には 秩序が弱く、 秩序が強くなったこ

とを示している。

　まず、非液晶分子の混入位置を考える。SmA-Iso相転移点はオクタコサンを混合すると下降

したのに対して、DANSを混合すると上昇した。極性分子である DANSは液晶と何らかの電

気的相互作用をするため、液晶相がより安定化したのに対して、無極性分子であるオクタコサ

ンは液晶と電気的相互作用をしていないため、液晶分子同士の相互作用が弱まり、SmA-Iso相

転移点は下降したと考えられる。SmC*(SmCα*)-SmA相転移点は つの場合とも、非液晶分子

の増加とともに下降した。もし、オクタコサンが液晶と同じ層内に存在するならば、液晶分子

同士の距離が離れるため、液晶分子の永久双極子と隣接分子の誘起双極子の相互作用が弱めら

れ、SmC*-SmA相転移点は下降するはずである。この点は実験結果と矛盾しない。SmCα*-

SmA相転移点は DANSの増加とともに下降したことから判断すると、DANS分子もオクタコ

サン分子と同様に、液晶分子と同じ層内にあると思われる。しかし、SmC*相の領域は つの

場合で全く異なる変化を示した。

　液晶と同一層内にあるオクタコサンが液晶と相互作用をしないのであれば、シミュレーショ

ン予想のように、 秩序は形成され、SmCA*相の出現にあまり影響を及ぼさないと考えられ

る。しかし、実際には SmCA*相の領域は混合量とともに狭くなり、SmC*相の領域は広がっ

た。液晶分子の末端鎖は n-オクタコサンのアルキル鎖と類似の構造である。そのため、隣接

層間にまたがる形で n-オクタコサンが入れば、SmCA*相を形成するとき、隣接層内の液晶分

子同士が相互作用をするための対を見つけにくくなり、対形成を阻害する効果になる。また、
SmC*相と SmCA*相の共存域が DANSに比べて広いことは、層間にまたがるオクタコサンが

本来の相転移を阻害していることが理由と考えることもできる。オクタコサンが層間に存在す

れば、SmC*相を形成する永久双極子-誘起双極子相互作用を引き起こす骨格部分にオクタコ

サン分子が存在する割合が少なくなるので、SmCA*相より SmC*相が形成しやすくなり、結
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果として、SmC*相が広がり、SmCA*相が減少したと考えられる。

　一方、DANS混合では SmC*相が消失した。以前の研究で、強誘電性液晶に DANSを混合

しても、自発分極の大きさはあまり減少しない10）ことを報告した。また、圧力下で自発分極が

著しく低下した低光学純度のMHPOBCでは、SmCA*相ではなく SmC*相が拡大した11）。反強

誘電性液晶では、一般に強誘電相の広い物質は 秩序が強く、分極は小さい。それに対して、

反強誘電相の広い物質は 秩序が強く、分極が大きい。したがって、DANS混合は 秩序を強

めていないことが分かる。詳細は不明だが、DANS混合で 秩序より 秩序が強くなったた

め、SmC*相が消失したと考えられる。

　このように液晶に加える非液晶性分子の種類により、相転移を制御することが可能であるこ

とが分かった。これらの結果は、MHPOBCの圧力印加の研究より導いた結果（加圧によって、

高光学純度試料では 秩序が強くなるのに対して、低光学純度試料では 秩序が強くなる8））

と似ている。この類似性の研究を進めれば、圧力印加と 秩序と 秩序の強弱に関する知見が

得られることを期待できる。

　反強誘電性液晶 R-MHPOBCに非液晶分子 DANSと n-オクタコサンを混合した試料に対し

て温度-濃度相図を作成した。その結果から、混合する非液晶分子の種類により出現する液晶

相が変化することが分かった。つまり、反強誘電性液晶の相転移は非液晶分子の混合により、

ある程度、制御できることが分かった。また、混合した非液晶分子の位置を既報のシミュレー

ションと実験結果から予想し、多くの点で相転移の変化が説明できることが分かった。
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Abstract

 This paper explores specialized texts written in English in part of the field of economics from the 
perspective of Systemic Functional Linguistics. It addresses the two different but related questions: one 
is what grammatical items can cause difficulty when students in Japanese universities read specialized 
texts connected to economics; the other is whether or not Halliday’s (1993b: 71) assertion that “(t)he 
difficulty lies more with the grammar than the vocabulary”, which he proclaims while he is discussing 
writings in science, is true of writings connected to economics. As a result of text analysis, the following 
are confirmed: grammatical intricacy, embedded clauses and phrases, nominalization, and abstract 
participants and generalized participants can cause difficulty when students read texts in economics; and 
Halliday’s (1993b) thought applies to writings connected to economics as well. This paper concludes 
that specialized reading courses in the context of Japanese universities, ‘learning about language’ 
is more important than ‘learning through language’ because it has the potential to expand students’ 
comprehensive ability to achieve their academic success.

Key words:  Systemic Functional Linguistics, grammatical intricacy, rankshift, nominalization, 
learning about language

1. Introduction

 It is often difficult for average freshmen in Japanese universities to read specialized texts in English. 

It is still difficult in foreign book reading courses in their junior year, when they are supposed to have 

improved both basic skills to read texts in English and fundamental knowledge of their field. It seems 

that both students and teachers in Japanese universities generally agree on the problematic issues of this 

kind. However, precisely what causes the difficulty? This paper addresses the question from the aspect 

of English grammar. The context of the discussion is an educational one: the aim is to help Japanese 

Toward Academic Reading (II): 
Untying Intricate Clause Complexes and Nominal 

Groups and Grasping ‘Things’

Masamichi WASHITAKE
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university students improve upon their skill of reading specialized texts written in English.

 This paper explores specialized texts written in English connected to the field of economics according 

to the notion that “(t)he difficulty lies more with the grammar than the vocabulary” (Halliday, 1993b: 71). 

He argues this view while discussing why scientific writing in English became difficult in distinctive 

manners. Thus, this paper is also an attempt to confirm whether or not his thought applies to economic 

writing in English.

 I use Systemic Functional Linguistics (hereafter, abbreviated to SFL) as the research tool because 

of its applicable characteristics: it is a linguistic theory that is applicable to a wide range of purposes, 

such as to understand the nature of text and to assist foreign language learning (Halliday, 1994: xxix–

xxx). It views language as a resource rather than a set of rules; thus, language is regarded as a system 

to construe experience rather than one to express ideas. It looks not only at text, but also at its context; 

lexicogrammatical analysis has to be related to its social context, in SFL terms referred to as context of 

situation and context of culture. It is concerned with text rather than sentence; it analyzes discourse by 

observing the clause, the basic grammatical unit, and elements above, below and beyond it.

 In exploring two texts written in English connected to economics, Organic Futures: Struggling for 

Sustainability on the Small Farm by Fitzmaurice, C. J. and Gareau, B. J. (2016) and Capitalism and 

Freedom by Friedman, M. (1962), the following items that are considered to cause the difficulty are 

found: grammatical intricacy, complicated nominal group, nominalization and abstract and generalized 

participants. After providing a very general overview of SFL, this paper will illustrate the difficulty related 

to each item in turn.

2. The Research Tool: Systemic Functional Linguistics

 As sketchily mentioned in the introduction, SFL has the characteristics to meet the demand of text 

analysis. Although this paper is too short to overview the whole theoretical framework of SFL, in order to 

deepen discussion on the results of the text analysis, sharing some concepts in SFL is required. Thus, in 

this section, I will provide a brief overview of significant concepts in SFL: metafunction and stratification 

(see e.g., Halliday, 1994; Halliday and Matthiessen, 1999; Butt et al., 2012).

 (1) The first concept is metafunction. Language is constituted of three dimensions, each of which 

construes a different meaning. In SFL, this concept is referred to as metafunction: ideational metafunction 

models experience by process, participants and circumstance in clause (this aspect of ideational 

metafunction is called experiential); it also constructs relationships between clauses as a clause complex 
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(this is the other aspect of ideational metafunction, referred to as logical); interpersonal metafunction 

enacts social roles and relationships by making text interactive; and textual metafunction organizes clause 

as a message and brings coherence in text.

 For example, John knocked the door is interpreted as follows: from ideational perspective, this type 

of clause is interpreted as material since knocked is a process construing the process of ‘doing’1, and John 

and the door are participants that participate in the process (referred to as Actor and Goal respectively); 

from interpersonal perspective, this clause is interpreted as ‘giving information’ since the order in Mood 

is Subject + Finite2, where John serves as Subject, knocked is interpreted as a compound of Finite (past) 

and Predicator (knock) and the door serves as Complement (a component of Residue); from textual 

perspective, this clause organizes Theme + Rheme structure, where the first element John is identified as 

Theme (the departure of a message) and the rest is identified as Rheme. Figure 1 shows the analysis.

Figure 1: Metafunctional Analysis of a Clause (1)

text John knocked the door

ideational (experiential) Actor Process (Material) Goal

interpersonal
Subject Finite + Predicator Complement

Mood Residue

textual Theme Rheme

 Since each metafunction has a distinctive meaning, slightly different clauses are interpreted quite 

differently. For example, compare John knocked the door and the door was knocked by John. In the latter 

clause, the door functions as Goal, Subject and Theme; and John functions as Actor, Complement and 

part of Rheme. The main point here is that interpersonal and textual meanings in the passive clause are 

different from those in the active one, whereas the ideational meaning is still the same. Figure 2 shows the 

analysis of the passive clause.

Figure 2: Metafunctional Analysis of a Clause (2)

text the door was knocked by John

ideational (experiential) Goal Process (Material) Actor

interpersonal
Subject Finite + Predicator Complement

Mood Residue

textual Theme Rheme

 Logical metafunction, another aspect of ideational metafunction constructs logical relationships 
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between clauses. There are two dimensions in the relationships: one is tactic system and the other is 

logico-semantic system. When the status of the related clauses is equal, the structure is called paratactic; 

on the other hand, when the status is unequal, it is called hypotactic. Logico-semantic relations are grouped 

into two: expansion where one expands the other by elaborating, extending or enhancing; and projection 

where one project the other as a locution or an idea. For example, John knocked the door but no one 

replied is interpreted as the combination of paratactic and extension (in expansion). Logical metafunction 

and clause complex will be further illustrated and discussed in 3.1 below.

 (2) The next concept is stratification. SFL sees language as stratified systems according to abstraction: 

semantics (meaning), lexicogrammar (wording)3 and phonology (sounding). The relationship between 

each stratum is referred to as realization: semantic is realized by lexicogrammar and lexicogrammar is 

realized by phonology. For example, a figure (a configuration of process, participants and circumstances) 

in semantics is ‘congruently’4 realized by a clause in lexicogrammar.

  Stratification and realization are applied to the relationship between language and context. The 

stratum of context of situation (situations that are relevant to the texts in question) is realized by language 

and context of culture (the accumulation of situations in a particular culture) is realized by context of 

situation. Figure 3 shows a model of stratification of language and context.

Figure 3: A Model of Stratification of Language and Context

 It should be noted that realization is not related to temporal axis (which occurs first?) and causality 

(which causes which?). It should also be noted that since each stratum is independent, realization is not 

necessarily ‘congruent’; for example, a quality can be realized by a noun instead of an adjective (e.g., long 
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→ length) or a figure can be realized by a nominal group instead of a clause (e.g., the shop is popular → 

the popularity of the shop). This ‘incongruent’  type of realization mode is referred to as metaphorical (e.g., 

Halliday, 1994; Halliday and Matthiessen, 1999), which is discussed in 3.2.2. It is important to mention 

that congruent and metaphorical is not just dichotomy but a matter of degree: the terms ‘congruent’ and 

‘metaphorical’ should be used more precisely, e.g., ‘more congruent’ and ‘more metaphorical’.

 Having sketched some of the main concepts in SFL (very briefly though), it should now be possible 

to illustrate some of the problems in economic texts from the Systemic Functional perspective.

3. Grammatical Difficulty in Writings in Economics

 This section illustrates the grammatical characteristics that can cause difficulty in reading texts 

connected to economics. Example texts are below (In order to make my illustrations clear, the order of 

some of the extracts may be changed from the order in which they appeared in the original sources.).

 Extract 1

 If Hollywood and the movie industry had been government enterprises or if in England it had been 

a question of employment by the British Broadcasting Corporation it is difficult to believe that the 

“Hollywood Ten” or their equivalent would have found employment.

 (Capitalism and Freedom, p. 20)

 Extract 2

 One may believe, as I do, that communism would destroy all of our freedoms, one may be opposed to 

it as firmly and as strongly as possible, and yet, at the same time, also believe that in a free society it is 

intolerable for a man to be prevented from making voluntary arrangements with others that are mutually 

attractive because he believes in or is trying to promote communism.

 (Capitalism and Freedom, p. 20)

 Extract 3

 (a) It is widely believed that politics and economics are separate and largely unconnected; that individual 

freedom is a political problem and material welfare an economic problem; and that any kind of political 

arrangements can be combined with any kind of economic arrangements.

 (b) The chief contemporary manifestation of this idea is the advocacy of “democratic socialism” by many 

who condemn out of hand the restrictions on individual freedom imposed by “totalitarian socialism” in 
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Russia and who are persuaded that it is possible for a country to adopt the essential features of Russian 

economic arrangements and yet to ensure individual freedom through political arrangements.

 (c) The thesis of this chapter is that such a view is a delusion, that there is an intimate connection 

between economics and politics, that only certain combinations of political and economic arrangements 

are possible, and that in particular, a society which is socialist cannot also be democratic, in the sense 

of guaranteeing individual freedom.

 (Capitalism and Freedom, p. 7)

 Extract 4

 (a) Despite the increasingly visible presence of organic foods in our consumer culture, questions remain 

about what effect this explosive growth—and profitability—has had on the farmers who produce these 

foods.

 (b) Even more fundamentally, for many people answering the age-old question of “What’s for dinner?” 

the notion of “organic food” remains a nebulous concept with variable associations ranging from health 

food to sustainable food—and everything in between.

 (Organic Futures, pp. 27-28)

 Extract 5

 As organic agriculture came to be defined primarily in terms of prohibited chemical inputs rather than 

as a broader, agro-ecological and community-based process, the terrain of the organic market shifted in 

ways that benefited the types of large organic operations that could meet the demands of an industrial 

food system.

 (Organic Futures, p. 62)

 When we consider the complexity of text, there are at least two characteristics: the structure of 

sentences and that of nominal groups. On one hand, this type of text is complex in that the structure of the 

sentence is rather intricate. Grammatical intricacy can be illustrated by the construction of what is called 

in SFL a clause complex5 (Halliday, 2002).

 On the other hand, looking at the proportion of lexical items per clause or ‘lexical density’ (Halliday, 

1993a; Halliday, 1993b), extracts shown above do not seem so dense. For example, Extract 1 consists of 

four clauses, includes one embedded clause and has 20 lexical items. Thus, its lexical density is 4.0. Extract 

4(a) which consists of a clause and two embedded clauses has 15 lexical items. Thus, its lexical density 

is 5.0. They are higher than that in casual speech (around 1-2) but not as high as that of written scientific 
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texts (around 6-10) (Halliday, 2004b). However, the structure of nominal groups is rather complicated 

because of embedded clauses and phrases and nominalizations.

 Nominalization is related to a further problem, abstract participants. Whether they are institutions or 

events, abstract things are more difficult to understand than concrete ones. Generalized participants also 

contribute to this kind of difficulty.

 This section will address these issues with illustration. After exploring texts, grammatical items that 

should be shared with students for improving their reading skills may be suggested.

3.1 Grammatical Intricacy

 As already mentioned, clause complex is interpreted as the relations between clauses that has the two 

dimensions: “the system of interdependency or ‘tactic’ system, parataxis and hypotaxis” and “the logico-

semantic systems of expansion and projection” (Halliday, 1994; 215-221).

 There are two types of taxis. When one element modifies another and the status of the two are equal, 

the relation is called parataxis (expressed by the notations, 1 2 3 …): one is initiating and the other is 

continuing. By contrast, when one element is dominant and the other is dependent, it is called hypotaxis 

(notations: α β γ …). Typically, clause complex exploits a combination of paratactic and hypotactic 

relations. For example, Extract 1 can be interpreted as follows:

 If Hollywood and the movie industry had been government enterprises

 β 1

 or if in England it had been a question of employment by the British Broadcasting Corporation

 β 2

 it is difficult to believe that the “Hollywood Ten” or their equivalent would have found employment.

 α

 Logico-semantic relations are grouped according to the two fundamental relations of expansion and 

projection. By expansion, one clause expands the other by elaborating, extending or enhancing it. There 

are various relations in each category: i) in elaboration, one clause elaborates the other by paraphrasing, 

giving examples or clarifying it (notation: =); ii) in extension, one clause expands the other by adding 

something new (addition, replacement or alternative) (notation: +); iii) in enhancement, one clause 

expands the other by referring time, space, manner or cause or condition (notation: ×). Extract 1 can be 

interpreted in combination with taxis and logico-semantic relations as follows:
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 If Hollywood and the movie industry had been government enterprises

 ×β 1

 or if in England it had been a question of employment by the British Broadcasting Corporation

 β +2

 it is difficult to believe that the “Hollywood Ten” or their equivalent would have found employment.

 α

 By projection, one clause is projected through the other. There are two subtypes: what is projected 

verbally, referred to as locution (notation: “); and what is projected mentally, referred to as idea (notation: 

‘). The projecting clause may be verbal or mental. For example, the beginning part of Extract 2, which 

includes mental process believe and projected idea can be interpreted as:

 One may believe,

 α α

 as I do,

 α ×β

 that communism would destroy all of our freedoms,

 ‘β

Figure 4 and 5 shows the multi-layered analysis of Extract 1 and 2 conducted in terms of types of taxis 

and logico-semantic relations.

Figure 4: Multi-layered Analysis of Extract 1

Types of Taxis and 
Logico-semantic Relations

Text

×β 1 If Hollywood and the movie industry had been government enterprises

+2 or if in England it had been a question of employment by the British Broadcasting 
Corporation

α it is difficult to believe that the “Hollywood Ten” or their equivalent would have 
found employment.
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Figure 5: Multi-layered Analysis of Extract 2

Types of Taxis and 
Logico-semantic Relations

Text

1 α α One may believe,

×β as I do,

‘β that communism would destroy all of our freedoms,

+2 one may be opposed to it as firmly and as strongly as possible,

+3 α and yet, at the same time, also believe

‘β α that in a free society it is intolerable for a man to be prevented from making 
voluntary arrangements with others that are mutually attractive

β 1 because he believes in

+2 or is trying to promote communism.

 As shown in Figure 4 and 5, the structure of some of the clause complexes is so complicated. The skill 

to ‘untie’ these multi-layered constructions seems essential in understanding specialized texts connected 

to economics. Thus, it seems reasonable to present a suggestion that English teachers need to share 

the knowledge of taxis and logico-semantic relations with students and to instruct how to untie clause 

complexes as the run-up to reading economic writings. This does not mean that students and teachers 

have to gain the knowledge of SFL concepts and terminologies; learning grammar should not be students’ 

burden. Rather, it is more reasonable to exploit the resource of so-called school grammar, which students 

are familiar with. However, since providing teaching methods is not the main purpose of this paper, the 

question of teaching should be kept outside the scope of this present discussion.

3.2 Complexity in the Nominal Group

 Not only the intricacy of clause complexes but also the complexity in the nominal group contribute to 

the difficulty in the texts. As already mentioned, not as much ‘dense’ as written mode of science (Halliday, 

1993b), the extracts include quite a few complicated nominal groups. It seems that embedded clauses and 

nominalizations increase the complexity.

3.2.1 Embedded Clause and Phrase

 In a nominal group6, either a clause or a phrase may characterize Thing as Qualifier. Almost all 

Qualifiers are rankshifted: a grammatical unit that is higher than or equivalent to the nominal group in 

rank (i.e., a clause or a phrase) functions as constituents of a nominal group. These items are referred to 

as rankshifted or embedded (an embedded clause is expressed by the notation [[ ]], an embedded clause 
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complex by [[[ ]]] and an embedded phrase by [ ]; and clause complexes are divided into clauses by the 

notation ||.). In addition, an embedded clause may function as Head of a nominal group without projecting 

clauses, which in SFL terms is referred to as fact (Halliday, 1994: 265-266). From the perspective of 

embedded clauses and phrases, Extract 3, the beginning of Chapter 1 of Capitalism and Freedom is 

complicated. See the following analysis.

 (a) It is widely believed [[[that politics and economics are separate and largely unconnected;|| that 

individual freedom is a political problem and material welfare an economic problem;|| and that any kind 

of political arrangements can be combined with any kind of economic arrangements]]].

 (b) The chief contemporary manifestation of this idea is the advocacy [of “democratic socialism” [by 

many [[[who condemn out of hand the restrictions on individual freedom [[imposed by “totalitarian 

socialism” in Russia]] || and who are persuaded|| that it is possible [[[for a country to adopt the essential 

features of Russian economic arrangements|| and yet to ensure individual freedom through political 

arrangements]]]]]]]].

 (c) The thesis of this chapter is [[[that such a view is a delusion,|| that there is an intimate connection 

between economics and politics,|| that only certain combinations of political and economic arrangements 

are possible,|| and that in particular, a society [[which is socialist]] cannot also be democratic, in the 

sense of guaranteeing individual freedom]]].

 Extracts 3(b) and (c) are especially complicated because of the layered usage of embedded phrases, 

embedded clauses and embedded clause complexes. In (b), the advocacy is modified by the Qualifier (a 

prepositional phrase) beginning with of “democratic socialism” which then is modified by Qualifier (a 

prepositional phrase) beginning with by many. Then, the Head of the nominal group, many is modified by 

Qualifier (a clause complex) beginning with who condemn. This embedded clause complex is composed 

of two paratactically related embedded clauses: the initiating clause beginning with who condemn extends 

the continuing one beginning with who are persuaded. The continuing clause projects the idea that begins 

with it is possible where it is not a participant but a Subject placeholder. The non-finite clause complex 

beginning with for a country is composed of two non-finite clauses whose relations are paratactic and 

extension. These non-finite clauses are projections with no verbal or mental clauses that project them. 

As mentioned earlier, this type of projection is referred to as fact. Extract 3(c) is a relational clause and 

includes an embedded clause complex which composed of four embedded clauses (each one is related by 

parataxis and extension) and an embedded clause serves as a Qualifier (which is socialist). Figure 6 and 

Figure7 show visual illustrations of the analyses.
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Figure 6: A Visual Illustration of Extract 3(b)

Figure 7: A Visual Illustration of Extract 3(c)

 It seems important that teachers share these grammatical characteristics and functions with students 

before they start reading texts; it is crucial in reading this type of texts to understand the modifying 

structure of embedded clauses and phrases and to realize the difference between embedded clauses and 

projections.
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3.2.2 Nominalization

 Nominalization is a significant part of grammatical metaphor, metaphorical realization involving 

shifts and fusion: shifts between ranks and classes toward a thing; and semantic fusion with the original 

category (see e.g. Halliday, 1994: 342-353; Halliday and Matthiessen, 1999: 227-296; Halliday, 2004b). 

For example, voluntary arrangements with others from Extract 2 is a nominalized expression; this 

nominal group can be more congruently interpreted as (someone) voluntarily arranges with others. 

In this metaphorical expression, a figure which is congruently realized by a clause is metaphorically 

realized by a nominal group (a shift between ranks) and process which is congruently realized by a verbal 

group is metaphorically realized by a nominal group (a shift between classes). It has to be noted that 

the metaphorical thing, arrangements still remains its original status of process (thus, arrangement is 

‘process + thing’): congruent realization and metaphorical one are not exactly equal in meaning (Butt et 

al., 2012: 97-99). For example, the nominal group, intimate connection between economics and politics 

from Extract 3(c), where a figure is metaphorically realized by a nominal group, a process by a nominal 

group and a participant by a part of a nominal group (prepositional phrase) can be more congruently 

interpreted as economics and politics are intimately connected. Figure 8 shows the analysis.

Figure 8: Unpacking Nominalizations

Key to figure:

original text

grammatical class/ grammatical function (metaphorical form)

grammatical class/ grammatical function (congruent form)

unpacked text: example

voluntary arrangements with others

adjective/ Classifier noun/ Thing prepositional phrase/ Qualifier

adverb/ circumstantial (Manner) verb/ Process prepositional phrase/ circumstantial (Manner)

(someone) voluntarily arranges with others

intimate connection between economics and politics

adjective/ Classifier noun/ Thing prepositional phrase/ Qualifier

adverb/ circumstantial (Manner) verb/ Process nominal group/ Actor

economics and politics are intimately connected

 The process to interpret metaphorical form as more congruent form, called ‘unpacking’ (Halliday, 

2004b) is an important skill to ease complexity derived from nominalization. It may provide readers with 
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better understanding.

 As the analysis of the examples illustrates, unpacking nominalizations in extracts does not seem 

too difficult. However, since nominalization is abstract and metaphorical expression, there are cases that 

unpacking is not sufficient for full understanding. Furthermore, unpacking has to be conducted carefully 

because completely unpacked texts would be “clumsy and frequently unsatisfactory version” (Thompson, 

2014: 252). For example, although political arrangements and economic arrangements from Extract 3(a) 

can be unpacked relatively easily, the more congruent forms, (someone) arranges (with someone) about 

politics and (someone) arranges (with someone) about economics do not make sense adequately. To take 

another example, prohibited chemical inputs from Extract 5 includes ambiguity: it can be unpacked as 

(someone) put prohibited chemicals or (someone) prohibits putting chemicals.

 Specialists can understand such nominalized expressions without unpacking because of their 

familiarity with the style as well as with their research fields. On one hand, nominalization plays an 

important role in organizing texts and accumulating knowledge (Halliday, 1993a; Martin, 1993a), but 

on the other hand, it increases abstraction and ambiguity, which can keep laypersons away. One way to 

address this problem is, as already illustrated, to unpack nominalizations; the other way is to interpret 

nominalized expressions as they are. As Halliday (1994: 353) argues, “however far one may choose to 

go in unpacking ideational metaphor, it is important also to analyse each instance as it is”. A reasonable 

suggestion here is not to explore nominalization thoroughly but to consider its functions in the text in 

question. In any case, it is important for teachers to understand the language phenomenon of grammatical 

metaphor.

3.3 Abstract Participant and Generalized Participant

 The final problem is concerned with the participant, a component participating in the process when 

language construes experience. A significant number of abstract participants and generalized participants 

are included in the extracts. They are realized by nominal groups whose Heads are abstract noun or 

general noun.

 Abstract nouns such as voluntary arrangements with others (from Extract 2), intimate connection 

between economics and politics (from Extract 3(c)) and prohibited chemical inputs (from Extract 5) are, 

as illustrated in 3.2.2, related to nominalization.

 General nouns such as industry, enterprises, man, people and market as well as nominal substitutes 

one and many are also found in the extracts. General nouns are used to refer to instances of given categories. 

For example, a horse can be referred as the animal and John can be referred as the man (Halliday and 
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Matthiessen, 1999: 189). In ideational terms, general nouns are also used as Head in nominal group 

accompanied by Qualifier. As illustrated in 3.2.1, this usage may increase complexity in nominal group 

because of Qualifier. Both general nouns and nominal substitutes are used to achieve the cohesive effect 

functioning anaphoric reference (Halliday and Hasan, 1976: 274–277). Thus, some general nouns can be 

interpreted by reference to subordinate nouns that have appeared in the text in question or by reference 

to their subordinate nouns outside the text. However, there are ones that are difficult for laypersons to 

interpret.

 Abstraction is a move from concrete entities to abstract ideas and generalization is one from individual 

to general people, things and matters (Halliday, 2004b: 27). Teachers need to share the knowledge of the 

abstract and general things in texts as well as of related grammatical items with students.

4. Conclusion

 This paper has conducted the text analysis to address two related questions: to illustrate the 

characteristics that can cause difficulty when Japanese university students read specialized texts written in 

English connected to economics; and to show whether or not Halliday’s (1993b) claim that “(t)he difficulty 

lies more with the grammar than the vocabulary” (Halliday, 1993b: 71) applies to texts in economics. 

Through the analysis, the paper has cleared the following items that can cause difficulty: grammatical 

intricacy, embedded clauses and phrases, nominalization, and abstract participants and generalized 

participants. It also has confirmed that the suggestion, “(t)he difficulty lies more with the grammar than 

the vocabulary” (Halliday, 1993b: 71) applies to texts in economics as well. However, the characteristics 

of grammatical difficulty depend on the nature of text types. Thus, in order for students to fully understand 

a certain text, teachers need to point out the lexicogrammatical items that can cause difficulty in the text 

in question and instruct students how to resolve problems that result from these characteristics.

 According to Halliday (2004a), there are three aspects to language development: ‘learning language’, 

‘learning through language’ and ‘learning about language’7. ‘Learning through language’ is an important 

facet in learning, in both liberal arts and specialized education. However, more important in academic 

reading in the context of Japanese universities seems to be ‘learning about language’, which means to 

understand the lexicogrammatical tendencies of the text that they address. The process of ‘learning about 

language’ includes essential skills to be a successful student: for example, building knowledge, consulting 

dictionaries, thinking critically, deepening insight and especially tackling problems on your own. In order 

for students to improve their comprehensive ability to achieve academic success, presumably more effort 



Toward Academic Reading (II)

needs to be exerted on language learning.

Notes

1  SFL assumes six process types in English: material (doing & happening), mental (sensing), relational (being), verbal 

(saying), behavioural (behaving) and existential (existing). Each process type consists of distinctive process, participants 

and optional circumstantial elements. For example, material process has an obligatory element, Actor (doer) and an 

optional element, Goal (an entity that the action is done to). There are a wide range of circumstances: for example, extent 

(e.g., for three hours in Mary worked for three hours), location (e.g., in the office in Mary worked in the office) and 

manner (e.g., quietly in Mary worked quietly). For details, see e.g., Halliday (1994) and Halliday and Matthiessen (1999).

2  From the perspective of interpersonal metafunction, a clause is divided into two parts: Mood and Residue. Mood 

organizes speech function by the order of Subject (the element that is responsible for the proposition) and Mood (the 

element that encodes tense and/or speaker’s opinion). Speech functions other than giving information (realized by 

Subject + Finite) are: demanding information (Finite + Subject/ WH- element as Subject + Finite/ WH-element + Finite + 

Subject); giving goods & services (Subject + Finite) and demanding goods and services (no Finite and Subject). The rest 

of the clause is called Residue; it consists of Predicator, Complement and Adjunct (for details, see, e.g., Halliday, 1994; 

Butt, et al., 2012).

3  SFL regards lexis and grammar as the same category. The difference between the two is degree of delicacy: more 

delicate part of grammar is lexis (see e.g., Halliday, 2002a; Hasan, 2019).

4  For example, when a process is realized by a verbal group, a participant is realized by a nominal group and a figure is 

realized by a clause, the realization mode is called congruent.

5  Although it is no misunderstanding that a sentence can be defined as a clause complex, in SFL, the term clause 

complex is preferred, since “a sentence is a constituent of writing, while a clause complex is a constituent of grammar” 

(Halliday, 1994: 216). Thus, although this paper uses sentence for the purpose of this study, it does not use the term as a 

grammatical unit but as a unit of written language that starts with a capital and ends with a period.

6  According to Halliday (1994: 191), a nominal group is interpreted as:

those two splendid old electric trains with pantographs

Deictic Numerative Epithet Classifier Thing Qualifier

Attitude Quality

7  Although Halliday (2004a) discusses these aspects in terms of children’s language development, at least ‘learning 

through language’ and ‘learning about language’ are relevant to language education.
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い
る
見
せ
消
ち
が
あ
り
、

そ
の
見
せ
消
ち
に
よ
っ
て
最
晩
年
の
宗
春
の
行
動
と
人
柄
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
を
平
成
六
年
三
月
発
行
の

愛
知
学
院
大
学
禅
研
究
所
紀
要

第
二
十
二
号
に

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

で
発
表
し
た
。

　

一
方
、
諦
忍
は
諱
を
妙
竜
と
い
い
、
空
華
子
と
も
号
し
、
天
明
六
年
（
一

七
八
六
）
六
月
十
日
に
八
十
二
歳
で
示
寂
し
て
い
る
。
念
仏
無
上
醍
醐

編

律
苑
行
事
問
弁

以
呂
波
問
弁

な
ど
多
く
の
著
作
を
出
し
た
学
僧

で
、
尾
張
の
高
僧
の
一
人
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
戒
律
学
を
中
心
に
禅
、
密

教
、
浄
土
に
も
秀
出
た
人
で
あ
り
、
詳
し
い
伝
記
や
著
作
、
思
想
に
つ
い
て

は
拙
著

諦
忍
律
師
研
究
（
平
成
七
年
十
二
月　

法
蔵
館
）
で
明
ら
か
に

し
た
。

　

筆
者
は
以
前
、
八
事
山
興
正
寺
の

由
緒
書

に
よ
っ
て
、
宝
暦
十
三
年

（
一
七
六
三
）
九
月
二
日
の
尾
張
第
七
代
藩
主
徳
川
宗
春
公
（
以
下
、
徳
川

宗
春
と
称
す
）
の
興
正
寺
参
詣
を
考
察
し
た
。
し
か
し
、
平
成
二
十
年
に

は
、
阿
部
秀
樹
氏
に
よ
っ
て

前
中
納
言
様
御
参
詣
留
（
以
下
、
御
参
詣

留
）
が
八
事
文
庫
に
所
蔵
す
る
こ
と
を
確
認
し
翻
刻
さ
れ
た
（
江
戸
時
代

の
八
事
山
興
正
寺
│
│
八
事
文
庫
文
書
に
み
る
尾
張
高
野
の
歩
み
│
│

平
成
二
十

年
三
月　

勁
草
書
房
）
六
十
四
、
一
四
四
頁
。
阿
部
氏
は

御
参
詣
留

の

詳
し
い
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
筆
者
は

由
緒
書

と
比
較
し
な

が
ら
、
徳
川
宗
春
が
興
正
寺
に
参
詣
し
た
一
日
の
新
し
い
事
実
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
考
え
た
。

　

御
参
詣
留

は
八
事
文
庫
の

文
書
二
四

に
所
収
し
て
い
る
。
し
か

し
、
文
書
二
四

は
諸
の
覚
や
控
な
ど
が
合
冊
に
な
っ
て
お
り
、
拙
編
著

尾
張

高
野
八
事
文
庫
文
書
目
録

八
十
四
頁
に
は

堂
舎
書
上
の
扣　

一
冊　

二
四

と
な
っ
て
い
る
。
細
目
に
は
（
口
上
之
覚
（
文
化
十
四
年
四
月
）、

堂
舎
書
上
之
扣
（
寛
政
三
年
差
出
）、
八
事
山
興
正
寺
堂
舎
之
覚
（
寛
政
元

年
三
月
）、
西
山
能
満
堂
本
尊
開
扉
の
件
（
文
化
十
三
年
四
月
）
な
ど
）
と

あ
る
の
み
で

御
参
詣
留

は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
筆
者
の
整
理
し
た
当

時
の
カ
ー
ド
を
み
る
と
、
タ
イ
ト
ル
は
記
入
し
て
あ
る
が
、
覚
や
扣
と
と
も

に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
目
録
で
は

な
ど

と
し
て
省
略
し
た
。
こ
れ
は
筆

者
の
大
ミ
ス
で
あ
っ
た
が
、
阿
部
氏
は
そ
れ
を
見
出
し
翻
刻
し
て
紹
介
さ
れ

た
。
阿
部
氏
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

御
参
詣
留

の
筆
者
は
、
興
正
寺
側
の
使
僧
と
し
て
担
当
し
た
知
事
の

卓
然
で
あ
る
こ
と
が
内
容
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
八
事
文
庫
文
書
一
七
四
の

覚

は
借
金
返
済
に
つ
い
て
の
覚
書
で
あ
る
が
、
同
じ
使
僧
の
卓
然
が
役

所
へ
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
文
書
を
対
照
す
る
と
同
じ
筆
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
、
御
参
詣
留

は
卓
然
が
記
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
担
当
者
自

ら
が
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
資
料
の
信
憑
性
は
高
い
も
の
と
い
え



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

る
。
し
か
し
、
八
事
文
庫
に
は
宗
春
参
詣
後
の
文
書
に
卓
然
の
名
は
ま
っ
た

く
出
て
こ
な
い
。
何
か
理
由
が
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
卓
然
の

詳
し
い
行
歴
は
不
詳
で
あ
る
。

　

後
年
に
成
っ
た

由
緒
書

は
、
御
参
詣
留

を
参
考
に
し
て
い
る
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。
御
参
詣
留

が
箇
条
書
き
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
そ

れ
を
整
理
し
た
も
の
が

由
緒
書

で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
も
御
参
詣
に

関
す
る
メ
モ
が
あ
っ
て
書
き
加
え
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
り
、
由
緒

書

は
興
正
寺
に
伝
わ
る
口
伝
と
数
種
の
文
書
を
利
用
し
て
成
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

徳
川
宗
春
は
尾
張
藩
三
代
藩
主
綱
誠
の
第
二
十
子
で
、
幼
名
を
萬
五
郎
、

次
に
求
馬
と
称
し
、
元
服
し
て
通
春
と
名
乗
っ
た
。
元
禄
九
年
（
一
六
九

六
）
十
月
二
十
八
日
に
尾
張
で
生
ま
れ
、
生
母
は
側
室
三
浦
氏
（
宣
揚
院
）

で
あ
っ
た
。
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
四
月
、
江
戸
へ
出
府
し
、
享
保
元
年

（
一
七
一
六
）
二
月
七
日
、
将
軍
家
継
に
謁
し
、
七
月
、
従
五
位
下
主
計
頭

に
叙
任
さ
れ
た
。
同
十
四
年
（
一
七
二
九
）
八
月
、
奥
州
梁
川
藩
三
万
石
を

受
封
し
た
が
、
翌
十
五
年
十
一
月
に
は
兄
継
友
（
尾
張
第
六
代
藩
主
）
が
病

死
し
嗣
子
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
後
を
継
ぎ
第
七
代
藩
主
と
な
っ
た
。

同
十
六
年
正
月
に
は
宗
春
と
改
め
、
従
来
の
因
襲
打
破
を
示
し
た
。
三
月
に

は

温
知
政
要

を
著
わ
し
て
仁
政
の
基
本
を
説
き
、
四
月
に
藩
主
と
し
て

入
国
し
た
。
五
月
に
は
諸
士
の
芝
居
見
物
な
ど
を
公
許
し
、
六
月
よ
り
八
月

に
は

御
側
風
説
書

を
作
っ
て
人
間
性
重
視
の
意
嚮
を
明
ら
か
に
し
た
。

ま
た
、
御
下
屋
敷
（
現
在
、
名
古
屋
市
東
区
葵
、
代
官
町
付
近
）
を
再
建
し

町
民
の
盆
踊
り
を
み
た
。
九
月
よ
り
十
一
月
頃
に
は
知
多
郡
大
野
、
犬
山
な

ど
に
遊
行
し
て
い
る
。
同
十
七
年
五
月
、
嫡
子
国
丸
の
端
午
の
節
句
に
お
い

て
、
庶
民
を
邸
内
に
入
れ
見
物
さ
せ
た
。
六
月
に
は
、
城
下
に
富
士
見
原
の

遊
廓
を
開
き
、
九
月
に
は
将
軍
吉
宗
が
上
使
を
宗
春
に
派
し
て
三
ケ
条
の
問

責
を
行
っ
た
が
、
宗
春
は
巧
み
に
弁
解
し
て
免
れ
た
。
十
二
月
に
は
権
中
納

言
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
十
八
年
四
月
に
は
西
小
路
（
遊
里
）
に
微
行

し
、
九
月
よ
り
十
一
月
に
も
岐
阜
、
知
多
な
ど
に
遊
行
し
た
。
な
お
、
こ
の

年
、
遊
廓
、
芝
居
、
音
曲
、
祭
礼
な
ど
が
未
曾
有
の
盛
況
を
呈
し
て
い
た
。

元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
三
月
に
は
江
戸
へ
出
府
し
た
が
、
宗
春
不
在
中
の

国
許
で
は
風
俗
の
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
た
。
同
四
年
（
一
七
三
九
）
正

月
、
幕
府
は
宗
春
に
蟄
居
謹
慎
を
命
じ
て
お
り
、
そ
の
後
、
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
十
月
八
日
、
御
下
屋
敷
に
お
い
て
薨
ぜ
ら
れ
た
。
同
月
二
十
二
日

に
葬
儀
が
行
わ
れ
て
お
り
、
建
中
寺
に
葬
ら
れ
た
。
法
号
は
章
善
院
殿
厚
誉

孚
式
居
士
、
謚
は
逞
公
で
あ
る
。

　

以
上
、
宗
春
の
略
伝
を
な
が
め
た
が
、
宗
春
が
藩
主
で
あ
っ
た
享
保
十
五

年
（
一
七
三
〇
）
十
一
月
よ
り
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
ま
で
の
約
八

年
間
は
積
極
的
に
藩
政
改
革
が
行
わ
れ
、
幕
府
の
意
向
に
と
ら
わ
れ
な
い
自

由
奔
放
な
政
治
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中
、
諸
制
限
の
改
廃
や
富
士
見
原
、
西

小
路
、
葛
町
の
三
遊
廓
の
開
設
、
大
須
や
橘
町
を
中
心
に
芝
居
小
屋
増
設
の

許
可
、
そ
の
他
、
祭
礼
を
華
美
に
し
た
り
芸
能
を
奨
励
し
た
こ
と
は
注
目
す

べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
軸
と
し
て
尾
張
は
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂

げ
た
が
、
幕
府
の
追
及
は
厳
し
く
な
り
、
し
か
も
財
政
的
破
綻
も
加
わ
っ
た



﹇
宗
春
と
諦
忍
の
交
流
﹈

年　

号

西　

暦

事　
　
　

項

宗
春
年
齢

諦
忍
年
齢

享
保
十
八
年

一
七
三
三

是
年
、
宣
揚
院
よ
り
興
正
寺
へ
御
紋
附
戸
帳
（
錦
地
）
一
枚
を
寄
附
す
。

歳

歳

　

〃
十
九
年

一
七
三
四

五
月
七
日
、
宗
春
、
諦
忍
を
興
正
寺
五
世
に
命
ず
。

歳

歳

元
文　

四
年

一
七
三
九

正
月
十
三
日
、
宗
春
、
蟄
居
謹
慎
す
。
十
月
三
日
、
宗
春
、
三
の
丸
東
大
手
門
の
西
南
角
に
あ
る
邸
に
幽
閉
さ
れ
る
。
十
二
月
十
七
日
、
八
代
藩
主
宗
勝
よ
り
黒
印
頂

受
す
。

歳

歳

　

〃　

五
年

一
七
四
〇

五
月
、
宗
春
を
前
中
納
言
と
奉
称
す
。

歳

歳

〃

六
年

一
七
四
一

二
月
、
宣
揚
院
、
幡
（
剣
葵
御
紋
附
）
二
流
を
寄
附
す
。

歳

歳

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

た
め
、
つ
い
に
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
、
将
軍
吉
宗
よ
り
蟄
居
謹
慎

が
命
ぜ
ら
れ
失
脚
し
た
。
一
時
は
三
都
を
凌
ぐ
と
ま
で
評
さ
れ
た
尾
張
の
繁

昌
も
暗
転
と
な
り
、
遊
廓
は
廃
止
さ
れ
、
芝
居
小
屋
も
整
理
さ
れ
て
、
再
び

六
代
藩
主
継
友
ま
で
の
政
策
で
あ
っ
た
質
素
倹
約
が
励
行
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

そ
の
宗
春
藩
主
時
代
の
尾
張
の
政
治
、
社
会
、
風
俗
な
ど
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
に

遊
女
濃
安
都

が
あ
る
。
遊
女
濃
安
都

は
極
め
て
内
容
に

異
同
が
多
く
題
名
も
種
々
み
え
る
が
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
よ
り
始

ま
り
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
に
終
わ
る
九
年
間
の
記
録
で
あ
る
。
末
尾
に

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
及
び
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
の
記
事
も
み
え
る

が
、
そ
れ
は
付
録
に
す
ぎ
な
い
。
遊
女
濃
安
都

に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
宗

春
の
参
詣
寺
社
は
建
中
寺
、
定
光
寺
、
熱
田
社
、
七
ツ
寺
、
若
宮
八
幡
な
ど

で
、
興
正
寺
に
つ
い
て
は
全
く
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
諦
忍
と
の
交
流
も
記
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
資
料
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
以
前
、
尾
崎
久
弥
氏
が
そ
の
著

徳
川
宗
春
年
譜

で

諦

忍
和
上
行
牒
記
（
甲
乙
二
冊
、
末
弟
仮
名
乞
士
光
謹
誌
）
と

由
緒
書

（
一
冊
、
文
政
七
年
二
月
改
書
上
、
同
四
月
十
三
日
改
記
済
）
か
ら
関
連
記

事
を
抜
き
書
き
し
て
、
宗
春
と
諦
忍
と
の
交
渉
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
拙

稿

諦
忍
律
師
伝
の
研
究
（
昭
和
五
十
四
年
三
月

愛
知
学
院
大
学
禅
研

究
所
紀
要

第
八
号
）
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
昭
和
五
十
四
年
に
は

諦
忍
和
上
行
牒
記

が
興
正
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
お
ら
ず
、
同
じ
編
者
の
八

世
英
旭
謙
光
に
よ
る

諦
忍
和
上
行
業
記

と
同
主
旨
の
内
容
と
考
え
ら
れ

た
。
な
お
、
由
緒
書

は
八
事
文
庫
文
書
三
四
に
該
当
す
る
。
興
正
寺
に

は
そ
の
他
、
こ
の

由
緒
書

成
立
以
前
の
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
十
月

の

覚
（
文
書
八
〇
）
や
文
化
十
五
年
（
一
八
一
八
）
以
後
に
成
立
し
た

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
を
始
め

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
同
一
複

写
の

由
緒
書
（
文
書
三
七
）
や
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
閏
七
月
の

覚
（
文
書
一
一
九
）
な
ど
も
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
宗
春
と

諦
忍
の
交
流
を
年
譜
形
式
に
し
て
な
が
め
て
み
た
い
。



　

　
寛
保　

二
年

一
七
四
二

三
（
四
）
月
、
宣
揚
院
、
浄
土
変
相
（
浄
土
曼
荼
羅
）
一
幅
を
寄
附
す
。
そ
の
開
眼
法
要
を
修
行
す
。
以
後
、
毎
年
二
季
彼
岸
に
掛
け
て
法
要
を
修
行
す
。

歳

歳

　

〃　

三
年

一
七
四
三

九
月
、
宣
揚
院
、
幡
（
剣
葵
御
紋
附
）
二
流
を
寄
附
す
。
九
月
二
日
、
宣
揚
院
卒
去
す
。
建
中
寺
に
葬
る
。

歳

歳

宝
暦　

二
年

一
七
五
二

是
年
、
河
村
秀
根
、
宗
春
の
奥
番
と
な
り
幽
居
ま
で
近
侍
す
。

歳

歳

　

〃　

四
年

一
七
五
四

十
月
十
一
日
、
宗
春
、
御
下
屋
敷
へ
御
引
き
移
る
。

歳

歳

　

〃　

十
年

一
七
六
〇

四
月
、
諦
忍
、
宗
春
の
も
と
め
に
よ
り
七
日
間
、
土
砂
加
持
法
を
修
し
現
当
滅
罪
を
祈
願
す
。
六（
七
）月
、
宗
春
、
自
筆
の

八
事
山

及
び
打
敷
、
額
取
立
料
も
添

え
て
興
正
寺
へ
寄
附
す
。
九
月
五
日
、
諦
忍
は

八
事
山

を
自
ら
模
写
し
て
額
面
に
仕
立
て
、
弥
陀
堂
に
掲
げ
た
。
自
筆
は
宝
蔵
に
納
め
た
。（
七
月
以
後
の
事
項

は
、
由
緒
書
（
文
書
三
四
）
で
宝
暦
十
一
年
と
な
っ
て
い
る
）
十
月
二
十
四
日
、
四
月
よ
り
病
と
な
っ
て
い
た
宗
春
の
長
女
頼
姫
が
卒
去
す
。

歳

歳

　

〃
十
一
年

一
七
六
一

四
月
十
日
、
宗
春
、
建
中
寺
参
拝
の
外
出
許
可
が
出
た
。
六
月
五
日
、
九
月
二
日
、
宗
春
は
建
中
寺
へ
参
拝
す
る
。

歳

歳

　

〃
十
二
年

一
七
六
二

六
月
、
宗
春
、
手
植
の
蓮
花
一
瓶
、
氷
砂
糖
一
鉢
（
南
京
焼
蓋
物
入
）
を
興
正
寺
へ
贈
る
。
諦
忍
、
御
礼
と
し
て
西
瓜
及
び
自
作
の
詩
歌
を
納
め
る
。

歳

歳

　

〃
十
三
年

一
七
六
三

九
月
二
日
、
宗
春
、
建
中
寺
に
参
拝
後
、
興
正
寺
へ
御
参
詣
し
、
諦
忍
よ
り
垂
誡
を
受
け
て
光
明
真
言
、
十
声
念
仏
な
ど
を
受
得
す
。
宗
春
は
帰
館
後
も
日
課
と
し
て

称
名
を
修
し
た
。
当
日
、
諦
忍
、
唐
画
釈
尊
像
、
浄
土
曼
荼
羅
を
講
釈
す
。
同
月
二
十
一
日
、
宗
春
の
側
室
ら
侍
女
数
人
が
来
山
し
、
諦
忍
よ
り
十
声
念
仏
を
受
け

る
。
十
一
月
十
七
日
、
九
代
藩
主
宗
睦
よ
り
黒
印
頂
受
す
。

歳

歳

明
和　

元
年

一
七
六
四

十
月
八
日
、
宗
春
薨
去
す
。
同
月
二
十
二
日
、
葬
送
し
建
中
寺
に
葬
る
。
翌
二
十
三
日
よ
り
二
十
九
日
ま
で
法
会
を
修
す
。

歳

歳

安
永　

四
年

一
七
七
五

四
月
、
宝
泉
院
（
宗
春
側
室
、
お
薫
）、
諦
忍
を
古
渡
の
住
居
に
請
し
設
斎
供
養
す
る
。
法
話
を
聴
聞
し
侍
女
に
い
た
る
ま
で
十
声
念
仏
を
受
け
る
。

歳

　

〃　

八
年

一
七
七
九

是
年
、
宝
泉
院
、
山
林
を
興
正
寺
へ
寄
附
す
。

歳

　

〃　

九
年

一
七
八
〇

十
一
月
八
日
、
宝
泉
院
卒
去
す
。

歳

天
明
二
年

一
七
八
二

五
月
十
九
日
、
貞
幹
院
（
宗
春
側
室
、
お
は
る
）
卒
去
す
。

歳

　

〃　

六
年

一
七
八
六

六
月
十
日
、
諦
忍
示
寂
。
是
年
、
宗
春
二
十
三
回
忌
に
当
る
。

歳

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

　

由
緒
書

に
は
宝
暦
十
年
四
月
、
同
十
二
年
六
月
、
同
十
三
年
九
月
二

日
の
宗
春
と
諦
忍
と
の
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
尾
崎
久
弥
氏
の
紹

介
し
た
文
政
七
年
二
月
改
書
上
の

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
っ
て
の

み
し
か
交
流
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
同
題
の

由
緒
書
（
文
書

一
二
八
）
に
は
も
っ
と
詳
細
な
交
流
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

由
緒
書

の
確
か
な
成
立
年
次
や
筆
者
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
文
化
十
五

年
（
一
八
一
八
）
二
月
十
八
日
に
諦
忍
の
弟
子
の
英
旭
謙
光
が
八
世
住
職
に

就
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
早
く
て
も
文
化
十
五
年
二
月
以

後
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
た
め

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
同
時
期
に
成

立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
本
文
に
は
多
く
の
見
せ
消
ち
が
あ

り
、
下
書
き
、
草
稿
か
と
思
わ
れ
る
が
、
見
せ
消
ち
に
は

由
緒
書
（
文

書
三
四
）
に
記
さ
れ
て
い
な
い
当
時
の
様
子
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

見
せ
消
ち
を
生
か
し
な
が
ら

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
と
対
照
し
て
各
年

次
の
交
流
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。
な
お
、
ラ
イ
ン
で
囲
ん
だ
部
分
は
見



由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
宝
暦
十
辰
年
四
月

　

前
中
納
言
宗
春
様
よ
り
御
祈
■

願祷
■

被
仰
付
、
■

仰
付
住
職
諦
忍
比
丘
七
ケ
日
之
間
御
祈
祷
被
致
■

御
備
物
等
有

之
、
為
御
礼

　

御
自
筆
■

八八
事
山
之
三
字
御
染
筆
被
為
遊
被
下

事
山
之
三
字
御
書
被
遊
、
右
■

御
本
紙
之
通
写
し
■

被
■

額
に
致
し
候
様
に
と
の
御
事

　
■

西則
額
に
い
た
し
候
旨
申
し
上
候
得
は

山
弥
陀
堂
に
掛
申
度
旨
被
■

聞
召

　
■

木御
大
慶
思
召
候
と
の
御
事

品
等
被
下
則
額
御
寄
附
被
下
為
事
■

、
本
尊
■

前へ
■

唐
銅
燈
篭
御
奉
納
、
住
職
諦
忍
比
丘
へ
晒
■

等
■

被
下
置
候

一
宝
暦
十
年
辰
四
月
従

　

章
善
院
様
御
祈
祷
被
仰
付
候
、
御
備
物
之
儀
は
相
分
不
申
候

　

但
本
文
之
儀
に
付

　

章
善
院
様
御
自
筆
當
寺
山
号
之
三
字
、
御
掛
物
壱
幅
、
唐
金
燈
篭
弍
ツ
、
西
山
弥
陀
堂
え
御
寄
附
被
遊
、

其
節
住
職
諦
忍
え
晒
布

御
菓
子
被
下
置
候

御
菓
子

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

せ
消
ち
の
部
分
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）
四
月
の
記
事
を
あ
げ
て
み
る
。

　

四
月
に
宗
春
は
諦
忍
へ
御
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。
そ
れ
は

諦
忍
和
上

伝

に
よ
れ
ば
、
国
家
安
全
、
諸
人
受
楽
、
業
障
消
滅
、
後
生
浄
土

の

祈
願
と
あ
る
。
し
か
し
、
北
川
宥
智

徳
川
宗
春
│
│
〈
江
戸
〉
を
超
え
た

先
見
力
│
│
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月　

風
媒
社
）
五
十
一
頁
に
よ
れ

ば
、
四
月
に
近
衛
家
に
嫁
い
で
従
三
位
北
政
所
と
な
っ
た
長
女
の
頼ら
い

姫ひ
め

が
病

と
な
っ
た
た
め
、
自
ら
の
滅
罪
と
頼
姫
の
息
災
、
ま
た
、
自
ら
の
周
り
の
亡

く
な
っ
た
方
々
の
追
福
菩
提
を
願
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
る
。

頼
姫
は
十
月
二
十
四
日
に
薨
去
し
た
。
そ
の
た
め
宗
春
は
、
す
べ
て
の
子
が

逝
去
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
の
見
せ
消
ち
に
よ
れ
ば
、
諦
忍
は
御
祈
祷
を

七
日
間
行
っ
て
お
り
、
そ
の
お
礼
と
し
て
六
月
に
宗
春
は
御
自
筆
の
山
号
三

字
の
掛
物
一
幅
と
唐
銅
燈
籠
二
基
を
西
山
の
弥
陀
堂
の
本
尊
前
へ
寄
附
し

た
。
ま
た
、
諦
忍
へ
は
晒
布
と
お
菓
子
を
下
さ
っ
て
い
る
。
そ
の
他
の
宗
春

よ
り
の
寄
附
品
は
御
紋
附
緞
子
卓
囲
一
枚
、
御
紋
附
挑
燈
二
張
、
そ
れ
に
興

正
寺
へ
参
詣
し
た
時
に
下
さ
っ
た
晒
布
で
九
条
袈
裟
を
作
っ
て
什
物
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
袈
裟
も
宗
春
よ
り
の
寄
附
品
と
な
っ
て
い
る
。
八
事
山

諦
忍
和
尚
年
譜

に
よ
れ
ば
、
同
年
七
月
に
贈
ら
れ
た
と
あ
る
。
な
お
、

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
は
、

　
　

一
章
善
院
様
御
自
筆
當
寺
山
号
之
御
掛
物
壱
幅
御
文
面
写
取
、
左
に
書

上
申
候

　
　
　
　

八
事
山

　
　
　

右
者
、
宝
暦
十
一
年
巳
九
月
五
日
、
御
表
具
被
仰
付
桐
之
御
箱
に
御

入
被
遊
、
稲
葉
七
蔵
殿
御
取
次
に
て
被
下
置
、
其
節
御
書
面
写
取
額

に
取
立
候
様
に
と
之
御
事
に
て
額
取
立
料
も
被
下
置
候
付
、
立
額
に

仕
西
山
弥
陀
堂
に
掲
置
申
候
、
但
右　

御
自
筆
之
品
は
宝
蔵
に
納
置

申
候

と
あ
り
、
御
自
筆
の
山
号
の
掛
軸
は
翌
同
十
一
年
九
月
五
日
に
表
具
さ
れ
、

桐
箱
に
入
れ
て
稲
葉
七
蔵
の
取
次
で
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
、
書

面
を
写
し
取
っ
て
額
に
も
取
立
て
ら
れ
る
こ
と
か
ら
額
取
立
料
も
い
た
だ



由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
同
年
六
月

　

前
中
納
言
様
よ
り
御
手
生
之
蓮
花
一
瓶
氷
砂
糖
壱
鉢
南
京
焼
蓋
物
に
入
被
下
置
候
、
右
為
御
礼當寺
よ
り

西
瓜

諦

忍
比
丘
自
作
之
詩
哥
指
上
被
申
候
処

　

御
満
悦
不
大
形
旨
、
稲
葉
七
蔵
殿
よ
り
御
手
紙
被
申
越
候

一
宝
暦
十
三
年
未
六
月
従

　

章
善
院
様
御
手
植
之
蓮
花
壱
瓶
氷
砂
糖
壱
鉢
但
南
京
焼

蓋
物
入　

被
下
置
候
、
右
為
御
礼
西
瓜

諦
忍
自
作
之
詩
哥

指
上
申
候

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

き
、
西
山
の
弥
陀
堂
に
掲
げ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
自
筆
の
軸
は

宝
蔵
に
納
め
置
く
と
い
う
。

　

諦
忍
和
上
行
業
記

な
ど
の
伝
記
資
料
に
よ
れ
ば
、
書
面
を
写
し
取
っ

た
の
は
諦
忍
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を
聞
い
て
宗
春
は
大
変
喜
ば

れ
て
い
た
。
こ
の
事
項
の
年
次
は

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
れ
ば
、

宝
暦
十
一
年
九
月
五
日

と
あ
る
が
、
事
実
は
前
年
の
同
十
年
の
こ
と
で

は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は

八
事
山
諦
忍
和
尚
年
譜

や

諦
忍
和
上
行
業

記

八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記　

下
巻

な
ど
に
は
、
四
月
に
宗
春
の

も
と
め
に
よ
る
加
持
祈
祷
が
四
月
に
行
わ
れ
、
そ
の
御
礼
と
し
て
山
号
の
三

大
字
を
六（
七
）月
に
賜
わ
り
、
模
写
し
て
額
を
作
る
と
と
も
に
文
面
は
表
具

さ
れ
、
桐
箱
に
入
れ
ら
れ
て
九
月
五
日
に
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
す
わ
な
ち
同
年
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
に

興
正
寺
へ
き
た
宗
春
は
、
弥
陀
堂
で
そ
の
額
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
宗
春
の
コ
メ
ン
ト
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
六
月
の
記
事
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
三
年
六
月
の
こ
と
と
あ

り
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
は
前
文
に
続
い
て

同
年

と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
宝
暦
十
三
年
の
記
事
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料

で
は
す
べ
て
宝
暦
十
二
年
六
月
の
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
由
緒
書

と
は

一
年
の
ず
れ
が
あ
る
。
尾
崎
氏
も

徳
川
宗
春
年
譜

三
十
五
頁
で

諦
忍

和
上
行
牒
記

よ
り
宝
暦
十
二
年
説
を
と
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
が
正
し
い

か
は
確
か
め
て
い
な
い
。
こ
れ
は

由
緒
書

の
年
号
記
載
の
誤
り
と
思
わ

れ
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
に
い
う
宝
暦
十
二
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

当
日
、
宗
春
よ
り
御
手
植
の
蓮
花
一
瓶
と
南
京
焼
蓋
物
に
入
っ
た
氷
砂
糖

一
鉢
が
興
正
寺
へ
下
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
興
正
寺
よ
り
御
礼
と
し
て
西

瓜
と
諦
忍
自
作
の
謝
恩
の
詩
歌
を
差
し
上
げ
て
い
る
。
そ
の
詩
歌
は
、

　
　
　

奉
謝

　
　
　

前
黄
門
公
夏
日
賜
蓮

　

溽
暑
炎
炎
山
欲
然　
　

無
風
無
雨
堪
瞑
々

　

忽
看
香
気
洗
煩
熱　
　

瓶
裡
交
枝
紅
白
蓮

　
　
　

三
伏
の
比
君
の
許
よ
り
蓮
花
を
手
つ
か
ら
瓶
に

　
　
　

さ
し
は
さ
み
て
送
り
給
ひ
た
る
を
悦
ひ
奉
て

　

濁
り
に
も
そ
ま
ぬ
美
香
の
は
ち
す
花

　

見
て
も
涼
し
き
わ
か
れ
と
終
は
る

　

色
深
き
君
か
な
さ
け
の
花
の
香
を



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

　

誰
に
語
り
て
と
も
に
き
か
ま
し

と
あ
る
（
八
事
山
第
五
世
和
尚
行
業
記　

下
巻
）。
な
お
、
由
緒
書

（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宗
春
が
大
層
喜
ん
だ
と
御
付
の
稲
葉
七
蔵
よ

り
の
手
紙
が
来
た
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。

イ
　

宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
九
月
二
日
、
宗
春
は
興
正
寺
へ
上
山
し
た
。

諸
堂
を
参
詣
し
諦
忍
と
も
対
談
し
て
法
話
を
聴
聞
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
が

御
参
詣
留

や

由
緒
書

に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
最
初
に
宗
春

が
参
詣
す
る
前
の
興
正
寺
の
準
備
の
様
子
を
な
が
め
て
み
よ
う
。

　

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
八
月
二
十
五
日
に
御
付
の
稲
葉

七
蔵
よ
り
手
紙
が
来
て
、
二
十
七
日
に
下
見
の
た
め
に
御
作
事
手
代
衆
が
参

上
す
る
こ
と
を
い
っ
て
き
た
。
ま
た
、
寺
社
方
吟
味
役
の
小
出
半
四
郎
が
二

十
六
日
に
出
し
て
二
十
七
日
早
朝
に
着
い
た
手
紙
に
よ
れ
ば
、
稲
葉
氏
が

下
見
に
来
る

と
の
申
し
出
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
御
参
詣
留

で
は

八
月
二
十
六
日
に
稲
葉
氏
よ
り
興
正
寺
の
知
事
の
卓
然
に
屋
敷
へ
参
上
す
る

よ
う
連
絡
が
あ
り
、
卓
然
は
即
刻
に
参
上
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
稲
葉
氏
の
下
見
が
資
料
に
よ
っ
て
手
紙
か
ら
参
上
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
内
容
は
宗
春
が
建
中
寺
へ
九
月
二
日
に
御
参
詣
す
る
に
あ
た

り
、
其
山
（
八
事
山
興
正
寺
）
へ
も
立
ち
寄
り
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
明
二
十
七
日
に
稲
葉
氏
と
御
作
事
手
代
衆
二
人
、
御
勘
定
方
の
手

代
一
人
、
御
押
一
人
、
大
工
一
人
ら
が
来
て
下
見
を
し
た
。
御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
そ
の
方
々
に
一
汁
二
菜
の
昼
食
を
出
し
て
い
る
。

　

二
十
八
日
は
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
夜
半

時
頃
に
は
御
作
事
方
よ
り
手
代

衆
と
大
工
肝
煎
一
人
、
日
傭
頭
一
人
が
興
正
寺
に
来
た
。
そ
の
他
、
大
工
、

畳
張
付
師
、
左
官
な
ど
の
職
人
が
来
て
仕
事
を
あ
て
ら
れ
、
興
正
寺
に
宿
泊

し
て
九
月
二
日
早
朝
ま
で
か
か
っ
て
完
成
し
た
。
直
し
た
と
こ
ろ
は

御
参

詣
留

に
よ
れ
ば
、
本
堂
の
二
十
六
畳
、
方
丈
・
御
座
敷
の
十
畳
、
唐
紙
八

本
、
袋
桁
坐
付
紙
二
本
上
塗
り
、
廊
下
の
杮
葺
き
取
指
、
本
堂
廊
下
の
下
板

取
替
、
太
鼓
廊
下
、
窓
な
ど
の
貼
り
替
え
を
行
っ
て
い
る
。
見
せ
消
ち
に
よ

れ
ば
、
本
堂
と
方
丈
の
障
子
は
残
ら
ず
替
え
た
よ
う
で
あ
る
。

　

御
厠
は
御
作
事
方
で
作
ら
れ
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
御
参
詣
後
に
は
持
ち

帰
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
宗
春
専
用
の
御
厠
が
用
意
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
方
丈
の
広
庭
の
竹
戸
は
、
御
作
事
方
が
座
敷
の
竹
縁
の
差
し
替

え
を
行
っ
て
い
る
。
興
正
寺
側
で
も
所
々
を
直
し
て
お
り
、
九
月
二
日
朝
ま

で
に
で
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
突
貫
工
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
、

九
月
一
日
に
は
御
膳
な
ど
を
入
れ
た
長
持
三
釣
が
興
正
寺
へ
運
ば
れ
て
い

る
。

ロ
　

九
月
二
日
、
天
気
は
良
好
で
早
朝
の
六
時
（
午
前
六
時
）
過
ぎ
頃
に
御
先

番
の
御
納
戸
横
山
三
左
衛
門
、
奥
御
番
の
江
原
瀬
左
衛
門
、
御
小
姓
の
大
塩

波
右
衛
門
、
御
納
戸
詰
ら
五
人
が
参
ら
れ
て
下
見
し
た
。
横
山
氏
が
興
正
寺

と
す
べ
て
の
相
談
を
行
っ
て
お
り
、
興
正
寺
側
は
知
事
の
卓
然
が
担
当
し
て

諸
事
を
取
り
扱
っ
た
。
な
お
、
お
備
品
は
卓
然
が
受
け
取
っ
て
い
る
。



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

一
宝
暦
十
三
年
未
九
月
二
日

　

章
善
院
様
御
立
寄
被
遊
候

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

一
宝
暦
十
三
未
年
九
月
二
日

　

前
中
納
言
宗
春
様
御
立
寄
■

御
成
■

之
一
件
左
に
書
上
申
候

　

宝
暦
十
三
未
年
八
月
廿
五
日
、
御
附
稲
葉
七
蔵
殿
よ
り
手
紙
に
て

廿
七
日
為
見
分
御
作
事
手
代
衆
被
参
候
旨
被
申
越

　

寺
社
方
吟
味
役
小
出
半
四
郎
殿
よ
り
廿
六
日
■

出
之
■

手
紙
に
て
廿

七
日
■

早
朝
着
■

稲
葉
七
蔵
殿
見
分
に
相
見
可
申
旨
御
申
越
■

差
■

候
て

成

　

則
廿
七
日
稲
葉
七
蔵
殿

御
作
事
手
代
衆
両
人
御
勘
定
方
手
代
衆

壱
人
相
見
へ
其
外

押
壱
人
御
大
工
■

壱
人
■

被
罷
越
見
分
相
済
被
帰
候

　

又

廿
八
日
■

夜
■

、
御
作
事
方
よ
り
手
代
衆

大
工
肝
煎
日
用
頭

参
り
、
其
外
■

職
人
■

大
工
畳
屋
張
付
師
左
間
面等

参
り
受仕
事
受
取

取
仕
事
、

九
月
二
日
早
朝
迠
に
諸
事
出
来
職
人
等
帰
申
候
、
尤
其
間
職
人
は
寺

に
止
宿
致
し
候

　

御
厠
は
御
作
事
方
よ
り
拵
参
り
相
済
候
上
に
て
又

持
帰
り
被
申

候九
月
朔
日
長
持
三
釣
諸
色
入

持
来
、

イ 

御
参
詣
の
準
備

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

　
　
　

宝
暦
十
三
年
未
九
月
二
日

　
　
　

前
中
納
言
様
御
参
詣
留　

　

興
正
寺　

使
僧

　
　
　
　
　
　

覚

一
八
月
廿
六
日
に
稲
葉
氏
よ
り
卓
然
に
参
り
呉
候
様
に
申
来
候
、
即
刻
参
り
候

処
、
先
之
御
内
意
候
、
前
中
納
言
様
建
中
寺
へ
九
月
二
日
御
参
詣
に
付
、
其
山

へ
御
立
寄
被
遊
候
筈
、
就
夫
、
明
廿
七
日
、
七
蔵
・
御
作
事
手
代
等
、
其
山
へ

見
分
に
被
参
候
筈
、
為
其
先
之
御
内
意
に
申
候
、
此
皆
方
丈
え
申
達
候

一
寺
社
方
小
出
半
四
郎
殿
よ
り
廿
六
日
付
、
廿
七
日
早
天
に
触
状
参
り
、
九
月
二

日
、
前
中
納
言
様
其
山
へ
御
立
寄
に
付
、
稲
葉
七
蔵
殿
為
見
分
、
其
山
へ
被
参

候
義
申
来
候
、
別
紙
有
之
候

一
同
日
昼
前
に
、
稲
葉
殿
并
に
御
作
事
方
手
代
両
人
、
御
勘
定
方
手
代
壱
人
、
御

押
壱
人
、
御
大
工
壱
人
、
登
山
被
致
候
て
、
見
分
相
済
罷
帰
り
被
申
候
、
右
之

衆
中
え
壱
汁
弐
菜
宛
昼
飯
出
申
候

一
同
廿
八
日
雨
天
候
得
共
、
入
夜
九
ツ
時
頃
に
、
御
作
事
方
よ
り
手
代
衆
并
に
大

工
肝
い
り
壱
人
、
日
傭
頭
壱
人
、
右
之
通
相
見
候
、
職
人
大
工
、
畳
屋
張
り
付

師
、
左
官
、
夫
々
相
受
取
申
候
、
九
月
二
日
朝
迄
に
漸
出
来
、
障
子
三
□
、
方

丈
も
同
断

一
畳
本
堂
廿
六
畳
、
方
丈
・
御
座
間
十
畳
、
唐
紙
八
本
、
袋
桁
坐
付
紙
弐
本
上

塗
、
廊
下
柿
葺
取
指
、
本
堂
廊
下
少
し
板
取
か
へ
、
■

障
子
本
堂
不
残
、
方
丈

障
子
■

不
残
、
大
鼓
廊
下
マ
ト
共
に
張
か
へ

一
御
厠
者
御
作
事
方
よ
り
参
り
候
、
其
後
、
御
参
詣
相
済
、
又
々
御
作
事
方
へ

取
戻
し
被
申
候
、
方
丈
広
庭
、
竹
戸
御
作
事
方
よ
り
御
座
間
竹
縁
、
手
前
よ
り

も
所
々
作
事
為
致
候
、
九
月
二
日
朝
迄
に
■

□
□
□
■

仕
か
へ
引
上
出
来

一
御
膳
等
壱
通
、
九
月
朔
日
に
三
釣
参
り
候

来

朔
日
昼
時
に

参
り
候

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

最
初
方
丈
え
被
為　

成
御
手
水
被
遊
、
夫
よ
り
本
堂
え
御
参
詣
直

に
泰
心
院
様
宣
揚
院
様
御
牌
前
え
御
拝
礼
被
遊
本
尊
え

　

御
拝
相
済
候
て
又

方
丈
え
被
為
成
御
休
息
被
遊
候

　

其
節
住
職
第
五
世
諦
忍
比
丘
御
目
見
被　

仰
付
昆
布
百
枚
、
晒
布

弍
疋
、
銀
五
枚
被
下
置
候

　

其
節
寺
よ
り
御
膳
三
汁
七
菜
山
内
之
ゆ
て
栗
壱
鉢
、
梨
子
壱
鉢
、
御
所

柿
壱
鉢
奉
献
進
之
候
外
に
、
大
饅
頭
一
折
、
髭
篭
入
御
所
柿
壱

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　

同
二
日
早
朝
六
時
頃
、
御
先
番
御
小
納
戸
横
山
三
左
衛
門
殿
奥
御

番
江
原
瀬
左
衛
門
殿
御
小
性
大
塩
波
右
衛
門
殿
等
都
合
五
人
被
参

候
て
見
分
、
横
山
氏
万
端
懸
合
當
寺
知
事
役
卓
然
と
申
僧
引
請
諸

事
■

斗取
扱候
■

申
候

一
前
中
納
言
様
に
は
二
日
四
時
被
為
成
候
、
騎
馬
御
目
附
衆
壱
人

五
十
人
目
付
衆
壱
人
其
外

五
十
人
衆
御

医
師
一
人

都
合
廿
五
人
御
供
也

　

御
前
に
は
直
に
方
丈
え
被
為
成
御
手
水
被
遊
、
夫
よ
り
本
堂
え
■

被

為
在
■

御
参
詣
、
直
に
泰
心
院
様
宣
陽
（
マ
マ
）院
様
之
御
■

位
■

牌
前
え
御
拝

礼
被
遊
候
、
寺
主
諦
忍
比
丘
御
拝
礼
已
前
よ
り
本
堂
■

北
之
中
程
に

着出
■

座
被
致

　

御
前
に
は
御
霊
前
御
拝
礼
相
済
、
本
尊
え
御
拝
礼
被
遊
、
住
職

諦
忍
比
丘
へ
御
懇
之
御
挨
拶
被
為　

在
夫
よ
り
方
丈
え
被
為
成
御
休

足
被
遊
候
、
■

寺
主
え
■

被
下
物
左
之
通

　
　

昆
布
百
枚
當
日
御
土
産

　
　

晒
布
弍
疋

　
　

銀　

五
枚
目
録
に
て

　

右　

横
山
氏
よ
り
知
事
卓
然
え
被
相
渡
候

一
御
膳
三
汁

七
采
（
マ
マ
）

■

右
は
■

當
寺
よ
り
献
上
仕
候

ロ 

九
月
二
日
の
御
参
詣
│
│
午
前
中
│
│

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

■

一
九
月
二
日
天
気
宜
、
四
ツ
時
頃
前
に
■

一
九
月
二
日
天
気
宜
、
朝
六
ツ
過
頃
に
御
先
番
御
小
納
戸
横
山
三
左
衛
門
殿
、
奥

御
番
江
原
瀬
左
衛
門
殿
、
御
小
姓
大
塩
波
右
衛
門
殿
、
御
小
納
戸
詰
、
都
合
五

人
被
参
候
て
、
見
分
引
合
■

等横
三
山

氏

左
衛
門
殿
■

、
御
初
穂
受卓
然取
申
候

一
御
前
は
建
中
寺
よ
り
当
日
四
ツ
時
頃
前
に
被
為
入
、
本
堂
よ
り
御
上
り
御
供
、

御
表
殿
様
之
通
、
騎
馬
御
目
付
壱
人
、
五
十
人
御
目
付
壱
人
、
五
拾
人
衆
三
十

七
人
、
御
側
衆
、
御
医
師
壱
人
、
都
合
上
分
廿
五
人

一
間
積
り
は
、
方
丈
広
間
御
側
衆
御
次
、
食
堂
供
茶
弁
当
、
御
小
納
戸
詰
衆
受

取
、
御
側
衆
休
息
所
也
、
知
事
寮
は
騎
馬
御
目
付
衆
、
六
畳
仕
切
り
五
十
人
御

目
、
御
房
子
役
八
畳
御
押
五
人
、
十
弐
畳
に
は
小
使
八
人
、
御
長
持
等
持
置
候

一
御
前
御
道
具
は
玄
関
よ
り
拾
弐
畳
、
両
所
に
懸
ケ
置
候

一
御
馬
は
風
呂
屋
え
入
、
重
て
御
成
り
之
節
は
外
に
て
馬
屋
相
達
し
可
申
候
事

一
五
十
人
衆
は
前
寮
中
西
弐
軒

一
御
小
人
四
十
八
人
は
玄
関
北
外
に
よ
し
垣
葺
敷
、
上
よ
り
出
来
休
息
所

一
御
作
事
方
手
代
衆
、
其
外
一
所
衆
は
西
寮
、
東
間
西
間
に
は
御
中
間
壱
人
、
大

工
肝
い
り
、
御
仲
間
、
御
座
頭

一
本
堂
え
被
為
入
候
、
直
に
泰
心
院
様
・
宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
位
牌
御
拝
礼
、
直
に
被

遊
筈
之
処
、
御
振
合
替
り
、
先
方
丈
へ
御
入
被
遊
、
夫
よ
り
御
手
水
本
堂
に
て

御
共
に
被
遊
候
て
、
是
れ
は
上
よ
り
乗
る
、
御
拝
礼
被
遊
候
、
方
丈
に
は
本
堂

北
中
程
に
御
拝
礼
前
よ
り
着
座
被
致
候
て
、
御
拝
礼
被
為
済
、
夫
よ
り
方
丈
御

対
顔
、
始
て
御
挨
拶
被
為
成
て
、
又
々
方
丈
御
座
間
へ
御
入
、
御
休
息
、
御
土

産
、
方
丈
御
弘
め
被
為

一
兼
て
稲
葉
氏
え
引
合
置引
渡
し
菓
子
□
□

候
通
御
品
々
、
山
内
栗
湯
行
壱
鉢
、
上東
水
九
□

梨
壱
鉢
、
御
所

柿
壱十一
鉢
差
上
候

一
御
飯
三
汁
七
菜
手
製
に
て
差
上
候
、
献
立
二
三
日
前
、
稲
葉
氏
伺
入
御
覧
候
、

殊
之
外
宜
と
御
意
候
由
、
御
膳
殿
召
上
り
、
引
菓
子
三
品
、
小
重
に
入
差
上
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篭
、
藜
杖
壱
本
奉
差
上
之

　

知
事
卓
然
慈
眼
よ
り
岩
に
付
候
石
菖
蒲
草
花
壱
鉢
献
上
仕
候
、
右
御
膳

召
上
り
相
済
候
て

　
　○

此
取
入

　
　

尤
最
前
献
立
書
付
■

横稲
葉山
■

氏
之
指
出
御
前
え
奉
伺
書
付
直

に
書
■

御上
■

覧
に

入
候
處
、
殊
之
外
御
意
に
叶
ひ
候
由

　

御
膳
召
上
り
引
渡
菓
子
昆
布

　
　

當
寺
よ
り
献
上
品

　
　
　

栗
湯
出　

　
　

 

壱
鉢

　
　
　

梨
子　

　
　
　

壱
鉢

　
　
　

御
所
柿　

　
　

壱
鉢

　
　

外
に

　
　
　

大
饅
頭　

　
　

壱
折

　
　
　

御
所
柿　

　
　

壱
篭

　
　
　

あ
か
ざ
杖　

　

壱
本

　
　
　
　
　
　
　

知
事
■

両
人
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
卓
然
慈
眼
よ
り

　
　

献
上
品

　
　
　

岩
石
菖
蒲
着

草
花

一
鉢

山
内
之

ひ
け
か
こ

候
、
是
又
別
紙
有
之

一
御
宮
に
大
曼
頭
五
十
折
入
、
ひ
け
籠
御
所
柿
五
十
入
、
方
丈
よ
り
あ
か
さ
御
つ

へ
壱
本
、
卓
然
慈
照 

岩
付
不
生　
　
　
　

桃
子
冬
至
壱
本
上
ル

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

　

宗
春
は
、
建
中
寺
に
参
詣
後
の
四
時
前
（
午
前
十
時
前
頃
）
に
興
正
寺
へ

到
着
し
た
。
一
行
は
騎
馬
御
目
付
衆
一
人
、
五
十
人
目
付
衆
一
人
、
そ
の
他

に
五
十
人
衆
、
御
側
衆
、
医
師
一
人
な
ど
二
十
五
人
の
お
供
で
あ
っ
た
。

　

で
は
、
一
行
は
ど
の
よ
う
な
コ
ー
ス
で
興
正
寺
へ
来
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

御
下
屋
敷
か
ら
建
中
寺
へ
、
建
中
寺
か
ら
御
下
屋
敷
の
東
側
の
水
筒
先
筋
を

下
っ
て
飯
田
街
道
へ
出
た
の
か
、
そ
れ
と
も
建
中
寺
の
東
側
の
車
道
筋
を

下
っ
て
街
道
へ
出
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
街
道
へ
出
れ
ば
、
あ
と
は
古

井
、
川
名
、
山
中
、
杁
中
、
八
事
の
道
順
で
進
ん
だ
。
約
六
・
五
キ
ロ
の
距

離
で
あ
る
。

　

現
代
人
の
標
準
で
は
、
一
時
間
で
四
キ
ロ
を
歩
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う

す
る
と
、
建
中
寺
か
ら
興
正
寺
ま
で
約
一
時
間
四
十
分
か
か
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
二
十
五
名
の
一
行
の
た
め
約
二
時
間
か
ら
二
時
間
十
五
分
程

か
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
興
正
寺
に
は

四
ッ
時
頃
前
（
午
前
十

時
前
頃
）
に
着
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
午
前
七
時
半
か
ら
八
時
頃
に
は
建
中

寺
の
参
拝
を
終
え
、
出
発
し
て
い
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
興
正
寺
の

東
山
門
の
黒
門
を
通
り
、
不
動
坂
を
上
っ
て
東
山
の
方
丈
へ
着
い
た
の
で
あ

る
。

　

御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
宗
春
は
本
堂
よ
り
上
り
、
直
ち
に
父
の
泰
心
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院
（
三
代
藩
主
綱
誠
）
と
母
の
宣
揚
院
（
梅
津
の
方
）
の
御
位
牌
に
拝
礼
す

る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
順
序
が
か
わ
り
、
先
に
方
丈
へ
行
き
手
な
ど
を
洗
っ

て
浄
め
た
後
、
本
堂
へ
参
詣
さ
れ
、
両
親
の
御
位
牌
に
拝
礼
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
に
つ
い
て

由
緒
書

に
は
最
初
か
ら
方
丈
へ
行
っ
た
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
住
職
の
諦
忍
は
そ
れ
以
前
よ
り
本
堂
北
の
中
程
に
着
座
し
て
い
た

よ
う
で
、
宗
春
は
御
霊
前
に
拝
礼
し
た
後
、
本
尊
に
も
拝
礼
し
て
、
初
め
て

諦
忍
と
対
面
さ
れ
懇
ろ
の
挨
拶
を
行
い
、
方
丈
へ
戻
っ
て
休
息
さ
れ
御
土
産

品
を
諦
忍
が
披
露
し
た
。
宗
春
よ
り
下
さ
れ
た
品
は
昆
布
百
枚
、
晒
布
二

疋
、
白
銀
五
枚
で
、
横
山
氏
よ
り
卓
然
に
渡
さ
れ
た
。

　

御
参
詣
留

に
は
、
お
供
の
休
憩
所
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
方
丈
広
間

に
は
御
側
衆
、
食
堂
に
用
意
し
た
茶
弁
当
を
御
小
納
戸
詰
衆
が
受
取
り
、
御

側
衆
の
休
憩
所
と
し
た
。
知
事
寮
は
騎
馬
御
目
付
衆
、
六
畳
仕
切
り
に
五
十

人
御
目
付
、
建
物
を
警
護
す
る
者
は
八
畳
に
御
押
五
人
、
十
二
畳
に
は
小
使

八
人
、
御
長
持
な
ど
を
置
き
、
宗
春
の
道
具
は
玄
関
よ
り
十
二
畳
、
二
ヶ
所

に
か
け
て
置
か
れ
た
。

　

馬
は
風
呂
屋
へ
入
れ
、
今
後
も
御
参
詣
に
く
る
場
合
の
た
め
に
外
に
馬
屋

を
用
意
す
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
五
十
人
衆
は
前
寮
の
西
二
つ
、

御
小
人
四
十
八
人
は
玄
関
北
の
外
に
よ
し
垣
葺
敷
、
上
よ
り
で
き
た
休
息

所
、
御
作
事
方
手
代
衆
、
そ
の
外
、
一
所
衆
は
西
寮
、
東
間
西
間
に
は
御
中

間
一
人
、
大
工
肝
入
り
、
御
仲
間
、
御
座
頭
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に

御
参
詣
留

に
よ
っ
て
宗
春
の
御
参
詣
の
様
子
が
明
ら
か

に
な
る
と
と
も
に
、
お
供
の
休
息
所
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
に
馬
屋
に
つ

い
て
、
興
正
寺
に
は
馬
屋
が
な
か
っ
た
た
め

風
呂
屋

に
入
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
東
山
に
あ
る

浴
場

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
宗
春
が
道
中
、
馬
に
乗
っ
て
き
た
こ
と
、
し
か
も
、
東

山
の
方
丈
あ
た
り
ま
で
乗
っ
て
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
興
正
寺
の
御
制

札
に

境
内
放
飼
牛
馬
事

の
禁
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
乗
馬
に
つ
い
て
の

禁
制
は
な
い
た
め
、
乗
馬
で
き
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
昼
食
と
し
て
興
正
寺
よ
り
三
汁
七
菜
の
御
膳
を
用
意
し
て
出
し

た
。
献
立
に
つ
い
て
は
二
、
三
日
前
に
献
立
の
書
付
を
稲
葉
氏
に
御
覧
い
た

だ
き
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
と
の
外
良
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
宗
春
は
お
膳

を
召
し
上
っ
た
後
、
引
菓
子
と
し
て
山
内
で
と
れ
た
栗
を
湯
出
た
も
の
一

鉢
、
梨
子
一
鉢
、
御
所
柿
一
鉢
を
小
重
箱
に
入
れ
て
差
し
上
げ
た
。
さ
ら
に

御
屋
敷
へ
大
饅
頭
一
折
、
髭ひ

げ

籠こ

に
入
れ
た
御
所
柿
一
籠
、
そ
れ
に
諦
忍
よ
り

あ
か
ざ
の
茎
で
作
っ
た
杖
一
本
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
知
事
の
卓
然

と
慈
眼
よ
り
は
、
岩
に
つ
い
た
石
菖
蒲
草
花
一
鉢
が
献
上
さ
れ
た
。

ハ
　

昼
食
後
、
宗
春
は
諦
忍
と
親
し
く
話
を
さ
れ
法
語
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の

後
の
こ
と
は
資
料
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
御
参
詣
留

に
は

一
御

飯
相
済
、
方
丈
御
対
座
に
て
御
咄
し
御
法
話
被
申
候
て
、
其
上
御
十
念
御
受

被
遊
候

と
あ
り
、
御
十
念
を
受
け
ら
れ
た
と
あ
る
。
由
緒
書
（
八
事
文

庫
文
書
一
二
八
）
で
は

住
職
諦
忍
比

丘
へ

御
対
面
と
被　

仰
出　

御
自
身
敷
物

被
為
取
て
御
平
座
に
て　

御
嚫
被
遊　

其
上
十
念
真
言
等
御
受
被
為
遊
候
節

は
御
席
を
被
為
退　

御
三
拝
被
為
在
候
事

と
あ
り
、
同
じ
く
八
事
文
庫
文

書
三
四
の

由
緒
書

に
は

諦
忍
御
目
通
え
罷
出
、
十
念
真
言
等
御
受
被
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遊
候

と
あ
っ
て
、
諦
忍
よ
り
十
念
、
真
言
等
を
受
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
什
物
帳
（
八
事
文
庫
文
書
九
三
）
に
は

中
納
言
宗
春
様
御
寄
附
御

参
詣
之
節
諦
忍
比
丘
光
明
真
言

御
十
念
御
授
法
話
申
上
候

と
あ
り
、
諦

忍
が
光
明
真
言
、
御
十
念
を
授
け
て
法
話
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
今
ま
で
の

勤
行
次
第
と
は
反
対
で
、
光
明
真
言
が
先
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
覚

（
八
事
文
庫
文
書
一
三
七
）
に
は

諦
忍
比
丘
御
対
談
三
帰
十
念
御
受
ヶ
法

話
御
聴
聞
被
遊
候

と
あ
り
、
宗
春
は
諦
忍
よ
り
三
帰
、
十
念
を
受
け
て
法

話
を
聞
い
て
い
る
。

　

先
に
あ
げ
た

由
緒
書
（
八
事
文
庫
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宗
春

は
諦
忍
と
対
面
の
際
、
自
分
の
敷
物
（
座
布
団
）
を
は
ず
し
足
を
楽
に
し
て

話
を
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
念
、
真
言
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
時
に
は
席
か

ら
下
っ
て
三
拝
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
考
え
る
と
、
宗
春
は
諦
忍
に
三
帰
、
三
竟
を
受
け
て

か
ら
十
念
、
光
明
真
言
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
三
帰
と
は
三
帰
依

文
の
こ
と
で
、
弟
子
某
甲　

尽
未
来
際　

帰
依
仏　

帰
依
法　
帰
依
僧

と
三
回
唱
え
、
仏
法
僧
の
三
宝
に
帰
依
す
る
こ
と
で
あ
る
。
続
い
て
三
竟
、

十
善
戒
を
受
け
る
。

　

次
に
南
無
阿
弥
陀
仏
の
御
名
を
十
遍
唱
え
る
こ
と
に
よ
り
、
阿
弥
陀
仏
の

極
楽
浄
土
に
往
生
で
き
る
十
念
を
行
い
、
そ
の
後
、
大
日
如
来
の
真
言
で
あ

る
光
明
真
言
（
唵お

ん　

阿あ

暮ぼ

伽ぎ
や　

廃べ
い

嚕ろ

者し
や

娜の
う　

摩ま

訶か

畝ぼ

捺だ

囉ら　

麼ま

に

鉢は
ん

頭ど

麼ま　

入じ
ん

縛ば

ら　

跛は

囉ら

韈ば

利り　

哆た

野や　

吽う
ん

）
を
唱
え
れ
ば
、
仏
の
光
明
を
得
て
諸
の

罪
報
を
除
く
こ
と
が
で
き
る
秘
密
念
仏
（
真
言
念
仏
）
の
教
え
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
際
、
宗
春
は
席
か
ら
下
っ
て
三
拝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
知
事

の
卓
然
と
慈
眼
に
も
思
い
や
り
の
言
葉
を
か
け
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
落
ち
つ
か
れ
た
と
こ
ろ
で
、
宗
春
は
た
ば
こ
を
吸
っ
て
よ
い
か

と
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
先
に
稲
葉
氏
よ
り
お
頼
み
が
あ
り
、
先

年
、
二
代
藩
主
光
友
も
参
詣
の
際
に
召
し
上
が
ら
れ
た
と
申
し
上
げ
る
と
、

宗
春
は
ご
満
悦
で
、
た
ば
こ
を
吸
わ
れ
た
。
宗
春
が
た
ば
こ
を
吸
う
こ
と
は

遊
女
濃
安
都

に

五
尺
計
の
御
煙
筒
御
持
奥
御
茶
道
衆

其
先
か
つ
ぐ

と
い
っ
て
お
り
、

長
い
煙
管
を
持
た
せ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
参
詣

の
際
の
装
束
は
、
宗
春
も
お
供
も
熨の

斗し

目め

で
麻
の
上か
み

下し
も

の
礼
装
で
あ
っ
た
。

　

御
参
詣
所
は
護
摩
堂
、
経
蔵
、
大
日
堂
、
西
山
の
虚
空
蔵
堂
（
能
満
堂
）

で
、
虚
空
蔵
堂
に
お
い
て
休
息
の
後
、
弥
陀
堂
へ
参
詣
さ
れ
た
。
弥
陀
堂
で

は
以
前
、
自
分
が
揮
毫
し
た
山
号
額
の
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
光
友
よ
り
寄
附
さ
れ
た
唐
画
釈
尊
説
法
の
大
曼
荼
羅
と
宣

揚
院
よ
り
寄
附
さ
れ
た
浄
土
曼
荼
羅
が
御
堂
の
左
右
に
掛
け
ら
れ
て
お
り
、

諦
忍
は
そ
れ
に
つ
い
て
講
釈
を
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
宗
春
は
大
変
に
喜
ば

れ
た
。
諦
忍
の
具
体
的
な
説
明
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
大
幅
の
両

図
が
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
は
こ
び
と
な
っ
た
縁
由
な
ど
で
あ
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
次
に
観
音
堂
へ
参
詣
さ
れ
、
光
友
よ
り
寄
附
さ
れ
た
御
守
御
本
尊

の
観
世
音
菩
薩
に
拝
礼
す
る
と
と
も
に
諦
忍
よ
り
説
明
を
受
け
た
。
そ
し
て

玄
関
で
は
、
興
正
寺
の
衆
僧
に
向
っ
て
言
葉
を
か
け
ら
れ
て
い
る
。
西
山
の

方
丈
で
休
息
し
、
お
茶
や
お
菓
子
を
召
し
上
が
ら
れ
た
。
な
お
、
御
側
衆
も

同
じ
よ
う
に
お
茶
や
お
菓
子
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
宗
春
と
お
供
は
こ
こ
で
御
服
を
御
召
し
替
え
ら
れ
て
東
山
へ

帰
っ
た
。
そ
の
途
中
、
西
山
で
松
茸
を
御
覧
に
な
り
少
々
ご
満
悦
で
、
そ
れ



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

昼
後
、
諦
忍

　

御
目
通
え
罷
出
、
十
念
真
言
等
御
受
被
遊
候

　

其
節
知
事
両
人
え
御
目
見
被
仰
付
候

　

其
後
、
護
摩
堂
、
経
蔵
、
大
日
堂
、
西
山
虚
空
蔵
堂
え
御
参
詣
被

遊　

御
小
休
之
上
弥
陀
堂
え
被
為　

成
、
先
年

　

瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
唐
画
釈
尊
像

　

宣
揚
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
浄
土
曼
荼
羅
、
右
之
二
品
堂
中
左

右
に
懸
置
、
諦
忍
之
講
釈
被　

仰
付
御
聴
聞
被
遊
、
夫
よ
り
観
音

堂
へ
御
参
詣
被
遊
、
玄
関
に
て
衆
僧
え
御
目
見
被　

仰
付

直
に
西
山
方
丈
え
被
為

成
御
小
休
被
遊
候
付
、
御
茶
御
菓
子
等

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　

御
昼
後
、
住
職
諦
忍
比

丘
へ

　

御
対
面
と
被　

仰
出
、
御
自
身
敷
物
被
為
取
て
御
平
座
に
て　

御

噺
被
遊
、
其
上
十
念
真
言
等
御
受
被
為
遊
候
節
は
御
席
を
被
為
退

御
三
拝
被
為
在
候
事

　

其
後
、
知
事
役
卓
然
慈
眼 

わ
り
来
る

者
共
へ

御
目
見
被
為　

仰
付
厚
キ
御
言
葉

頂
戴
仕
候

　
　

夫
よ
り
御
た
ば
こ
用
ひ
さ
せ
ら
れ
て
も
苦
し
か
ら
さ
る
や
と 

御
尋
御
座
候
付
、
先
年
瑞
龍
院
様
御
成
之
節
も
御
用
御
座
候
よ
し

申
上
候
得
は

　

御
前
御
た
は
こ
御
用
ひ
ら
れ
候
事

　

御
前
御
装
束
の
し
め
麻
上
下
御
供
衆
■

の同
断し

め
麻
上
下
■

一
御
参
詣
所
は

　

護
摩
堂　

経
蔵　

大
日
堂

　

西
山

　
　

虚
空
蔵
堂
虚
空
蔵
堂
に
て

御
休
足

弥
陀
堂

　
　
■

右
之
諸
堂
■

　
■

御
参
詣
於
■

弥
陀
堂
に
て
先
年
瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
為　

遊

候

　
■

渡
■

唐
画
■

之
■

釈
尊
説
法
之
大
曼
荼
羅

　

宣
陽

（
マ
マ
）院

様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候

　
　

浄
土
曼
荼
羅

　
　
　

右
之
二
品
堂
之
左
右
に
懸
諦
忍
比
丘
講
釈
被
申
上
、
具
に

　
　
　

御
聴
聞
被
為
遊
御
満
悦
之
由
に
御
座
候

　
　
　

夫
よ
り
観
音
堂
え
御
参
詣

　

瑞
龍
院
様
よ
り
御
寄
附
被
遊
候
御
守
御
本
尊

　
　

観
■

世
■

音
■

菩尊
薩
■　

御
拝
礼
被
為
遊
、
玄
関
に
て
衆
僧
え
御
目
見
被
為

　

仰
付
、
御御
声
被
為
懸

意
之
御
言
葉

頂
戴
仕
候

直
に
西
山
方
丈
■

之え
間
え
■

被
為
入
御
休
■

息
■

御
茶
菓
子
差
上
候
處
被

両
人

ハ 

昼
食
後
の
御
参
詣

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

一
御
飯
相
済
、
方
丈
御
対
座
に
て
御
咄
し
御
法
話
被
申
候
て
、
其
上
御
十
念
御
受

被
遊
候
、
稲
葉
氏
卓
然
引
合
被
下
候
、
御
前
に
も
御
敷
物
御
取
り
被
遊
候
由
、

方
丈
に
は
東
山
本
堂
裏
堂
に
居
間
す
る

一
御
前
御
た
は
こ
之
義
は
、
先
達
て
稲
葉
よ
り
御
頼
被
下
候
に
付
、
瑞
龍
院
様
任

例
召
上
り
候
様
に
申
上
候
、
御
満
悦
之
由

一
御
前
在
之
分
御
熨
斗
目
御
上
下
、
御
供
熨
斗
目
麻
上
下

一
御
参
詣
、
護
摩
堂
・
経
堂
・
大
日
尊
・
西
山
能
満
堂
え
御
休
息
、
弥
陀
堂
■

瑞
■

御

寄
附
唐
金
大
幡
、
宣
陽

（
マ
マ
）院

様
御
寄
附
曼
多

（
マ
マ
）羅

、
方
丈
講
談
被
致
候
、
観
音
堂

に
て
本
尊
・
瑞
龍
院
様
御
所
持
義
被
申
上
候

一
西
山
方
丈
居
間
へ
御
入
被
遊
候
て
御
休
息
、
又
々
御
茶
菓
子
差
上
、
御
側
衆
へ

筈
候

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号



　

　

奉
献
進
候

　

夫
よ
り
猶
又
東
山
え
被
為
入
、
松
茸
為
御
取
に
相
成

　

其
後
方
丈
え
被
為
■

成
、
御
小
休
被
遊
候
付
、
御
茶
御
菓
子
等
奉
献

進
候
、
夫
よ
り
猶
又
東
山
え
被
為　

入
松
葺
為
御
取
に
相
成
、
其

後
方
丈
え
被
為
■

　

成
御
膳
被
為

　

召
上
御
膳
當
寺
よ
り

奉
献
上
候　

　

帰
御
被
遊
候

　

召
上
、
御
側
之
衆
へ
も
被
下
置
候
由
、
御
服
被
為
召
替

　

東
山
え
御
帰
有
て
松
茸
御
上
覧
卓
然　
　
　

御
案
内
仕
候
御
取
ら
せ
之
茸
共
御
殿

え
為
御
持
御
喜
悦
之
御
事

　
■

大
日
尊
広
庭
に
て
先
年
瑞
龍
院
様
御
建
立
之
儀
共
御
尋
被
遊

卓
然
御
答

申
し
上
候
夫
よ
り
■

方
丈
え
被
為
成
御
膳
被
召
上　

御
膳
此
方
よ
り
奉

献
上
候

　
　
■

菜
飯　

田
楽　

冬
瓜蔦か
け御

意
に
入
候
由
に
て
被　

召
上
候
事
、

住其
後

職
え
■

　

其
後
住
職
え

　

御
念
頃
之
■

厚
き
■

御
■

挨意
拶
■

被
仰
聞
、
御
暇
乞
被
為
■

在
追
付
■ 

■

御
立
■

御

機
嫌
能
御
帰
館
被
遊
し

又

東
山

被
下
候
由
、
夫
よ
り
御
服
御
召
か
へ
、
御
供
も
同
断
、
東
山
へ
御
帰
り
、
西
山

に
て
松
茸
御
覧
、
少
々
出
御
満
悦
、
御
殿
へ
御
持
参

一
■

大
日
尊
広
庭
に
て
御
休
■

、
卓
然
義
東
山
方
丈
に
て
御
目
見
被
仰
付
候
、
御
参

詣
、
山
内
御
案
内
仕
候
様
被
仰
付
候

一
大
日
尊
広
庭
に
て
御
休
息
、
先
年
御
参
詣
被
遊
候
、
■

其
■

山
内
寮
舎
等
談
、
卓

然
へ
御
尋
被
遊
候
、
方
丈
へ
御
帰
り
御
休
息
、
御
茶
漬
差
上
可
申
候
由
、
伺
申

候
処
、
可
然
御
事
差
上
申
候
、
菜
飯
に
て
ん
楽
、
冬
瓜
に
く
す
か
け
、
茶
計
り

に
て
宜
召
上
り
候
、
近
付
■

御
立
■

方
丈
御
暇
乞
広
間
北
よ
り
に
て
着
座
、
御
前

は
当
日
□
□
御
挨
拶
被
遊
候
て
御
立
、
卓
然
は
□
□
本
堂
縁
北
方
に
罷
有
、
稲

葉
氏
・
鈴
木
氏
御
路
よ
り
被
帰
候
、
衆
は
南
方
に
て
御
見
送
り
被
申
候
、
■

御

暇
乞
申
上
候
て
卓
然
本
堂
縁
北
方
に
罷
出
、
七
蔵
殿
・
佐
々
蔵
殿
は
南
方
に
敷

登
し
て
御
見
送
り
被
申
候
■

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

を
取
ら
せ
て
御
殿
へ
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
日
尊
前
の
広
庭
で
は
少

し
お
休
み
な
さ
れ
て
、
光
友
に
よ
っ
て
御
建
立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
尋
ね
ら

れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
卓
然
が
答
え
て
い
る
。
そ
の
後
、
方
丈
へ
帰
り
小
休

止
し
た
後
、
御
茶
漬
を
召
し
上
が
っ
た
。
そ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
菜
飯
、
田
楽
、

冬
瓜
の
葛
か
け
で
、
お
茶
も
召
し
上
が
ら
れ
た
。

　

御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
お
立
ち
の
時
間
が
近
づ
く
と
、
諦
忍
は
広
間

の
北
よ
り
に
着
座
さ
れ
、
宗
春
は
挨
拶
し
て
帰
館
さ
れ
た
。
卓
然
は
本
堂
の

北
よ
り
に
い
た
。
稲
葉
氏
と
鈴
木
氏
は
飯
田
街
道
よ
り
帰
ら
れ
た
。
興
正
寺

の
弟
子
た
ち
は
南
側
か
ら
お
見
送
り
し
て
い
る
。

ニ
　

翌
三
日
、
諦
忍
は
卓
然
を
稲
葉
、
横
山
両
氏
へ
遣
わ
し
、
宗
春
の
御
機
嫌

を
伺
っ
て
い
る
。
当
日
、
諸
堂
へ
参
詣
さ
れ
た
時
の
お
備
物
（
御
初
穂
）
は

大
日
尊
へ
金
三
百
疋
、
護
摩
堂
、
能
満
堂
（
虚
空
蔵
堂
）、
弥
陀
堂
、
観
音

堂
へ
各
金
二
百
疋
宛
、
そ
れ
に
泰
心
院
様
（
父
、
綱
誠
）
御
霊
前
へ
白
銀
三

枚
、
宣
揚
院
様
（
母
、
梅
津
の
方
）
御
霊
前
へ
白
銀
二
枚
、
さ
ら
に
西
山
弥

陀
堂
の
畳
料
と
し
て
金
五
両
、
知
事
の
卓
然
と
慈
眼
へ
各
金
二
百
疋
宛
、
興

正
寺
の
弟
子
中
の
証
運
、
聞
性
、
戒
岩
、
教
順
、
恵
範
、
真
龍
、
恵
明
の
七

人
へ
金
百
疋
宛
を
供
養
さ
れ
た
。
二
種
の

由
緒
書

に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
御
参
詣
留

に
は
方
丈
（
諦
忍
）
へ
の
御
土
産
と
し
て
菓
子
、
昆

布
百
枚
、
さ
ら
に
白
銀
五
枚
、
晒
二
疋
が
御
備
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
御
参
詣
留

に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
由
緒
書
（
文
書
一

二
八
）
に
よ
れ
ば
、
同
月
二
十
一
日
に
宝
泉
院
様
、
左
近
殿
、
お
は
る
殿
ら

宗
春
の
側
室
の
御
女
中
方
が
興
正
寺
へ
参
詣
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
八
事



由
緒
書
（
文
書
三
四
）

　

右
諸
堂
え
御
参
詣
被
遊
候
付
、
御
備
物
等
左
に
書
上
ケ
申
候

　
泰
心
院
様
御
牌
前
え

　
　
　
　

白
銀
三
枚

　
宣
揚
院
様
御
牌
前
え

　
　
　
　

白
銀
弍
枚

　
大
日
尊
え

　
　
　
　

金
三
百
疋

　
護
摩
堂
え

　
　
　
　

金
弐
百
疋

　
虚
空
蔵
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
弥
陀
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
観
音
堂
え

　
　
　
　

同
断

　
西
山
弥
陀
堂
え

　
　
　
　

畳
料
金
五
両

　
外
に
知
事
両
人
え

　
　
　
　

金
弐
百
疋
宛

　
衆
僧
七
人
え

　
　
　
　

金
百
疋
宛

ニ 

翌
九
月
三
日
の
様
子
と
御
備
物

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

一
翌
三
日
御
前
、
昨
日
御
機
嫌
宜
御
帰
り
被
遊
候
哉
、
為
御
伺
卓
然
差
上
申
候

旨
、
稲
葉
氏
へ
遣
し
候

　
　
　

御
初
穂
覚

一　

大
日
尊
え 

 

金
三
百
疋

一　

護
摩
堂
え 

 

同
弐
百
疋

一　

能
満
堂
え 

 
同
弐
百
疋

一　

阿
弥
陀
堂
え 

 
同
弐
百
疋

一　

観
音
堂
え 

 

同
弐
百
疋

一　

泰
心
院
様
御
霊
前
え  

白
銀
三
枚

一　

宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
霊
前
え 　

　

白
銀
弐
枚

　
　
　

右
通

一　

方
丈
え 

菓
子
昆
布
百
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
土
産

　
　
　

追
て

一　

白
銀
五
枚

一　

晒　

弐
疋

　
　
　

方
丈
え

一　

金
五
両　

　
　
　

西
山　

本
堂
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拾
畳
料

一　

同
弐
百
疋
ツ

　ヽ
　
　
　

卓
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
眼
え

一　

同
百
疋
ツ

　ヽ
　
　
　
　

弟
子
中
七
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

証
運
・
聞
性
・
戒
岩
・
教
順
・
恵
範
・
真
龍
・
恵

明

　

右
之
通
参
り
候
、
目
録
は
別
に
有
之
候

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

　
■

翌
日
、
御
伺
之
た
め
知
事
卓
然
を
以
稲
葉
氏
横
山
氏
迠
遣
候
事

御
機
嫌
御
伺
申
上
候
■

　
　
　

右
節
■

目
録
■

　
　
　

御
備
品

被
下
物
目
録

　

泰
心
院
様
御
霊
前
え 

白
銀
三
枚

　

宣
陽
（
マ
マ
）院
様
御
霊
前
え 

白
銀
弍
枚

　

大
日
尊
へ 

金
三
百
疋

　

護
摩
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

虚
空
蔵
堂
へ 

金
弍
百
疋

　

弥
陀
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

観
音
堂
へ 

金
弐
百
疋

　

西
山
弥
陀
堂
畳
料 

金
五
両

　
　
　

外
に

　
　

知
事
役　

卓
然
へ 

金
弐
百
疋

　
　
　
　
　
　

慈
眼
へ 

金
弐
百
疋

　
　

大
衆　

　

七
人
え 

金
百
疋
つ

一　

同
月
廿
一
日
御
女
中
方

　
　
　

泉
様　

左
近
殿　

お
は
る
殿　

御
参
詣

　
　
　

泉
様
よ
り
御
備
品

　
　
　

大
日
尊
え 

金
弐
百
疋

　
　
　

虚
空
蔵
堂
へ 
金
弍
百
疋

　
　
　

弥
陀
堂
へ 
金
弐
百
疋

　
　
　

観
音
堂
へ 

金
弐
百
疋

　
　
　

左
近
殿　

お
は
る
殿
よ
り
御
備
品

　
　
　

大
日
尊
え 

金
弐
百
疋
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由
緒
書
（
文
書
三
四
）

ホ 

別
紙

に
あ
た
る
二
枚
の

覚

御
参
詣
留
（
文
書
二
四
）

 

此
弐
枚
は
此
間
へ
入
可
然
所
ヘ
入
可
申
候　

　
　

　
　
　

覚

一　

取
持
之
義
は
稲
葉
氏
迄
聞
合
申
候
処
、
本
名
古
屋
辺
其
外
共
に
一
向
不
相
成

候
由
、
寺
領
百
姓
、
村
方
共
は
召
仕
同
様
不
苦
候
と
申
事
故
為
付
致
候
、
笠

寺
勝
九
郎
、
川
名
村
太
助
、
内
分
に
て
松
田
善
助
殿
へ
同
九
蔵
此
所
相
頼
調

菜
等
板
斎
之
間
合
申
候

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

一　

御
次
え
廿
五
菜
に
て
出
候
廿
五
人
分
、
其
外
御
表
よ
り
御
供
衆
一
向
仕
度
出

し
候
及
不
申
候
由
、
御
座
候
処
、
差
懸
り
手
当
致
し
呉
候
様
に
被
申
聞
候

故
、
一
汁
三
菜
に
て
御
目
付
衆
、
房
子
役
押
十
人
計
り
出
申
候

一　

御
小
人
五
十
人
へ
白
飯
紙
包
弍
つ
ゝ
遣
し
候
、
御
小
人
頭
へ
切
手
相
渡
し
取

か
へ
相
渡
し
候
、
□
□
□

一　

献
立
等
品
々
追
て
及
挨
拶
候
、
品
書
付
別
記
有
之

　

前
後
上
下
御
尊
儀
よ
く
相
済
申
候
也

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

山
諦
忍
和
尚
年
譜

な
ど
の
伝
記
資
料
で
は
、
九
月
二◎

十◎

日◎

と
な
っ
て
お

り
、
宗
春
と
同
じ
く
十
念
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
際
、
宝
泉
院
様
よ
り
大
日

尊
、
虚
空
蔵
堂
、
弥
陀
堂
、
観
音
堂
へ
各
金
二
百
疋
宛
が
お
備
物
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
左
近
殿
と
お
は
る
殿
か
ら
は
大
日
尊
へ
金
二
百
疋
が
お
備
物

と
さ
れ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
御
女
中
方
は
女
人
禁
制
の
東
山
伽
藍
で
は
な

く
、
西
山
の
弥
陀
堂
で
十
念
の
教
え
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ホ
　

御
参
詣
留

の
最
後
に
あ
る

覚

は
、
留
書
の
該
当
す
る
所
に
追
加

さ
れ
る
文
で
あ
る
。
二
ヶ
所
あ
り
、
御
参
詣
留

に
あ
る

別
紙

が
こ

れ
に
あ
た
る
よ
う
で
あ
る
。
最
初
の
文
は

御
参
詣
の
準
備

の

別
紙
有

之
候

に
あ
た
り
、
も
う
一
つ
は
九
月
二
日
午
前
中
の
御
参
詣
の

是
又
別

紙
有
之

の
別
紙
に
あ
た
る
。

　

以
上
、
御
参
詣
留

と
二
種
の

由
緒
書

か
ら
興
正
寺
へ
参
詣
し
た

宗
春
と
諦
忍
と
の
交
流
を
な
が
め
て
き
た
。
特
に
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日

の
参
詣
の
様
子
は

御
参
詣
留

と

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
の
見
せ

消
ち
に
よ
っ
て
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
宗
春
は
諦
忍
の
伝
記
資

料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
以
来
、
翌
年
（
明
和
元
年
）
十
月
八
日
に
薨
ぜ
ら
れ
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る
ま
で
、
南
無
阿
弥
陀
仏
の
十
念
の
称
名
と
光
明
真
言
を
毎
日
唱
え
て
い
た

と
い
わ
れ
、
宗
春
の
最
晩
年
は
諦
忍
よ
り
安
心
を
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
の
宗
春
参
詣
の
際
、
弥
陀

堂
に
は
光
友
寄
附
の
唐
画
釈
迦
説
法
大
曼
荼
羅
と
宣
揚
院
寄
附
の
浄
土
曼
荼

羅
が
掛
け
ら
れ
、
そ
れ
に
つ
い
て
諦
忍
が
詳
し
く
講
釈
し
た
と
こ
ろ
宗
春
は

御
満
悦
で
あ
っ
た
。
諦
忍
の
説
明
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら

か
で
な
い
が
、
お
そ
ら
く
両
曼
荼
羅
図
が
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
は
こ
び
と

な
っ
た
縁
由
な
ど
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
由
緒
を
な
が
め
て
み
よ

う
。

　

最
初
に
、
唐
画
釈
迦
説
法
大
曼
荼
羅
は

広
縁
起
（
文
書
十
二
）
に
よ

れ
ば
、

　

一　

元
禄
十
一
年
寅
六
月
廿
一
日
唐
絵
大
釈
迦
光
友
公
御
寄
附
被
成
候
事

　
　
　
　
　

…

　

一　

元
禄
十
一
年
寅
十
一
月
廿
八
日
御
建
立
之
宝
蔵
出
来
蔵
中
本
尊
大
幅

釈
迦
尊
入
仏
供
養

と
あ
り
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
六
月
二
十
一
日
に
光
友
が
寄
附
し
た

も
の
で
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
完
成
し
た
宝
蔵
の
本
尊
と
し
て
入
仏
供
養

が
行
わ
れ
て
い
る
。
宝
蔵
は
元
禄
九
年
四
月
の
境
内
図
に
記
さ
れ
て
い
な
い

が
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
三
月
の
真
隆
実
厳
代
に
お
け
る
板
木
の

尾

州
八
事
山
之
図
（
板
木
九
三
）
に
は
、
東
山
本
堂
の
裏
に

ほ
う
ぞ
う

と
あ
る
。
そ
の
位
置
は
元
禄
九
年
の
境
内
図
に
お
い
て
土
蔵
と
な
っ
て
お

り
、
土
蔵
が
宝
蔵
に
変
わ
っ
て
本
尊
と
し
て
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享

保
三
年
（
一
七
一
八
）
四
月
に
興
正
寺
よ
り
寺
社
奉
行
所
へ
出
し
た

両
山

由
緒
縁
起
（
文
書
二
四
八
六
）
に
よ
れ
ば
、
宝
蔵
は
二
間
、
三
間
の
瓦
葺

と
い
う
。

　

唐
画
の
大
き
さ
は

什
物
帳
（
宝
永
四
年
八
月
、
文
書
四
十
八
）
に
よ

れ
ば
、

　

釈
迦
絵
像　
箱
有
り　

宝
蔵
本
尊　
　
　
　
　

一
幅

　
　
　

御
長　

竪
一
丈
一
尺
九
寸

　
　
　
　
　
　
　

一
丈
弍
寸
七
分

と
あ
り
、
縦
は
一
丈
一
尺
九
寸
（
現
在
の
軸
装
は
二
・
七
九
メ
ー
ト
ル
）、

横
は
一
丈
二
寸
七
分
（
現
在
の
軸
装
は
二
・
七
四
メ
ー
ト
ル
）
の
大
幅
で
あ

る
。
ま
た
、
絵
像
の
名
も

由
緒
書

や

覚

な
ど
に
よ
り

唐
画
釈

迦
説
法
大
曼
荼
羅

大
幅
釈
迦
尊

釈
迦
絵
像

渡
り
釈
迦
尊
絵
像

渡
釈
迦
尊
説
法
絵
像

な
ど
と
異
な
っ
て
い
る
が
、
嘉
永
七
年
（
一
八
五

四
）
閏
七
月
の

覚
（
文
書
一
一
九
）
に
は
、

　
　

元
禄
十
一
年
寅
八
月
三
日

　

○
渡
釈
迦
尊
説
法
絵
像　
　
　
　
　
　

一
幅

　
　
　
　
　

但
大
幅　

宋
思
恭
之
筆

と
あ
り
、
宋
代
の
思
恭
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
思
恭
作
と
伝
え

る
の
は

覚
（
文
書
一
一
九
）
が
最
初
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の

由
緒

書

や

覚

に
は
全
く
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
唐
画
と
か
渡
り



諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

再
考

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
江
戸
後
期
頃
に
宋
代
の
有
名
な
画
士
張
思
恭
作
に
充

て
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
画
の
伝
承
は
、
豊
臣
秀
吉
が
朝
鮮
出
兵
の
時

に
得
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
を
光
友
よ
り
興
正
寺
へ
寄
附
さ
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
尾
張
藩
士
の
細
野
要
斎
の
著
わ
し
た

感
興
漫

筆

巻
二
に
も

　

○
八
事
山
紀
行

　
　

天
保
十
三
壬
寅
四
月
九
日
、
八
事
山
開
帳
終
り
の
日
也
。
…
…

　
　

本
堂　

本
堂
の
額
無
量
光
と
あ
り
、
諦
忍
の
書
也
。

　
　
　

正
面
は
弥
陀
、
慈
覚
大
師
作
。

　
　
　

東
は
宋
朝
思
恭
の
作
、
釈
迦
説
法
の
図
。

　
　
　

秀
吉
公
朝
鮮
征
伐
の
時
に
得
る
所
也
と
い
ふ
、
光
友
公
よ
り
御
寄
附

也
。

　
　
　

当
山
第
一
の
宝
物
な
り
と
云
。

　
　
　

西
は
当
麻
曼
荼
羅
、
宣
揚
院
殿
御
寄
附
。

と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
画
は
仏
像
の
図
相
、
筆
致
、
彩
色
な
ど
か
ら
李
朝
仏
画

と
考
え
ら
れ
る
が
、
我
が
国
で
表
装
し
直
し
た
時
に

唐
絵
釈
迦
説
法
図

な
ど
と
記
さ
れ
、
中
国
人
画
匠
思
恭
の
作
と
伝
承
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
し
て

感
興
漫
筆

に
い
う
よ
う
に
、
興
正
寺
の
御
開
帳
に
は
当
麻

曼
荼
羅
（
浄
土
曼
荼
羅
）
と
と
も
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。

　

次
に
浄
土
曼
荼
羅
は

由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
宣
揚
院

様
よ
り
の
御
寄
附
品
の
書
上
に
、

　
寛
保
二
戌
年
四
月
御
奉
納

　

浄
土
曼
荼
羅
大
幅　

軸

に

表
具
御
紋
附　 

一
幅

と
あ
り
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
に
宣
揚
院
が
奉
納
し
た
。
し
か

し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
で
は
三
月
に
寄
附
さ
れ
、
諦
忍
を
導
師
と
し
て
開
眼

供
養
を
修
行
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
図
は
縦
二
・
〇
一
メ
ー

ト
ル
、
横
二
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
大
幅
で
、
当
麻
曼
荼
羅
の
四
分
の
一
の
写

し
で
あ
る
。
奉
納
以
後
、
毎
年
春
秋
の
彼
岸
に
掛
け
ら
れ
、
法
要
を
修
行
し

て
い
た
こ
と
が
天
明
八
年
十
月
の

葵
御
紋
付
御
改
書
上
之
扣
（
文
書
三

九
）
に

一　

浄
土
曼
荼
羅 

一
幅　
箱
共

　
　
右
は
寛
保
二
年
四
月
御
寄
附
、
其
以
後
毎
年
二
季
之
彼
岸
に
掛
法
要
修
行
仕
候

と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
に
な
る
。

　

興
正
寺
に
所
蔵
す
る
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
四
月
改
記
の

由
緒
書

（
文
書
三
四
）
を
中
心
に
し
て
、
宗
春
ら
が
寄
附
し
た
寺
宝
を
と
り
あ
げ
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
他
の
由
緒
書
や
諦
忍
の
伝
記
資
料
な
ど
も
合
わ
せ
て
考
察

を
加
え
て
み
よ
う
。

イ一
、
八
事
山

　

こ
れ
は
宗
春
自
筆
の
山
号
の
掛
物
で
あ
る
。
由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に

よ
れ
ば
、
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）
九
月
五
日
に
表
具
装
さ
れ
、
桐

箱
に
納
め
ら
れ
て
稲
葉
七
蔵
の
取
次
に
よ
っ
て
興
正
寺
へ
納
め
ら
れ
た
。
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そ
の
際
、
書
面
を
写
し
取
り
額
に
す
る
よ
う
に
金
子
も
下
さ
れ
、
額
を
西

山
弥
陀
堂
に
掲
げ
た
。
と
あ
る
。
し
か
し
、
諦
忍
の
伝
記
資
料
に
よ
る

と
宝
暦
十
年
の
こ
と
で
あ
る
。
自
筆
の
掛
物
は
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
、
現
在

も
所
蔵
し
て
い
る
。

二
、
打
敷 

一
枚

　

こ
れ
は
繻
子
地
で
、
宝
暦
十
一
年
九
月
五
日
に
寄
附
さ
れ
た
。

三
、
御
紋
附
純
（
マ
マ
）子
卓
囲 

一
枚

四
、
御
紋
附
挑
燈 

二
張

五
、
唐
銅
燈
篭 

二
基

　

た
だ
し
、
銘
文
な
ど
は
な
い
。

六
、
御
紋
附
純
（
マ
マ
）子
水
引 

一
枚

　

三
よ
り
六
ま
で
の
寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
な
お
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
六
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
代
わ

り
に

九
條
袈
裟　

一
衣

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
宗
春
が
興
正
寺
へ
御
成

の
時
に
下
さ
れ
た
晒
布
に
よ
っ
て
袈
裟
を
作
っ
た
も
の
で
、
そ
れ
を
什
物

と
し
た
の
で
あ
る
。

ロ一
、
御
紋
附
戸
帳　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

　

た
だ
し
、
錦
地
で
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
に
寄
附
さ
れ
た
。

二
、
幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
流

　

こ
れ
は
剣
葵
御
紋
附
で
、
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
二
月
に
寄
附
し
て
い

る
。
な
お
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
袖
幡
で
四
流
と

な
っ
て
い
る
。

三
、
浄
土
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　

一
幅

　

表
具
軸
共
御
紋
附
で
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
四
月
に
寄
附
さ
れ
た
。

八
事
山
諦
忍
和
尚
年
譜

諦
忍
和
上
伝

で
は
同
年
三
月
と
な
っ
て
お

り
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
で
は
大
幅
と
い
う
。

四
、
幡　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
流

　

剣
葵
御
紋
附
で
、
寛
保
三
年
（
一
七
四
三
）
九
月
の
参
詣
し
た
際
に
寄
附

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
宣
揚
院
は
同
年
九
月
二
日
に
卒
去

し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
以
前
で
あ
ろ
う
。
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に

お
け
る
袖
幡
四
流
と
は
、
本
幡
二
流
を
合
わ
せ
て
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
寄
附
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
由
緒
書
（
文
書
三

四
）
よ
り
寛
保
三
年
九
月
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

五
、
御
紋
附
水
引　
　
　
　
　
　
　
　

一
枚

　

こ
れ
は
地
花
色
純
子
で
あ
っ
た
が
、
寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な

い
。

六
、
御
祠
堂
金
二
拾
両

　

寄
附
年
月
日
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
寺
社
奉
行
所
立
合
金
と
し
て
預

か
っ
て
お
り
、
毎
年
、
利
息
の
銀
十
二
匁
ず
つ
下
さ
れ
る
。

七
、
瑞
龍
院
様
御
位
牌　
　
　
　
　
　

一
基

　

二
代
藩
主
光
友
の
位
牌
、
寄
附
年
月
日
は
不
明
。

八
、
晃
禅
院
様
御
位
牌　
　
　
　
　
　

一
基

　

六
代
藩
主
継
友
の
位
牌
、
寄
附
年
月
日
は
不
明
。

九
、
宣
揚
院
様
御
自
身
御
位
牌　
　
　

一
基

　

宣
揚
院
自
ら
の
位
牌
で
、
由
緒
書
（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
剣
葵
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考

御
紋
附
の
御
厨
子
に
入
っ
て
い
る
。
瑞
龍
院
様
、
晃
禅
院
様
の
位
牌
と
共

に
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
に
納
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
、
御
紋
附
挑
燈　
　
　
　
　
　
　
　

二
張

十
一
、
源
敬
様
御
自
筆
三
幅
対
掛
物　

三
幅

十
二
、
瑞
龍
院
様
御
賀
鳩
御
杖　
　
　

一
本

　

光
友
の
御
杖
。

十
三
、
瑞
龍
院
様
御
筆
色
紙
掛
物　
　

一
幅

　

光
友
の
色
紙
。

十
四
、
黒
棚
外
ニ
棚
添 

一
箇

　

た
だ
し
、
金
物
で
剣
葵
紋
附
で
あ
る
。

十
五
、
剣
葵
御
紋
附
御
手
あ
ぶ
り　
　

一
箇

十
六
、
剣
葵
御
紋
附
文
庫　
　
　
　
　

一
箇

十
七
、
梨
子
地
蒔
絵
小
箱　
　
　
　
　

一
箇

十
八
、
御
紋
附
御
茶
台　
　
　
　
　
　

一
箇

十
九
、
御
紋
附
天
目
台　
　
　
　
　
　

一
箇

二
十
、
石
之
宝
塔　
　
　
　
　
　
　
　

三
基

　

御
銘
文
な
ど
は
な
い
。
光
友
、
宗
春
及
び
御
自
身
の
菩
提
の
た
め
元
文
元

年
（
一
七
三
六
）
十
月
五
日
に
造
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
由
緒
書

（
文
書
一
二
八
）
に
よ
れ
ば
、
年
月
日
な
ど
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
が

由
緒
書
（
文
書
三
四
）
に
よ
る
寄
附
品
で
あ
る
が
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
は
、
そ
の
他
に

瑞
龍
院
様
御
筆
和
歌　
　
　
　
　
　
　

一
幅

瑞
龍
院
様
御
所
持
御
笛　
　
　
　
　
　

二
管

　

た
だ
し
、
一
管
に
は
鳳
吹
と
銘
が
あ
る
。

晃
禅
院
様
御
自
筆
忠
之
字
掛
物　
　
　

一
幅

右
の
三
品
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

ハ一
、
章
善
院
様
富
士
の
御
吹
絵　
　
　

一
幅

二
、
章
善
院
様
御
所
持
水
精
数
珠　
　

一
連

三
、
山
林　
　
　

愛
知
郡
新
屋
敷
村
之
内
一
ケ
所

　

こ
の
山
林
は
宝
泉
院
よ
り
御
祠
堂
金
拾
両
御
寄
附
の
御
内
意
が
あ
っ
た
た

め
、
そ
の
金
子
に
よ
り
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
松
山
を
求
め
て
御
祠

堂
山
と
し
た
。
宝
泉
院
も
御
満
悦
で
あ
る
こ
と
を
天
明
三
年
（
一
七
八

三
）
九
月
に
寺
社
奉
行
所
へ
申
達
し
て
い
る
。

四
、
渡
り
浮
杜
丹
香
爐　
　
　
　
　
　

一
箇

　

寄
附
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
御
祠
堂
金
貮
拾
壱
両

　

こ
れ
は
宝
泉
院
の
没
後
に
納
め
ら
れ
る
も
の
で
、
稲
葉
七
蔵
に
よ
っ
て
持

参
さ
れ
た
。

　

以
上
の
五
点
で
あ
る
が
、
位
牌
に
つ
い
て
は

一
宝
泉
院
殿
御
位
牌
従

　

殿
方
様
御
安
置
被　

仰
付
候
哉　

年
月
共
相
分
不
申
候

と
あ
る
よ
う
に
、
九
代
藩
主
宗
睦
に
よ
っ
て
安
置
さ
れ
た
。
な
お
、
由
緒

書
（
文
書
一
二
八
）
に
は

一
天
明
六
午
年

　

宝
泉
院
殿
御
位
牌　
　
　
　
　
　
　

御
安
置



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
他
、
由
緒
書

な
ど
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
宝
泉
院
真
蹟

の
和
歌
を
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
軸
の
箱
書
や
軸
の
表
書
を
み
る
と
、

　

宝
泉
院
君
和
歌
真
蹟　
　
　
　
　
　

一
幅

　

宝
泉
院
消
息
文

　

宗
春
卿
御
内
室
宝
泉
院
殿
和
歌　
　

一
幅

　

八
事
山
宝
蔵　
　
　

尾
陽
八
事
山
興
正
寺
什
物

　

此
和
歌
墨
蹟
者
宝
泉
院
君
所
為
而
冷
泉
亜
相
澄
覚
公
所
点
也
。
今
装
演
為

一
軸
蔵
于
八
事
山
高（

マ
マ
）照

寺
。
君
章
善
公
世
婦
。
姓
猪
飼
名
華
子
。
称
和

泉
。
以
安
永
九
年
庚
子
十
一
月
八
日
卒
。
法
號
曰
宝
泉
院
阿
薫
芳
貞
大
禅

定
尼
。

と
あ
る
。
歌
の
詞
書
は

　

よ
は
ひ
む
そ
ち
に
み
ち
侍
る
に
よ
り
こ
と
ふ
き
の
御
詠
を
た
ま
は
り
し
か

は
か
し
こ
ま
り
□
を
よ
め
る

と
あ
り
、
和
歌
は

　

こ
と
の
は
の
め
く
み
つ
き
せ
ぬ
松
か
け
の
い
つ
み
の
み
つ
は
ち
よ
も
に
こ

ら
し

　

老
い
ら
く
の
こ
と
ふ
き
い
は
ふ
こ
と
の
は
の
め
く
み
に
ち
よ
の
よ
は
ひ
を

も
へ
む

と
あ
る
。
六
十
才
の
還
暦
を
迎
え
て
詠
歌
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
感
謝
の
心

を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
十
一
月
八
日
の

宝
泉
院
三
回
忌
に
冷
泉
為
泰
、
為
章
が
詠
じ
た
歌
も
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、

　

宝
泉
院
尼
の
た
む
け
に
寄
雪
懐
旧
と
い
ふ
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
泰

　

花
紅
葉
ち
れ
は
風
さ
え
し
ら
雪
の
む
か
し
を
し
た
ふ
み
め
く
り
の
あ
と

　

寄
雪
懐
旧
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
章

　

う
つ
も
れ
ぬ
言
の
葉
く
さ
そ
あ
と

ふ
も
す
き
し
三
年
の
雪
の
ふ
る
こ
と

と
あ
る
。
右
の
二
幅
に
つ
い
て
は

阿
薫
和
歌
集

後
集
六
（
名
古
屋
市
鶴

舞
中
央
図
書
館
蔵
、
河
村
オ
・
六
・
十
二
）
に
所
収
の
同
歌
の
後
に
、

　

両
卿
御
手
向
は
よ
そ
ひ
て
二
幅
と
し
八
事
山
興
正
寺
に
納
り
し
よ
し

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
興
正
寺
に
所
蔵
す
る
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
二
幅
の
軸
書
は
諦
忍
が
記
し
て
お
り
、
そ
れ
を
あ
げ
る

と
、

　

和
歌　

二
幅
対　

諦
忍
誌
焉

　

章
善
公
世
婦
猪
飼
氏
名
和
泉
。
以
安
永
九
年
庚
子
十
一
月
八
日
卒
。
享
年

六
十
六
。
法
號
曰
宝
永

（
マ
マ
）院

阿
薫
芳
貞
大
禅
定
尼
。
生
平
好
歌
学
于
冷
泉

家
。
當
大
祥
之
忌
両
公
作
歌
追
慎
今
装
為
対
幅
蔵
于
八
事
山
興
正
寺
。
両

公
一
則
前
黄
門
藤
原
為
泰
卿
。
澄
覚
公
之
子
也
。
一
則
右
衛
門
督
藤
為
章

卿
。
為
泰
公
之
子
也
。
幅
背
所

矩
州
四
兼
巳
（
マ
マ
）休
姓
越
智
稲
葉
氏
。
秀

根
姓
藤
原
河
村
氏
。
益
根
其
子
也
。
将
親
伊
藤
氏
。
皆
冷
泉
公
門
人
。

　
　

天
明
二
年
壬
寅
季
冬

　
　
　
　

侍
尼　

遊
仙
院
栖
霞
妙
起　

芝
香
院
深
林
延
寿
識

　
　
　
　

尾
張
八
事
山
興
正
寺
什
物

と
あ
り
、
宝
泉
院
が
冷
泉
家
に
歌
を
学
ん
で
い
た
こ
と
や
宗
春
の
側
近
で
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あ
っ
た
堀
己
休
（
稲
葉
七
蔵
の
剃
髪
後
の
号
）、
伊
藤
将
親
な
ど
も
冷
泉
家

の
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

徳
川
宗
春
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
正
月
、
将
軍
徳
川
吉
宗
よ
り
隠
居

謹
慎
を
申
し
渡
さ
れ
、
江
戸
の
尾
張
藩
中
屋
敷
で
謹
慎
生
活
を
送
る
こ
と
に

な
っ
た
。
同
年
九
月
二
十
二
日
に
は
江
戸
を
出
発
し
て
十
月
三
日
に
名
古
屋

へ
入
っ
た
が
、
東
海
道
を
通
ら
ず
に
木
曽
路
を
通
っ
て
の
名
古
屋
入
り
で

あ
っ
た
。
道
中
で
は
、
幕
府
の
達
し
に
よ
り
民
衆
が
宗
春
を
出
迎
え
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
帰
国
し
た
宗
春
は
名
古
屋
三
の
丸
の
東
大
手
門
の
西

南
に
あ
る
屋
敷
に
幽
閉
さ
れ
、
十
五
年
後
の
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
に
城

下
の
御
下
屋
敷
へ
移
さ
れ
た
。
こ
の
引
き
移
し
の
時
、
広本
遊
女
濃
安
都

の
附
録
に
は

　
　

一
宝
暦
四
年
戌
十
月
十
一
日
、
御
隠
居
様
御
下
屋
敷
へ
御
引
移
、
夜
に

入
、
五
ツ
頃
、
京
町
筋
萱
屋
町
へ
御
懸
り
被
為
入
候
。
右
御
道
筋

御
入
之
節
、
白
張
挑
燈
燈
し
申
候
。
辻
々
へ
町
方
よ
り
御
足
軽
罷
出

人
留
、
町
々
拝
見
不
罷
成
云
々
。

と
あ
り
、
宗
春
の
行
列
は
五
ツ
頃
（
午
後
八
時
）
に
出
発
し
た
。
道
筋
で
は

葬
式
に
用
い
る
白
張
提
燈
を
燈
し
て
迎
え
て
お
り
、
葬
送
に
似
て
い
た
。

　

以
後
六
十
九
歳
で
亡
く
な
る
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
ま
で
十
年
間
、
こ

こ
で
謹
慎
生
活
を
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　

御
下
屋
敷
は
藩
主
時
代
に
改
装
し
て
、
そ
の
お
披
露
に
町
民
を
集
め
て
盆

踊
り
大
会
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
屋
敷
内
の
北
側
に
は
薬
草
園
を
創
設
し

て
、
徳
川
吉
宗
か
ら
拝
領
し
た
朝
鮮
人
参
を
育
て
領
民
に
配
布
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
宗
春
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
場
所
で
あ
っ
た
。

　

伝
記
資
料
な
ど
に
よ
れ
ば
、
藩
主
時
代
に
は
尾
張
徳
川
家
の
菩
提
寺
で
あ

る
建
中
寺
を
始
め
定
光
寺
、
熱
田
社
、
七
ツ
寺
、
若
宮
八
幡
に
参
詣
し
て
い

る
。
し
か
し
、
隠
居
謹
慎
後
は
外
出
も
許
可
さ
れ
ず
、
寛
保
三
年
（
一
七
四

三
）
九
月
二
日
に
生
母
の
宣
揚
院
が
八
十
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
と
き
も
、
葬

儀
へ
の
出
席
や
墓
参
り
も
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
宝
暦
元
年
（
一
七
五

一
）
に
大
御
所
で
あ
っ
た
徳
川
吉
宗
が
亡
く
な
っ
た
と
き
も
宗
春
の
謹
慎
は

解
か
れ
な
か
っ
た
。
謹
慎
し
て
二
十
二
年
後
の
宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

四
月
十
日
に
建
中
寺
の
父
母
の
霊
廟
に
参
拝
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ

は
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
所
蔵
す
る
尾
張
徳
川
家
の

御
系
譜

の

宗
春

卿

の
伝
記
に

　
　

一
、
同
十
一
巳
四
月
十
日
、
松
平
右
近
将
監
殿
宅
江
御
家
老
御
呼
出
相

成
、
御
両
親
様
之
御
墳
墓
、
御
霊
前
江
御
年
回
并
御
祥
月
、
御
参
詣

之
御
儀
、
殿
様
御
願
之
通
相
済
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
老
中
の
松
平
武た
け

元ち
か

の
屋
敷
へ
尾
張
藩
の
家
老
（
成
瀬
正

泰
か
竹
腰
勝
起
）
が
呼
出
さ
れ
て
願
い
が
許
さ
れ
て
い
る
（
尾
張
徳
川
家

系
譜
（
昭
和
六
十
三
年
三
月　

名
古
屋
叢
書
三
編

第
一
巻
）
七
十
九

頁
）。
許
可
を
得
た
宗
春
は
同
年
六
月
五
日
（
父
命
日
）
と
九
月
二
日
（
母

命
日
）
に
建
中
寺
へ
参
拝
し
た
（
大
石
学
編

規
制
緩
和
に
挑
ん
だ

名

君

│
│
徳
川
宗
春
の
生
涯
│
│
（
平
成
八
年
十
一
月　

小
学
館
）
一
八

五
頁
）。
し
か
し
、
建
中
寺
参
拝
の
様
子
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
な
お
、

隠
居
謹
慎
が
解
か
れ
た
の
は
吉
宗
か
ら
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
百
年
以
上
経
た



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
第
十
一
代
将
軍
を
退
い
た
家
斉
の
男
子
斉
荘
が

尾
張
藩
十
一
代
藩
主
と
な
っ
た
の
を
機
と
し
て
、
同
年
十
月
に
従
二
位
権
大

納
言
を
追
贈
し
て
尾
張
藩
の
歴
代
藩
主
に
加
え
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
の
二
年
後
の
宝
暦
十
三
年
に
は
、
興
正
寺
へ
参
詣
し
て
い
る
。
参
詣
の

様
子
は
、
す
で
に
拙
稿

諦
忍
律
師
と
徳
川
宗
春

で
二
種
の

由
緒
記

を
対
照
し
て
、
見
せ
消
ち

を
利
用
し
な
が
ら
宗
春
の
行
動
を
明
ら
か
に

し
た
。
し
か
し
、
御
参
詣
留

も
加
え
て
対
照
し
て
み
る
と
、
従
来
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
事
実
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
紹
介
し
て
み
た

い
。

　

ま
ず
、
第
一
は
宗
春
の
隠
居
謹
慎
後
、
宝
暦
十
一
年
に
初
め
て
建
中
寺
へ

の
参
拝
が
許
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
一
切
の
外
出
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
御
参
詣
留

に
よ
れ
ば
、
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
に
建
中

寺
へ
参
拝
し
て
其
山
（
興
正
寺
）
へ
も
立
ち
寄
る
と
あ
る
。
し
か
し
、
興
正

寺
へ
急
に
立
ち
寄
っ
た
の
で
は
な
く
、
前
も
っ
て
御
作
事
方
か
ら
大
工
や
左

官
な
ど
が
行
っ
て
畳
や
唐
紙
を
替
え
た
り
、
本
堂
廊
下
の
下
板
も
取
替
え
て

迎
え
る
準
備
を
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
興
正
寺
に
も
両
親
の
御
霊
牌
が
祀
ら

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
参
詣
も
許
さ
れ
る
も
の
と
拡
大
解
釈
し
て
宗
春
の
希

望
通
り
建
中
寺
よ
り
興
正
寺
へ
立
ち
寄
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

し
、
幕
府
よ
り
興
正
寺
へ
の
立
ち
寄
り
が
許
可
さ
れ
て
い
た
か
は
明
確
で
な

い
。
興
正
寺
参
詣
に
関
す
る
資
料
は
、
興
正
寺
の
み
し
か
見
出
だ
せ
な
い
の

で
あ
る
。

二
に
、
八
月
二
十
七
日
昼
前
の
打
合
せ
に
集
っ
た
稲
葉
氏
や
大
工
な
ど
へ
一

汁
弐
菜
の
昼
食
を
出
し
て
い
る
こ
と
。

三
に
、
新
し
く
替
え
た
も
の
と
し
て
本
堂
二
十
六
畳
、
方
丈
、
御
座
間
十

畳
、
唐
紙
八
本
な
ど
の
修
繕
箇
所
が
具
体
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

次
に
参
詣
に
来
た
九
月
二
日
に
つ
い
て
み
よ
う
。

㈠　

当
日
は
、
天
気
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
と
お
供
の
休
息
所
の
部
屋
割
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。

㈡　

馬
は
風
呂
屋
（
浴
場
）
で
休
ま
せ
る
が
、
今
後
の
御
参
詣
の
た
め
に
馬

屋
を
外
に
用
意
し
て
お
く
こ
と
。

㈢　

初
め
は
本
堂
に
入
っ
て
両
親
の
位
牌
へ
拝
礼
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

予
定
が
か
わ
り
、
最
初
に
方
丈
へ
行
き
、
手
洗
い
し
て
か
ら
本
堂
へ
行
っ
て

牌
前
に
拝
礼
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

㈣　

昼
食
後
、
西
山
の
諸
堂
の
御
参
詣
も
終
り
、
帰
館
す
る
際
、
興
正
寺
の

住
職
や
知
事
ら
の
見
送
り
の
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

以
上
、
宗
春
の
興
正
寺
の
一
日
に
つ
い
て

由
緒
書

と

御
参
詣
留

を
対
照
し
て
み
る
と
、
右
の
よ
う
な
新
し
い
事
実
が
確
認
で
き
た
の
で
あ

る
。

 

本
稿
は
令
和
二
年
十
二
月
十
二
日
に
昭
和
文
化
小
劇
場
で
開
か
れ
た

宗
春
公
が
来

た
!　

興
正
寺
の
一
日
│
│
宝
暦
十
三
年
九
月
二
日
│
│

の
講
演
の
た
め
に
再
考
し

た
と
こ
ろ
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
で
あ
る
。
主
催
さ
れ
た
昭
和
区
役
所
地
域
推
進
室
の

皆
様
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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丘
宗
潭
の
思
想
研
究

│
│
附
録
・
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曹
洞
宗
学　

正
法
眼
蔵　

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔　

丘
宗
潭

　

本
論
は
、
近
代
曹
洞
宗
の
宗
乗
家
で
あ
る
丘
宗
潭
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二

一
）
の
思
想
研
究
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
丘
は
、
令
和
三
年
に
没
後
百
年
に

当
た
り
、
ま
た
、
参
学
師
で
あ
る
西
有
穆
山
（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
）
も

生
誕
二
百
年
と
な
る
。
斯
様
な
年
に
は
、
近
代
曹
洞
宗
で
構
築
さ
れ
た
宗
旨

を
思
想
的
に
研
究
し
、
ま
た
、
各
祖
師
の
顕
彰
に
繋
げ
た
い
と
願
っ
て
い

る
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
は
、
丘
に
係
る

室
内
三
物
秘
弁

及
び

教

授
戒
文
、
そ
し
て
授
戒
会
の
説
戒
録
な
ど
で
、
未
発
表
と
な
っ
て
い
た
写

本
を
翻
刻
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
思
想
の
解
明
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

本
論
で
は
主
と
し
て
以
下
の
三
点
を
論
じ
た
い
。

　

①

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

の
改
訂
に
つ
い
て

　

②

正
法
眼
蔵

観
に
つ
い
て

　

③

修
証
義

観
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
は
丘
の
主
要
業
績
で
あ
る
と
し
て
良
い
。
丘
の
門
人

で
あ
っ
た
岸
澤
惟
安
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
は
、
丘
の
業
績
中
で

仏

祖
正
伝
禅
戒
鈔

の
改
訂
を
高
く
評
価
し
、
改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
即
霞

丘
老
）

（
漢

と
ま
で
言
い
切
っ
た
。
ま
た
、
今
回
、
筆
者
自
身
、
改
訂
作
業
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
可
能
な
写
本
・
刊
本
を
入
手
し
た
た
め
、
改
訂
作
業
の

意
義
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

　

②
に
つ
い
て
、
丘
は
大
本
山
永
平
寺
の
初
代
眼
蔵
会
講
師
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の

正
法
眼
蔵

観
を
知
る
た
め
に
、
眼
蔵

会
の
提
唱
録
を
見
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
丘
は
曹
洞
宗
大
学
林
（
後
の
駒
澤

大
学
）
教
授
で
あ
っ
た
時
、
曹
洞
宗
中
学
林
教
科
用
書
と
し
て

正
法
眼

蔵

の
訂
字
本
を
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
意
義
も
検
討
し
た
い
。

　

③
に
つ
い
て
、
丘
の
法
嗣
で
あ
る
丘
球
學
（
一
八
七
七
〜
一
九
五
三
）
の

編
集
に
よ
る

曹
洞
宗
意
綱
要

に
お
い
て
、
丘
の

修
証
義

観
が
示
さ

れ
て
い
る
。
従
来
の

修
証
義

研
究
の
中
で
も
、
同
書
は
考
察
の
俎
上
に

載
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
本
論
で
検
討
し
て
お
き
た
い
。

　

近
世
洞
門
学
僧
・
万
仭
道
坦
（
一
六
九
八
〜
一
七
七
五
）
が
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
に
自
序
を
著
し
開
板
さ
れ
た

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
（
以
下
、

禅
戒
鈔
、
改
訂
本
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
略
記
）
は
、
道
元
・
懐
奘
等
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の
下
で
構
築
さ
れ
た

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒
文

に
つ
い
て
、
道
元
門

下
の
経
豪

梵
網
経
略
抄

の
解
説
や
、
関
連
す
る
経
論
を
引
用
し
た
註
記

を
附
し
て
お
り
、
既
に
拙
）

（
論
で
も
論
じ
た
通
り
、
近
世
後
期
に
は
洞
門
戒
学

の
研
究
に
参
照
さ
れ
、
近
代
以
降
も
継
続
的
に
活
用
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
本
項
で
は
、
近
代
に
お
け
る

禅
戒
鈔

関
連
の
記
事
を
、
略
年

表
の
形
で
示
し
て
お
き
た
い
。

一
八
八
一
年
一
〇
月　

禅
戒
鈔

開
版
・
出
雲
寺
文
次
郎

一
八
八
六
年　

五
月　

禅
戒
鈔

開
版
・
梶
田
勘
助

一
九
〇
三
年　

六
月　

西
有
穆
山
提
唱

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

刊
行
・

鴻
盟
社

　
　
　
　
　

一
一
月　

経
豪

正
法
眼
蔵
抄

上
下
巻
刊
行
・
鴻
盟
社

一
九
一
〇
年
一
二
月　

西
有
穆
山
遷
化

一
九
一
二
年　

五
月　

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
禅
戒
鈔

自
跋
（
翌
年
鴻
盟
社

か
ら
刊
行
）

一
九
二
一
年　

八
月　

丘
宗
潭
遷
化

一
九
二
四
年　

三
月　

改
訂
禅
戒
鈔

改
訂
再
版
（
再
改
訂
）
刊
行
・
鴻

盟
社

一
九
三
〇
年
一
二
月　

曹
洞
宗
全
書

注
解
二
（
梵
網
経
略
抄

所

収
）
刊
行

一
九
三
一
年　

五
月　

丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒

鈔
講
話

刊
行
・
鴻
盟
社

　
　
　
　
　
　

八
月　

曹
洞
宗
全
書

禅
戒
（
禅
戒
鈔

所
収
）
刊
行

一
九
五
一
年　

七
月　

岸
澤
惟
安

改
訂
禅
戒
鈔

を
部
分
改
訂
（
差
点
記

本
）

一
九
五
五
年　

三
月　

岸
澤
惟
安
遷
化

一
九
七
一
年　
　
　
　

岸
澤
惟
安
提
唱
・
門
脇
聴
心
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅

戒
鈔
講
話

全
四
巻
刊
行
・
曹
洞
宗
宗
務
庁
（
一
九

七
四
年
ま
で
）

　

近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
禅
戒
鈔

は
度
々
開
板
さ
れ
て
お
り
、
学
人

が
手
に
取
り
や
す
い
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
解
説
・
提
唱
が
希
望

さ
れ
、
講
話

が
出
版
さ
れ
、
尚
更
に
禅
戒
参
究
へ
の
道
を
開
い
た
が
、

そ
の
最
中
、
禅
戒
鈔
本
文
の
問
題
が
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

丘
自
身
が
述
べ
る
改
訂
の
動
機
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一　

原
本
間
字
句
讀
下
シ
難
キ
處
ア
リ
。
前
後
文
意
ノ
支
離
ス
ル
處
ア

リ
。
初
心
晩
學
之
レ
ヲ
苦
ム
。
改
訂
ヲ
ナ
ス
所
以
ナ
）

（
リ
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
丘
自
身
の
見
解
で
あ
っ
て
、
経
緯
は
ま
た

別
で
あ
っ
た
。
丘
の
講
話
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

禪
戒
鈔
は
、
根
本
的
に
開
山
の
戒
義
を
発
揮
せ
ん
と
し
て
あ
ら
は
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
其
の
原
本
た
る
梵
網
經
略
抄
が
、
さ
て
さ
て
読
み
に

く
い
。
従
つ
て
萬
仭
和
尚
が
よ
ほ
ど
骨
を
折
ら
れ
た
や
う
だ
が
、
そ
の

禪
戒
鈔
が
ま
た
読
み
に
く
い
、
解
つ
た
や
う
で
あ
る
が
解
ら
ぬ
處
あ

り
、
首
尾
あ
は
ぬ
處
あ
り
、
暗
中
模
索
の
う
れ
へ
が
あ
る
。
誠
に
困
り

さ
つ
た
。

　
　
　

西
有
禪
師
が
再
三
提
唱
な
さ
れ
た
が
、
其
の
た
び
ご
ど
に
い
ろ
い
ろ

の
事
を
承
つ
た
。
こ
こ
の
文
章
と
、
こ
こ
の
文
章
と
を
つ
な
ぎ
合
せ
、

此
の
句
と
此
の
句
と
を
つ
な
ぎ
合
せ
た
ら
好
か
ら
う
。
此
の
文
字
を
入
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れ
て
、
此
の
句
を
は
ぶ
い
た
ら
好
か
ら
う
と
い
は
れ
た
か
ら
、
其
の
当

時
か
ら
改
訂
し
た
い
と
思
ふ
て
、
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
を
獨
參
し
て
、
種

種
記
憶
に
の
こ
つ
て
居
る
。
そ
こ
で
幾
度
か
禪
戒
鈔
を
提
唱
し
、
か
つ

原
本
の
梵
網
經
略
抄
に
つ
い
て
、
多
少
參
究
も
し
、
注
意
も
し
た
。

　
　
　

二
三
年
ま
へ
、
い
つ
何
ど
き
怎
樣
な
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ぬ
か
ら

と
思
ひ
、
筆
を
と
つ
て
改
訂
に
か
か
つ
た
が
、
来
月
静
岡
に
お
い
て
、

此
の
禪
戒
鈔
を
讀
ん
で
も
ら
ひ
た
い
か
ら
、
出
版
し
て
く
れ
と
い
ふ
依

頼
が
あ
つ
た
の
で
、
此
の
改
訂
禪
戒
鈔
を
出
版
す
る
こ
と
に
し
）

（
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
禅
戒
鈔

の
改
訂
は
、
ま
ず
は
西
有
が
本
文
の
問
題
を

指
摘
し
、
そ
れ
を
受
け
て
丘
が
改
訂
作
業
を
行
っ
た
と
い
う
経
緯
が
見
え
て

く
る
。
な
お
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
、
本
来
の

禅
戒
鈔

と

改
訂
禅
戒

鈔

を
比
べ
る
と
、
構
成
か
ら
本
文
の
選
択
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぼ
全
文
に
及

ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
丘
講
話

で
は
、
そ
の
か
は
つ
て
居

る
と
こ
ろ
は
、
頭
に
科
段
を
つ
け
た
。
こ
れ
は
今
案
だ
。
そ
れ
も
西
有
禪
師

の
思
召
し
に
よ
つ
た
も
の
で
、
文
字
は
衲
が
つ
け
）

（
た

と
あ
り
、
科
段
と
段

名
の
付
加
も
改
訂
点
で
あ
る
。

　

以
下
に
は
構
成
の
変
更
を
検
討
し
た
い
。
左
記
の
表
の
上
段
は
、
一
般
的

な

禅
戒
鈔

の
構
成
で
、
下
段
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
す
る
。
な
お
、
各

段
の
項
目
名
は
各
原
本
に
依
拠
し
た
が
、
項
目
名
が
無
い
場
合
は
項
目
最
初

の
数
文
字
を
名
称
の
代
替
と
す
る
か
、〔　

〕
を
付
し
て
筆
者
が
補
っ
た
。

丸
数
字
は

禅
戒
鈔

の
構
成
に
基
づ
い
た
順
番
で
あ
る
。
改
訂
禅
戒

鈔

の
み
の
項
目
は
※
を
付
し
た
。

禅
戒
鈔
（
明
治
一
四
年
版
）
構
成

改
訂
禅
戒
鈔

構
成

※
題
字
（
森
田
悟
由
）

※
改
訂
禅
戒
鈔
序
（
岸
澤
惟
安
）

※
凡
例
（
丘
宗
潭
）

①
序
（
萬
仭
道
坦
）

①
序
（
萬
仭
道
坦
）

②
或
問

②
或
問

⑧
規
約

③
諸
仏
大
戒

③
諸
仏
大
戒

※
懺
悔

※
戒

④
三
帰
依
（
懺
悔
鈔
）

④
三
帰
依

⑤
三
聚
戒

⑤
三
聚
戒

⑥
〔
十
重
禁
戒
〕

⑥
〔
十
重
禁
戒
〕

⑦
先
ツ
煩
惱
ト
一
切
業
障
海

※
戒
ノ
次
第

⑧
規
約

※
跋
（
丘
宗
潭
）

　

以
上
の
比
較
の
通
り
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
戒
の
意
義
の
提
唱
部
分

を
追
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
懺
悔

に
つ
い
て
は
、
禅
戒
鈔

で

三
帰

戒

中
に

懺
悔
法

の
提
唱
を
引
い
て
お
り
、
そ
れ
も
、
三
帰
戒

に

関
す
る

梵
網
経
略
抄

が
無
い
た
め
に
、
懺
悔
ノ
鈔
ヲ
出
ス

と
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を

改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
三
帰
戒
よ
り
も
前
に
出
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し
た
。
こ
れ
は
、
宗
門
の
受
戒
が
懺
悔
か
ら
始
ま
り
、
三
帰
・
三
聚
浄
戒
・

十
重
禁
戒
と
続
く
こ
と
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
教
授
戒
文

も
そ
の

通
り
の
順
番
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
改
訂
禅
戒
鈔

巻
尾
の

戒
ノ
次
第

に
つ
い
て
、
禅
戒

鈔

で
は
、
観
普
賢
菩
薩
行
法
経

か
ら

一
切
業
障
海

偈
を
引
い
て

い
る

梵
網
経
略
抄

を
参
照
し
て
、
思
実
相

の
上
で
の
生
仏
不
二
を

説
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
の
み
で

教
授
戒
文

結
論
に
あ
る
意

味
を
共
有
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の
点
、
改
め
て
十
戒
全
体
の

戒
ノ

次
第

を
開
示
す
る
こ
と
で
総
括
し
た
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
意
図
は
明
ら

か
で
、
合
理
性
も
あ
る
。

　

な
お
、
改
訂
禅
戒
鈔

は
筆
者
所
持
大
正
一
〇
年
（
一
九
二
一
）
第
四

版
の
刊
記
か
ら
判
断
し
て
、
同
年
ま
で
に
四
版
以
上
を
重
ね
た
。
そ
の
後
、

大
正
一
三
年
（
一
九
二
四
）
に
改
訂
再
版
（
再
改
訂
）
が
刊
行
さ
れ
、
改

訂
禅
戒
鈔

で
初
版
以
降
に
確
認
さ
れ
た
誤
字
脱
字
等
の
訂
正
に
始
ま
り
、

一
部
は
文
章
構
成
も
改
め
ら
れ
た
。
な
お
、
丘
講
話

は
、
そ
の
再
改
訂

本
へ
の
提
唱
と
な
っ
て
い
る
が
、
刊
記
等
に
再
改
訂
の
時
期
を
定
め
る
こ
と

が
な
い
た
め
、
実
際
の
関
係
性
は
不
明
。
ま
た
、
再
改
訂
本
が
刊
行
さ
れ
た

の
は
丘
の
没
後
の
た
め
、
再
改
訂
の
実
行
者
が
丘
か
岸
澤
か
詳
細
不
明
で
あ

る
が
、
状
況
か
ら
は
丘
の
生
前
中
に
再
改
訂
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
か
。

丘
講
話

は
非
常
に
簡
潔
な
提
唱
で
あ
り
、
改
訂
経
緯
の
詳
細
を
知
る
こ

と
が
困
難
で
あ
る
。

　

ま
た
、
曹
洞
宗
全
書

禅
戒

に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
禅
戒
鈔
（
底

本
は
江
戸
・
淺
倉
屋
久
兵
衛
に
よ
る
後
刷
本
）
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
曹

洞
宗
全
書

室
中

に
収
録
さ
れ
た
万
仭
道
坦

室
内
三
物
秘
弁

が
、

岸
澤
に
よ
る
改
訂
本
だ
っ
た
の
と
は
、
明
ら
か
な
相
違
が
あ
る
。
理
由
は
不

明
な
が
ら
も
、
底
本
と
す
べ
き
版
本
が
存
在
し
て
い
た

禅
戒
鈔

と
、
写

本
の
み
で
伝
来
し
た

室
内
三
物
秘
弁

の
違
い
と
い
え
よ
う
か
。

　

前
項
で
述
べ
た
通
り
、
禅
戒
鈔

か
ら

改
訂
禅
戒
鈔

へ
の
改
訂

は
、
西
有
が
先
導
し
、
そ
れ
に
丘
や
岸
澤
が
応
え
た
形
で
あ
る
と
理
解
さ
れ

る
が
、
そ
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

禅
戒
鈔

と

改
訂
禅
戒
鈔

を
比
較
す
る
と
、
三
帰
戒

三
聚
浄

戒

に
つ
い
て
は
同
じ
だ
と
見
て
良
い
。
無
論
、
禅
戒
鈔

の

三
帰

戒

項
に
は
、
懺
悔
鈔

が
入
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
不
自
然
で
あ
り
、

本
来
の

教
授
戒
文

の
順
番
に
従
い
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
よ
う
に
十
六

条
戒
よ
り
も
前
に
懺
悔
が
編
入
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
そ
の
部
分
を
除
い
て
、
三
帰
戒

三
聚
浄
戒

は
改
訂
の
前
後
で
同

じ
と
見
て
良
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
懺
悔

の
項
目
に
つ
い
て
、
禅
戒
鈔

で
は

懺
悔
法
ア
ラ

ハ
ル
ル
ト
キ
三

三
聚
戒
モ
攝
セ
ス
ト
云
事
ナ
シ

と
し
、
懺
悔
か
ら
諸
戒

に
展
開
す
る
様
子
を
重
視
し
、
そ
の
後
に

観
普
賢
菩
薩
行
法
経

か
ら

一
切
業
障
海

偈）
（

を
引
い
て
、
い
わ
ゆ
る

実
相
懺
悔

に
帰
着
さ
せ
て

い
る
。

　

一
方
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
最
初
に

仏
法
ヲ
見
聞
ス
ル
得
分
ハ
、

以
テ
懺
悔
法
爲
最
初
得
分

と
し
な
が
ら

一
切
業
障
海

偈
を
引
い
て
、
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実
相
懺
悔

に
帰
着
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
教
授
戒
文

が

懺
悔
文

読

誦
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
相
違
が
あ
る
。
た
だ
し
、
教
授
戒
文

も
、

本
来
の

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

も
、
懺
悔
の
思
想
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ

る
こ
と
が
無
い
た
め
、
梵
網
経
略
抄

か
ら
、
一
切
業
障
海

偈
中
の

端
坐
思
実
相

を
承
け
つ
つ
、
坐
禅
に
懺
悔
の
力
を
込
め
た
と
も
見
ら
れ

る
。
た
だ
し
、
皆
従
妄
想
生
ヲ
置
テ
、
端
坐
氏
実
相
ニ
テ
解
ス
ル
ト
ハ
不

可
心
得

と
さ
れ
、
妄
想
の
ま
ま
を
実
相
と
は
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で

も
無
分
別
な
る
坐
禅
の
意
義
を
説
く
。
そ
の
後
、
以
懺
悔
三
宝
ト
名
ク
。

帰
依
ト
ナ
ツ
ク

と
し
て
、
更
に
懺
悔
か
ら
諸
戒
へ
展
開
す
る
様
子
を
示

す
。
全
体
の
流
れ
と
し
て
、
改
訂
禅
戒
鈔

は
ま
ず
懺
悔
の
意
義
を
示
し

た
上
で
、
諸
戒
に
展
開
す
る
流
れ
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
懺
悔
と
戒
と
の
関

係
を
明
示
し
た
。
改
訂
禅
戒
鈔

の
方
が
分
か
り
や
す
い
。

　

な
お
、
上
記
一
件
に
関
連
し
て
、
丘
講
話

懺
悔

項
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。
大
意
と
し
て
は
、
天
台
智
顗

金
光
明
経
文
句

か
ら

取
相
懺

悔
、
作
法
懺
悔
、
無
性
懺
悔

の
三
懺
）

（
悔
を
引
い
て
い
る
。
丘
は
、
梵
網

経
略
抄

で
は
懺
悔
の
思
想
や
作
法
を
種
々
挙
げ
て
い
て
分
か
り
に
く
い
た

め
、
明
瞭
に
無
性
懺
悔
の
解
る
や
う
に
せ
）

（
ん

と
の
思
い
で
纏
め
た
と
い

う
。
無
性
懺
悔

の
思
想
的
な
把
握
に
つ
い
て
は
、
従
容
録

第
五
則

清
源
米
価
（
青
原
盧
陵
話
）
の
万
松
行
秀
垂
）

（
示
を
大
意
と
し
、
大
體
善
惡

に
こ
こ
ろ
な
き
に
達
す
る
が
懺
悔
）

（
だ

と
し
て
、
懺
悔
を

転
迷
開
悟

に

準
え
て

滅
悪
生
善

だ
と
考
え
る
こ
と
を
否
定
し
、
善
悪
が
二
つ
な
が
ら

に
無
性
に
達
す
る
こ
と
を
説
い
た
。

　

そ
し
て
、
無
性
懺
悔

を
選
択
し
た
理
由
は
、
丘
講
話

懺
悔

項

の
冒
頭
か
ら
、
大
内
青
巒
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
八
）
の

曹
洞
教
会
修
証

義
聞
解

を
批
判
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
理
解
出
来
る
。
青
巒
は

修
証

義

第
二
章
懺
悔
滅
罪

の

彼
の
三
時
の
悪
業
報
必
ず
感
ず
べ
し
と
雖

も
、
懺
悔
す
る
が
如
き
は
重
き
を
転
じ
て
軽
受
せ
し
む
、
又
滅
罪
清
浄
な
ら

し
む
る
な
り

に
対
し
て
、
一
切
業
障
海

偈
の

衆
罪
は
霜
露
の
如

く
、
慧
日
能
く
消
除
す

を
重
視
し
て
、
懺
悔
の
一
念
が
、
一
切
の
罪
過

を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
を
説
い
た
。
丘
は
そ
れ
を

彼
れ
一
流
の
説
だ

と

し
つ
つ
も
、
そ
れ
か
ら
大
い
に
間
違
ひ
を
生
じ
た

と
批
判
し
て
い
る
。

そ
し
て
批
判
の
理
由
を
、
宗
門
の
懺
悔
は
、
眞
妄
無
性
の
理
に
透
脱
す
る

が
目
的
）

（
だ

と
し
た
の
で
あ
る
。
青
巒
の

修
証
義
聞
解

で
は
、
修
証

義

を

在
家
化
導

の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
だ
と
位
置
付
け
て
お
り
、
お
そ

ら
く
は
丘
の
立
論
方
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

丘
に
は

修
証
義

を
提
唱
し
た

曹
洞
宗
意
綱
要

が
残
さ
れ
て
い
る

が
、
修
証
義

の
、
特
に

懺
悔
滅
罪
・
受
戒
入
位

は

禅
戒
鈔

の

立
場
か
ら
説
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
丘
は

承
陽
大
師
の
懺
悔
滅
罪
の
御

精
神
は
、
洵
に
簡
）

（
單

と
し
つ
つ
、
懺
悔
は
佛
果
の
功
德
な
り

を
重
要

語
だ
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
語
は
、
道
元
自
身
の
著
作
や
上
堂
語
と
し
て
は

確
認
出
来
ず
、
梵
網
経
略
抄

の

懺
悔
ノ
法
ト
云
ハ
、
所
詮
以
佛
果
菩

提
法
懺
悔
ト
可
習
）

（
也

が
、
禅
戒
鈔

に
も

改
訂
禅
戒
鈔

に
も
引
か

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
取
意
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
上

で
、
懺
悔
の
結
果
と
し
て
仏
果
の
功
徳
に
到
達
す
る
の
が
通
常
の
見
解
だ
と

す
れ
ば
、
そ
れ
を
転
じ
て
、
懺
悔
そ
の
も
の
が
仏
果
の
功
徳
だ
と
把
握
す
べ

き
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
妄
想
と
実
相
と
の
二
つ
を
超
越
し
て
、
仏
果
の
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功
徳
に
投
入
し
た
の
が
懺
悔
の
法
で
あ
）

（
る

と
も
し
て
い
る
。
先
ほ
ど
か
ら

の
繰
り
返
し
の
通
り
、
善
と
悪
、
妄
想
と
実
相
と
い
う
分
別
を
破
す
る
こ
と

を
、
懺
悔
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
無
性
懺
悔

に
則
っ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
と
い
え
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
改
訂
禅
戒
鈔

特
有
の
一
段
と
し
て
、
戒

の
項
目
も
見

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
同
項
に
つ
い
て
、
丘
は
以
下
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

　
　

萬
仭
和
尚
の
禪
戒
鈔
に
は
、
戒
と
い
ふ
題
目
は
な
い
が
、
衲
が
そ
れ
を

區
別
し
て
、
宗
門
に
お
け
る
禪
戒
の
心
得
か
た
を
述
べ
）

（
た
。

　

つ
ま
り
、
戒

の
項
目
は
、
丘
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
更
に
思
想
的
に
は
防
非
止
悪
の
義
で
は
な
く
、
善
悪
是
非
に
心
な
き

が
、
宗
門
の
戒
法
な
）

（
り

と
し
、
無
分
別
の
立
場
か
ら
の
戒
法
を
主
張
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
梵
網
経
略
抄

か
ら
、
戒
ト
ハ
制
止
ナ
リ
、
對
治
ナ

リ

と
引
く
が
、
続
け
て

我
與
大
地
有
情
同
時
成
道
ト
制
止
ス
ル
ナ
リ
、

故
ニ
佛
戒
ト
云
）

（
フ

と
す
る
こ
と
で
、
い
わ
ば
、
釈
尊
と
同
一
の
成
道
に
生

き
る
衆
生
を
見
出
し
つ
つ
、
先
に
挙
げ
た
丘
自
身
の
主
張
を
際
立
た
せ
て
い

る
と
い
え
よ
う
。
更
に
、
戒

項
目
の
末
尾
に
は
、
梵
網
経

か
ら

衆

生
受
仏
戒

偈
を
引
い
て
、
如
来
の
正
戒
を
受
け
た
衆
生
の
あ
り
方
を
開
示

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法

自
体
に
は
見
え
る
が
、

教
授
戒
文

に
は
見
え
な
い
語
句
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
帰
戒
が
始
ま
る

前
に
、
そ
の
意
義
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
で
、
受
け
る
戒
の
本
質
を
知
ら
し

め
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
は

十
六
条
戒

自
体
の

位
置
付
け
に
も
関
わ
っ
て
く
る
。

　
　

し
か
し
瓔
珞
經
や
、
梵
網
經
は
、
攝
律
儀
の
一
戒
よ
り
他
戒
を
出
す
、

本
末
あ
り
と
説
け
ど
も
、
宗
門
に
て
は
、
戒
法
み
な
實
相
な
る
ゆ
ゑ
、

本
末
を
説
か
）

（
ぬ
。

　

曹
洞
宗
に
お
け
る
戒
思
想
か
ら
の
伝
統
的
解
釈
で
も
、
三
聚
浄
戒

の

第
一
摂
律
儀
戒

に
、
十
重
禁
戒

を
配
す
る
場
）

（
合
が
あ
る
が
、
丘
は
そ

れ
を
否
定
し
、
む
し
ろ

教
授
戒
文

の

摂
律
儀
戒

へ
の
解
釈

諸
仏

法
律
の
窟
宅
と
す
る
所
、
諸
仏
法
律
の
根
源
と
す
る
所
な
）

（
り

を
元
に
、

人
人
本
具
の
仏
性
は
、
諸
仏
の
法
律
の
窟
宅
な
り
、
根
源
な
）

（
り

と
し

て
、
仏
性
に
基
づ
い
て
三
聚
浄
戒
も
、
他
の
諸
戒
も
出
現
す
る
と
い
う
。
そ

の
た
め
、
戒
同
士
の
関
係
性
を
説
か
ず
に
、
全
て
の
戒
本
が
実
相
と
の
立
場

を
主
張
し
た
。

　

ま
た
、
本
書
は

十
重
禁
戒

の

第
十
不
謗
三
宝
戒

で
締
め
括
ら
れ

る
が
、
巻
尾
の
一
節
が

改
訂
禅
戒
鈔

で
は
変
更
さ
れ
て
い
る
。
禅
戒

鈔

の
場
合
は
、
教
授
戒
文

中
の

世
間
の
津
梁
な
り

に
つ
い
て
の

梵
網
経
略
抄

の
提
唱
を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
、
全
体
の
総
括
に

は
繋
が
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
改
訂
禅
戒
鈔

で
は
、
科
段
の
名
称
を

第

四
明
列
不
謗
三
宝
戒
於
十
戒
最
後
之
意

と
し
て
、
戒
ノ
次
第
ヲ
立
ル
事

不
同
也

及
び

又
十
戒
、
一
一
ノ
戒
品
、
三
寶
ノ
功
德
現
前
セ
サ
ル
事
ナ

シ

の
一
節
を
引
く
こ
と
で
、
十
重
禁
戒

全
体
を
仏
身
の
顕
現
だ
と
見

な
し
た
。
そ
し
て
、
不
謗
三
宝
戒
を
説
い
た
と
し
つ
つ
も
、
各
別
の
十
戒
を

否
定
し
、
根
本
ノ
道
理
ヲ
知
リ
ヌ
レ
ハ
、
都
不
被
犯
也
ト
可
心
得
）

（
也

と

総
括
し
た
の
で
あ
る
。
先
に
見
た
通
り
、
十
六
条
戒
を
仏
性
と
し
、
巻
尾
で

は
仏
身
と
し
て
見
る
こ
と
で
、
改
訂
禅
戒
鈔

全
体
を
一
貫
し
た
思
想
で

貫
通
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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な
お
、
筆
者
所
持
の
明
治
四
三
年
序

改
訂
禅
戒
鈔

写
）

（
本
で
は
、
科
段

の
内
容
が
変
化
し
て
お
り
、
第
十
不
謗
三
宝
戒

に
つ
い
て
、
科
段
第
四

段
の
名
称
を

第
四
段
戒
ニ
三
種
ノ
別
ア
ル
コ
ト
ヲ
明
ス

と
し
、
先
に
挙

げ
た

改
訂
禅
戒
鈔

版
本
の
巻
尾
、
根
本
ノ
道
理

の
一
節
に
続
い

て
、
菩
薩
戒
ニ
ハ
三
重
ノ
道
理
ア
ル
ヘ
シ

の
一
節
を
加
え
て
い
る
。
本

論
前
節
で
も
指
摘
し
た
通
り
、
改
訂
禅
戒
鈔

の
巻
尾
は
本
来
、
科
段
名

と
内
容
か
ら
十
六
条
戒
全
体
を
締
め
括
る
意
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

写
本
に
お
い
て
そ
れ
が
更
に
強
く
理
解
出
来
よ
う
。
た
だ
し
、
当
写
本
か
ら

は
書
写
の
経
緯
な
ど
が
判
然
と
せ
ず
、
丘
及
び
岸
澤
に
よ
っ
て
企
図
さ
れ
て

い
た

禅
戒
鈔

改
訂
経
過
の
一
端
が
知
ら
れ
る
程
度
の
結
果
し
か
得
ら
れ

て
い
な
い
。

　

丘
は
大
本
山
永
平
寺
で
明
治
三
八
年
か
ら
行
わ
れ
た
眼
蔵
会
の
初
代
講
師

を
務
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
の
手
元
に
は
丘
が
大
正
四
年
に
、

二
度
目
の
眼
蔵
会
講
師
を
務
め
た
際
の
講
義
録
が
あ
る
た
め
、
そ
の
読
解
を

通
し
て
丘
の

正
法
眼
蔵

提
唱
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　
　

一
、
冊
数　

一
冊

　
　

一
、
料
紙　

Ｂ

縦
書
相
当
原
稿
用
紙

　
　

一
、
大
き
さ　

縦
・
㎝

横

㎝

　
　

一
、
装
丁　

袋
綴

　
　

一
、
題
目　

外
題　

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

　
　
　
　
　
　
　

内
容　

霊
根
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
学
生
及
女
学
校
生
ノ
為
ニ
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眼
蔵
提
唱
（
礼
拝
得
髄
巻
・
雞
声
山
色
巻
、
開
講

偈
・
即
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
本
山
永
平
寺
六
十
四
世
性
海
慈
舩
禅
師
大
休
悟

由
大
和
尚
百
箇
日
供
養
拈
香

　
　

一
、
枚
数　

本
文　

九
丁

　
　

一
、
行
字
数　

毎
葉
一
二
行　

毎
行
二
六
字
前
後

　
　

一
、
書
写
年　

大
正
四
年
五
月
一
五
〜
一
九
日

　
　

一
、
筆
記
者　

雪
香
道
人
（
愛
知
県
東
浦
町
安
徳
寺
一
三
世
・
横
井
轍

道
）

　
　

一
、
所
蔵
者　

菅
原
研
州

　

大
正
期
に
永
平
寺
で
行
わ
れ
た
丘
の
講
演
に
つ
い
て
、
愛
知
県
安
徳
寺
一

三
世
の
横
井
轍
道
（
徹
道

と
表
記
す
る
記
録
も
あ
る
が
、
本
人
の
印
は

轍
道

表
記
）
が
筆
記
し
た
講
演
録
に
、
永
平
寺
の
眼
蔵
会
の
記
録
が
収

録
さ
れ
て
い
た
た
め
、
本
論
末
尾
に
翻
刻
し
た
。

　

な
お
、
眼
蔵
提
唱

は
一
見
し
て
簡
潔
に
過
ぎ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

は
筆
記
者
に
よ
る
適
度
な
要
約
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
が
、
丘
自

身
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
　

眼
藏
は
解
り
す
ぎ
て
居
る
。
講
釋
す
る
處
は
な
い
。
己
見
を
以
て
眼
藏

を
讀
ま
ん
と
す
る
か
ら
解
ら
ぬ
。
佛
意
を
以
て
讀
め
ば
、
眼
藏
は
あ
の

と
ほ
り
で
不
審
は
な
い
。
佛
意
を
さ
ぐ
り
、
佛
意
を
看
破
す
る
で
な
け

れ
ば
可
か
）

（
ぬ
。

　

正
法
眼
蔵

は
分
か
り
や
す
い
た
め
、
そ
の
本
文
の
ま
ま
で
よ
く
、
講



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

釈
す
る
余
地
は
無
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
、
門
人
の
岸
澤
惟
安

が
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
）

（
る
。

　

今
回
翻
刻
し
た
提
唱
録
か
ら
も
、
丘
の
提
唱
は
簡
に
し
て
要
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
特
に
各
巻
の
冒
頭
に
お
い
て
、
此
巻
ノ
思
召

や

大
綱

な

ど
の
表
現
を
用
い
て
、
一
巻
全
体
を
ま
ず
把
握
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
理
解
出

来
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
大
意
ジ
ユ
サ
ン
ヲ
見
ヨ

と
も
あ
る
通

り
で
、
面
山
瑞
方
に
よ
る

正
法
眼
蔵
品
目
述
）

（
賛

も
併
用
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

ま
た
、
渓
声
山
色

巻
の
提
唱
で
は
、
冒
頭
で

唯
谿
聲
山
色
佛
法
ニ

親
シ

と
し
て

渓
声
山
色

を
仏
法
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
を
示
し
つ

つ
、
巻
尾
で
も

正
信
心
ノ
時
―
一
切
事
佛
法
ト
ナ
リ
谿
聲
山
色
…

と
し

て
い
る
。
つ
ま
り
、
各
巻
に
お
い
て
肝
心
要
と
な
る
道
理
（
本
巻
の
場
合

は
、
渓
声
山
色
即
仏
法
）
を
貫
通
さ
せ
て
提
唱
す
る
様
子
が
理
解
出
来
よ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
丘
が
用
い
て
い
た
講
本
に
つ
い
て
は
、
別
の
講
演
で

承
陽

大
師
の
御
精
神
は
眼
蔵
の
巻
が
九
十
五
巻
あ
り
ま
す
か
）

（
ら

と
示
し
て
い
る

た
め
、
本
山
版
九
五
巻
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
上
で
、
筆
者
の
手
元
に
は

曹
洞
宗
大
学
林
教
授
丘
宗
潭
師
訂
正

と
掲
げ
る

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
附
聞
解
（
全
）
が
あ
る
。
曹
洞
宗
中
学

林
教
科
用
書

と
も
題
さ
れ
て
い
る
通
り
、
明
治
三
三
年
当
時
の
曹
洞
宗
中

学
林
用
の
教
科
書
と
し
て
、
丘
に
よ
る
校
正
が
行
わ
れ
た

正
法
眼
蔵

本

文
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
本
山
版
版
本
を
底
本
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
巻

尾
に
は

故
瑞
方
面
山
師
著
述

の

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
巻
聞
解

を
収

録
し
て
い
る
。
当
時
は
ま
だ
、
聞
解

全
体
の
著
述
者
を
面
山
に
帰
し
て

い
た
た
め
、
こ
の
表
記
と
な
っ
て
い
る
（
現
在
は
一
部
の
巻
を
除
き
門
弟
の

斧
山
玄

に
帰
す
る
）。
聞
解

へ
の
評
価
と
し
て
、
西
有
穆
山
に
よ
る

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

で
は
、
御
聴
書
御
抄
ハ
可
尊
第
一
ノ
書
ナ
リ
ト
雖

九
十
五
巻
全
備
セ
ザ
レ
ハ
今
全
部
ヲ
拜
覧
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
遺
憾
ナ
キ

不
能
依
テ
先
最
初
ハ
私
記
ト
聞
解
ニ
依
テ
拜
覧
ス
ヘ
シ
六
堪
老
人
云
ク
面
山

和
尚
ノ
述
賛
ハ
正
法
眼
蔵
ノ
大
意
ヲ
得
タ
）

（
リ

と
あ
っ
て
、
述
賛
に
よ
る
大

意
把
握
と
と
も
に
、
初
学
者
向
け
へ
の
参
考
書
と
し
て
雑
華
蔵
海
の

正
法

眼
蔵
私
記

と

聞
解

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
西
有
に
は

正
法
眼
蔵

の

私
記
会
本

の
編
集
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
丘
が

私
記

で
は
な
く

聞
解

を
選
ん
だ
の
は
、
や
は
り
そ
の
大
意
や
文
義
の
把
握
の
容
易
さ
に

価
値
を
求
め
た
た
め
か
と
思
わ
れ
る
。
私
記

は
達
意
的
な
註
釈
が
特
徴

で
、
宗
旨
と
し
て

正
法
眼
蔵

本
文
を
把
握
す
る
の
に
は
適
す
る
が
、
そ

う
い
う
発
想
自
体
に
慣
れ
て
い
な
い
初
学
者
に
は
厳
し
い
一
面
を
有
す
る
こ

と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

つ
ま
り
、
丘
自
身
は
、
大
綱
の
把
握
に

述
賛

を
推
奨
し
て
お
り
、
提

唱
で
は
各
巻
を
通
底
す
る
道
理
を
貫
通
さ
せ
て
い
る
が
、
学
人
が
知
り
た
い

各
文
の
意
に
つ
い
て
、
特
に
教
育
的
見
地
か
ら

聞
解

を
採
用
し
た
と
い

え
よ
う
。

　

提
唱
録
で
あ
る

曹
洞
宗
意
綱
要

は

前
曹
洞
宗
大
学
長

の
肩
書
き

で
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宗
門
当
局
の
意
図
を
十
分
に
汲
ん
だ
内
容
で
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あ
ろ
う
が
、
修
証
義

解
釈
は
宗
師
家
の
立
場
と
、
曹
洞
宗
大
学
関
係
者

と
い
う
二
つ
の
立
場
を
両
立
さ
せ
た
も
の
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
、
三　

修
證
義
に
就
い
て

の
一
節
が
収
録
さ
れ
、
続
け
て

四　

修
證
に
就
い
て

五　

懺
悔
滅
罪
と
受
戒
入
位

六　

發
願
利
生
と
行
持

報
恩

の
各
節
で

修
証
義

に
準
じ
た
提
唱
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
修
証
義

全
体
へ
の
評
価
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

然
る
に
此
修
証
義
を
以
て
吾
々
の
修
養
に
資
す
る
も
の
と
し
、
又
檀
徒

信
者
の
修
養
に
資
す
る
所
の
一
切
の
方
針
と
し
た
る
所
の
修
証
義
は
、

受
戒
入
位
が
中
心
で
あ
）

（
る
。

　

修
証
義

の
要
点
に
つ
い
て
、
第
三
章
受
戒
入
位

と

第
五
章
行
持

報
恩

と
の
間
で
説
が
分
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
丘
は
明
確
に
前
者
を
中

心
と
し
た
。
更
に
、
檀
信
徒
の
修
養
の
み
な
ら
ず
、
吾
々
の
修
養

に
も

資
す
る
と
し
、
僧
俗
四
衆
に
と
っ
て
の
聖
典
だ
と
認
め
る
が
故
に
、
以
下
の

問
題
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　

是
に
於
て
今
日
の
吾
々
の
修
養
に
資
す
る
所
の
大
方
針
と
稱
す
る
修
証

義
の
中
心
に
な
る
の
は
受
戒
入
位
で
あ
る
。
而
し
て
兩
祖
の
思
召
の
御

著
述
に
現
は
れ
て
居
る
所
の
お
言
葉
が
、
坐
禅
中
心
に
な
つ
て
居
る
、

此
矛
盾
は
ど
う
か
、
何
所
へ
行
つ
て
も
何
時
も
此
問
題
が
出
）

（
る
。

　

右
記
は
、
曹
洞
教
会
修
証
義

が
編
集
さ
れ
て
以
降
、
常
に
同
じ
問
題

が
宗
派
内
に
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
と
い
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
明
治
二
〇

年
代
に
曹
洞
扶
宗
会
の
会
員
総
意
と
し
て
編
集
（
実
質
的
に
は
、
大
内
青
巒

に
よ
る
編
集
）
さ
れ
た

洞
上
在
家
修
証
義

は
、
明
治
二
二
年
の

第
三

次
末
派
総
代
議
員
会
議
（
後
の
曹
洞
宗
宗
議
会
）
で
可
決
さ
れ
た

洞
上

在
家
化
導
標
準

に
よ
っ
て
、
曹
洞
教
会
全
体
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
採
録
さ

れ
、
更
に
は
、
当
時
の
両
大
本
山
貫
首
（
總
持
寺
・
畔
上
楳
仙
﹇
管
長
﹈、

永
平
寺
・
滝
谷
琢
宗
）
に
よ
る
緻
密
な
校
正
を
経
た
結
果
、
明
治
二
三
年
一

二
月
に

曹
洞
教
会
修
証
義
（
現
行

修
証
義
）
と
し
て
公
布
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
修
証
義

公
布
後
、
最
初
に
出
た
解
説
書
は
大
内
青
巒

修

証
義
聞
解

で
あ
り
、
青
巒
は

修
証
義

を

在
家
化
導

の
テ
キ
ス
ト

と
し
て
位
置
付
け
、
在
家
安
心

を
得
る
た
め
に
、
受
戒
入
位

に
お
け

る

梵
網
経

衆
生
受
仏
戒

偈
を
重
視
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
そ
の
後
、
曹
洞
教
会
修
証
義

の
主
校
正
者
で
あ
っ
た
滝
谷
琢
宗

は
、
修
証
義
筌
蹄

に
お
い
て
、
青
巒
の
主
張
を
暗
に
批
判
し
、
修
証

義

と
は

曹
洞
教
会

と
い
う
名
前
を
冠
し
て
い
る
以
上
、
教
会
を
構
成

す
る

僧
俗
四
衆

に
と
っ
て
の
安
心
を
説
く
文
献
で
あ
る
と
し
た
。

　

つ
ま
り
、
在
家
化
導
と
し
て
の

受
戒
入
位

が
、
四
衆
に
と
っ
て
の
安

心
と
な
っ
た
た
め
に
、
坐
禅
に
よ
る
安
心
だ
と
さ
れ
て
い
た
僧
尼
二
衆
に

と
っ
て
、
修
証
義

自
体
が
矛
盾
を
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
）

（
る
。

　

そ
こ
で
、
丘
自
身
は
こ
の
問
題
を

中
心
が
變
つ
た
や
う
で
あ
る

や

中
心
が
動
い
た
も
）

（
の

と
し
つ
つ
、
受
戒
入
位
の
中
心
と
云
ふ
こ
と
と
、

坐
禪
中
心
と
云
ふ
事
は
何
に
も
變
つ
た
も
の
で
は
な
い

と
し
、
教
授
戒

文

梵
網
経
略
抄

禅
戒
鈔

な
ど
を
典
拠
と
し
な
が
ら
、
受
戒
と
坐
禅

と
を
分
別
し
、
是
非
を
争
う
こ
と
を

必
ず
坐
禪
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必

ず
戒
法
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
の
は
、
そ
れ
は
形
式
に
囚
は
れ
て
の

話

と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
た
。

　
　

然
ら
ば
受
戒
中
心
も
坐
禪
中
心
も
同
じ
こ
と
で
あ
つ
て
、
必
ず
し
も
坐
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禪
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
必
ず
し
も
受
戒
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
事
は
な
い
。
今
日
で
は
受
戒
中
心
と
言
ふ
事
に
な
つ
）

（
た
。

　

こ
れ
は
、
禅
戒
一
如

の
一
解
釈
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
当
時
の
曹
洞

宗
は
ま
だ
、
禅
戒
一
如

と
い
う
用
語
を
公
式
に
は
用
い
て
お
ら
ず
、
現

在
の
よ
う
に

曹
洞
宗
宗
制

の

教
義

に
組
み
込
ま
れ
る
に
は
、
昭
和

一
六
年
公
布
の

宗
制

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
丘
と
同

時
代
に
な
る
秋
野
孝
道
（
一
八
五
八
〜
一
九
三
四
、
曹
洞
宗
大
学
長
・
大
本

山
總
持
寺
貫
首
）
提
唱
の

通
俗
曹
洞
宗
の
安
心

に
は
、
禅
戒
一
致

と
い
う
項
目
を
設
け
、
両
祖
の
テ
キ
ス
ト
に
見
え
る

禅
戒
一
致
論

を
参

照
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
卍
海
宗
珊

禅
戒
訣
註
解

を
引
く
な
ど

し
た
。
つ
ま
り
、
後
の

禅
戒
一
如

は

禅
戒
一
致

と
し
て
宗
門
碩
徳

の
間
で
唱
え
ら
れ
始
め
て
お
り
、
丘
も
そ
の
動
向
は
承
知
し
て
い
た
の
だ

ろ
）

（
う
。
修
証
義

に
因
む
宗
意
安
心
の
問
題
を
、
禅
戒
一
如

に
よ
っ
て

打
破
す
る
と
い
う
流
れ
に
賛
同
し
た
様
子
が
、
そ
の
提
唱
か
ら
見
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
修
証
義

は
元
々
、
曹
洞
扶
宗
会
で
用
い
て
い
た

四
大

原
則

に
依
拠
し
て
信
仰
実
践
体
系
を
組
み
立
て
た
が
、
そ
の
理
解
を
巡
っ

て
も
議
論
が
存
在
す
る
。
同
原
則
は
詳
し
く

本
証
妙
修
の
四
大
原
則

と

も
呼
称
さ
れ
る
。
前
半
の

懺
悔
滅
罪
・
受
戒
入
位

を
も
っ
て
衆
生
が
安

心
を
得
る

本
証

に
配
し
、
後
半
の

発
願
利
生
・
行
持
報
恩

を
安
心

を
得
た
衆
生
が
仏
祖
に
対
し
て
行
う
報
恩
行
と
し
て
の

妙
修

に
配
し
た

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
修
証
義

へ
の
提
唱
・
解
釈
を
巡
っ
て

本
証
妙

修

を
配
す
る
か
ど
う
か
は
、
そ
も
そ
も
の

四
大
綱
領

の
構
造
自
体
が

修
証
義

解
説
で
取
り
扱
わ
れ
な
く
な
り
、
総
じ
て
後
退
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
）

（
る
。
つ
ま
り
、
本
証
妙
修

も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
丘
は
永
平
道
元

弁
道
話

で
説
か
れ
た

修
証
一
等

を
用

い
、
宗
門
で
は
修
と
証
と
を
分
別
し
な
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
以
下
の
よ
う

に
提
唱
し
た
。

　
　

此
修
證
義
の
四
大
原
則
と
云
ふ
も
の
は
總
て
證
を
離
れ
ぬ
修
で
あ
り
ま

す
。
修
を
離
れ
ぬ
證
で
あ
る
か
ら
し
て
、
懺
悔
滅
罪
で
も
、
受
戒
入
位

で
も
、
發
願
利
生
で
も
、
行
持
報
恩
で
も
本
證
で
あ
り
妙
修
で
あ
る
。

何
れ
も
四
大
原
則
の
一
々
皆
本
證
で
あ
り
、
妙
修
で
あ
る
と
云
ふ
意
味

に
窺
は
れ
る
の
で
あ
り
ま
）

（
す
。

　

本
来
は
、
四
大
原
則

を

本
証

ま
た
は

妙
修

に
配
す
る
と
こ

ろ
、
丘
の
場
合
は
一
々
を

本
証
妙
修

全
体
に
配
し
た
の
で
あ
る
。
修
証

の
無
分
別
を
立
場
と
す
れ
ば
、
当
然
の
帰
結
で
は
あ
る
が
、
修
証
義

解

釈
上
は
、
か
な
り
独
特
な
解
釈
で
あ
る
。
一
方
で
、
丘
の
門
人
で
あ
っ
た
岸

澤
惟
安
も
自
ら
の
提
唱

宗
意
安
心

で
こ
の
解
釈
を
踏
襲
し
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
全
体
を

本
証
妙
修

と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
と
、
受
戒

入
位

を
中
心
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
会
通
し
て
い

る
。

　
　

ど
の
行
ど
の
章
の
説
法
を
し
て
も
、
總
て
其
説
法
は
皆
受
戒
と
云
ふ
も

の
で
結
完
す
る
に
定
つ
た
も
の
で
、
云
ふ
ま
で
も
な
く
受
戒
中
心
の
宗

教
な
の
で
あ
る
。
是
は
皆
修
證
か
ら
現
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
よ

り
外
に
現
れ
る
所
は
な
い
。
だ
か
ら
懺
悔
滅
罪
に
せ
よ
、
發
願
利
生
に

せ
よ
、
行
持
報
恩
に
せ
よ
、
倫
理
道
德
の
話
に
至
る
ま
で
、
總
て
皆
此
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本
證
妙
修
よ
り
現
は
れ
た
る
所
の
道
で
あ
る
。
本
證
妙
修
の
道
で

あ
）

（
る
、

　

洞
上
在
家
修
証
義

を
編
集
し
た
青
巒
は
、
あ
く
ま
で
も

梵
網
経

衆
生
受
仏
戒

偈
か
ら
、
受
戒
入
位

を
中
心
と
し
つ
つ
、
懺
悔
滅

罪

を
前
方
便
と
し
、
発
願
利
生
・
行
持
報
恩

を
後
の
実
行
に
配
し
た

が
、
丘
は
一
等
と
し
て
の

本
証
妙
修

か
ら

受
戒
入
位

中
心
の
思
想

を
組
み
立
て
て
い
る
。
こ
れ
は
、
修
証
義

自
体
が
そ
の
よ
う
に
読
め
る

文
献
と
し
て
編
ま
れ
て
い
る
が
故
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
丘
の
講
義
録
で
あ
る

仏
教
の
真
髄

第
三
日
講
演

で
も

修
証
義

を
採
り
上
げ
て
い
る
が
、
檀
信
徒
相
手
の
平
話
で
あ
る
た
め
、

思
想
的
に
特
段
注
目
す
る
必
要
は
無
い
。

　

丘
に
よ
る
宗
門
本
尊
論
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
既
に
論
じ
）

（
た
と
こ
ろ
で
も

あ
る
が
、
本
論
で
は

禅
の
信
仰

の
本
尊
論
と
、
丘
講
話

で
展
開
さ

れ
た
仏
身
論
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
禅
の
信
仰

で
は
仏
教
全
般
の
信
仰
論
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

各
宗
派
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
本
尊
が
あ
る
と
提
起
さ
れ
た
。
本
尊
を
論
じ
る
に

当
た
り
、
そ
の
定
義
を

大
日
経
義
釈
演
密
鈔

に
求
め
、
諸
聖
、
行
者

も
と
宗
主
と
す
る
所
に
随
ふ
故
に
名
づ
け
て
本
尊
と
な
）

（
す

と
あ
る
こ
と
を

受
け
つ
つ
、
宗
派
の
僧
侶
・
檀
信
徒
が
一
様
に
、
最
尊
最
勝
の
宗
趣
と
仰
ぐ

対
象
が
、
そ
の
宗
派
の
本
尊
だ
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
断
言
す
る
。

　
　

我
が
曹
洞
宗
の
本
尊
は
釋
尊
で
あ
る
。
妙
法
で
も
、
僧
衆
で
も
、
觀
音

で
も
、
藥
師
で
も
な
）

（
い
。

　

曹
洞
宗
が
近
代
教
団
と
し
て
、
曹
洞
宗
務
局

を
中
心
と
し
た
体
制
を

構
築
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
明
治
八
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
末
派
総
代
議

員
会
議
に
お
い
て
、
既
に
釈
迦
牟
尼
仏
と
高
祖
永
平
道
元
・
太
祖
瑩
山
紹
瑾

を
中
心
と
し
た

一
仏
両
祖

を
仰
い
で
い
く
よ
う
に
定
め
て
い
る
た
め
、

こ
の
丘
の
断
言
は
周
知
の
こ
と
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
だ
が
、
敢
え
て
上
記

の
主
張
が
行
わ
れ
た
理
由
は
、
以
下
の
問
題
提
起
か
ら
理
解
出
来
る
。

　
　

我
が
曹
洞
宗
の
は
、
そ
の
宗
主
と
す
る
所
は
歸
依
三
寶
で
あ
る
、
こ
の

ほ
か
別
に
本
尊
の
あ
る
譯
が
無
い
と
い
ふ
人
が
あ
る
。
然
し
そ
の
人
達

の
思
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
正
し
く
な
）

（
い
。

　

こ
れ
は
、
当
時
の
曹
洞
宗
内
で
、
本
尊
と
し
て
仰
ぐ
べ
き
対
象
に
、
帰

依
三
宝

を
主
張
す
る
場
合
と
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
主
張
す
る
場
合
が
あ
っ
た

こ
と
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
問
題
が
起
き
た
理
由
は
、
修
証
義

に
由
来

す
る
。
修
証
義

で
は
、
そ
の
中
心
を

第
三
章　

受
戒
入
位

と

第

五
章　

行
持
報
恩

の
何
れ
に
置
く
か
で
、
本
尊
論
に
影
響
を
与
え
た
。
例

え
ば
、
大
内
青
巒
は
、
曹
洞
宗
内
に
存
在
し
た
本
尊
唱
名
論
に
つ
い
て
批
判

し
、
授
戒
の
一
事
を
も
っ
て
布
教
に
充
て
、
そ
の
た
め
の

修
証
義

を
編

纂
し
た
旨
を
主
張
し
）

（
た
。
更
に
は
、
次
の
よ
う
に
も
注
意
し
て
い
る
。

　
　

若
し
又
髙
祖
の
御
指
導
に
隨
ふ
と
な
ら
ば

一
佛
の
名
號
を
稱
念
せ
ん

よ
り
は
南
無
歸
依
佛
と
稱
念
せ
よ

と
明
か
に
正
法
眼
藏
に
は
示
さ
れ

て
お
る
。
然
る
に
今
何
の
理
由
も
無
く
、
南
無
釋
迦
牟
尼
佛
と
唱
へ
る

と
云
ふ
や
う
な
こ
と
は
甚
だ
無
意
味
で
も
あ
り
、
且
は
他
宗
他
門
の
笑

ひ
も
招
く
も
氣
恥
か
し
い
次
第
で
は
無
い
か
と
云
ふ
や
う
な
議
論
も
あ
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た
の
で
あ
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（
る
。

　

明
治
期
の
通
称

随
意
布
教

時
代
（
明
治
八
〜
一
七
）

（
年
）
か
ら
曹
洞
宗

内
の
一
部
で
、
南
無
釈
迦
牟
尼
仏

の
本
尊
称
名
法
が
流
行
し
か
か
っ
て

い
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
更
に
は
本
尊
観
に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い

た
よ
う
で
、
青
巒
は
そ
の
状
況
を
批
判
し
つ
つ
、
修
証
義

で
の

受
戒

入
位

を
強
調
し
た
。
一
方
で
、
丘
は
、
釈
尊
一
仏
へ
の
信
仰
は
説
き
つ
つ

も
、
本
尊
称
名
に
安
易
に
同
意
し
て
い
る
わ
け
で
も
無
い
。
丘
が
釈
迦
牟
尼

仏
を
本
尊
に
定
め
る
理
由
は
、
以
下
の
三
点
が
確
認
さ
れ
る
。

　

①

修
証
義

第
五
章　

行
持
報
恩

の

過
去
現
在
未
来
の
諸
仏
、

共
に
仏
と
成
る
時
は
必
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
成
る
な
り

を
参
）

（
照
し
、
あ

ら
ゆ
る
仏
が
釈
迦
牟
尼
仏
に
な
る
意
義
を
強
調
。

　

②
曹
洞
宗
で
は

三
仏
会
（
降
誕
会
・
成
道
会
・
涅
槃
会
）
を
両
祖
以

来
伝
統
的
に
修
行
し
て
い
る
こ
と
。

　

③
両
祖
に
よ
る
釈
尊
信
仰
。

　

こ
の
内
、
注
目
さ
れ
る
の
は
①
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
丘
は
釈
迦
牟
尼
仏
と
他
の
諸
仏
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

　
　

過
去
現
在
未
來
、
三
世
十
方
の
諸
佛
が
、
佛
に
成
る
と
い
ふ
時
に
、
何

佛
に
な
る
の
か
と
云
ふ
と
、
彌
陀
佛
と
な
る
の
で
も
な
い
。
大
日
如
來

に
な
る
の
で
も
な
い
、
釋
迦
牟
尼
佛
と
な
る
な
り
、
と
い
つ
て
あ
る
。

卽
ち
こ
の
文
字
に
よ
つ
て
、
三
世
十
方
の
諸
佛
は
皆
本
當
の
佛
で
は
な

い
化
佛
で
あ
る
、
釋
迦
牟
尼
佛
の
妙
德
を
現
は
す
が
た
め
に
、
衆
生
の

根
気
に
應
同
し
て
出
現
さ
れ
た
化
佛
で
あ
る
こ
と
が
判
）

（
る
。

　

つ
ま
り
、
他
の
諸
仏
を
化
仏
に
配
置
す
る
こ
と
で
、
転
じ
て
釈
迦
牟
尼
仏

を
高
め
て
本
仏
と
見
な
す
発
想
で
あ
る
こ
と
が
理
解
出
来
よ
う
。

　

た
だ
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
大
内
青
巒
が
、
曹
洞
宗
で
用
い

る

十
仏
）

（
名

を
典
拠
に
（
法
身
の
毘
盧
遮
那
仏
は
特
段
指
示
が
無
い
け
れ

ど
も
）、
報
身
の
盧
舎
那
仏
は
宗
門
で
も
用
い
る

梵
網
経

の
教
主
で

あ
っ
て
、
盧
舎
那
仏
か
ら
す
れ
ば
、
釈
迦
牟
尼
仏
は
化
身
に
配
置
さ
れ
る
と

指
摘
し
て
い
）

（
る
。
そ
し
て
、
修
証
義

本
文
で
は
、
過
去
現
在
未
来
の
諸

仏
、
共
に
仏
と
成
る
時
は
必
ず
釈
迦
牟
尼
仏
と
成
る
な
り

に

是
れ
即
心

是
仏
な
り

と
続
く
こ
と
を
承
け
て
、
即
心
と
云
ふ
は
我
々
お
互
ひ
の
心

の
ま
ヽ
と
云
ふ
こ
と
じ
や
、
我
々
お
互
ひ
の
心
の
ま
ヽ
の
外
に
釈
迦
牟
尼
仏

も
無
け
れ
ば
三
世
諸
仏
も
無
）

（
い

と
も
す
る
た
め
、
釈
迦
仏
よ
り
も
更
に
、

即
心
是
仏
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
出
来
る
。

　

要
す
る
に
、
青
巒
の
議
論
は
、
ど
こ
ま
で
も
帰
依
三
宝
を
重
視
し
、
釈
迦

一
仏
へ
の
帰
依
に
固
執
す
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
く
よ
う
に
組
み
上
が
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
本
来
の

修
証
義

を
率
直
に
読
め
ば

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
理
解
出
来
る
。

　

こ
の
点
を
丘
は
、
禅
の
信
仰

の

釈
尊
と
帰
依
三
宝

章

三
帰
と

本
尊

に
お
い
て
、
三
帰
依
は
邪
解
さ
れ
や
す
い
と
注
意
し
つ
つ
、
三
帰
依

は

翻
邪
帰
正

を
根
本
義
と
し
て
仏
門
の
人
と
な
り
、
続
け
て
宗
派
の
本

尊
へ
の
帰
依
を
し
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
。
こ
の
議
論
は
、
法
苑
珠
林

巻
八
七

受
法
部
第
）

（
五

の
一
節
を
受
け
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

青
巒
ほ
ど
に
整
然
と
し
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま

り
、
翻
邪
帰
正
と
し
て
の
三
帰
に
、
両
祖
の
釈
尊
信
仰
を
繋
ぎ
合
わ
せ
た
よ



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

う
に
見
え
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
丘
講
話

に
お
け
る

三
帰
依

の
備
考
に

佛
身
觀
の
故

實

の
一
節
が
見
ら
れ
る
。
同
節
に
お
い
て
、
仏
身
観
に
つ
い
て
は
学
問
上

の
宿
題
に
な
っ
て
い
る
と
し
、
そ
の
理
由
を
村
上
専
精
（
一
八
五
一
〜
一
九

二
九
）
の

仏
教
統
一
論
（
一
九
〇
一
年
）
に
求
め
て
い
る
。
そ
も
そ

も
、
原
始
仏
教
か
ら
大
乗
仏
教
へ
の
展
開
の
中
で
、
歴
史
上
の
釈
迦
牟
尼
仏

は
多
身
を
持
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
村
上
の
提
題
の
結
果
、
各
宗
派

で
も
仏
格
が
研
究
・
検
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
丘

は
道
元
に
お
け
る
仏
身
観
を
明
か
す
必
要
を
主
張
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
道
元
が
仏
身
を
論
じ
る
前
提
と
し
て
、
一
切
の
事
象
を

法
身
の

妙
体

か
ら
見
て
い
る
と
し
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
正
法
眼
蔵

渓
声

山
色

巻
で
引
用
し
た
蘇
東
坡
の
偈
の

渓
声
便
是
広
長
舌
、
山
色
無
非
清

浄
身

に
求
め
、
人
間
の
生
老
病
死
か
ら
草
木
牆
壁
瓦
礫
ま
で
、
押
し
つ

く
る
め
て
法
身
の
妙
體
と
い
）

（
ふ

と
主
張
し
、
よ
っ
て
、
た
と
ひ
歴
史
上

の
釈
迦
牟
尼
仏
で
あ
ら
う
が
、
深
秘
に
属
す
る
法
身
の
當
體
で
あ
ら
う
が
、

乃
至
生
老
病
死
、
四
大
五
陰
に
い
た
る
ま
で
、
法
身
の
妙
體
）

（
だ

と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
平
等
法
身
へ
の
直
観
を
も
っ
て
仏
身
を
把
握
す
る
と
し
て

も
、
こ
こ
か
ら
更
に
釈
尊
を
本
尊
と
す
る
発
想
に
至
る
に
は
、
も
う
一
段
階

の
議
論
の
展
開
を
要
す
る
。
そ
こ
で
、
丘
自
身
が
参
照
し
た
の
は
、
経
豪

正
法
眼
蔵
抄

の

釋
尊
の
御
功
德
、
以
諸
法
爲
佛
體
、
以
佛
體
爲
諸

法
、
故
に
。
釋
尊
の
御
功
德
な
ら
ず
と
云
ふ
事
、
一
法
と
し
て
も
可
隔
所
に

非
）

（
ず

で
あ
り
、
更
に
は

改
訂
禅
戒
鈔

に
引
い
た

抑
佛
ト
云
ハ
今
ノ

釋
尊
ノ
御
功
德
也
、
佛
ニ
各
各
ア
リ
、
先
ツ
法
身
ノ
佛
ト
云
フ
、
コ
ノ
妙
體

ハ
佛
ノ
本
ナ
ル
ヘ
）

（
シ

を
参
照
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
も
に
、
道
元

及
び
道
元
門
下
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
と
位
置
付
け
ら
れ
た
文
言
で
あ
る

が
、
釈
尊
の
功
徳
と
し
て
、
諸
法
と
仏
体
の
不
二
一
体
を
示
す
こ
と
で
、
仏

身
を
釈
尊
と
見
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
発
想
は
、
例
え
ば
凡
見
に
よ
る
把
握
な
ど
を
否
定
し
て
い

く
た
め
、
縦
し
ん
ば
一
切
の
衆
生
が
仏
身
の
現
れ
で
あ
る
と
理
解
し
て
も
、

そ
の
自
覚
の
困
難
さ
を
招
く
。
そ
の
た
め
、
先
に
挙
げ
た

禅
の
信
仰

に

見
る
一
般
世
間
へ
の
本
尊
論
の
提
唱
（
三
仏
会
の
儀
礼
や
信
仰
面
を
強
調
し

た
も
の
）
と
、
禅
戒
鈔

に
お
け
る
僧
衆
向
け
の
提
唱
と
の
乖
離
が
際
立

つ
と
も
い
え
る
。

　

本
論
で
は
、
近
代
の
洞
門
を
代
表
す
る
宗
師
家
で
あ
っ
た
丘
宗
潭
の
思
想

に
つ
い
て
、
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

正
法
眼
蔵

修
証
義

の
三
点
に
関

し
て
論
じ
、
更
に
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
形
で
、
宗
門
の
本
尊
論
な
ど
を
見

た
。

　

筆
者
は
、
丘
の
門
人
で
あ
っ
た
岸
澤
惟
安
が

世
人
は
霞
丘
老
漢
を
稱
揚

す
る
に
、
た
だ
正
法
眼
藏
に
究
竟
參
徹
す
る
を
以
て
し
て
、
禪
戒
に
參
徹
究

竟
せ
る
こ
と
は
お
い
て
問
は
ざ
る
が
ご
と
し

と
問
題
提
起
し
つ
つ
、
丘
自

身
に
つ
い
て

然
れ
ど
も
老
漢
が
い
か
に
禪
戒
に
參
徹
究
竟
せ
し
か
は
、
お

そ
ら
く
老
漢
み
づ
か
ら
も
こ
れ
を
知
ら
）

（
ず

と
し
て
、
丘
自
身
の
宗
乗
の
真

面
目
を
、
禅
戒
及
び

改
訂
禅
戒
鈔

の
参
究
に
求
め
た
こ
と
に
重
大
な
関

心
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
本
論
で
は
岸
澤
に
よ
っ
て
鑽
仰
さ
れ
た
丘
の
宗
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乗
に
つ
い
て
、
思
想
的
に
把
握
す
る
べ
く
、
如
上
の
通
り
検
討
し
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
現
段
階
で
容
易
に
参
照
さ
れ
う
る
著
作
群
を
見
る
限
り
、
丘

の
思
想
的
な
特
長
は

正
法
眼
蔵

提
唱
よ
り
も

禅
戒
鈔
（
あ
る
い
は
改

訂
版
）
と
そ
の
講
話
か
ら
把
握
さ
れ
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
ま
た
、
丘
講

話

に
お
い
て
、
仏
身
観
へ
の
提
言
が
収
録
さ
れ
た
意
義
は
大
き
く
、
こ
の

結
果
を
踏
ま
え
、
本
尊
論
に
つ
い
て
は
従
来
よ
り
も
深
め
て
検
討
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
。

　

近
代
以
降
の
曹
洞
宗
教
団
で
は
、
急
に
設
置
さ
れ
た
本
尊
（
一
仏
両
祖
）

へ
の
思
想
的
な
意
義
が
確
定
し
な
い
時
代
で
あ
っ
た
が
故
に
、
丘
の
よ
う
な

立
場
の
宗
師
家
に
は
、
そ
の
確
定
へ
の
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
本
論
で
採
り
上
げ
た
よ
う
に
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
丘
は
積
極
的

に
応
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
更
に
、
本
尊
論
と
切
り
離
す
こ
と
が
出
来
な
い

修
証
義

に
つ
い
て
の
検
討
も
試
み
た
。
丘
の

修
証
義

観
は
、
修
証

不
二

の
妙
諦
か
ら
の
解
釈
で
あ
り
、
宗
侶
が
自
ら
の
た
め
に
学
ぶ
の
で
あ

れ
ば
、
積
極
的
に
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
丘
の
主
張
が
後
代
に
ま
で
十
全
と
し
て
残
っ
た
か
ど
う
か
は
、

尚
更
に
検
証
を
要
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
筆
者
自
身
も
、
丘
に
つ
い
て
、
従

来
は
ど
う
し
て
も
岸
澤
と
い
う
巨
壁
に
隠
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
教
示
を
拝
す

る
機
会
を
得
な
か
っ
た
。
今
回
、
令
和
二
年
が
丘
の
百
回
忌
で
あ
る
こ
と
に

因
み
、
関
連
す
る
資
料
を
収
集
し
、
未
発
表
の
筆
記
録
な
ど
も
入
手
し
た
た

め
、
ま
ず
は
、
筆
者
自
身
の
力
の
及
ぶ
範
囲
で
検
討
し
た
。

　

近
代
曹
洞
宗
教
団
の
思
想
史
的
問
題
に
僅
か
な
一
著
を
加
え
る
の
み
で

あ
っ
た
が
、
宗
学
・
宗
乗
の
参
究
を
志
す
者
と
し
て
、
研
究
成
果
を
通
し
て

先
賢
の
顕
彰
に
繋
が
る
こ
と
を
願
う
。

（

）  

岸
澤
惟
安

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話
に
つ
き
て
、
丘
講
話

所
収

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
ｂ

（

）  

改
訂
禅
戒
鈔

凡
例

参
照

（

）  

丘
宗
潭

玄
談
、
丘
講
話

所
収

（

）  

丘
宗
潭

玄
談
、
丘
講
話

所
収

（

）  

観
普
賢
菩
薩
行
法
経

に

一
切
業
障
海
、
皆
從
妄
想
生
、
若
欲
懺
悔
者
、

端
坐
念
實
相
。
衆
罪
如
霜
露
、
慧
日
能
消
除
（
大
正
蔵

巻
九
・
三
九
三
ｂ
）

と
あ
っ
て
、
懺
悔
思
想
の
一
端
を
示
す
教
説
と
し
て
、
各
宗
派
の
戒
学
関
係
の
文

献
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
。
本
論
で
は
、
一
切
業
障
海

偈
と
呼
称
す
る
。

（

）  

天
台
智
顗

金
光
明
経
文
句

釈
懺
悔
品

に
は
、
懺
悔
に
三
有
り
。
一
つ

に
は
作
法
、
二
つ
に
は
取
相
、
三
つ
に
は
無
生
（
大
正
蔵

巻
三
九
・
六
〇

ａ
）
と
あ
り
、
無
生
（
性
）
懺
悔

は

一
切
業
障
海

偈
か
ら

端
坐
念
實

相

を
引
き
つ
つ
、
滅
無
明

と
し
て
い
る
。
丘
は
、
上
記
一
節
を
参
照
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
丘
の
参
学
師
で
あ
る
西
有
穆
山
に
よ
る

四
大
原
則

へ
の

垂
誡

で
も
、
三
懺
悔

を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
が
、
横
井
轍
道
筆
記

西
有
禅
師
垂
誡　

布
教

か
ら
理
解
さ
れ
る
。

（

）  

丘
講
話

三
七
頁

（

）  

大
正
蔵

巻
四
八
・
二
三
〇
ａ

（

）  

丘
講
話

三
八
頁

（

）  
上
記
三
節
は

丘
講
話

三
七
頁
参
照
。
丘
は
、
青
巒
の

修
証
義
聞
解

の

四
二
頁
を
批
判
し
て
い
る
。

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

九
五
頁
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潭
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（

）  

曹
全

注
解
二

五
二
二
頁
下
段

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

九
八
頁

（

）  

丘
講
話

五
一
頁

（

）  

丘
講
話

五
一
頁

（

）  
上
記
二
節
は

改
訂
禅
戒
鈔

三
丁
表
参
照
。

（

）  
丘
講
話

八
三
頁

（

）  

面
山
瑞
方

若
州
永
福
和
尚
説
戒

三
聚
浄
戒
、
曹
全

禅
戒

一
五
六

頁
下
段
、
な
お
丘
が
面
山
の
説
戒
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
は

丘
講
話

等
に
明

ら
か
で
、
こ
の
説
も
面
山
へ
の
批
判
の
可
能
性
が
あ
る
。

（

）  

全
集
六

二
一
四
頁

（

）  

丘
講
話

八
五
頁

（

）  

改
訂
禅
戒
鈔

四
〇
丁
表

（

）  

明
治
四
三
年
一
二
月
断
臂
日
に
書
か
れ
た

禪
戒
鈔
ノ
出
所

を

序

に
持

つ
、
佐
藤
潭
水
書
写
の

改
訂
禅
戒
鈔

で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
版
本

改

訂
禅
戒
鈔

と
部
分
的
に
相
違
し
て
お
り
、
版
本
が
成
立
す
る
過
程
で
書
写
さ
れ

た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
な
お
、
筆
記
者
の
佐
藤
は
、
序

に
つ
い
て
、
以
上

岸
澤
後
堂
老
師
ガ
臘
八
㐧
一
日
ニ
垂
示
サ
レ
シ
大
綱
ナ
リ

と
し
、
そ
れ
に
続
け

て

改
訂
禅
戒
鈔

の
本
文
を
記
す
た
め
、
岸
澤
の
手
元
に
あ
っ
た
編
集
途
中
の

改
訂
禅
戒
鈔

を
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

一
六
四
頁

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

永
福
面
山
和
尚
広
録

巻
一
七
、
曹
全

語
録
三

六
二
三
〜
六
四
一
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
八
頁

（

）  

興
隆
寺
本

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

六
丁
裏
〜
七
丁
表

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

修
証
義

を
巡
る
問
題
の
詳
細
は

曹
洞
宗
近
代
教
団
史

第
七
章　

大
内

青
巒
居
士
と

修
証
義　

教
会
・
結
社

及
び
〔
菅
原
二
〇
二
〇
〕
を
要
参
照

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

五
九
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

六
二
頁

（

）  

秋
野
孝
道
は
丘
に
続
い
て
永
平
寺
の
眼
蔵
会
講
師
を
務
め
て
い
る
。
禅
学
大

辞
典

眼
蔵
会

項
参
照
。
ま
た
、
丘
自
身
も

禅
戒
一
致

の
語
を
明
治
三

九
年
の
段
階
で
用
い
て
い
る
。
菅
原
二
〇
二
一
ｂ
参
照
。

（

）  

石
原
二
〇
一
八

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

八
〇
〜
八
一
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

八
九
頁

（

）  

菅
原
二
〇
二
一
ａ

（

）  

四　

本
尊
、
禅
の
信
仰

三
六
頁

（

）  

五　

曹
洞
宗
の
本
尊
佛
、
禅
の
信
仰

四
〇
頁

（

）  

五　

曹
洞
宗
の
本
尊
佛
、
禅
の
信
仰

三
八
頁

（

）  

第
三　

修
證
義
編
集
纂
の
縁
由
、
修
証
義
講
話

一
八
〜
二
八
頁

（

）  

第
三　

修
證
義
編
集
纂
の
縁
由
、
修
証
義
講
話

二
四
〜
二
五
頁

（

）  

明
治
期
に
お
け
る
曹
洞
宗
の
布
教
法
確
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
菅
原
二
〇
一

八
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（

）  

六　

本
尊
佛
釋
尊
、
禅
の
信
仰

四
二
頁

（

）  

六　

本
尊
佛
釋
尊
、
禅
の
信
仰

四
二
〜
四
三
頁

（

）  

十
仏
名

は
、
永
平
道
元

赴
粥
飯
法
、
正
法
眼
蔵

安
居

巻
、
瑩
山

紹
瑾

瑩
山
清
規

な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
曹
洞
宗
の
作
法

で
は
一
般
的
に
、
赴
粥
飯
法

所
収
の

清
浄
法
身
毘
盧
舎
那
仏
・
円
満
報
身

盧
遮
那
仏
・
千
百
億
化
身
釈
迦
牟
尼
仏
・
当
来
下
生
弥
勒
尊
仏
・
十
方
三
世
一
切

諸
仏
・
大
乗
妙
法
蓮
華
経
・
大
聖
文
殊
師
利
菩
薩
・
大
乗
普
賢
菩
薩
・
大
悲
観
世

音
菩
薩
・
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
・
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
（
全
集

六
・
五
八
頁
）
が

用
い
ら
れ
て
い
る
。

（

）  

修
証
義
講
話

二
二
頁
、
及
び

修
証
義
聞
解

一
三
七
〜
一
三
八
頁



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

（

）  

修
証
義
聞
解

一
三
九
頁

（

）  

大
正
蔵

巻
五
三
・
九
二
六
ａ

（

）  

丘
講
話

七
四
頁

（

）  

丘
講
話

七
三
頁

（

）  
丘
講
話

七
五
頁
、
正
法
眼
蔵
抄

の
該
当
箇
所
は

釋
尊
讚
嘆
説
法
詞

（
曹
全

注
解
二

六
三
二
頁
下
段
）

（

）  

第
十
不
謗
三
宝
戒
、
改
訂
禅
戒
鈔

三
七
丁
表
〜
裏

（

）  

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話
に
つ
き
て
、
丘
講
話

所
収

《
一
次
資
料
》

万
仭
道
坦
編
集

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

出
雲
寺
文
次
郎
・
明
治
一
四
年

万
仭
道
坦
編
集

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

梶
田
勘
助
・
明
治
一
九
年

西
有
穆
山
提
唱

正
法
眼
蔵
開
講
備
忘

畔
上
楳
仙
所
持
写
本
・
長
野
県
興
隆
寺
所
蔵

西
有
穆
山
提
唱
・
岩
上
覚
成
編

佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
明
治
三
六
年

西
有
穆
山
提
唱

西
有
禅
師
垂
誡　

布
教
、
横
井
轍
道
筆
記

精
神
の
生
活

写
本

丘
宗
潭
訂
正

正
法
眼
蔵
出
家
功
徳
附
聞
解
（
全
）
森
江
佐
七
・
明
治
三
三
年

丘
宗
潭
提
唱
・
横
井
轍
道
筆
記

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

大

正
四
年

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

鴻
盟
社
・
大
正
元
年
初
版
、
大
正
一
〇
年
第

四
版
、
引
用
時
は

改
訂
禅
戒
鈔

と
略
記

丘
宗
潭
改
訂

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

鴻
盟
社
・
大
正
一
三
年
改
訂
再
版
（
再
改
訂

本
）

丘
宗
潭
改
訂
・
佐
藤
潭
水
書
写

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔

明
治
四
三
年
序
（
写
本
）

丘
宗
潭
改
訂
・
岸
澤
惟
安
差
点
記

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
〈
差
点
記
本
〉
瑞
岳

院
・
昭
和
五
七
年

丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
佛
祖
正
傳
禪
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
昭
和
六
年
、

引
用
時
に
は

丘
講
話

と
略
記

丘
宗
潭
講
演
・
福
島
甲
子
三
編

仏
教
の
真
髄

北
越
新
報
社
・
大
正
六
年

丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

禅
の
信
仰

鴻
盟
社
・
昭
和
二
年

丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

曹
洞
宗
意
綱
要

鴻
盟
社
・
昭
和
四
年

大
内
青
巒

曹
洞
教
会
修
証
義
聞
解

鴻
盟
社
・
明
治
二
四
年
、
引
用
時
は

修
証
義

聞
解

と
略
記

大
内
青
巒

曹
洞
教
会
修
証
義
講
話

鴻
盟
社
・
大
正
一
一
年
、
引
用
時
は

修
証
義

講
話

と
略
記

滝
谷
琢
宗

曹
洞
教
会
修
証
義
筌
蹄

明
教
社
・
明
治
二
六
年
、
引
用
時
は

修
証
義

筌
蹄

と
略
記

※
以
上
は
全
て
、
筆
者
が
原
本
ま
た
は
そ
の
撮
影
デ
ー
タ
を
所
持

大
正
新
修
大
蔵
経
、
引
用
時
は

大
正
蔵

と
略
記
し
、
巻
数
・
頁
数
・
段
の
み
表

示
し
た
。

曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
刊
。
引
用
や
参
照
時
に
は
、

曹
全

続
曹
全

と
略
記
し
、
巻
号
と
頁
数
・
段
数
の
み
で
示
し
た
。

道
元
禅
師
全
集

全
七
巻
、
春
秋
社
、
引
用
時
に
は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、
巻

数
・
頁
数
の
み
略
記
し
た
。

《
二
次
資
料
》

志
部
憲
一

洞
門
の
人
│
│
眼
蔵
会
歴
代
講
師
〈
二
〉
、
傘
松

昭
和
五
九
年
四
月

号
、
志
部
一
九
八
四

曹
洞
宗
綜
合
研
究
セ
ン
タ
ー
編

曹
洞
宗
近
代
教
団
史

曹
洞
宗
綜
合
研
究
セ
ン

タ
ー
・
二
〇
一
四
年

石
原
成
明

四
大
綱
領
の
形
成
と
そ
の
扱
わ
れ
か
た
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
（
第
十
九
回
）
二
〇
一
八
年
、
石
原
二
〇
一
八
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菅
原
研
州

近
世
後
期
洞
門
僧
の
教
化
意
識
に
つ
い
て
、
日
本
仏
教
綜
合
研
究

一

六
・
二
〇
一
八
、
菅
原
二
〇
一
八

菅
原
研
州

大
内
青
巒
居
士
の
戒
思
想
、
東
海
仏
教

六
五
・
二
〇
二
〇
年
、
菅
原

二
〇
二
〇

菅
原
研
州

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
、
愛
知
学
院
大
学
教
養

部
紀
要

巻
六
八

－

一
・
二
・
三
合
併
号
所
収
、
菅
原
二
〇
二
一
ａ

菅
原
研
州

洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て
、
教
養
部
紀

要

六
八

－

一
・
二
・
三
合
併
号
所
収
、
菅
原
二
〇
二
一
ｂ

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の
雪
香
道
人
筆
記

大
正
四
年
在
永
平
寺　

丘
宗
潭
師　

講
演
聞
書

所
収
の
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は

本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は
丘
宗
潭

眼
蔵
提
唱

該
当
分
と
し
て
記
載
。【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で

丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
が
、
仮
名
は
変
体
仮
名
を
含
め
て
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
た
。

・
判
別
不
能
の
文
字
は
■
と
し
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

【

オ
】

　
　

大
正
四
年
五
月
大
本
山
永
平
寺
ニ
於
テ
丘
師

　
　

眼
蔵
提
唱

　
　
　
　

礼
拝
得
髄
巻

○
大大
綱要

ハ
題
…
得
法
ハ
礼
拝
ニ
ア
ル　

断
ビ
心
身
共
ニ
放
下
ノ
処
ニ
傳

ハ
ル　

○
此
巻
ノ
思
召
―
時
代
名
利
ニ
流
■
…
得
髄
ヲ
目

的
ト
セ
ス
名
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
故
ニ
法
ハ
得
ラ
レ
ズ
此
御
心
意
ヲ
…

用
心
集
…
参
禅
学
道
ハ
正
師
ヲ
求
ム
ベ
キ
…
的
中



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

○
大
丈
夫
―
孟
子
―
富
貴
、
ヒ
ニ
誠
…
動
セ
サ
ル
モ
ノ

（
不
昧
…
因
果
ノ
中
ニ
在
テ
修
行
ス
ル
人
）
偏以
上
ヲ
告
テ

我
…
言
ナ
レ
ハ
師
資
一

体
…
○
有
心
…
精
進
弁
道
ノ
意
…
此
修
行
直
ニ
別
物
ニ
ア
ラ
ズ

○
誠
心
ハ
心
ニ
ア
ル
ニ
ア
ラ
ス
法
ヲ
重
モ
ク
身
ヲ
軽
ル
ク
ス
ル
処
誠
心
―
懺
悔

ノ
時
消
滅　

○
生
セ
シ
ム
―
二
様
ニ
見
ル

■
キ
ル
師
資
ニ
カ
ヽ
ル

【

ウ
】

○
著
椅
―
雪
山
童
子
ノ
因
縁

○
若
田
―
法
華
―
ヒ
ロ
マ
ル
…

○
依
葉
―
依
法
ト
仝
ジ
○
大
比
…
二
百
五
十
戒

○
署
ハ
表
テ
書

ノ
意
○
僧
正
司
―
僧
正
ス
ト
コ
ロ
ノ
役
○
ウ
バ
リ
比
丘
―
浄
飯
王
ノ
家
来

難
陀
比
丘
ヲ
佛
ノ
シ
カ
ラ
ル
平
等
法
中
ニ
於
テ
戒
ヲ
立
ル
迄
…
○
志

ノ
文
字

考
子
、
眞
実
ノ
義
○
一
頓
―
許
ス
○
撃
関
―
志
閑
禅
師
ヲ
受

テ
言
フ　
　

○
廨
院
―
（
役
屋
敷
）・
龍
象
―
龍
ハ
大
ナ
リ
象
大

メ
タ
ル
言
フ　

○
不
是
…
宗
乘
轉
喚4

ノ
妙
処
デ
ロ
ウ
ウ
ス
○
イ
ハ
ン
ヤ
―
客
又

 

換
の
誤
記
か

ナ
リ
○
七
歳
心
ニ
所
ナ
シ
ハ
心
成
…
○
阿
羅
…
〈
キ
ヨ
ー
ド
ニ
ト　

ヤ
シ
ユ
タ
ラ
〉

○
シ
カ
シ
…
大
乘
法
ヨ
リ
ハ
捨
ツ
ル
ト
コ
ロ
ト
ア
ル
文
章
見
ニ
ク
イ

一
本
ニ
ル
ク
8

8

ト
作
テ
見
方
モ
ア
ル
二
説
之
者
○
院
号
―
ニ
シ
ヨ
セ

ル
ア
リ
…
○
主
従
…
内
持
ノ

又
一
本
ニ
従
ニ
作
ル

○
願
志
―
十
願
ヲ
立
ツ
歴
々
ナ
ル
モ
今
ハ
茲
ニ
破
ス

【

オ
】

○
比
丘
尼
…
田
父4

ヤ
人
ノ
至
ル
処
ヘ
比
丘
尼
イ
タ
レ
シ
転
倒
ノ
意 

夫
の
誤
記

○
戒
壇
三
重
結
界
…
結
界
法

　
　
　
　

雞
声
山
色
巻

東
婆4

ヲ
尊
敬
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
―
半
ハ
ウ
シ
ノ
カ
ハ
レ
シ
唯
谿
聲 

坡
の
誤
記

山
色
佛
法
ニ
親
シ
ノ
イ　
　

大
意
ジ
ユ
サ
ン
ヲ
見
ヨ

境
ニ
於
テ
一
念
纔

8

8

8

〈
ハ
ヲ
〉
忘
ス
ル

8

8

8

是
レ
ラ
ニ
眼　

念
ヲ
忘
ス
ル
処
六
ジ
ニ
具

シ
佛
説
法
ナ
リ
是
レ
自
己
ニ
歳
到
○
五
蘊
悉
ク
雞
声

六
根
六
ジ
ニ
一
枚
一
セ
ツ
ナ
同
感
―
ス
ル
ナ
リ　
　

見
聞
六
麁
ヲ

超
エ
ル
ト
…

阿
…　

文
通
リ
一
應
ヲ
見
テ
宗
意
傳
道
受
業
―
阿
耨
…

道
修
証
不
二　
　
　

祖
意
事
―
ネ
レ
ト
―
佛
ノ
通
ラ
ル
〱
カ
ミ
ヲ
ヌ
イ
テ
ド

ロ
道
ヲ
通
サ
レ
タ
―
○
殻
―
玉
子
ノ
カ
ラ
―
自
在
ノ
意

【

ウ
】

大
宋
―
筆
海
ノ
上
ニ
ハ
眞
龍
―
佛
海
龍
ヲ
学
ス
…

○
イ
ク
バ
ク
…
調
ベ
ノ
語
―
浦
ヨ
リ
キ
カ
シ
テ
東
婆4

ノ
修
行 

坡
の
誤
記

○
朝
宗
…
天
皇
ニ
拝
謁
ノ
為
ニ
初
ニ
集
ル
ノ
儀

○
霊
雲
…
尋
剱
客
―
知
惠
ニ
諭　

○
山
色
上
ノ
三
人
ヲ
結
バ

レ
タ
ル
心
持
○
自
己
…
字
眼
ナ
リ

○
菩
提
ノ
行
願
…
且
以　

餓
鬼
之
話
―
菩
薩
ハ
慈
悲
一
片

唯4

广
圣
曰
菩
薩
ハ
生
死
ヲ
園
林
ト
ナ
シ 

維
の
誤
記

○
キ
ク
コ
ト
ア
ラ
ン
―
未
来
記
ニ
ア
ラ
ン
―
世
法
ヲ
ス
ツ
ル
処
ニ
佛
法
ヲ
持

ツ
―
佛
法
ヲ
持
ツ
所
ニ
於
テ
世
法
ヲ
タ
モ
ツ
―
ス
テ
ル
ハ
ヒ
ロ

フ
ノ
目
的
○
心
術
―
コ
ヽ
ロ
ノ
マ
コ
ト
○
オ
サ
カ
リ
○
コ
タ
ク
ア
リ
シ
ノ
事

○
幻
ヲ
幻
ト
知
レ
バ
即
离
レ
ル
○
イ
ハ
ン

【

オ
】

無
住
國
師

雜
談
集

沙
石
集
―



丘
宗
潭
の
思
想
研
究

道
髙
ク
ナ
ル
ト
魔
髙
シ
―
西
有
禅
師
順
境
ニ
タ
ヲ
ル

道
人
為
命
―
○
安
楽
圣
身
口
意
願
四
安
楽
圣
不
深

即
行
○
寿
量
品
―
婆4

婆
国
土
来
リ
…
自
佛
…
誓
願
― 

娑
の
誤
記

金
剛
―
宗
定
禅
金
剛
三
昧
…
正
ニ
住
ス
ル
処
無
フ
シ
テ
此
身
ヲ
住
ス

信
カ　

法法
性
解
脱
―

カ
加
持
―
用
心
集
加
ト
不
加
ト
ニ
ヨ
リ
参
ト
不
参
ト
ニ
ヨ
リ

得
便
宜
ノ
叨
必
ス
落
便
宜
ノ
腹
ヲ
フ
ク
レ
タ
時
莫
妄
想
フ
人
ノ

キ
ツ
ニ
ア
タ
ラ
ス

正
信
心
ノ
時
―
一
切
事
佛
法
ト
ナ
リ
谿
聲
山
色
…

【

ウ
】

　
　
　
　

開
講
偈　
　
　
　

丘
師

教
観
育
拍
切
模
糊　

直
指
人
心
修
作
迂

撃
碎
天
童
大
圓
鑑　

傘
松
日
月
照
昏
衢

　
　
　
　

即
事

谿
聲
山
色
即
仙
寰　

緑
樹
風
吹
停
手
寒

馬
伏
猿
眠
石
騰
躍　

禅
僧
黙
坐
入
空
観

懺
悔
―



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義

に
つ
い
て

│
│
附
録

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録

　
　

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曹
洞
宗
学　

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法　

教
授
戒
文　

丘
宗
潭

　

本
論
は
、
曹
洞
宗
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒

文

の
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
現
状
は

仏
祖
正

伝
菩
薩
戒
作
法

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る

伝
戒
式

の

教
授
道
場

で

教
授
師
に
よ
っ
て
読
誦
さ
れ
る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
世
に
授

戒
会
が
加
賀
大
乘
寺
の
月
舟
宗
胡
禅
師
（
一
六
一
八
〜
一
六
九
六
）
に
よ
っ

て
再
）

（
興
さ
れ
て
以
降
、
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
（
以
下
、
菩
薩
戒
作
法

と
略
記
）
が
そ
の
ま
ま
授
戒
会
の
道
場
作
法
に
転
用
さ
れ
、
教
授
道
場

も
ま
た
転
用
さ
れ
た
。

　

そ
の
結
果
、
教
授
戒
文

は
本
来
の
僧
尼
二
衆
へ
の

伝
戒

時
に
読

誦
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
僧
俗
四
衆
を
相
手
に
し
た
授
戒
会
で
も
読
誦
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
現
状
ま
で
至
っ
て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
現
状
の

教
授
戒
文

は
、
本
来
の
想
定
を
超
え
て
用
い
ら
れ

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
是
非
は
検
討
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
論
で
は

教
授
戒
文

活
用
史
と
い
う
べ
き
論
を
進
め
な
が

ら
、
末
尾
に
は
新
出
資
料
で
あ
る

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録

を
翻
刻
・
収
録
し
た
。
教
授
戒
文

参
究
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

　

教
授
戒
文

に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
称
が

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
教
授
戒

文

と
も
さ
れ
る
が
、
菩
薩
戒
作
法

を
用
い
て
行
う
伝
戒
作
法
時
に
、

教
授
道
場
に
お
い
て
、
教
授
師
が
戒
文
を
教
授
し
た
も
の
と
い
う
位
置
付
け

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
先
行
研
）

（
究
で
は
、
教
授
戒
文

の
著
者
に
つ
い
て
議
論
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
段
階
に
至
る
ま
で
、
明
確
な
結
論
が
出
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
た
だ
し
、
最
古
級
の
写
本
だ
と
判
断
さ
れ
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒

教
授
文

奥
書
に
、
以
下
の
よ
う
に
出
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
　

右
教
授
の
文
、
む
か
し
は
た
だ
口
伝
し
て
ふ
で
に
の
こ
さ
ず
と
い
へ
ど

も
、
永
平
和
尚
あ
ま
ね
く
諸
人
に
さ
づ
け
し
ゆ
ゑ
に
、
弉
和
尚
教
授
と

ま
し
ま
い
し
と
き
、
は
じ
め
て
一
説
を
し
る
し
て
、
戒
の
大
概
を
と
き



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

お
き
た
ま
へ
る
を
、
い
ま
慧
球
姉
公
に
戒
法
を
さ
づ
く
る
と
き
、
は
じ

め
て
訓
の
ま
ま
に
か
き
て
あ
た
ふ
る
な
）

（
り
。

　

教
授
文

は
、
瑩
山
紹
瑾
禅
師
（
一
二
六
四
〜
一
三
二
五
）
が
、
慧
球

（
生
没
年
不
詳
）
に
戒
法
を
授
け
た
時
に
、
教
授
戒
文

を
和
訓
し
た
も
の

を
授
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
瑩
山
禅
師
の
見
解
を
検
討
す
る
と
、

永
平
和
尚
（
＝
道
元
禅
師
﹇
一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
﹈）
が
、
広
く

教
授

戒
文

を
授
け
て
い
た
た
め
、
懐
弉
禅
師
（
一
一
九
八
〜
一
二
八
〇
）
が
教

授
師
に
な
っ
た
時
に
、
一
説
を
記
し
て
戒
の
大
概
を
説
い
た
、
と
い
え
よ
う

か
。
こ
こ
に

一
説
を
し
る
し
て

と
あ
る
が
、
幾
つ
か
の
説
き
方
が
あ
っ

た
も
の
の
、
そ
の
一
説
を
懐
弉
禅
師
が
記
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
。

　

従
来
の
議
論
で
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
教
授
戒
文

の
完
本
の
写

本
と
、
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

で
の
引
用
文
と
が
合
わ
な
い
、
あ
る
い

は

梵
網
経
略
抄

中
で
も
、
引
用
さ
れ
て
い
る

教
授
戒
文

の
本
文
が

異
な
る
と
い
う
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
先
に
挙
げ
た

一
説

を
ど

う
採
る
か
で
、
あ
る
程
度
の
判
断
は
可
能
と
な
る
よ
う
に
も
思
う
。
つ
ま

り
、
元
々
複
数
存
在
し
て
い
た

教
授
戒
文

の
幾
つ
か
が
、
そ
の
由
来
な

ど
を
明
示
し
な
い
ま
ま
に
後
代
に
伝
わ
っ
た
、
と
い
う
理
解
を
し
て
も
良
さ

そ
う
に
思
う
。

　

な
お
、
筆
者
も
こ
の
写
本
に
お
け
る
文
言
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
点
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
冒
頭
に
近
い
部
分
で

嗣
法
超
越
於
三
際

（
広
福
寺
本

教
授
戒
）

（
文
、
教
授
）

（
文
）
と
あ
る
が
、
大
正
期
に
宗
門
か
ら

下
附
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

教
授
戒
）

（
文

は

受
戒
超
越
於
三
際

と

な
っ
て
い
る
。
嗣
法

と

受
戒

と
い
う
僅
か
な
相
違
で
は
あ
る
が
、

こ
れ
は

菩
薩
戒
作
法

の
位
置
付
け
に
関
わ
る
。
つ
ま
り
、
菩
薩
戒
作

法

は
、
洞
門
所
伝
の
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
を
相
伝
す
る
場
で
は
あ
る
が
、
同

時
に

合
掌
曲
身
し
て
、
師
資
嗣
法
の
名
字
を
見
）

（
る

と
あ
っ
て
、
嗣
法
と

し
て
の
菩
薩
戒
相
伝
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

来
は
古
写
本
通
り
の

嗣
法
超
越
於
三
際

が
妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
わ
け

で
あ
る
。
し
か
し
、
後
代
の
写
本
な
ど
で
は

受
戒
超
越
於
三
際

に
な
っ

て
お
り
、
こ
の
相
違
が
、
例
え
ば
江
戸
時
代
に
授
戒
会
が
興
隆
し
て
く
る
時

に
、
嗣
法

で
は
な
く

受
戒

の
意
義
を
強
調
す
る
た
め
に
改
変
さ
れ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
元
々

受
戒

と
す
る
写
本
が
あ
っ
た
の
か
で
評
価

が
分
か
れ
る
が
、
こ
の
辺
も
現
段
階
で
判
断
が
付
か
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。

　

特
に
、
近
世
洞
門
の
学
僧
・
瞎
道
本
光
禅
師
（
一
七
一
〇
〜
一
七
七
三
）

に
は
、
禅
戒
口
訣
或
問

や

宗
伝
戒
文
試
参
請

と
い
っ
た
宗
門
の
禅

戒
関
係
の
著
作
が
知
ら
れ
、
特
に
瑩
山
禅
師
が
伝
附
し
た

教
授
文

の
写

本
を
持
っ
て
お
り
、
特
に
後
者
で
は
そ
の
内
容
の
解
説
も
行
っ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
こ
で
も
、
受
戒
超
越
於
三
）

（
際

で
あ
り
、
写
本
伝
播
解
明
の
困
難

さ
を
表
し
て
い
る
。薩

　

教
授
道
場

と
は
、
菩
薩
戒
作
法

に
見
え
る
行
法
の
一
つ
で
あ
る
。

　
　
　

次
に
教
授
師
の
道
場
。

　
　
　

此
の
道
場
、
亦
た
寝
堂
の
第
三
堂
の
内
、
東
辺
に
著
い
て
椅
子
一
隻



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

〈
法
被
を
装
せ
ず
〉・
棹
一
隻
〈
之
を
装
す
〉
を
設
く
。
拝
席
、
設
展
棹

の
南
に
展
げ
て
設
く
、
燭
一
条
、
棹
の
東
に
設
く
。
棹
上
の
左
に
華
瓶

を
立
て
、
松
枝
を
挿
む
。
次
に
香
炉
、
次
に
教
授
文
、
次
に
払
な
り
。

払
は
西
、
瓶
は
東
。

　
　
　

次
に
教
授
師
。
或
い
は
当
首
座
、
或
い
は
前
住
寺
院
の
尊
宿
、
其
の

余
の
尊
宿
、
必
ず
和
尚
の
指
揮
に
依
り
て
之
を
請
）

（
す
。

　

上
記
一
節
は
、
教
授
道
場

の
荘
厳
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
更
に
、
教

授
師
を
請
す
る
際
の
人
選
法
を
明
記
し
て
い
る
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

道
元
禅
師
の
下
で
は
懐
弉
禅
師
が
教
授
師
を
務
め
た
と
さ
れ
る
が
、
確
か
に

道
元
禅
師
の
下
で
首
座
を
務
め
て
お
り
、
条
件
は
満
た
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
よ
う
。
更
に
、
後
代
の
記
録
で
は
あ
る
が
、
懐
弉
禅
師
は

僧
海
・
詮
慧

等
深
草
の
諸
衆
、
尽
く
師
を
以
て
教
授
闍
梨
と
な
す
。
一
会
の
上
足
な
）

（
り

と
も
評
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
懐
弉
禅
師
が
教
授
師
を
務
め
て
い
た
こ
と
を

伝
え
る
一
節
と
し
て
理
解
出
来
よ
う
。

　

な
お
、
教
授
道
場

中
の
作
法
は
、
以
下
の
通
り
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

即
ち
道
場
を
出
づ
。
入
時
の
路
を
経
て
、
教
授
師
の
道
場
に
赴
く
。

　
　
　

教
授
師
、
拝
席
上
に
到
り
て
、
椅
に
向
か
い
て
問
訊
罷
、
椅
に
到
り

て
衣
袖
を
収
め
、
跏
趺
坐
し
合
掌
す
。

　
　
　

受
者
、
問
訊
し
て
上
香
す
、
焼
香
罷
、
拝
席
上
に
到
り
て
、
展
坐
具

三
拝
し
、
長
跪
し
合
掌
す
。

　
　
　

広
く
戒
相
を
説
く
〈
今
、
教
授
師
の
文
有
り
〉。

　
　
　

此
の
間
、
和
尚
、
縵
外
の
椅
に
居
て
脚
を
収
め
ず
、
焼
香
侍
者
、
和

尚
の
椅
の
西
傍
に
侍
立
す
。

　
　
　

教
授
、
戒
相
を
説
き
訖
れ
ば
、
受
者
、
又
た
礼
三
拝
し
、
坐
具
を
収

め
て
問
訊
し
て
立
つ
。

　
　
　

教
授
師
、
起
ち
て
問
訊
し
、
受
者
を
率
い
て
道
場
に
赴
）

（
く
。

　

こ
こ
か
ら
、
教
授
師
が
受
者
に
対
し
て
戒
相
を
説
く
際
に
、
教
授
師
の

文

が
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
な
お
、
先
行
研
）

（
究
で
は
こ
の
一
句
を

回
っ
て
別
の
表
記
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
例
え
ば
、
大
正
期
以
降

の
宗
門
下
附
の

菩
薩
戒
作
法

の
よ
う
に

今
、
別
に
教
授
の
文
有
り

と
い
う
場
合
も
あ
る
。
教
授
師
の
文

で
あ
れ
ば
、
当
然
に
戒
相
を
説
く

の
は
教
授
師
だ
が
、
教
授
の
文

で
あ
れ
ば
、
教
授
師
と
は
限
ら
な
い
こ

と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
教
授
師
を
別
に
立
て
る
か
、
戒
師
が
兼
ね
る
か
で
、
議
論
が

あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　

一
師
二
師
の
事
、
戒
法
伝
授
の
時
き
、
一
師
・
二
師
を
用
い
る
の
両

様
な
り
。

　
　
　

其
の
二
師
と
は
、
一
に
は
教
授
師
、
二
に
は
戒
師
な
り
。

　
　
　

其
の
教
授
、
先
づ
之
の
道
場
の
外
に
於
い
て
受
戒
の
作
法
、
并
び
に

口
訣
等
を
教
授
す
べ
き
な
り
。
次
に
授
戒
師
、
正
戒
并
び
に
血
脈
を
正

授
す
。
其
の
時
、
教
授
師
、
之
の
道
場
の
内
に
於
い
て
壇
の
東
方
に
坐

を
設
く
、
是
れ
証
戒
の
為
な
り
、
是
れ
叢
林
一
様
な
り
。

　
　
　

一
師
と
云
は
、
戒
師
一
人
、
之
の
道
場
の
外
に
於
い
て
教
授
し
、
次

に
内
の
道
場
に
入
り
登
壇
受
戒
す
る
な
り
。
宋
朝
の
禅
院
、
両
儀
を
用

い
る
所
な
り
と
雖
も
、
一
師
の
義
、
猶
お
以
て
勝
と
為
す
所
以
は
、
初

祖
達
磨
、
二
祖
に
之
を
伝
う
る
の
時
、
只
だ
一
師
の
み
な
り
。
時
に
二
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祖
、
請
し
て
云
く
骨
相
已
に
換
ふ
、
戒
相
豈
に
然
か
ら
ず
や
、
願
わ
く

は
仏
祖
の
正
戒
を
授
け
た
ま
え
〈
云
々
〉。

　
　
　

其
の
時
、
宗
門
に
寺
無
し
、
仍
て
少
林
寺
に
寓
住
し
て
只
だ
仏
殿
の

廊
に
居
し
て
面
壁
す
る
の
み
。
時
に
初
祖
、
示
し
て
云
く
、
汝
、
夜
半

無
人
の
時
、
東
廊
に
来
た
る
べ
し
〈
云
々
〉。

　
　
　

仍
て
初
夜
の
後
、
少
林
寺
の
仏
殿
東
廊
に
於
い
て
唯
だ
一
人
の
み
に

て
之
を
伝
授
す
。

　
　
　

時
に
道
具
等
、
全
く
無
し
、
只
だ
二
祖
の
袈
裟
を
敷
い
て
、
師
坐
し

て
而
も
授
く
る
の
み
。
仏
前
の
灯
明
を
借
り
て
而
も
之
を
用
ゆ
、
此
の

一
大
事
、
全
く
記
録
を
許
さ
れ
ず
、
唯
だ
面
授
口
訣
し
来
た
る
所
な

り
。
故
に
、
正
義
伝
授
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
遂
に
知
る
こ
と
を
得
ず
。

今
、
東
廊
を
借
用
し
て
伝
灯
す
る
は
、
是
れ
即
便
ち
、
彼
の
芳
躅
を
擬

す
る
も
の
な
り
。
其
の
後
、
六
代
の
伝
法
・
受
戒
、
只
だ
一
師
の
み

な
）

（
り
。

　

こ
れ
は
、
梅
山
和
尚
戒
法
論

と
呼
ば
れ
る
文
献
の
奥
書
に
相
当
す
る

箇
所
に
見
ら
れ
る
一
節
で
あ
る
。
な
お
、
拙
）

（
論
に
お
い
て
論
じ
た
通
り
、
当

文
献
は
中
世
の
太
源
派
を
代
表
す
る
梅
山
聞
本
禅
師
（
？
〜
一
四
一
七
）
の

著
作
だ
と
確
定
す
る
こ
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か

し
、
上
記
に
引
用
し
た

一
師
二
師
の
事

の
部
分
は
、
中
世
の
曹
洞
宗
で

実
際
に
検
討
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
同
じ
く
中
世
の

太
源
派
の
伝
戒
作
法
を
伝
え
る
、
万
光
道
輝
禅
師
（
一
六
八
一
〜
一
七
五

七
）
書
写
の

血
脈
法
）

（
式

で
は
、
教
授
師
が
随
喜
し
な
い

菩
薩
戒
作

法

を
基
本
と
し
て
い
）

（
る
の
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
道
場
荘
厳

に
お
い
て
、
卓
上
に

戒
文
（
お
そ
ら
く

は

菩
薩
戒
作
法

を
意
味
す
る
か
）
を
置
き
、
正
授
道
場

へ
と
場
所

を
変
え
る
様
子
が
無
い
ま
ま
に
、
次
に
師
、
拂
子
を
打
し
、
則
ち
舊
處
に

置
き
、
教
授
文
を
誦
）

（
す

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
師
（
戒
師
）
に
よ
る

教

授
戒
文

読
誦
な
の
で
あ
る
（
つ
ま
り
、
実
質
的
な

教
授
道
場
）。
更

に
、
菩
薩
戒
作
法

の
本
来
の
様
子
で
は
、
正
授
道
場

中
に
教
授
師
の

介
添
え
な
ど
が
あ
る
べ
き
だ
が
、
血
脈
法
式

で
は
一
切
見
ら
れ
ず
、
作

法
の
全
て
が
終
わ
っ
た
後
で
、
教
授
有
れ
）

（
ば

と
断
っ
た
上
で
、
教
授
師

が
随
喜
し
た
場
合
の
作
法
が
例
外
事
項
と
し
て
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
先
に
挙
げ
た

戒
法
論

と
同
じ
太
源
派
室
中
に
相
伝
し
た
伝
戒
作
法

に
、
一
師

に
よ
る
作
法
を
示
す
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

な
お
、
戒
師
が
教
授
師
を
兼
ね
る
根
拠
は
、
中
国
禅
宗
初
祖
達
磨
大
師
か

ら
二
祖
慧
可
大
師
へ
の
伝
戒
と
し
て
お
り
、
当
時
の
少
林
寺
は
禅
宗
専
門
の

寺
院
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
達
磨
大
師
が
一
師
で
行
っ
た
は
ず
、
と
の
見
解

を
呈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
説
は
、
主
要
な
る
灯
史
に
は
確
認
出
来
な

い
こ
と
で
あ
り
、
本
書
で
も
、
記
録
を
許
さ
れ
ず

と
不
備
を
認
め
て
い

る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
は

六
祖
壇
経

に
お
い
て
、
五
祖
が
袈
裟
で
周

囲
を
覆
っ
て
他
見
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
法
を
密
附
し
た
こ
と
や
、

百
丈
懐
海
に
よ
る
禅
院
独
立
を
意
識
し
て
い
る
と
は
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
教
授
道
場

の
作
法
に
複
数
の
方
法
が
あ
っ
た

こ
と
を
示
す
の
み
で
あ
る
が
、
現
代
の
我
々
が
考
え
る
作
法
の
み
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

　

こ
れ
も
既
に
拙
）

（
論
で
確
認
を
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
現
行
の
授
戒
会
は
江

戸
時
代
に
加
賀
大
乘
寺
二
六
世
・
月
舟
宗
胡
禅
師
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
再
興
の
際
に
、
正
授
道
場

と

教
授
道
場

が

菩
薩
戒
作
法

に
準
拠
す
る
形
で
行
わ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
例
え

ば
、
以
下
の
指
摘
が
存
在
し
て
い
る
。

　
　

尋
テ
戒
師
ト
稱
シ
戒
會
ヲ
開
ク
者
ノ
有
リ
ト
雖
モ
、
其
説
戒
至
テ
ハ
則

敎
家
ノ
途
轍
ニ
墮
シ
テ
此
戒
文
ノ
如
キ
ハ
則
敎
授
道
塲
ニ
於
テ
僅
ニ
口

ニ
誦
ス
ル
コ
ト
一
返
ス
ル
ノ
） 

（
ミ
。

　

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
の
洞
門
学
僧
・
万
仭
道
坦
禅
師
（
一
六
九
八
〜
一
七

七
五
）
に
よ
る

禅
戒
鈔

序

の
一
節
で
あ
る
が
、
当
時
の

教
授
道

場

に
お
い
て
、
教
授
戒
文

を
た
だ
一
度
読
む
の
み
で
あ
る
と
指
摘

し
、
そ
の
批
判
と
し
て
、
梵
網
経
略
抄

な
ど
を
通
し
て
内
容
を
参
究
す

る
こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
上
記
内
容
に
関
連
し
て
、
宗
門
の
授
戒
会
作
法
で
現
存
最
古
と
さ

れ
る
、
指
月
慧
印
禅
師
（
一
六
八
九
〜
一
七
六
四
）
述
の

開
戒
会
焼
香
侍

者
指
揮

を
参
照
し
て
み
た
い
。
同
書
に
は
、
教
授
道
場
の
詳
細
に
つ
い
て

は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
以
下
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

・
焼
香
侍
者
ハ
室
中
ノ
儀
軌
ヲ
精
細
ニ
淵
底
シ
、
ソ
ノ
寺
院
ノ
格
式
ニ
ヨ

リ
テ
、
教
授
堂
、
寝
堂
、
幔
外
等
ヤ
又
ハ
懺
悔
〈
今
時
行
之
〉
ノ
處
ヲ

定
メ
、
ソ
ノ
通
路
ノ
便
宜
等
ヲ
懷
ニ
ス
ベ
）

（
シ
、

　

・
次
ニ
登
壇
ノ
講
習
ス
、
但
シ
通
路
ノ
ミ
幕
ニ
テ
隔
テ
、
荘
厳
ス
ル
ニ
ヲ

ヨ
バ
ズ
、
講
習
モ
教
授
堂
ニ
到
リ
、
幔
外
ヲ
經
テ
道
場
ニ
到
リ
、
燒
香

等
ノ
ミ
講
習
ス
、
登
壇
等
ニ
ハ
ヲ
ヨ
バ
）

（
ズ
、

　

上
記
内
容
か
ら
、
明
ら
か
に
教
授
堂
（
教
授
道
場
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
分
か
る
の
だ
が
、
そ
の
道
場
と
し
て
の
行
法
ま
で
は
伝
わ
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
他
の
作
法
書
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
戒
会
直
檀
寮
指
南
記

に

は
六
日
目
黄
昏
以
降
の
行
法
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

　
　

教
授
場
ニ
皈
ル
戒
子
教
師
江
焼
香
三
拜
直
壇
手
磬
ニ
声
ヲ
ナ
ラ
ス
合
掌

教
授
戒
文
了
テ
又
手
磬
ニ
声
ニ
テ
坐
参
拜
セ
シ
）

（
ム

　

つ
ま
り
、
教
授
場
（
教
授
道
場
）
に
お
い
て
、
前
後
の
三
拝
を
含
め
、

菩
薩
戒
作
法

の
通
り
に

教
授
戒
文

を
読
誦
し
て
い
た
様
子
が
理
解

出
来
よ
う
。

　

ま
た
、
他
の
方
法
で
の
作
法
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
　

手
磬
に
随
っ
て
教
授
と
同
じ
く
問
訊
し
、
教
授
の
後
ろ
に
随
っ
て
即
ち

道
場
を
出
づ
。
入
時
の
路
を
經
て
、
教
授
の
道
場
に
赴
く
。〈
教
授
道

場
図
入
る
〉
此
の
如
く
排
列
す
。
教
授
師
、
拜
席
上
に
到
り
、
椅
に
向

て
問
訊
罷
、
椅
に
就
て
趺
坐
す
。
卽
ち
懺
悔
帳
焼
却
す
。
次
に
受
者
焼

香
〈
隻
手
拈
香
〉
す
る
こ
と
前
の
如
し
。
次
次
三
拜
し
訖
り
て
、
具
上

に
長
跪
合
掌
し
、
教
授
師
の
広
く
戒
相
を
説
く
を
聴
く
。
説
戒
訖
り
て

受
者
三
拜
）

（
す
。

　

こ
れ
は
、
伝
戒
受
戒
道
場
荘
厳
法

の
一
節
で
あ
る
が
、
特
徴
は

教

授
道
場

で
懺
悔
帳
焼
却
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
伝
戒

受
戒
道
場
荘
厳
法

は
、
一
般
的
な
授
戒
会
で
六
日
目
に
行
わ
れ
る
戒
師
・

教
授
師
の

請
拝
式

か
ら
始
ま
り
、
時
間
を
改
め
て

教
授
道
場

か
ら
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正
授
道
場

へ
と
進
む
。
一
方
で

懺
悔
道
場

は
五
日
目
に
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
、
当
作
法
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
前
日
の

懺
悔
道
場

で
は
、
懺
悔
帳
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
時
点
で
焼
却
せ

ず
に
、
翌
日
の

教
授
道
場

で
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
通
常
、
懺
悔

帳
焼
却
は
懺
悔
道
場
で
行
う
よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
の
辺
は
作
法
の
一
変
容

と
し
て
理
解
す
る
し
か
な
い
。

　

ま
た
、
広
く
戒
相
を
説
く

と
あ
る
が
、
こ
れ
は

菩
薩
戒
作
法

の

記
述
に
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
に

教
授
戒
文

が
使
わ
れ
た

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
当
作
法
書
に
お
け
る

教
授
道
場

荘
厳
の
指
示
に
お

い
て
、
卓
上
に

教
授
文

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
大
乘
寺
山
内
の
作
法
書
で
あ
る

禅
門
大
戒
直
壇
指
南

で
も
、

右
ノ
懺
悔
帳
ハ
、
受
戒
ノ
晚
、
教
授
師
、
戒
子
教
授
道
場
ニ
率
イ
テ
、
椅

上
ニ
趺
坐
シ
了
テ
、
先
封
ヲ
切
リ
、〈
小
刀
用
意
〉
燒
却
ノ
由
ヲ
、
戒
子
ニ

告
テ
、
卽
燒
却
ス
、
然
後
、
教
授
ノ
式
ヲ
行
）

（
ズ

と
あ
り
、
伝
戒
受
戒
道

場
荘
厳
法

と
同
様
の
作
法
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
段
階
で
は
、

現
代
と
は
異
な
る
作
法
が
存
在
し
た
理
由
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
今
後
機
会

を
得
た
な
ら
ば
、
懺
悔
道
場
の
検
討
を
通
し
て
、
右
の
作
法
が
行
わ
れ
た
理

由
を
確
認
し
て
み
た
い
。

　

近
世
の
洞
門
授
戒
会
に
お
け
る

教
授
道
場

に
関
連
し
て
、
二
つ
の
問

題
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。

　
（

）
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

の
影
響
の
有
無
に
つ
い
て

　
（

）
近
世
に
お
け
る
授
戒
会
作
法
の
議
論
の
影
響
に
つ
い
て

　

ま
ず
、（

）
だ
が
、
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
）

（
本
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
教
授
師
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
、
以
下
の
知
見
を
得
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

①
具
足
戒
を
受
け
る
前

将
授
具
足
戒
先
差
教
授
師
授
持
衣
教
鉢
法
儀
第

七

で
は
教
授
師
を
請
し
て

持
衣
教
鉢
の
阿
闍
黎

と
し
て
い
る
。

　

②

或
将
出
家
或
将
受
具
足
戒
倶
応
先
授
四
依
法
第
九

で
は
教
授
師
を

請
し
て

四
依
の
阿
闍
黎

と
し
、
四
依
法
の
開
示
を
さ
せ
て
い
る
。

　

③

将
登
壇
授
具
足
戒
預
問
難
法
儀
第
十

で
は
教
授
師
を
請
し
て

審

明
遮
難
の
阿
闍
黎

と
し
、
尋
問
者
と
し
て
い
る
。

　

④

登
壇
授
大
比
丘
具
足
戒
白
四
羯
磨
法
儀
第
十
一

で
は
三
師
の
一
と

し
て
教
授
師
を
拝
請
す
る
が
、
第
六
教
授
師
出
衆
問
遮
難
法

で
受

者
へ
の
尋
問
を
行
う
。
更
に

第
七
召
入
衆
法

第
八
乞
授
戒
法

で
は
、
教
授
師
が
受
戒
に
臨
む
沙
弥
の
誘
導
等
を
行
う
。

　

⑤

比
丘
白
四
羯
磨
受
具
足
戒
已
次
日
差
闍
黎
師
与
説
随
相
法
儀
第
十

二

で
は
戒
師
が
教
授
師
を
遣
わ
し
て
、
四
波
羅
夷

な
ど
の
戒
相

を
開
示
さ
せ
る
。

　

⑥
以
下
は
菩
薩
戒
の
授
戒
と
な
る
。
将
授
菩
薩
大
戒
和
尚
差
阿
闍
黎
問

難
七
遮
法
第
十
四

に
つ
い
て

弘
戒
法
儀

で
は

阿
闍
黎

の
み

の
表
記
で
、
内
容
か
ら
は
教
授
阿
闍
黎
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
判
然
と
し

な
い
。
一
方
で
、
授
戒
日
規

の

初
七
下
午
問
七
遮
罪

で
は

教
授
師
を
請
し
て
七
遮
を
問
う

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
教
授
師
を



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

拝
請
し
て
お
り
、
更
に
、
弘
戒
法
儀

で
は

正
授
菩
薩
大
戒
軌
儀

第
十
五

に
お
い
て
教
授
阿
闍
黎
に
受
者
の

七
逆
罪
（
七
遮
）
の

有
無
を
問
わ
せ
て
い
る
。

　

⑦
前
段
の
遮
難
が
済
む
と
、
改
め
て
戒
師
を
拝
請
す
る
が
、
従
来
の
状
況

か
ら
一
転
し
て
、
毘
盧
遮
那
如
来
・
盧
舎
那
如
来
を
拝
請
し
て
戒
源
と

し
、
釈
迦
牟
尼
如
来
を
拝
請
し
て
得
戒
大
和
尚
と
し
、
文
殊
師
利
菩
薩

を
羯
磨
阿
闍
黎
、
弥
勒
菩
薩
を
教
授
阿
闍
黎
、
十
方
の
諸
仏
を
証
戒
阿

闍
黎
、
諸
大
菩
薩
を
同
学
聖
侶
と
し
て
拝
請
し
、
理
念
的
な
三
師
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
菩
薩
戒
の
授
戒
で
は
標
準
的
な
作
法
と
い
え
る
。

　

⑧

弘
戒
法
儀

は
、
菩
薩
戒
の
授
戒
ま
で
で
項
目
を
終
え
る
が
、
授

戒
日
規

は
そ
の
後
に
続
い
て
、
初
八
午
誦
梵
網
経

を
挙
げ
、
教

授
師
を
請
し
て
戒
経
を
誦
す

と
あ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
黄
檗
宗
の

弘
戒
法
儀

で
は
、
具
足
戒
（
比
丘
戒
）
と

菩
薩
戒
を
続
け
て
授
け
る
日
程
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

に
教
授
師
を
拝
請
し
て
い
る
。
具
足
戒
で
は
い
わ
ゆ
る
尋
問
者
と
し
て
の
位

置
付
け
と
、
四
波
羅
夷
な
ど
の
開
示
を
行
わ
せ
て
い
る
。
菩
薩
戒
で
も
尋
問

者
と
し
て
の
位
置
付
け
を
し
つ
つ
も
、
最
終
的
に
は

梵
網
経

読
誦
を
行

わ
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
曹
洞
宗
の
教
授
師
と
比
べ
て
み
れ
ば
、
教
授
道
場

の
設
置

は
無
く
、
ま
た
、
戒
法
の
開
示
を
行
う
と
し
て
も
、
洞
門
の

教
授
戒
文

の
よ
う
な
開
示
と
い
う
内
容
で
は
無
い
。
そ
の
た
め
、
菩
薩
戒
作
法

に

よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
洞
門
の

教
授
道
場

の
位
置
付
け
は
、
独
自
の
も
の

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

前
項
で
挙
げ
た
（

）
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
拙
）

（
論
で
論
じ
た
通
り
、
加
賀

大
乘
寺
を
中
心
に
構
築
さ
れ
た
近
世
の
授
戒
会
作
法
に
対
し
、
面
山
瑞
方
禅

師
な
ど
が
批
判
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

な
お
、
面
山
禅
師
に
よ
る
授
戒
会
作
法
批
判
は
永
平
寺
四
〇
世
・
大
虚
喝

玄
禅
師
（
一
六
六
二
〜
一
七
三
六
）
が
関
三
刹
や
寺
社
奉
行
所
に
訴
え
て
い

た

永
平
寺
戒
儀
興
復
願

の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
虚

禅
師
が
面
山
禅
師
に
自
ら
の
主
張
を
開
示
し
た
こ
と
は
、
傘
松
日
記

に

時
に
禅
師
、
委
し
く
洞
宗
戒
儀
を
武
江
府
に
訴
う
る
の
緒
余
を
話
）

（
す

と

見
え
る
。

　

そ
こ
で
、
大
虚
禅
師
に
よ
る
戒
儀
復
興
の
誓
願
は
、
永
平
寺
史
（
下
）

で

第
六
章　

宗
統
復
古
運
動
と
永
平
寺

の

第
一
〇
節　

喝
玄
・
雄
禅

の
二
禅
師
と
戒
儀
復
興

の
項
目
に
て
詳
）

（
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
報
告
を
受

け
つ
つ
検
討
す
る
と
、
ま
ず
、
大
虚
禅
師
の
主
張
に
は
、
授
戒
会
に
対
す
る

苦
言
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
当
時
宗
派
内
に
て
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
に
対
し
て
、
批
判
の
射
程
が

ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
は
判
断
が
付
か
な
い
と
い
え
る
。
そ
の
た
め
、
前

掲
の
拙
論
で
は
敢
え
て
両
者
の
関
係
を
開
示
し
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
傘

松
日
記

で
は

因
み
に
茶
話
、
禅
門
戒
壇
の
委
悉
な
）

（
り

と
し
て
お
り
、

当
時
の
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
を
詳
し
く
検
討
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

大
虚
禅
師
が

宗
門
傳
戒
之
次
第

で
行
っ
た
主
張
に
は
、
一
、
菩
薩



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

授
戒
の
式
は
徧（
偏
か
）に
高
祖
伝
来
の
作
法
に
依
り
、
他
派
の
法
式
を
混
ず
べ
か
ら

ざ
る
の
）

（
事

と
あ
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
面
山
禅
師
が
主
張
し
た
よ
う
な
、

授
戒
儀
軌
全
般
を
視
野
に
入
れ
た
批
判
、
特
に
加
行
全
般
、
懺
悔
道
場
な
ど

へ
の
批
判
ま
で
含
む
か
ど
う
か
、
判
断
が
付
か
な
い
の
で
あ
る
。
大
虚
禅
師

が

他
派

と
い
う
の
は
多
分
に
黄
檗
宗
を
意
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、

一
方
で
そ
の
法
式
と
は
ど
こ
ま
で
を
指
す
の
か
、
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

な
お
、
前
掲
拙
論
で
述
べ
た
通
り
、
面
山
禅
師
の
主
張
し
た
授
戒
会
作
法

は
広
く
受
け
容
れ
ら
れ
る
こ
と
は
無
く
、
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
が
現
在

ま
で
も
宗
門
内
で
通
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
虚
禅
師
の

永
平
寺
戒
儀

興
復
願

が
、
享
保
二
〇
年
の
段
階
で
寺
社
奉
行
所
に
よ
っ
て
退
け
ら
れ
た

こ
と
の
影
響
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
面
山
禅
師
に
よ
る

教
授
道
場

へ
の
評
価
を
検
討
し
て
お

き
た
い
。
若
州
永
福
和
尚
説
戒

で
は
大
乘
寺
式
の
授
戒
会
作
法
、
就
中

正
授
道
場

に
つ
い
て
四
衆
一
等
に
開
示
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
お
り
、

こ
れ
は
大
虚
禅
師
が

達
書

と
し
て
関
三
刹
に
開
示
し
た
主
張
の

一
、

高
祖
帰
朝
の
以
後
、
広
く
戒
会
を
開
き
、
門
徒
の
僧
侶
は
申
す
に
及
ば
ず
、

他
派
の
宗
師
へ
も
伝
戒
之
れ
有
り
、
其
の
外
、
在
家
の
授
戒
の
男
女
等
の
あ

ま
た
な
る
も
、
広
く
興
行
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
の
）

（
事

を
受
け
た
も
の
で

あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
伝
戒
と
授
戒
と
を
分
け
る
べ
き
と
の
主
張

で
あ
り
、
面
山
禅
師
も
在
家
へ
の
授
戒
に
は

大
儀
軌

と
称
さ
れ
る

菩

薩
戒
作
法

で
は
な
く
、
小
儀
軌

と
呼
ば
れ
る

授
戒
作
法

を
用
い

る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
う
な
る
と
、
先
述
の
通
り
、
大
乘
寺
式
の
授
戒

会
作
法
は

菩
薩
戒
作
法

に
則
っ
て
、
正
授
道
場

教
授
道
場

を
構

築
し
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
も
し
、
同
作
法
を
用
い
な
い
と
な
る
と
、
教

授
道
場

の
位
置
付
け
が
不
明
と
な
る
。

　

そ
こ
で
、
面
山
禅
師
に
よ
る
四
衆
へ
の
授
戒
時
の
説
戒
録
で
あ
る

若
州

永
福
和
尚
説
戒

を
見
て
み
る
と
、
梵
網
経

等
に
依
拠
し
つ
つ
、
菩
薩

戒
（
十
六
条
戒
）
の
意
義
を
四
衆
へ
開
示
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
戒

本
の
提
唱
で
は

教
授
戒
文

へ
の
言
及
は
見
え
な
い
。
た
だ
、
加
行
ノ

因
緣

項
で
当
時
の
授
戒
会
中
の
懺
悔
道
場
に
お
け
る
対
首
懺
悔
を
批
判
す

る
中
で
、
ユ
ヘ
ニ
禪
門
戒
教
授
文
ニ
、
既
依
佛
祖
證
明
、
得
大
淸
淨
、
是

乃
懺
悔
力
也
ト
ア
）

（
リ

と
あ
り
、
こ
の
一
節
に

教
授
戒
文

か
ら
の
引
用

が
確
認
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
教
授
道
場

自
体
へ
の
態
度
は
判
然
と
し
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、
瞎
道
本
光
禅
師
が
所
持
し
て
い
た

教
授

文

に
つ
い
て
、
則
復
タ
宗
祖
説
戒
之
貝
葉
記
也
ト
言
ヘ
）

（
リ

と
述
べ
た

こ
と
を
、
瞎
道
禅
師
が
伝
え
て
い
）

（
る
た
め
、
面
山
禅
師
は
道
元
禅
師
自
身
に

よ
る
説
戒
の
記
録
だ
と
評
し
て
い
た
と
理
解
可
能
で
あ
り
、
更
に

貝
葉

と
す
る
か
ら
に
は
、
経
典
・
仏
説
に
準
ず
る
扱
い
を
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
仏
祖
正
伝
大
戒
訣

序）
（

に
お
い
て
も
、
面

山
禅
師
は

教
授
戒
文

に
つ
い
て
、
教
授
文

で
示
さ
れ
た
由
来
と
同

じ
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

近
世
・
近
代
の
洞
門
学
僧
達
に
よ
る

教
授
戒
文

参
究
の
系
譜
に
つ
い

て
は
、
既
に
先
行
研
）

（
究
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
成
果
を
受
け
つ
つ
、
本
項



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

で
は

教
授
戒
文

の
参
究
及
び
そ
の
活
用
が
、
道
俗
四
衆
に
向
け
た
も
の

で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
僧
尼
二
衆
に
対
す
る
も
の
だ
っ
た
の
か
を
確
認

し
て
お
き
た
い
。

　

そ
こ
で
、
近
世
の
主
た
る
参
究
結
果
に
つ
い
て
、
略
年
表
の
形
で
ま
と
め

て
お
き
た
い
。

一
七
二
四
年
刊　
　

甘
露
英
泉

尸
羅
敲
髄
章

一
七
二
四
年
書　
　

面
山
瑞
方

仏
祖
正
伝
大
戒
訣
（
後
の
一
七
四
八
年

に
刊
行
）

一
七
三
四
年
書　
　

面
山
瑞
方

傘
松
日
記

一
七
三
五
年
序
刊　

指
月
慧
印

禅
戒
篇

一
七
四
一
年
ま
で　

白
痴
述
、
如
宗
編

禅
戒
伝
耳
録

一
七
五
二
年　
　
　

万
仭
道
坦

梵
網
経
略
抄

入
手

一
七
五
二
年
題　
　

万
仭
道
坦

教
授
戒
文
鈔
源
）

（
攴

一
七
五
二
年
提
唱　

面
山
瑞
方
が
但
馬
大
用
寺
の
戒
会
で
説
戒
（
後
に

若

州
永
福
和
尚
説
戒
）

一
七
五
四
年
書　
　

瞎
道
本
光

禅
戒
口
訣
或
問

一
七
五
七
年
ま
で　

三
洲
白
龍

禅
戒
游
）

（
刃

一
七
五
八
年
序
刊　

万
仭
道
坦

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

一
七
六
〇
年
刊　
　

面
山
瑞
方

若
州
永
福
和
尚
説
戒

一
七
六
七
年
書　
　

瞎
道
本
光

宗
伝
戒
文
試
参
請

一
七
七
四
年
序　
　

万
仭
道
坦

禅
戒
本
義
（
翌
年
刊
行
）

一
八
四
一
年
題　
　

本
秀
幽
蘭

永
平
教
授
戒
文
辨
）

（
解

一
八
六
一
年
提
唱　

直
翁
梅
指

授
戒
会
式

　

ま
ず
、
右
の
通
り
に
並
べ
て
み
る
と
、
明
ら
か
に

教
授
戒
文

を
用
い

た
説
戒
を
行
っ
た
事
例
と
し
て
は
、
指
月
慧
印
禅
師

禅
戒
篇

の
位
置
付

け
が
際
立
つ
。
内
容
か
ら
、
道
俗
四
衆
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
確

だ
が
、
前
述
の
通
り
、
指
月
禅
師
は
授
戒
会
で

教
授
堂
（
教
授
道
場
）

を
採
用
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
た
め
、
教
授
戒
文

を
説
戒
に

用
い
た
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
後
の
参
究
成
果
の
ほ
と
ん
ど
は
、
四
衆
を
相
手
に

教
授

戒
文

を
用
い
て
い
た
。
一
方
で
、
明
ら
か
に
読
み
手
を
出
家
者
に
限
定
し

て
い
た
の
は
、
万
仭
禅
師

禅
戒
鈔

で
あ
る
。
良
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
、
同
書
の

規
）

（
約

で
は
濫
り
に
多
く
の
者
の
目
に
触
れ
な
い
よ
う
に
注

意
を
促
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
書
を
授
戒
会
の
説
戒
や
布
薩
な
ど
で
用
い

る
こ
と
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
教
授
戒
文

へ
の
解
説
を
含
ん
だ
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

と
い
う
、
従
来
秘
匿
度
が

高
か
っ
た
文
献
も
、
禅
戒
鈔

を
通
し
て
徐
々
に
人
の
目
に
触
れ
る
よ
う

に
な
り
、
宗
門
の
戒
学
参
究
に
用
い
ら
れ
た
様
子
が
理
解
可
能
で
あ
る
。

　

末
尾
に
挙
げ
た
直
翁
梅
指
禅
師

授
戒
会
式

で
は
、
説
戒
の

十
重
禁

戒
ノ
コ
ト

に
お
い
て

僧
衆
ハ
ヨ
ク
省
得
ス
ベ
シ
、
在
家
ノ
菩
薩
モ
同
ジ

ノ
ミ
、
十
戒
ト
モ
菩
薩
戒
弟
故
、
一
心
戒
儀
教
授
戒
文
ノ
道
理
心
得
ナ
ク
テ

ハ
ナ
ラ
）

（
ヌ

と
し
て
お
り
、
在
家
に
も

教
授
戒
文

の
道
理
を
把
握
す
る

よ
う
に
促
し
て
い
る
。
更
に
同
項
で
は

教
授
戒
文
経
豪
鈔
（
梵
網
経
略

抄
）
を
明
ら
か
に
用
い
て
い
）

（
る
。
た
だ
し
、
内
容
は
全
て
万
仭
禅
師

禅

戒
鈔

に
引
か
れ
た
文
言
に
一
致
（
文
相
は
若
干
相
違
す
る
）
す
る
た
め
、

梅
指
禅
師
の
参
究
に

禅
戒
鈔

や

禅
戒
本
義
（
一
心
戒
文
を
収
録
）
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。

　

以
上
に
概
観
し
た
通
り
、
近
世
末
期
に
は

教
授
戒
文

と
、
そ
の
解
釈

と
し
て
の

梵
網
経
略
抄
（
あ
る
い
は

禅
戒
鈔
）
が
揃
っ
て
お
り
、
近

代
以
降
の

教
授
戒
文

の
参
究
・
活
用
は
、
授
戒
会
の
戒
弟
四
衆
へ
の
開

示
を
含
む
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
学
僧
達
に
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。

　

今
回
、
本
論
の
末
尾
に
は
、
新
出
資
料
の

丘
宗
潭
老
師

教
授
戒
文

提
唱
録
（
以
下
、
提
唱
録
）
を
翻
刻
収
録
し
た
。
令
和
二
年
に
百
回
忌

を
迎
え
た
、
近
代
洞
門
を
代
表
す
る
宗
乗
家
で
あ
る
丘
宗
潭
老
師
（
一
八
六

〇
〜
一
九
二
一
）
の

教
授
戒
文

提
唱
で
あ
る
。
書
誌
情
報
は
、
拙
論

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て
（
本
誌
掲
載
）
と
共
通
し

て
い
る
た
め
、
参
照
さ
れ
た
い
。
日
時
の
み
示
せ
ば
、
明
治
三
九
年
（
一
九

〇
六
）
九
月
一
〇
日
午
前
に
行
わ
れ
た
提
唱
で
あ
る
。

　

な
お
、
丘
師
に
よ
る

教
授
戒
文

口
授
は
、
細
川
道
契
老
師
編

洞
上

室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話

に
も

教
授
戒
文
口
傳

と
し
て
収
録
さ

れ
て
い
る
が
、
提
唱
録

の
方
が
分
量
が
多
い
。
簡
単
に
両
書
の
同
異
点

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

　
　

①
両
書
と
も

教
授
戒
文

に
対
す
る
提
唱
・
口
授
。

　
　

②

提
唱
録

は
合
冊
さ
れ
て
い
る

室
内
三
物
秘
弁

の
聴
講
者
が

引
き
続
き
で
受
講
し
た
と
思
わ
れ
、
複
数
人
に
対
す
る
提
唱
で
あ

る
。
一
方
で

教
授
戒
文
口
傳

は
聞
き
手
の
情
報
が
乏
し
い
が
、

細
川
師
個
人
へ
の
説
示
か
。
両
書
と
も
出
家
者
へ
の
開
示
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　
　

③

教
授
戒
文
口
傳

で
は
、
口
授
の
動
機
を

教
授
戒
文

が
た
だ

戒
会
の
時
に
読
ま
れ
る
の
み
で
あ
る
こ
と
を
批
判
し
、
本
来
は
戒
儀

の
口
伝
を
伴
う
と
の
立
場
か
ら
、
提
唱
さ
れ
た
。

　

本
論
で
は
両
書
を
思
想
的
に
比
較
し
よ
う
と
企
図
し
て
い
た
が
、
細
川
師

編
の

教
授
戒
文
口
傳

は
余
り
に
短
す
ぎ
る
た
め
、
比
較
の
対
象
と
し
て

は
不
適
切
だ
と
判
断
し
た
。
よ
っ
て
、
ま
ず
は
丘
師
の

提
唱
録

の
概
要

を
紹
介
し
た
い
。

　

提
唱
録

の
本
文
全
体
は
一
万
字
を
超
え
て
お
り
、
教
授
戒
文

の
ほ

ぼ
全
体
に
つ
い
て
開
示
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
宗
門
の
仏
祖
正
伝
菩

薩
戒
に
お
け
る

仏
祖
正
伝

の
意
義
か
ら
始
ま
り
、
戒
本
で
あ
る
三
帰
・

三
聚
浄
戒
・
十
重
禁
戒
、
そ
し
て
末
尾
の
引
請
に
到
る
ま
で
丁
寧
に
開
示
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
懺
悔

は

懺
悔
の
文
は
云
は
な
く
て
も

分
て
居
る
だ
ロ
ー
か
ら
止
め
と
し
て
お
か
）

（
う

と
し
、
教
授
戒
文

の
文

言
を
ご
く
簡
単
に
提
示
し
た
程
度
で
、
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
丘
師
の

教
授
戒
文

成
立
論
だ
が
、
提
唱
録

で
は
冒

頭
部
分
で

之
れ
は
禅
戒
を
御
開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ

を
二
代
様
が
筆
記
さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の

根
本
で
あ
）

（
る

と
す
る
よ
う
に
、
瑩
山
禅
師

教
授
文

の
見
解
を
踏
ま
え

た
も
の
と
理
解
で
き
る
。
な
お
、
教
授
戒
文
口
傳

で
も
、
上
記
内
容
と

ほ
ぼ
同
じ
見
解
で
あ
る
が
、
太
祖
様
の
言
に
も
二
代
様
に
よ
つ
て
出
来
た



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
い
ふ
こ
と
が
あ
る

と
し
つ
つ
、
そ
の
経
緯
は
面
山
禅
師

仏
祖
正
伝
大

戒
訣

か
ら
受
け
た
と
し
て
い
）

（
る
。

　

丘
師
が
本
提
唱
に
お
い
て
参
照
さ
れ
た
文
献
は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

・
景
徳
伝
灯
録
（
五
七
丁
表
）　

馬
祖
下
の
維
淸
禅
師

の
言
葉
を
引
く

が
、
該
当
人
物
及
び
内
容
等
の
典
拠
不
明
。
何
ら
か
の
記
憶
違
い
か
、
筆

録
時
の
誤
記
か
。
字
の
関
係
か
ら
霊
源
惟
清
か
と
も
考
え
た
が
、
一
一
一

七
年
遷
化
の
霊
源
は

景
徳
伝
灯
録

に
入
っ
て
い
な
い
。

・
本
秀
幽
蘭

永
平
教
授
戒
文
辨
解
（
略
辨
）
（
五
九
丁
裏
・
六
〇
丁
表
・

六
二
丁
表
）　

三
聚
浄
戒
の
一
々
に
つ
い
て
幽
蘭
和
尚
の
著
語
を
引
用
し

て
い
る
。
永
平
教
授
戒
文
辨
解

は
、
著
者
直
筆
本
と

曹
全

収
録

本
（
略
辨
）
と
の
間
に
、
書
誌
学
的
問
題
が
含
ま
れ
る
と
報
告
さ
れ
て

い
）

（
る
。
提
唱
録

の
筆
録
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
曹
全

収
録
の
底
本
と

な
っ
た
岸
澤
惟
安
老
師
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
の
書
写
（
大
正
七
年

﹇
一
九
一
八
﹈）
よ
り
も
前
に
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
が
、
先

の
問
題
を
解
決
す
る
ほ
ど
の
情
報
が
開
示
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

・
万
仭
道
坦

禅
戒
本
義
（
六
二
丁
表
・
六
三
丁
裏
・
六
四
丁
表
・
六
四

丁
裏
・
七
三
丁
表
・
七
六
丁
裏
）　

禅
戒
本
義

は
三
聚
浄
戒
・
十
重
禁

戒
の
一
部
で
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
主
と
し
て
同
書
で
引
用
さ
れ
た

梵

網
経
略
抄

を
見
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
目
的
で
あ

れ
ば
、
万
仭
禅
師
の

禅
戒
鈔

で
も
良
い
は
ず
だ
が
、
提
唱
録

で

は

禅
戒
本
義

が
主
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
理
由
は
後
述
す
る
。

・
万
仭
道
坦

禅
戒
鈔
（
禅
戒
抄
）
（
五
六
丁
裏
・
六
四
丁
表
）　

提
唱

録

全
体
で
二
箇
所
に
名
前
が
見
え
て
い
る
が
、
丘
師
は

禅
戒
鈔

に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
　

禅
戒
抄
な
と
に
は
色
〻
と
書
て
あ
る
が
沢
山
書
け
ば
書
く
程
分
り
悪
く

な
る
（
五
六
丁
裏
）

　
　

皆
な
禅
戒
本
義
を
求
め
て
見
る
が
善
ひ
本
義
は
文
が
簡
に
し
て
明
か
じ

や
禅
戒
鈔
は
ダ
ラ
〳
〵
し
て
居
る
却
て
分
り
悪
ひ
今
頃
の
衆
は
禅
戒
本

義
あ
る
こ
と
も
知
ら
ぬ
人
が
多
い
（
六
四
丁
表
〜
裏
）

　

禅
戒
鈔

に
比
べ
て

禅
戒
本
義

の
文
章
が
簡
潔
で
は
あ
る
が
、
丘

師
は
そ
れ
を
評
価
し
て
い
る
。
丘
師
自
身
、
提
唱
は
簡
潔
で
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
）

（
る
が
、
自
ら
の
提
唱
方
法
の
リ
ズ
ム
に
良
く
契
っ
た
も
の
か
。
な

お
、
丘
師
の

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

が
、
岸
澤
師
の
筆
録
を
元

に
没
後
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
の
岸
澤
師

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒

鈔
講
話
に
つ
き
て

や
、
丘
師
自
身
の

玄
談

を
見
て
い
く
と
、
禅

戒
鈔

を
重
視
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

禅
戒
本
義

の
名
前
は
出
て
来

な
い
の
だ
が
、
提
唱
録

で
は
別
様
に
見
え
て
く
る
こ
と
に
は
注
意
し

て
お
き
た
い
。
要
す
る
に
、
岸
澤
師
が
描
い
た
丘
師
の
姿
と
、
そ
れ
以
外

の
伝
承
に
は
相
違
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

丘
師
に
よ
る

禅
戒
鈔

改
訂
に
つ
い
て
は
、
ま
た
機
会
を
得
て
検
討
し

て
み
た
い
。

・
達
磨
一
心
戒
文
（
五
八
丁
裏
・
六
三
丁
表
・
六
四
丁
表
裏
・
七
一
丁

表
・
七
二
丁
表
・
七
三
丁
裏
・
七
四
丁
表
・
七
五
丁
表
・
七
六
丁
表
裏
）　

主
と
し
て
十
重
禁
戒
の
提
唱
の
際
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
禅
戒
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本
義

で
は
冒
頭
に

嵩
嶽
達
磨
大
師
戒
文

と
し
て

一
心
戒
文

を

引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
影
響
か
。

・
永
平
道
元

正
法
眼
蔵

諸
悪
莫
作

巻
（
五
九
丁
表
・
六
五
丁
裏
・

六
六
丁
表
）　

三
聚
浄
戒
の
第
一
摂
律
儀
戒
及
び
十
重
禁
戒
の
第
一
不
殺

生
戒
の
提
唱
で
参
照
さ
れ
て
い
る
。

・
指
月
慧
印

禅
戒
篇
（
六
七
丁
表
）　

十
重
禁
戒
の
第
一
不
殺
生
戒
を
示

す
際
に
参
照
さ
れ
て
い
る
。

◎

我
宗
の
戒

に
つ
い
て

　

ま
ず
、
提
唱
録

冒
頭
部
分
で
は
、
以
下
の
説
示
が
見
え
る
。

　
　

之
れ
は
禅
戒
を
御
開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ
を
二
代

様
が
筆
記
さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の
根

本
で
あ
る
（
五
三
丁
表
）

　

禅
戒
を

我
宗
の
戒

と
し
て
い
る
が
、
宗
派
・
宗
旨
と
し
て
の
特
徴
ま

で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

◎
禅
定
（
坐
禅
）
と
戒
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　

宗
門
で
は
禅
戒
と
云
ふ
て
禅
定
と
戒
が
一
つ
で
あ
る
（
五
六
丁
裏
〜
五

七
丁
表
）

　
　

此
の
佛
戒
は
佛
祖
正
傳
の
戒
だ
此
れ
を
受
持
せ
ば
佛
境
界
だ
位
大
覚
に

同
ふ
し
終
る
汝
も
如
是
我
亦
如
是
禅
戒
一
致
じ
や
一
切
の
公
案
は
尽
く

戒
法
の
上
に
あ
り
此
の
戒
法
は
一
千
七
百
則
の
有
る
處
じ
や
公
案
と
戒

と
更
に
変
り
は
無
い
禅
と
戒
と
は
一
致
で
あ
る
禅
即
戒
此
れ
を
誤
ま
ら

ぬ
様
に
す
る
が
能
い
（
八
一
丁
表
）

　

明
治
期
の

修
証
義

刊
行
以
降
、
宗
門
内
で
は
安
心
の
問
題
を
回
っ

て
、
坐
禅
と
受
戒
と
の
関
係
性
が
模
索
さ
れ
た
。
そ
の
上
で
、
丘
師
は

修

証
義

の
有
効
性
を
認
め
、
曹
洞
宗
意
綱
要

と
い
う
提
唱
録
を
残
さ

れ
、
宗
門
の
受
戒
入
位
と
云
ふ
安
心
は
、
達
磨
大
師
の
坐
禅
と
云
ふ
も
の

と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
）

（
い

と
さ
れ
、
更
に
、
受
戒
と
坐
禅
に
つ

い
て
選
択
的
・
分
別
的
思
考
を
有
す
る
者
は

形
式
に
囚
は
れ
て
の
）

（
話

と

ま
で
批
判
さ
れ
た
。

　

よ
っ
て
、
禅
戒
一
如
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
特
に

教
授

戒
文

の
提
唱
に
お
い
て
は
戒
の
側
を
中
心
に
見
な
が
ら
、
そ
の
受
戒
の
功

徳
を
前
提
に
禅
戒
一
如
を
説
か
れ
て
い
る
。

◎
道
徳
と
の
対
比

　
　

普
通
の
様
に
道
徳
的
に
説
く
戒
法
で
は
危
険
で
な
ら
ぬ
吾
が
禅
戒
で
は

自
性

妙
に
徹
す
る
故
に
大
𠀋
夫
た
（
六
六
丁
裏
）

　
　

或
現
大
身
或
現
法
身
此
れ
が
㐧
七
不
自
讃
毀
他
戒
じ
や
天
地
に
讃
毀
す

る
自
他
は
無
ひ
之
れ
が
禅
戒
だ
此
れ
を
置
て
普
通
の
文
字
の
通
り
の
道

徳
戒
で
は
禅
戒
で
は
無
ひ
道
徳
戒
だ
（
七
五
丁
表
）

　
　

佛
性
法
性
に
通
達
す
る
時
丗
間
の
倫
理
道
德
も
之
れ
よ
り
起
る
其
れ
を

丗
間
の
道
德
話
の
様
に
盗
人
を
し
て
は
成
ら
ぬ
ぞ
虚
言
を
言
ふ
て
は
成

ら
ぬ
位
で
は
禅
戒
と
は
言
へ
ぬ
之
れ
が
佛
祖
の
一
大
事
因
縁
だ
（
七
八

丁
裏
〜
七
九
丁
表
）

　

丘
師
は
斯
様
に
、
禅
戒
と
道
徳
と
の
対
比
を
行
い
、
両
者
を
混
同
し
な
い

よ
う
に
示
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
代
、
例
え
ば
高
田
道
見
老
師
（
一
八
五
八
〜



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

一
九
二
三
）
の

通
仏
教
安
心

で
、
安
心
以
後
の
道
徳

が
説
か
）

（
れ
、

在
家
信
者
に
対
し
て
五
戒
の
受
持
を
通
し
て
、
世
間
の
道
徳
を
実
践
す
る
よ

う
に
促
す
な
ど
し
て
い
た
。
高
田
師
の
見
解
を
直
接
の
批
判
対
象
に
し
て
い

る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
宗
派
内
の
一
部
に
、
明
ら
か
に
道
徳
を
も
っ
て
持

戒
に
比
す
る
流
れ
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　

今
の
書
生
衆
の
云
の
を
聞
け
ば
或
は
消
極
的
道
德
で
あ
る
と
か
或
は
曰

く
禁
欲
主
義
で
あ
る
禁
欲
主
義
は
印
度
古
来
の
道
德
で
あ
る
今
日
の
道

德
は
積
極
的
で
無
く
ば
■
成
ら
ぬ
な
そ
と
云
ふ
て
居
る
髙
い
米
を
食
ふ

て
比
の
様
な
馬

な
事
を
云
ふ
ツ
マ
ラ
ヌ
（
八
〇
丁
裏
）

　

更
に
、
右
の
一
節
を
見
れ
ば
、
禁
欲
主
義
だ
と
断
定
さ
れ
る
こ
と
へ
の
反

発
心
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
矢
島
錦
蔵
氏
の

倫
理
学
講
義

に
も

禁
欲
主
義

と
い
う
一
）

（
章
が
設
け
ら
れ
、
仏
教
を
そ
の
代
表
の
よ
う
に

扱
っ
て
い
る
等
、
同
様
の
見
解
な
ど
が
当
時
、
言
論
界
で
発
せ
ら
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
丘
師
は
、
達
磨
の

一
心
戒
文

を
引
き
、
自
性

霊
妙
に
徹
す
る
禅
戒
の
本
義
を
求
め
る
よ
う
に
促
し
て
い
る
。

　
　

昨
日
三
嶋
へ
行
た
ら
常
林
寺
に
坦
山
和
尚
の
偈
が
有
た
彼
れ
は
滑
稽
和

尚
で
あ
る
曰
く
通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛
石
火
電
光
裡
坦
然
常
寂
相
と

書
て
有
た
我
慢
が
見
へ
る
偈
は
人
格
が
見
え
る
大
切
な
者
だ
面
山
和
尚

の
偈
に
曰
く
我
れ
に
大
力
量
あ
り
風
吹
ば
即
ち
倒
る
と
身
境
一
枚
で
あ

る
至
た
者
だ
坦
山
和
尚
は
身
性
各
別
の
見
外
道
の
見
た
此
の
様
な
外
道

和
尚
が
有
難
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
話
だ
ジ
ヤ
ン
顔
に
女
が
戀
れ
て
命
を
捨

て
る
位
だ
か
ら
其
れ
も
仕
方
が
無
ひ
今
ま
は
坦
山
和
尚
の
様
な
こ
と
で

は
な
い
其
の
様
な
見
を
起
し
て
は
成
ら
ぬ
（
六
〇
丁
裏
〜
六
一
丁
表
）

　

こ
れ
は
、
三
聚
浄
戒
の

第
三
摂
衆
生
戒

へ
の
提
唱
と
し
て
行
わ
れ
た

一
節
で
あ
る
。
丘
師
は
、
坦
山
和
尚
の
主
張
が
余
程
気
に
入
ら
な
か
っ
た
の

か
、
仏
道
で
は
な
い
と
断
じ
た
。
そ
の
理
由
を
検
討
し
て
み
る
と
、
現
在
の

静
岡
県
三
島
市
内
の
常
林
寺
に
赴
い
た
際
に
坦
山
和
尚
の
偈
を
見
て
、
お
そ

ら
く
は

通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛

と
あ
っ
た
こ
と
に
不
満
を
懐
か
れ
、

こ
れ
を

身
性
各
別
の
見

だ
と
見
た
こ
と
に
な
る
。

　

曹
洞
宗
で
は
道
元
禅
師

弁
道
話

の
説
示
を
根
拠
に
、
身
心
一
如
を

も
っ
て
仏
法
と
す
る
。
そ
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
坦
山
和
尚
の
主
著
で
あ
る

心
識
論

や

心
性
実
験
）

（
録

で
は
、
解
明
の
対
象
で
あ
る
心
識
・
心
性

に
入
れ
込
み
す
ぎ
て
い
て
、
し
か
も
、
西
洋
の
科
学
と
の
関
係
性
を
求
め
て

心
識
・
心
性
の
本
源
が
脳
髄
だ
と
断
定
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
我
々
の

全
身
の
位
置
付
け
は
極
め
て
曖
昧
と
な
る
危
惧
が
生
じ
る
。
先
の
坦
山
和
尚

の
偈
は
、
そ
の
危
惧
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を

通
身
如
泡
沫

と
詠
ん
だ
た

め
、
批
判
を
免
れ
得
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
　

話
は
外
の
事
に
成
る
が
話
し
て
置
か
う
黒
田
様
に
も
話
た
が
黒
田
様
は

大
悟
の

漢
じ
や
と
云
は
れ
た
が
彼
の
慈
雲
律
師
の
記
か
れ
た
本
に
金

剛
圣
聞
解
と
云
ふ
が
あ
る
金
剛
圣
を
話
さ
れ
た
者
で
近
年
鴻
盟
社
か
ら

出
版
し
た
本
だ
其
の
本
の
中
に
云
く
般
若
波
羅
密
に
通
達
せ
ず
は
戒
を

発
得
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
戒
を
悟
た
の
で
な
い
大
悟
徹
底
せ
ば
一
切
の



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

戒
に
は
反
か
ぬ
今
の
禅
僧
は
大
悟
を
唱
ふ
る
も
無
慚
無
愧
な

を
す
る

何
を
大
悟
徹
底
し
た
か
大
悟
徹
底
の
衲
僧
な
れ
ば
天
地
と
吾
と
同
根
萬

物
と
吾
と
一
体
で
あ
る
其
の
因
縁
一
体
の
者
が
何
を
自
と
し
何
を
他
と

し
て
殺
す
の
で
あ
る
盗
む
可
き
者
も
無
く
男
女
の
相
も
無
ひ
殺
す
可
く

盗
む
可
く
淫
す
可
き
者
を
見
ぬ
空
無
我
に
達
せ
ば
悪
と
し
て
為
す
べ
き

は
な
い
故
に
不
邪
婬
戒
不
偸
盗
戒
を
発
得
す
る
事
か
出
来
る
般
若
三
昧

に
通
達
せ
ば
一
切
戒
を
発
得
す
る
戒
法
発
得
が
出
来
ず
は
大
悟
の
人
で

な
い
（
七
九
丁
裏
〜
八
〇
丁
裏
）

　

ま
ず
、
黒
田
様

に
つ
い
て
、
丘
師
の

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講

話

に
は
、
浄
土
宗
の
黒
田
真
洞
上
人
（
一
八
五
五
〜
一
九
一
六
）
の
説
教

を
聞
い
）

（
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
交
流
が
あ
っ
た
と
理
解
出
来
よ
う
。

　

慈
雲
律
師
と
は
、
近
世
中
後
期
に
活
動
し
た
慈
雲
尊
者
飲
光
（
一
七
一
八

〜
一
八
〇
五
）
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る

金
剛
圣
聞

解

で
あ
る
が
、
実
際
に
は

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
講
解

で
あ
り
、
鴻
盟

社
か
ら
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

丘
師
が
引
用
さ
れ
た

戒
の
発
得

に
つ
い
て
、
直
接
の
同
文
を
見
出
す

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
類
似
し
た
尸
羅
波
羅
蜜
な
ど
へ
の
提
唱
は
数
箇

所
見
ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
意
識
し
た
も
の
か
。

　

な
お
、
大
悟
徹
底
を
戒
法
発
得
と
見
て
い
る
こ
と
の
方
が
、
む
し
ろ
慈
雲

尊
者
の
主
張
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。
慈
雲
尊
者
は

金
剛
経
講

解

に
お
い
て
、
大
悟
を
し
た
と
主
張
し
た
者
が
、
そ
の
後
無
碍
に
悪
行
を

重
ね
る
こ
と
を
批
）

（
判
し
つ
つ
、
本
来
は
戒
法
の
発
得
に
繋
が
る
と
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
、
僧
侶
の
結
婚
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
時
代
に
、
果
た
し

て
大
悟
徹
底
に
よ
る
戒
法
発
得
が
ど
れ
ほ
ど
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
か
不
明

で
あ
る
が
、
丘
師
が
こ
の
一
節
を
説
い
た
理
由
は
多
分
に
聴
衆
へ
の
激
励
の

意
図
も
あ
っ
た
も
の
か
と
拝
察
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
は
西
有
穆
山
禅
師
（
一

八
二
一
〜
一
九
一
〇
）
の
意
）

（
向
も
受
け
ら
れ
た
も
の
か
。

　

教
授
戒
文

は
、
菩
薩
戒
作
法

に
基
づ
い
た
伝
戒
式
、
あ
る
い
は
授

戒
会
の
中
で

教
授
道
場

で
教
授
師
が
読
誦
す
る
も
の
、
と
い
う
位
置
付

け
が
基
本
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、
道
元
禅
師
の
頃
は
様
々
な

教
授
戒
文
（
あ
る
い
は

教
授

の
文
）
が
あ
っ
た
の
だ
と
思
う
が
、
そ
れ
が
経
豪
禅
師

梵
網
経
略
抄

の
参
究
対
象
と
な
り
、
更
に
は
、
懐
弉
禅
師
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
こ
と
が

そ
の
ま
ま
伝
承
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ

教
授
戒
文

と
し
て
書
写
さ
れ
、
ま

た
、
瑩
山
禅
師
の

教
授
文

へ
も
展
開
し
て
い
っ
た
。

　

近
世
に
入
る
と
、
加
賀
大
乘
寺
二
六
世
の
月
舟
宗
胡
禅
師
に
よ
る
授
戒
会

（
禅
戒
会
）
の
再
興
な
ど
で

教
授
道
場

が
確
立
さ
れ
、
結
果
と
し
て

教
授
戒
文

読
誦
と
い
う
作
法
が
一
般
化
し
た
。

　

一
方
で
、
教
授
戒
文

自
体
は
、
決
し
て
容
易
な
内
容
で
は
な
く
、
宗

旨
と
の
関
連
性
が
重
ん
じ
ら
れ
る
文
献
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
戒
会
の

説
戒
の
時
に

教
授
戒
文

が
組
み
込
ま
れ
、
ま
た
、
教
授
戒
文

自
体

を
よ
り
適
切
に
学
ぶ
た
め
、
梵
網
経
略
抄

が
参
照
さ
れ
た

禅
戒
本

義

禅
戒
鈔

な
ど
も
編
集
さ
れ
、
巷
間
に
流
布
し
た
。

　

な
お
、
授
戒
会
に
お
け
る

教
授
道
場

に
つ
い
て
は
、
懺
悔
道
場



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
の
関
わ
り
を
見
る
必
要
も
理
解
で
き
た
が
、
本
論
で
は
採
り
上
げ
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。
機
会
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

　

近
世
の
万
仭
道
坦
禅
師
、
近
代
の
丘
宗
潭
老
師
の
批
判
に
も
見
え
た
よ
う

に
、
教
授
道
場

で
は

教
授
戒
文

を
た
だ
読
ん
で
終
わ
る
と
い
う
場

合
も
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
教
授
戒
文

自
体
を
学
ぶ
よ
う
に
促
し
た

提
唱
が
筆
録
さ
れ
て
、
現
代
ま
で
伝
わ
っ
た
。

　

本
論
で
収
録
し
た
丘
師
の

提
唱
録

な
ど
は
、
そ
の
記
録
の
一
つ
で
あ

る
。
教
授
戒
文

を
学
ぶ
こ
と
は
、
宗
侶
自
身
は
、
自
ら
が
受
け
て
い
る

仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
の
真
意
を
把
捉
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
更
に
、
授
戒

を
し
て
い
く
際
に
は
思
想
的
根
拠
と
も
な
る
。
本
論
が
、
教
授
戒
文

の

学
び
の
一
端
の
寄
与
す
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
以
上
と
し
て
お
き
た
い
。

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

青
龍
一
九
六
九
、
佐
久
間
一
九
九
六
、
晴
山
一
九
九
八

（

）  

全
集
六

二
二
一
頁

（

）  

全
集
六

二
一
二
頁

（

）  

全
集
六

二
一
八
頁

（

）  

洞
上
室
内
儀
軌

所
収

（

）  

全
集
六

一
八
七
頁

（

）  

曹
全

禅
戒

四
〇
八
頁
上
段

（

）  

全
集
六

一
七
四
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

三
大
尊
行
状
記

懐
弉
禅
師
章
、
曹
全

史
伝
（
上
）
一
四
頁
下
段
、

訓
読
は
筆
者

（

）  

全
集
六

一
七
六
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

青
龍
一
九
六
九

（

）  

梅
山
和
尚
戒
法
論

奥
書
、
靣
山
古

雜
誌

二
三
丁
裏
〜
二
四
丁
表
、
訓

読
は
筆
者

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

続
曹
全

禅
戒

所
収
本
を
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
一
九
ａ

（

）  

続
曹
全

禅
戒

一
二
七
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

続
曹
全

禅
戒

一
三
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

禅
戒
鈔

序

四
丁
表

（

）  

続
曹
全

清
規

四
七
三
頁
上
段

（

）  

続
曹
全

清
規

四
八
二
頁
下
段

（

）  

戒
会
直
檀
寮
指
南
記

一
三
丁
裏

（

）  

続
曹
全

清
規

四
八
八
〜
四
八
九
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

続
曹
全

清
規

四
九
七
頁
下
段

（

）  

弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
本
参
照

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

続
曹
全

法
語

四
五
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
一
〜
九
四
二
頁
を
参
照

（

）  

続
曹
全

法
語

四
五
〇
頁
下
段
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
四
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  

永
平
寺
史
（
下
）
九
三
三
頁
、
訓
読
は
筆
者

（

）  
曹
全

禅
戒

一
七
三
頁
下
段

（

）  
禅
戒
口
訣
或
問

一
八
丁
表

（

）  

菅
原
二
〇
一
八



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

（

）  

曹
全

禅
戒

八
七
頁
下
段

（

）  

青
龍
一
九
六
九
、
佐
久
間
一
九
九
六

（

）  

佐
久
間
一
九
九
七

（

）  

青
龍
一
九
七
九

（

）  
本
多
一
九
九
九

（

）  
曹
全

禅
戒

四
五
五
頁
上
段

（

）  

続
曹
全

禅
戒

四
〇
二
頁
下
段

（

）  

続
曹
全

禅
戒

三
九
七
頁
下
段

（

）  

提
唱
録

五
四
丁
裏

（

）  

提
唱
録

五
三
丁
表

（

）  

細
川

講
話

一
三
一
頁

（

）  

本
多
一
九
九
九

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

四
六
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

六
二
頁

（

）  

通
仏
教
安
心

一
三
八
〜
一
四
五
頁

（

）  

倫
理
学
講
義

一
五
八
〜
一
六
一
頁

（

）  

原
坦
山
の
著
作
は

坦
山
和
尚
全
集

を
参
照
。
な
お
、
心
識
論

は
元
々
、

明
治
二
年
に
刊
行
さ
れ
た

時
得
抄

に
収
録

（

）  

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

一
三
〇
頁

（

）  

金
剛
経
講
解

一
二
七
頁

（

）  

菅
原
二
〇
一
九
ｂ

・
靣
山
古

雜
誌

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所
配
架

（
請
求
番
号
・

.
/

）

・
戒
会
直
檀
寮
指
南
記

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所

配
架
（
請
求
番
号
・

.
/

）

・
禅
戒
口
訣
或
問

愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所
配
架

（
請
求
番
号

.
/

）

・
弘
戒
法
儀

授
戒
日
規

合
冊
本
、
刊
記
無
し
・
江
戸
期
版
本
と
推
定
、
弘
戒

法
儀

冒
頭
に

黄
檗
嗣
祖
沙
門
隆
琦
編
正

と
記
載
、
筆
者
所
持

・
万
仭
道
坦

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

出
雲
寺
文
次
郎
・
明
治
一
四
年
版
、
筆
者
所
持

・
葛
城
慈
雲

金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
講
解

鴻
盟
社
・
明
治
二
五
年
、
本
論
等
で
は

金
剛
経
講
解

と
略
記
。

・
矢
島
錦
蔵

倫
理
学
講
義

富
山
房
・
明
治
三
四
年

・
高
田
道
見

通
仏
教
安
心

仏
教
館
・
明
治
三
七
年

・
丘
宗
潭
提
唱

教
授
戒
文

提
唱
録

明
治
三
九
年
筆
録
、
筆
者
所
持
、
本
論
等

で
は

提
唱
録

と
略
記

・
原
坦
山
著
・
釈
悟
庵
編

坦
山
和
尚
全
集

光
融
館
・
明
治
四
二
年

・
曹
洞
宗
務
院
編

洞
上
室
内
儀
軌
（
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
・
教
授
戒
文
・
伝
法
室

内
式
）
曹
洞
宗
務
院
蔵
版
、
印
刷
年
次
不
明
、
筆
者
所
持

・
丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編

曹
洞
宗
意
綱
要

鴻
盟
社
・
昭
和
四
年

・
丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

改
訂
仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
昭
和
六
年

・
曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
刊
。
引
用
や
参
照
時
に

は
、
曹
全

続
曹
全

と
略
記
し
、
巻
号
と
頁
数
・
段
数
の
み
で
示
し
た
。

・
丘
宗
潭
提
唱
・
細
川
道
契
編

洞
上
室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話

高
乘
寺
・
昭

和
二
四
年
、
本
論
等
で
は

細
川

講
話

と
略
記



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

・
永
平
寺
史
編
纂
委
員
会

永
平
寺
史

上
下
巻
、
大
本
山
永
平
寺
・
一
九
八
二
年

・
青
龍
宗
二
翻
刻

正
高
寺
本

禅
戒
游
刃

、
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
論
集

一

〇
・
一
九
七
九
年
、
青
龍
一
九
七
九

・
佐
久
間
賢
祐

教
授
戒
文
鈔
源
攴

に
つ
い
て
（

）
翻
刻
、
曹
洞
宗
研
究
員

研
究
紀
要

二
八
・
一
九
九
七
年
、
佐
久
間
一
九
九
七

・
本
多
寛
尚

翻
刻
・
校
注

永
平
教
授
戒
文
辨
解

、
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年

報

一
〇
・
一
九
九
九
年
、
本
多
一
九
九
九

・
道
元
禅
師
全
集

全
七
巻
、
春
秋
社
、
引
用
時
に
は

全
集
○

○
○
頁
と
し
、

巻
数
・
頁
数
の
み
略
記
し
た
。

・
青
龍
宗
二

教
授
戒
文
に
つ
い
て
、
宗
学
研
究

一
一
・
一
九
六
九
年
、
青
龍
一

九
六
九

・
志
部
憲
一

洞
門
の
人
│
│
眼
蔵
会
歴
代
講
師
〈
二
〉
、
傘
松

昭
和
五
九
年
四

月
号
、
志
部
一
九
八
四

・
佐
久
間
賢
祐

教
授
戒
文

解
釈
の
系
譜
、
宗
学
研
究

三
八
・
一
九
九
六

年
、
佐
久
間
一
九
九
六

・
晴
山
俊
英

梵
網
経
略
抄

に
お
け
る
教
授
戒
文
に
つ
い
て
、
宗
学
研
究

四

〇
・
一
九
九
八
年
、
晴
山
一
九
九
八

・
菅
原
研
州

瞎
道
本
光

禅
戒
口
訣
或
問

の
研
究
、
禅
研
究
所
紀
要

四
六
・

二
〇
一
八
年
、
菅
原
二
〇
一
八

・
菅
原
研
州

万
光
道
輝
の
研
究
、
禅
研
究
所
紀
要

四
七
・
二
〇
一
九
年
、
菅
原

二
〇
一
九
ａ

・
菅
原
研
州

有
安
道
人

弾
僧
侶
妻
帯
論

と
有
安
老
人

対
客
一
話

に
つ
い
て

│
付
録

対
客
一
話

翻
刻
資
料
│
、
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要

六
六

－
二
・
三
合
併
号
・
二
〇
一
九
年
、
菅
原
二
〇
一
九
ｂ

・
菅
原
研
州

洞
門
授
戒
会
作
法
成
立
の
一
考
察
、
禅
研
究
所
紀
要

四
八
・
二
〇

二
〇
年
、
菅
原
二
〇
二
〇

 

　

本
論
に
附
録
し
た

提
唱
録

本
文
に
は
、
人
権
問
題
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ

る
語
句
等
が
見
ら
れ
た
。
閲
覧
・
参
究
の
場
合
に
は
、
差
別
等
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
呉
々
も
ご
注
意
願
い
た
い
。

・
原
坦
山
を
批
判
し
た
箇
所
で
、
外
道
の
見

外
道
和
尚

と
用
い
て
い
る
。
外
道

と
は
本
来
、
仏
道
以
外
の
思
想
や
、
そ
の
思
想
の
信
奉
者
を
指
す
言
葉
で
あ
っ
た

が
、
後
に
は
道
に
外
れ
て
い
る
こ
と
を
侮
蔑
的
に
表
現
す
る
こ
と
で
、
人
権
的
な
問

題
を
含
ん
で
い
る
。



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

※
凡
例

・
当
資
料
は
、
筆
者
所
持
の

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘
辨

提
唱

所
収
の

教

授
戒
文

提
唱
分
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は
本
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
丁
数
は

室
内
三
物
秘
弁

提
唱
分
に
続
く
数
と
な
っ
て
い
る
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で
丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
が
、
仮
名
は
変
体
仮
名
を
含
め
て
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
為

成

可

な
ど
一
部
は
漢
字
の
ま
ま
表
記

し
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

・
内
容
に
は
、
現
代
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
は
問
題
と
な
る
語
句
等
が
見
ら
れ
る

が
、
本
論
註
記
に
付
記
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

・
文
中
の
■
は
筆
録
者
の
塗
り
潰
し
。

【

オ
】

　
　

教
授
戒
文　
　

丘
老
師
提
唱

　
　
　

明
治
三
十
九
年
九
月
十
日
午
前

此
の
教
授
戒
文
は
中
々
に
六
か
敷
分
る
ま
い
け
れ
ど
も
大
切
な

な4

こ
と
だ
か
ら
ざ
つ
と
一
應
読
で
置
か
ふ
之
れ
は
禅
戒
を
御 

な
は
衍
字
か

開
山
様
が
二
代
孤
雲
様
に
授
け
ら
れ
た
其
れ
を
二
代
様
が
筆
記

さ
れ
た
物
だ
か
ら
取
も
直
さ
ず
我
宗
の
戒
で
あ
る
禅
戒
の
根
本
で

で4

あ
る
此
の
戒
文
を
分
け
て
二
と
な
す　

夫
諸
佛
大
戒
者
よ 

で
は
衍
字
か

り
聯
綿
於
古
今　ニ
に
至
る
迠
を
古
傳
を
述
べ
我
大
師
釈
迦

【

ウ
】

牟
尼
佛
陀
以
下
は
伝
来
の
様
子
を
述
ぶ
以
下
は
文
の
如
く
受
戒

で
あ
る
此
の
戒
は
諸
佛
の
大
戒
な
る
故
に
護
持
す
る
者
は
諸
佛

で
あ
る
超
越
於
三
際
と
は
此
れ
は
皆
に
は
分
る
ま
い
が
全
体
を

云
へ
ば
分
り
切
て
居
る
こ
と
だ
が
夫
れ
が
中
々
分
ら
ん
だ
授
戒
の

当
処
に
三
際
は
超
越
し
て
居
る
の
じ
や
志
を
堅
く
以4

て
居
れ
ば 

以
は
持
つ
の
誤
記

分
る
様
に
成
る
時
も
有
る
だ
ロ
ー
分
ら
ぬ
者
を
今
ま
無
理
に

分
か
ら
せ
よ
ー
と
す
る
の
は
柿
の
青
ひ
の
を
色
ま
せ
よ
ー
と
す
る

様
な
者
で
駄
目
だ
証
契
と
云
ふ
事
が
大
事
だ
此
の
禅
戒
を

【

オ
】

証
契
す
る
の
だ
証
契
だ
か
ら
ボ
ン
ヤ
リ
し
て
居
る
こ
と
で
な
い

今
日
の
者
は
此
の
証
契
と
云
ふ
こ
と
が
無
ひ
其
れ
だ
か
ら
超
越
於

三
際
の
時
が
分
ら
ん
証
契
即
通
す
る
と
三
際
と
云
ふ
者
は
既
に

無
ひ
の
じ
や
故
に
超
越
す
る
先
佛
は
証
契
即
通
せ
ら
れ
て
今
日
に

聯
綿
と
し
て
来
て
居
る
の
だ
其
を
師
匠
が
弟
子
を
得
て
今
将

付
授
す
と
戒
を
傳
へ
る
の
は
即
ち
佛
祖
傳
来
の
深
恩
に
酬
ゆ
る

の
で
あ
る
而
し
て
其
弟
子
を
得
て
傳
戒
す
る
の
目
的
は
人
天
眼

目
と
為
ヨ
ー
と
云
ふ
の
で
あ
る
若
し
傳
戒
の
者
と
て
眼
目
目
標

【

ウ
】

と
成
る
こ
と
が
出
来
な
ん
た
な
れ
ば
其
れ
は
弟
子
が
悪
い
の
だ



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

故
に
傳
戒
の
人
は
是
非
眼
目
と
成
ら
ね
ば
な
ら
ん
戒
は
佛
祖
の

慧
●牋

で
あ
る
故
に
此
の
戒
を
証
契
即
通
し
て
惠
命
を
断
絶

せ
ぬ
様
に
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
其
れ
に
は
順
序
と
し
て
懺
悔
を
す
る

の
で
あ
る
が
其
れ
は
先
佛
の
證
明
を
仰
が
ね
ば
成
ら
ぬ
の
で
あ
る

懺
悔
の
文
は
云
は
な
く
と
も
分
て
居
る
だ
ロ
ー
か
ら
止
め
と
し
て
置

こ
う
既
に
佛
祖
の
證
明
を
仰
で
懺
悔
を
す
る
其
れ
は
身
口

意
の
三
業
の
垢
を
浄
除
と
拭
ひ
取
る
の
だ
口
で
懺
悔
の
文
を
べ
ら

【

オ
】

べ
ら
と
し
や
べ
る
と
云
ふ
事
で
は
無
ひ
心
に
浄
除
と
云
ふ
こ
と
が

無
く
ば
何
に
も
な
ら
ぬ
其
の
垢
を
拭
ひ
取
る
の
は
懺
悔
の
力
で
出

来
る
の
だ
又
た
佛
祖
の
證
明
に
依
て
明
了
と
成
る
の
で
あ
る
先

佛
万
祖
方
を
証
人
に
立
て
る
の
で
あ
る

一
体
三
宝
と
は
三
寶
と
云
ふ
か
は
な
れ
ど
も
一
の
上
の
三
寶
だ
真

如
の
一
体
に
三
宝
が
あ
る
真
如
を
佛
宝
と
も
法
宝
と
も
僧
宝
と

も
云
ふ
故
に
一
体
三
宝
と
云
ふ
の
だ
此
の
一
体
の
三
宝
は

れ
ざ
る
上
の

話
で

れ
た
の
が
現
前
三
宝
で
あ
る
之
を
未
来
際
に
傳
へ
て
行
く
の

【

ウ
】

が
住
持
三
宝
で
あ
る
此
の
三
つ
の
三
宝
は
一
の
眞
如
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
一
切
の
佛
と
云
ひ
諸
の
菩
薩
と
云
も
悉
く
自
己
の
佛
性
の

現
だ
別
物
は
無
ひ
即
ち
真
如
一
体
の

れ
た
の
だ
阿
耨
多

三
藐
三
菩
提
是
れ
が
佛
法
で
あ
る
是
れ
が
清
浄
離
塵
で
あ

る
理
事
和
合
し
て
水
と
波
の
如
く
成
る
之
れ
が
僧
宝
だ
現
前

証
菩
提
と
は
釈
尊
を
表
準
と
し
て
あ
る
の
で
あ
る
然
れ
ば

先　のは
不
現
前
の
三
宝
で
今
度
の
が
現
前
三
宝
だ
現
と
不
現

其
れ
𠀋
け
の
相
違
で
あ
る
或
転
海
藏
と
は
此
れ
は
華
厳

【

オ
】

経
の
こ
と
を
云
ふ
の
で
彼
の
華
厳
經
は
大
部
分
龍
宮
海
に

藏
て
居
る
故
に
海
藏
と
云
ふ
の
だ
印
度
で
は
貝
葉
に
書
て

傳
た
故
に
云
ふ
の
で
是
れ
等
は
尽
く
法
宝
で
あ
る
彼
の
一
体

眞
如
の
不
現
前
の
三
宝
が
世
尊
に
依
て
現
前
し
た
の
で
あ
る

誠
に
文
が
順
序
能
く
出
来
て
居
る
此
の
様
な
こ
と
は
理

屈
で
は
無
ひ
の
だ
全
く
皈
依
す
る
時
で
無
く
ば
分
ら
ぬ
或
は

天
上
或
は
人
間
塵
中
虚
空
海
藏
に
轉
じ
貝
葉
に
轉

じ
種
々
な
る
方
面
よ
り
今
日
に
傳
へ
来
て
居
る
此
れ
が
住
持

【

ウ
】

三
宝
で
あ
る
如
是
真
如
に
皈
依
す
る
処
於
て
戒
を
得
る
事

が
出
来
る
の
だ
佛
為
師
不
師
餘
道
此
の
决
心
が
必
用
だ

此
の
処
に
於
て
一
体
三
宝
を
証
得
す
る
事
が
出
来
る
の
だ

一
体
三
宝
を
悟
る
の
が
現
前
三
宝
だ
此
れ
を
長
く
護
持
し

て
行
く
の
が
住
持
三
寶
だ
然
れ
ば
一
の
者
を
三
に
別
た
の
で
三
は

別
で
は
無
ひ
の
だ
中
〻
分
ら
ぬ
故
に
話
し
て

す
の
だ
禅
戒

抄
な
と
に
は
色
〻
と
書
て
あ
る
が
沢
山
書
け
ば
書
く
程
分
り

悪
く
な
る
宗
門
で
は
禅
戒
と
云
ふ
て
禅
定
と
戒
が
一　つで
あ

【

オ
】

る
一
体
の
三
名
佛
の
法
報
応
三
身
は
即
一
身
と
云
ふ
如
く
名

を
換
へ
た
ま
で
ヽ
禅
定
と
戒
法
は
一
つ
じ
や
馬
祖
下
の
維
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淸
禅
師
曰
く
無
上
菩
提
身
に
蒙
ら
し
む
る
を
戒
と
云

ひ
心
に
蒙
ら
し
む
る
を
定
と
云
ひ
口
に
蒙
ら
し
む
る
を
惠
と

云
ふ
と
云
は
れ
た
此
れ
は
慶4

徳
傳
燈
録
に
出
て
居
る
語
だ 

景
の
誤
記

が
此
の
語
に
依
れ
ば
身
口
意
に
掛
け
て
戒
定
惠
の
三
を
別

た
の
で
実
は
一
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
明
ら
か
で
あ
ロ
ー
故
に
我
宗

で
は
衆
生
本
有
の
佛
性
を
戒　と云
ふ
の
だ
故
に
名
け
て
三
昧

【

ウ
】

王
三
昧
と
云
ふ
の
だ
三
昧
は
佛
性
三
昧
だ
身
に
於
て
は
戒
と

云
ひ
心
に
於
て
は
定
三
昧
と
云
ふ
師
資
面
授
傳
戒
す
る
上
に

於
て
其
の
道
理
は
あ
る
古
人
は
嗣
法
の
み
で
傳
戒
せ
な
ん
だ
人

も
あ
る
然
し
傳
戒
は
不
必
用
じ
や
と
云
ふ
の
で
は
無
ひ
古
人
に
あ

る
故
に
云
ふ
て
置
く
ま
で
じ
や
此
れ
は
変
法
で
あ
る
面
授
の
時

に
師
の
佛
性
と
資
の
佛
性
と
は
二
面
な
い
の
だ
か
ら
嗣
法
の
み
有

て
傳
戒
が
無
く
と
も
法
に
於
て
相
違
は
無
ひ
証
契
即
通

の
時
に
あ
る
の
だ
師
資
の
佛
性
相
照
し
て
中
に
影
象
は
無

【

オ
】

い
の
だ
然
れ
ど
も
傳
戒
の
儀
式
を
行
ふ
て
傳
へ
る
と
云
ふ
の
が

正
式
で
あ
る
上
三
物
秘
弁
に
於
て
云
ふ
た
通
り
吾
宗
の
戒

は
佛
性
戒
じ
や
佛
性
に
何
の
防
非
止
悪
が
あ
る
防
非
止
悪

な
ぞ
と
の
み
云
ふ のは
戒
を
知
ら
ぬ
連
中
が
云
ふ
の
で
甚
だ
当

ら
ぬ
佛
性
戒
の

る
処
に
自
ら
防
非
止
悪
の
儀
も
有
ロ
ー
が

佛
性
戒
其
者
は
防
非
止
悪
で
は
無
い
の
だ
佛
と
は
佛
性
真

如
だ
八
万
の
寶
藏
も
佛
性
真
如
を
説
た
者
じ
や
此
の
佛
性

真
如
を
學
ふ
者
を
僧
と
云
ふ
懺
悔
と
は
何
ぞ
普
通

【

ウ
】

で
は
悪
を
止
め
る
と
云
ふ
が
吾
門
で
は
煩
惱
即
菩
提
佛
性

に
通
達
す
る
の
だ
一
切
佛
性
だ
一
切
の
煩
惱
は
真
如
で
あ

る
佛
性
以
外
の
者
は
一
物
と
し
て
止
む
可
き
悪
が
無
い
達

磨
大
師
は
佛
性
を
悟
る
を
戒
と
名
く
と
云
ふ
て
御
座
る
佛

性
の
上
に
二
百
五
十
戒
も
比
丘
尼
の
五
百
戒
も
三
千
の
威
儀

も
八
万
の
細
行
も

る
の
だ
佛
性
三
昧
で
あ
る
宗
門
よ
り

云
ふ
と
一
と
し
て
小
乗
律
は
無
ひ
三
藐
三
菩
提
の
法
で
あ
る

一
切
の
戒
は
佛
性
の
威
儀
だ
此
の
所
謂
を
述
る
の
が
三

【

オ
】

聚
浄
戒
十
重
禁
戒
で
あ
る
の
だ　

摂
律
儀
戒　

摂
と
は
ヲ

サ
メ
ル
の
義
で
此
の
摂
律
儀
戒
の
内
に
二
百
五
十
戒
も
五
百

戒
も
三
千
の
威
儀
も
八
万
の
細
行
も
摂
て
居
る
の
だ
故
に
文

に
法
律
の
根
源
と
云
ひ
窟
宅
と
云
ふ
て
あ
る
沢
山
の
法
律

は
皆
な
佛
性
の
上
に
集
て
居
る
衆
生
本
有
の
佛
性
が
八
万

の
法
藏
と
成
る
の
じ
や
佛
法
律
の
根
源
で
あ
る
佛
性
と
は

如
何
な
る
こ
と
ぞ
停
心
意
識
之
運
轉　ヲ
止
念
想
観
之
測

量
莫
図
作
　
ト

と
云
ふ
処
が
佛
性
三
昧
だ
此
の
佛
性
三
昧

【

ウ
】

よ
り
八
万
の
寶4

藏
も

現
す
る
の
だ
普
通
摂
律
儀
戒 

法
の
誤
記
か

と
云
へ
ば
一
切
の
悪
ひ
事
は
為
る
で
無
い
と
云
ふ
の
だ
が
御
開

山
は
諸
悪
は
莫
作
じ
や
と
云
は
る
ヽ
諸
悪
は
実
想4

だ
莫 

相
の
誤
記



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

作
で
あ
る
故
に
一
切
の
諸
悪
が
法
律
の
根
源
だ
量4

見
違 

了
の
誤
記

し
て
は
成
ら
ぬ
諸
悪
莫
作
の
巻
を
見
て
能
く
〳
〵
参
究
す

る
が
能
い
但
馬
の
出
石
の
見
性
寺
の
幽
蘭
和
尚
は
此
の

摂
律
儀
戒
の
下
に
側
耳
清
風
開
眼
目
と
云
ふ
句
を
付
け

ら
れ
た
幽
蘭
和
尚
の
境
界
の
洒
落
な
る
処
が
見
へ
る
様
だ

【

オ
】

第
二
摂
善
法
戒　

此
の
戒
は
文
に
有
る
如
く
能
行
所
行
で

行
ふ
た
り
行
は
れ
た
り
す
る
の
だ
此
れ
が
阿
耨
多

三
藐
三

菩
提
の
法
だ
三
千
の
威
儀
も
布
施
愛
語
も
能
行
の
人
も
所

行
の
法
も
阿
耨
菩
提
じ
や
初
中
後
共
に
別
は
無
ひ
此
の
摂
善

法
界4

の
下
に
幽
蘭
和
尚
は
到
得
皈
来
無
別
事
と
句
を 

戒
の
誤
記

付
け
ら
れ
た
平
生
底
の
左
之
右
之
仕
事
■
が
摂
善
法
戒

じ
や
洗
面
の
時
も
當
願
衆
生
だ
入
浴
の
時
も
当
願
衆
生
だ

三
宝
礼
拜
の
時
も
當
願
衆
生
だ

【

ウ
】

㐧
三
摂
衆
生
戒　

衆
生
教
化
と
は
超
凡
越
聖
の

が
教

化
だ
自
他
を
觧
脱
す
る
処
に
教
化
し
尽
し
て
居
る
の
だ
普

通
教
化
と
云
へ
ば
説
教
で
も
し
て
色
〻
云
ふ
て

か
せ
る
こ
と

を
教
化
と
云
ふ
が
宗
門
の
は
大
に
異
て
居
る
昨
日
三
嶋
へ
行

た
ら
常
林
寺
に
坦
山
和
尚
の
偈
が
有
た
彼
れ
は
滑
稽
和

尚
で
あ
る
曰
く
通
身
如
泡
沫
心
性
似
金
剛
石
火
電
光

裡
坦
然
常
寂
相
と
書
て
有
た
我
慢
が
見
へ
る
偈
は
人

格
が
見
え
る
大
切
な
者
だ
面
山
和
尚
の
偈
に
曰
く
我
れ
に

【

オ
】

大
力
量
あ
り
風
吹
ば
即
ち
倒
る
と
身
境
一
枚
で
あ
る
至

た
者
だ
坦
山
和
尚
は
身
性
各
別
の
見
外
道
の
見
た
此
の

様
な
外
道
和
尚
が
有
難
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
話
だ
ジ
ヤ
ン
顔

に
女
が
戀
れ
て
命
を
捨
て
る
位
だ
か
ら
其
れ
も
仕
方
が

無
ひ
今
ま
は
坦
山
和
尚
の
様
な
こ
と
で
は
な
い
其
の
様
な
見

を
起
し
て
は
成
ら
ぬ
、
凡
を
超
へ
聖
を
越
へ
自
他
脱
落
の
話

だ
大
千
沙
界
海
中

一
切
聖
賢
如
電
拂
と
証
道
歌

に
は
有
る
大
千
沙
界
海
中

だ
か
ら
人
法
共
に

だ
此
の
時

【

ウ
】

は
大
千
沙
界
と
共
に

聖
尽
く
済
度
し
尽
し
て
居
る

聖

を
觧
脱
し
た
時
に
一
切
衆
生
界
を
教
化
し
尽
し
た
の
だ

或
る
人
が
私
に
問
ふ
た
経
中
に
は
釈
尊
で
も
弥
陀
で
も
一
切

衆
生
を
済
度
し
尽
さ
す
ば
正
覚
を
取
ら
ず
と
云
ふ
て
あ

る
が
其
れ
で
も
二
尊
共
佛
と
成
て
御
座
る
虚
言
を
云
ふ

た
の
で
す
か
ド
ー
か
と
問
た
故
に
私
は
答
へ
て
御
前
迷
ふ

て
居
る
の
が
佛
は
教
化
し
尽
し
て
御
座
る
の
だ
迷
ふ
の
は
自

分
が
悪
ひ
凡
聖
を
超
越
し
自
他
を
觧
脱
す
る
時
衆
生

【

オ
】

は
教
化
し
尽
さ
れ
て
居
る
大
悟
徹
底
の
時
に
迷
者
は
見
え
ぬ

と
云
ふ
て
遣
た
大
智
様
は
欲
度
衆
生
無
衆
生
と
云
ふ
て

御
座
る
虚
言
じ
や
と
思
ふ
た
ら
衆
生
界
の
源
底
を
尽
し
て

見
る
が
能
い
幽
蘭
和
尚
が
此
の
偈
を
摂
衆
生
戒
の
下
に
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引
て
句
を
付
ら
れ
た
禅
戒
本
義
曰
経
豪
鈔
曰
三
聚
浄

戒
は
皆
な
此
れ
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
又
曰
一
実
相

の
功
徳
を
三
度
に
説
之
と
心
得
な
り
此
れ
諸
悪
莫
作
じ
や

一
実
相
律
義
じ
や
十
重
禁
戒
も
実
相
の
律
儀
で
あ
る
八
万
の

【

ウ
】

細
行
も
実
相
の
律
儀
で
あ
る
宗
門
傳
戒
の
模
様
は
此
の
通

り
だ
経
豪
様
は
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
と
説
れ

て
あ
る
一
切
の
奉
行
は
此
れ
修
善
な
り
善
悪
無
記
の
善

に
非
ず
故
に
阿
耨
夛
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
で
あ
る
衆

生
の
悉
有
は
皆
な
佛
性
だ
か
ら
三
度
説
く
な
り
と
云
ふ

の
だ
吾
門
で
は
参
學
の
堂
奥
に
至
る
時
傳
戒
を
許

す
と
云
ふ
の
が
御
定
り
じ
や
御
開
山
は
身
心
脱
落
の
時
に
如

浄
様
か
ら
此
の
戒
を
得
ら
れ
た
の
だ

【

オ
】

十
重
禁
戒

此
れ
も
阿
耨
夛
羅
三
藐
三
菩
提
の
法
を
十
度
説
く
と
心
得

べ
し
此
の
様
な
明
文
は
無
い
が
三
聚
浄
戒
の
処
に
あ
る
故
に
一

性

を
十
度
説
く
と
見
て
差
支
は
無
い
自
性
の

妙
を
異
名

を
以
て
十
度
説
く
の
で
あ
る
と
万
仭
和
尚
は
達
磨
の
一
心
戒

に
云
は
れ
た
然
れ
ば
十
重
禁
戒
は
正
し
く
異
名
を
以
て

自
性

妙
と
十
度
説
く
の
で
あ
る
太
祖
様
の
所
で
は
心

地
に
非
無
き
自
性
戒
と
あ
り
非
と
は
是
非
の
非
に
非
ず
然

【

ウ
】

れ
ば
如
何
不
止4

善
不
止4

悪
じ
や
果
に
対
せ
ず
し
て
照
し
自
に
触 

思
の
誤
記
か

れ
ず
し
て
知
る
此
れ
自
性
戒
だ
之
れ
は
理
屈
で
は
■
い
か
ぬ
待

對
を
絶
し
た
る
を
果
に
対
せ
ず
し
て
照
す
と
云
ふ
の
だ
妄
想

す
る
な
と
其
の
様
な
事
て
は
駄
目
だ
縁
に
対
せ
ず
し
て
自

心
に
徹
底
し
た
時
に
真
に
分
る
の
じ
や
其
れ
を
六
祖
檀4

経
に
は 

壇
の
誤
記

心
地
無
相
戒
と
云
ふ
て
あ
る
縁
に
対
せ
す
し
て
照
す
自
に
觸

れ
す
し
て
知
る
此
れ
無
相
戒
じ
や
禅
戒
本
義
で
は
三
聚

浄
戒
は
皆
な
此
れ
阿
耨
夛

三
藐
三
菩
提
な
り
又
曰
く
一

【

オ
】

実
相
の
功
徳
を
三
度
説
く
な
り
と
心
得
る
な
り
と
云
ひ
佛
の
處

で
は
十
重
禁
戒
三
聚
浄
戒
じ
や
達
广
の
下
で
は
自
性

妙

じ
や
廓
然
無
聖
じ
や
不
識
じ
や
六
祖
に
至
て
は
無
相
戒
じ
や
御

開
山
の
處
に
来
て
は
一
実
相
の
功
徳
系
統
が
チ
ヤ
ン
ト
定
て

居
る
壁
観
三
昧
無
相
戒
一
実
相
の
功
徳
十
重
禁
戒
三

聚
浄
戒
異
名
澤
山
あ
る
が
佛
性
戒
の
一
だ
皆
な
禅
戒

本
義
を
求
め
て
見
る
が
善
ひ
本
義
は
文
が
簡
に
し
て

明
か
じ
や
禅
戒
鈔
は
ダ
ラ
〳
〵
し
て
居
る
却
て
分
り
悪
ひ
今

【

ウ
】

頃
の
衆
は
禅
戒
本
義
あ
る
こ
と
も
知
ら
ぬ
人
が
夛
い

第
一
不
殺
生　

之
れ
は
一
心
戒
に
自
性

妙
於
常
住
法
中
断

滅
の
見
を
生
せ
ず
名
け
て
不
殺
生
戒
と
云
ふ
と
あ
る
此
の

達
磨
の
一
心
戒
よ
り
觧
せ
ば
自
性

明
妙
常
住
と
云
ふ
か

ら
動
か
ぬ
事
の
様
に
思
ふ
で
あ
ロ
ー
が
常
住
と
は
空
無



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

我
と
云
ふ
こ
と
だ
自
性

妙
は
空
無
我
だ
空
無
我
法
に
徹

底
せ
は
殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
断
滅
の
見
を
起
し
て
は
成
ら
ぬ

空
無
我
法
に
於
て
何
を
魚
と
し
何
を
獣
類
と
し
て
殺
す
の

【

オ
】

じ
や
断
滅
の
見
の
起
る
可
き
筈
は
無
ひ
殺
す
べ
き
者
の
見
へ

る
内
は
空
無
我
に
達
し
て
居
ら
ぬ
の
だ

引
き
よ
せ
て
結
べ
ば
柴
の
庵
な
り
觧
く
れ
ば
元
の
野
原
な
り
け
り

一
切
の
法
は
庵
で
あ
る
日
露
の
戦
争
を
見
る
戦
て
居
る
最

中
は
一
生
懸
命
命
の
交
換
我
慢
の
張
り
合
で
有
る
戦
争

に
実
性
が
有
た
様
で
有
た
が
小
林
男

4

4

4

ト
ウ
イ
ツ
テ
の
一
言
の 

小
村
男
爵
の
誤
記
か

講
話4

で
満
州
の
埜
に
徳
風
颯
々
じ
や
其
の
徳
風
も
講
和 

和
の
誤
記

の
出
来
さ
る
先
き
は
醒
風
颯
々
で
有
た
我
見
あ
る
時
に
殺
す

【

ウ
】

の
だ
若
し
戦
争
に
実
性
実
体
あ
る
な
れ
ば
中
〻
講
和
は
出
来

ぬ
我
見
の
張
り
合
の
時
戦
争
は
行
な
は
る
自
性
無
我
性
に
徹

底
せ
ば
殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
断
滅
の
見
を
起
し
様
は
な
い
此

の
無
我
性
に
徹
底
し
た
の
を
名
け
て
不
殺
生
戒
と
云
ふ
の

た
普
通
不
殺
生
戒
と
云
へ
は
甲
乙
を
立
て
ヽ
云
ふ
事
不
徳

義
で
あ
る
か
ら
殺
す
で
無
ひ
ぞ
と
云
ふ
の
だ
が
今
は
自
性

無
我
法
に
達
す
る
か
ら
殺
す
べ
き
者
が
無
ひ
此
の
自
性

妙
に
徹
し
た
の
を
不
殺
生
戒
と
云
ふ
の
だ
御
開
山
様
は
諸

【

オ
】

悪
莫
作
巻
に
曰
く
諸
悪
莫
作
ト
オ
コ
ナ
ヒ
モ
テ
ユ
ク
諸

悪
ス
デ
ニ
ツ
ク
ラ
レ
ス
ナ
リ
ユ
ク
ト
コ
ロ
ニ
と
御
示
し
に
成
て
居

る
之
れ
一
切
法
空
無
我
性
に
通
達
す
る
か
ら
で
あ
る
喩
へ
ば

草
を
根
か
ら
引
き
抜
て
取
る
様
な
者
だ
此
の
戒
を
持
て
ば
無

量
永
劫
に
殺
す
べ
き
者
は
無
い
常
住
の
法
に
通
達
せ
ば
殺

す
べ
き
こ
と
は
出
来
ぬ
の
だ
普
通
の
不
殺
生
戒
の
説
き
方
で

は
草
を
芽
だ
け
切
り
取
た
様
な
者
だ
何
時
芽
が
出
て

本
の
通
り
に
成
る
か
分
ら
ぬ
危
険
千
万
じ
や
今
ま
は
一
心
戒

【

ウ
】

を
戒
文
に

し
た
の
だ
衆
生
の
生
命
は
殺
さ
れ
ぬ
殺
す
可
き
生

命
は
無
ひ
文
に
生
命
不
殺
と
あ
る
が
殺
さ
ず
と
云
ふ
の
で
は
無
ひ

不フ

殺セ
ツ

じ
や
不
殺
の
處
に
於
て
空
無
我
法
な
る
佛
種
は
増
長

す
る
自
性

妙
の
佛
種
増
長
じ
や
莫
殺
と
は
莫
作
と
同

じ
殺
す
べ
き
も
の
は
無
い
の
じ
や
此
の
戒
の
持
て
る
処
殺
生
は
出

来
ぬ
此
の
戒
の
有
る
處
一
切
の
戒
法
が
持
て
る
の
だ
普
通
の
様
に

道
徳
的
に
説
く
戒
法
で
は
危
険
で
な
ら
ぬ
吾
が
禅
戒
で
は
自

性

妙
に
徹
す
る
故
に
大
𠀋
夫
た
譬
て
佛
戒
は
天
子
の
行

【

オ
】

幸
の
如
し
と
禅
戒
編
に
書
て
あ
る
佛
戒
の
行
へ
る
処
に
一
切
戒

悉
く
行
へ
る
の
だ
此
の
様
に
戒
を
行
ふ
處
は
余
門
に
は
無
ひ

吾
門
の
特
色
で
あ
る
或
宗
で
は
戒
は
威
儀
じ
や
な
ど
ヽ
云

ふ
て
居
る
大
ソ
ー
ナ
違
い
じ
や
今
は
一
切

妙
無
我
法
に

通
達
せ
ず
ば
佛
者
と
は
云
は
せ
ぬ
今
ま
一
つ
心
得
る
べ
き
こ
と
は

輕
重
を
分
つ
こ
と
で
あ
る
普
通
人
を
殺
す
を
重
と
し
人



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

以
外
の
動
物
を
輕
し
と
し
又
た
動
物
で
も
龍
と
か
象
と
か

牛
馬
を
殺
す
を
重
し
と
し
小
虫
を
殺
す
を
軽
と
し
如
斯

【

ウ
】

軽
重
を
付
け
る
の
が
普
通
じ
や
が
宗
門
の
殺
生
戒
に
は
軽
重

は
無
ひ
の
だ
一
切
無
我
法
に
通
達
す
る
故
に
一
切
法
の
上
に
付
て

殺
す
べ
き
者
は
無
ひ
宝
積
経
に
出
て
居
る
事
だ
が
文
殊

が
剱
を
抜
て
佛
に
向
た
佛
問
ふ
て
曰
く
何
を
か
為
す
文
殊

曰
く
佛
を
殺
さ
ん
と
欲
す
佛
曰
汝
ぢ
殺
す
べ
き
佛
身
を
見

る
や
と
云
は
れ
た
言
下
に
文
殊
剱
の
藏
め
処
が
無
か
つ
た
て

困
た
と
あ
る
不
殺
生
戒
は
此
の
處
じ
や
文
殊
は
閉
口
し
て

仕
舞
た
虱
が
居
る
と
思
ふ
か
ら
殺
す
魚
が
居
る
と
思
ふ

【

オ
】

か
ら
漁
す
る
一
切
法
は
無
性
一
切
法
は
無
我
一
切
法
は
無
相
と

徹
底
せ
ば
汝
何
を
か
殺
す
汝
殺
す
べ
き
佛
身
を
見
る
や

如
是
禅
戒
を
授
戒
す
る
の
だ
か
ら
難
有
の
だ
此
の
無
相
の

戒
に
は
一
切
の
戒
と
し
て
含
ま
ざ
る
こ
と
は
無
い
故
に
能
所

を
見
て
殺
す
な
と
云
ふ
様
な
浅
薄
の
話
で
は
無
い
の
だ
先

づ
之
れ
位
で
置
か
う
長
〻
敷
沢
山
に
云
へ
は
云
ふ
程
分
ら

無
く
な
る
か
ら

㐧
二
不
偸
盗　

今
朝
云
ふ
た
様
な
こ
と
を
十
辺
云
ふ
だ
け

【

ウ
】

の
こ
と
で
別
な
こ
と
で
は
な
い
此
の
不
偸
盗
戒
の
元
に
夛
く

三
輪
清
浄
無
所
希
望
諸
佛
同
道
也
と
あ
る
が
此
れ
は

心
境
如
々
觧
脱
門
開
也
と
仕
た
方
が
能
い
何
れ
も
開
て
見

れ
ば
一
つ
事
だ
が
矢
張
心
境
如
々
と
仕
た
方
が
能
い
之
れ
は

講
釈
せ
ぬ
で
も
善
ひ
様
な
事
だ
自
性

妙
於
不
可
得

法
中
不
起
可
得
念
為
不
偸
戒
と
あ
る
一
切
の
法
は
不
可
得

の
法
だ
一
法
と
し
て
得
べ
き
も
の
は
無
ひ
然
る
を
凡
夫
は
得
べ
き

者
が
あ
る
様
に
思
ふ
不
可
得
の
法
中
に
可
得
の
念
を
起
せ
は

【

オ
】

佛
性
に
犯
す
法
に
反
く
何
を
者
と
し
て
盗
む
の
で
あ
る
盗
む

べ
き
者
は
認
め
ら
れ
ぬ
然
る
を
有
と
し
て
可
得
の
念
を
起
す

是
を
偸
盗
と
云
ふ
の
だ
白
隱
和
尚
曰
く
有
り
と
見
て
無

き
は
常
な
り
水
の
月
一
切
の
法
は
皆
な
水
中
の
月
だ
其
の

様
子
を
前
に
は
心
境
如
々
觧
脱
門
開
と
云
は
れ
た
の
だ
如
は

空
に
名
く
る
の
で
盗
む
者
も
盗
ま
れ
る
者
も
空
無
我
性
だ

繋
縛
は
無
い
觧
脱
門
は
常
に
開
て
居
る
一
切
の
物
に
あ

り
と
云
ふ
自
性
の
念
を
生
ず
る
故
に
殺
す
心
も
起
れ
は
盗
む

【

ウ
】

心
も
起
る
の
だ
大
燼
に
明
文
が
あ
る
如
是
に
授
持
す
る
の
が

佛
戒
の
持
ち
方
で
あ
る

㐧
三
不
貪
婬  

普
通
で
は
僧
侶
は
不
貪
婬
戒
で
在
家

の
者
は
不
邪
婬
戒
と
云
ふ
の
が
定
り
た
が
佛
戒
か
ら
云
ふ
と

出
家
在
家
共
に
不
貪
婬
戒
で
あ
る
愛
の
念
を
起
さ
ず

と
は
如
何
円
覚
経
曰
一
切
諸
法
皆
眞
如
無
男
女
相

無
自
他
相
無
犯
無
持
名
眞
持
戒
と
あ
る
之
れ
を
無
着



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

と
云
ふ
の
だ
一
切
の
法
は
真
如
の
相
で
あ
る
愛
着
の
念
の
起

【

オ
】

る
べ
き
相
は
無
い
三
輪
空
着4

じ
や
男
女
の
二
葉
は
氷
と
水
の 

寂
の
誤
記

如
し
一
切
の
法
は
諸
佛
同
道
じ
や
如
是
男
女
の
相
に
達
観
す
る

を
不
貪
婬
戒
と
云
ふ
円
覚
経
の
中
に
安
臺
車
と
云
ふ
女
が

有
た
此
の
女
常
に
智
見
も
行
も
勝
れ
て
居
る
舍
利
弗
が
其

の
女
を
見
て
男
な
れ
ば
能
か
ロ
ー
に
惜
ら
く
は
女
じ
や
と
云
ふ

た
女
曰
く
我
十
四
五
年
来
男
女
の
相
を
求
む
る
に
不
可
得

舍
利
弗
黙
然
た
り
と
あ
る
舍
利
弗
も
大
に
閉
口
し
て

仕
舞
た
三
輪
清
浄
と
し
て
男
女
の
相
は
不
可
得
だ
如

【

ウ
】

是
に
男
女
の
相
に
達
観
す
る
を
不
貪
婬
戒
と
云
ふ
の
だ
一

言
に
し
て
十
重
禁
戒
を
云
へ
ば
一
切
の
法
は
無
我
空
無
性
無

相
じ
や
梵
網
経
に
は
一
戒
光
明
と
云
ふ
て
あ
る
佛
性
の
一

戒
だ
有
に
非
ず
無
に
非
ず
諸
佛
の
本
源
行
菩
薩
道

の
本
源
だ
本
源
と
云
へ
ば
又
別
物
が
あ
る
様
に
思
ふ
だ
ロ

ー
が
走
ー
で
無
い
佛
が
本
源
で
あ
る
佛
性
法
性
の
こ
と
だ

第
四
不
忘4

語　

如
是
難
有
甚
深
の
戒
を
知
ら
ず
に
道
德 

妄
の
誤
記

話
に
し
て　仕舞
ふ
て
は
勿
体
無
い
自
性

妙
不
可
説

【

オ
】

法
中
不
説
一
字
為
不
妄
語
戒
と
一
心
戒
に
あ
る
何
に
も
ぺ
ち
や
〳
〵

と
し
や
べ
る
こ
と
は
無
ひ
し
や
べ
る
事
の
あ
る
は
一
切
法
に
自
性
を
認

め
る
か
ら
だ
一
切
法
空
に
通
ず
れ
ば
説
く
可
き
者
は
無
い

不
止4

善
不
止4

悪
だ
古
人
曰
く
這
裡
是
何
の
所
在
ぞ
有 

思
の
誤
記

と
説
き
無
と
説
■
く
夢
を
見
て
居
る
の
だ
夢
を
見
る

と
色
〻
と
説
か
ね
ば
な
ら
ぬ
魯
祖
僧
の
来
る
有
れ
ば
面
壁

す
魯
祖
の
面
壁
は
不
妄
語
だ
薬
山
久
し
く
陞
座
せ
ず
〈
云

云
〉
の
薬
山

4

座
の
話
も
皆
な
不
妄
語
戒
だ
法
輪
本
転
般
若 

陞
の
脱
字
か

【

ウ
】

の
空
無
我
性
の
法
輪
缺
け
て
居
る
事
は
無
い
必
ず
滿
足
し
て

居
る
吾
彼
の
み
満
足
に
非
ず
有
情
非
情
法
輪
を
転
じ
て
居

る
圣
中
に
は
水
鳥
樹
林
念
佛
念
相
と
云
て
居
る
御
開
山
は
賣

り
買
ふ
声
も
法
の
声
哉
と
云
は
れ
た
実
相
の
甘
露
の
法
に
一

潤
て
一
枚
に
潤
て
何
人
も
真
実
を
得
て
居
る
の
だ
此
の
様
な

有
り
難
い
戒
を
ば
普
通
の
様
に
虚
言
を
云
ふ
な
位
で
置
く

其
れ
で
は
三
界
有
為
の
法
世
間
生
滅
の
戒
だ
佛
戒
は
不
生
不
滅

だ
常
住
の
戒
で
あ
る
三
卋
通
貫
の
戒
だ
故
に
始
め
に
三
際
を

【

オ
】

超
越
す
と
云
ふ
此
の
戒
は
本
轉
で
あ
る
轉
せ
ざ
る
時
は
無
い
未

来
に
於
て
も
過
去
に
於
て
も
此
の
戒
で
あ
る
戒
法
の
根
本
義
じ
や

丗
の
道
徳
も
之
れ
を
出
で
ぬ
本
転
過
去
の
過
去
際
よ
り
未

来
の
未
来
際
迠
缺
る
事
な
く
余
る
事
な
し
更
に
不
変
で
あ
る

㐧
五
不
酤
酒　

此
の
禅
戒
は
大
事
因
縁
で
あ
る
故
に
血
脉
に
佛

戒
は
一
大
事
因
果
な
り
と
あ
る
の
だ
諸
佛
は
此
の
戒
を

す
為

め
に
各
々
に
出
現
さ
れ
る
釈
尊
は
之
れ
が
為
に
印
度
に
出
現
さ

れ
達
磨
は
戒
を
傳
ふ
る
為
に
西
来
さ
れ
た
達
摩
の
戒
で
は
自
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【

ウ
】

性

妙
於
本
来
清
浄
法
中
不
生
無
明
相
為
不
酤
酒
洞

山
の
処
で
は
見
塵
路
と
云
ふ
こ
と
に
成
る
佛
見
法
見
も
見
塵

路
だ
本
来
清
浄
の
法
界
に
佛
見
法
見
を
起
す
故
だ
心
を

乱
す
者
を
酒
と
云
ふ
の
だ

妙
の
法
中
迷
悟
を
起
す
酒
に

非
ず
し
て
何
ぞ
未
将
来
と
は
其
処
を
云
ふ
の
だ
将
来
と
未

将
来
を
共
に
醉
は
ぬ
其
処
が
大
明
だ
佛
見
法
見
無
き
時
に
火

を
放
つ
の
だ
佛
見
を
起
せ
ば
見
に
碍
へ
ら
れ
法
見
を
起
せ
ば

法
に
碍
へ
ら
る
之
れ
佛
見
法
見
の
酒
の
為
に
醉
て
居
る
の
だ

【

オ
】

座原
文
マ
マ禅
箴
に
は
果
に
対
せ
ず
し
て
照
し
と
云
ふ
不
酤
酒
戒
だ
禅

戒
本
義
に
は
佛
祖
正
傳
の
座原
文
マ
マ禅
を
不
酤
酒
戒
と
名
く
と
あ
る

座
禅
と
は
佛
性
三
昧
宝
鏡
三
昧
だ
座
禅
箴
を
見
と
見
塵

路
は
無
い
毎
日
〳
〵
朝
読
て
居
て
も
居
眠
半
分
だ
か
ら
分
ら

ぬ
の
だ
不
思
量
而
現
不

互
而
成
〈
乃
至
〉
曽
無
染
汚
之
親
其

親
無
委
而
脱
落
と
あ
る
染
汚
無
き
処
に
も
居
な
い
脱
落

を
す
る
将
来
未
将
来
一
切
に
犯
さ
れ
ぬ
水
清
徹
地
と
云
ふ

処
だ
此
れ
佛
祖
正
傳
の
三
昧
だ
圣
中
に
文
殊
大
士
一
日
佛
見

【

ウ
】

法
見
を
起
せ
ば
此
の
通
り
だ
南
泉
の
斬
猫
之
れ
が
不
酤
酒

戒
だ

第
六
不
説
過　

達
广
の
戒
で
は
自
性

妙
無
過
患
法

中
不
説
罪
過
為
不
説
四
衆
罪
過
戒
と
云
ひ
賣
り
買
ふ

聲
も
法
の
声
山
の
色
谷
の
響
き
も
実
相
の
法
燕
子
実
相

を
談
ず
が
ま
荷
葉
に
上
て
正
覚
を
唱
ふ
溪
聲
広
長
舌

山
色
清
浄
身
更
に
罪
過
は
無
ひ
其
れ
を
同
道
同
法
同
証

同
行
と
云
ふ
更
に
別
塵
は
無
ひ
莫
教
説
過
と
文
に
あ
る

【

オ
】

何
を
罪
過
と
し
て
説
く
の
だ
至
道
無
難
唯
嫌
揀
擇

同
証
同
行
一
切
法
は
皆
な
本
証
悉
く
妙
修
に
非
さ
る
は
無

し
汝
も
如
是
我
も
又
如
是
更
に
罪
過
は
無
い
此
を
㐧
六
不

説
過
戒
と
為
す
一
戒
〳
〵
悉
く
佛
性
の
光
明
璨
爛
と
し
て
居

る
防
非
止
悪
で
は
な
ひ
白
毫
光
で
あ
る

第
七
不
自
讃
毀
他　

達
广
は
自
性

妙
於
平
等
法
中
不

説
自
他
為
自
讃
毀
他
戒
と
あ
る
自
他
は
無
ひ
自
他
を
見
る

の
は
法
性
に
通
達
せ
ぬ
故
だ
佛
性
に
徹
底
せ
ぬ
の
だ
金
剛

【

ウ
】

経
を
見
よ
無
我
相
無
人
相
無
衆
生
相
無
住
者
相
と
あ
る
之
れ

佛
が
金
剛
三
昧
に
入
て
明
め
て
御
説
に
成
る
と
上
は
佛
界
よ
り

下
地
獄
界
の
底
に
至
る
ま
で
無
我
相
じ
や
平
等
の
法
で
あ
る

其
の
平
等
な
る
一
心
戒
を
乃
佛
乃
祖
証
尽
虚
と
云
ふ
の
だ
証

と
は
何
を
証
す
る
の
だ
大
地
虚
空
も
一
枚
に
成
る
の
だ
此
の
時
は

大
地
に
寸
𡈽
な
く
空
に
中
外
な
し
之
れ
大
地
を
証
し
尽
空
を

證
し
た
の
だ
此
の
時
は
寸
𡈽
も
中
外
も
無
ひ
之
れ
を
達
广
は

平
等
法
中
と
云
は
れ
た
夫
れ
を
書
き
換
へ
ら
れ
た
迠
だ
天

【

オ
】



洞
門
に
お
け
る

教
授
戒
文

の
作
法
的
意
義
に
つ
い
て

地
と
吾
れ
と
同
根
万
物
と
吾
と
一
体
此
の
語
甚
だ
竒
な
る

地
に
寸
𡈽
は
無
ひ
法
界
一
枚
の
月
の

界
だ
或
現
大
身
或
現

法
身
此
れ
が
㐧
七
不
自
讃
毀
他
戒
じ
や
天
地
に
讃
毀
す
る

自
他
は
無
ひ
之
れ
が
禅
戒
だ
此
れ
を
置
て
普
通
の
文
字
の

通
り
の
道
徳
戒
で
は
禅
戒
で
は
無
ひ
道
徳
戒
だ

第
八
不
慳
法
財　

自
性

妙
眞
如
周
遍
中
不
起
一
相
慳
執

為
不
貪
慳
戒
と
一
心
戒
に
は
あ
る
御
開
山
も
よ
く
意
を
云
ひ

抜
た
者
じ
や
法
の
上
よ
り
云
へ
ば
一
句
一
偈
万
功
万
德
だ
何

【

ウ
】

に
故
で
あ
る
真
如
佛
性
で
あ
る
心
圣
一
巻
も
大
般
若
六
百
巻
も

変
り
は
無
ひ
一
法
一
証
だ
諸
佛
諸
祖
だ
念
佛
一
聲
も
法
華

題
目
も
諸
佛
諸
祖
で
あ
る
一
法
の
法
性
な
ら
ざ
る
は
無
ひ
従
来

不
曽
惜
也
目
の
前
に

て
居
る
華
厳
圣
に
は
一
色
一
香
無

非
中
道
と
云
ふ
て
あ
る
一
色
一
香
の
上
に
中
道
は

れ
て
居
る
惜

で
は
居
ら
ぬ
其
れ
を
惜
で
説
か
ぬ
と
は
訳
の
分
ら
ぬ
馬
鹿
の

話
だ
鴉
鳴
鵲
噪
幾
時
休
せ
ぬ
如
是
に
徹
底
す
る
の
が
㐧

八
不
慳
法
財
戒
で
あ
る
玄
沙
は
尽
大
地
一
顆
の
明
珠
と
云
ふ
た

【

オ
】

明
珠
の
前
に
は
前
三
々
后
三
々
だ
從
来
一
法
と
し
て
曽
て
惜
で
は

居
ら
ぬ
何
れ
の
戒
と
礫
も
実
に
難
有

㐧
九
不
瞋
恚　

達
广
は
自
性

妙
於
無
戒
法
中
不
許
実
我
名

不
瞋
恚
戒
と
あ
る
御
開
山
は
能
く
も
如
是
説
か
れ
た
者
だ
瞋

恚
の
起
る
時
は
我
の
有
る
時
じ
や
無
心
無
念
の
時
に
ム
カ
ツ
キ

は
無
い
非
退
非
進
…
…
…
…
此
れ
無
我
と
云
ふ
こ
と
だ
法
は
無

我
で
あ
る
我
が
あ
れ
ば
こ
そ
進
退
虚
実
が
あ
る
一
切
法
は
進
と

退
と
虚
も
実
も
無
ひ
去
無
去
處
来
無
来
處
一
切
法
無
我

【

ウ
】

性
に
通
達
す
れ
ば
般
若
の

光
が

れ
る
般
若
の

光
を
以
て

自
己
を
荘
厳
し
て
居
る
更
に
瞋
る
可
き
者
は
無
い

第
十
不
謗
三
宝
戒　

達
广
は
自
性

妙
於
一
切
法
中
不
起

生
佛
二
見
為
不
謗
三
宝
戒
と
あ
る
如
是
佛
如
是
誰
ぞ
或

は
汝
は
是
惠
超
之
れ
が
不
謗
三
宝
戒
だ
生
佛
の
二
見
を
起

さ
ヽ
る
時
汝
は
是
れ
惠
超
で
あ
る
更
に
惠
超
其
の
者
を
取
り

除
け
ぬ
不
二
で
あ
る
禅
戒
本
義
に
御
抄
を
引
て
曰
く
一
体
ト

ハ
イ
カ
ン
マ
ヅ
佛
ト
ハ
法
身

ニ
テ
周
遍
法
界
ナ
ル
大

ナ
リ

【

オ
】

法
ト
ハ
諸
法
実
相
ト
テ
コ
レ
周
遍
法
界
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
コ
ノ
故
ニ
人

々
各
々
丗
尊
ト
同
時
成
道
ノ
現
身
ナ
リ
喫
茶
喫
飯

尊

ト
同
体
法
輪
ノ
演
法
間
隙
ナ
キ
モ
ノ
ナ
リ
コ
レ
ガ
丗
間
ノ
律4

梁
ニ 

津
の
誤
記

テ
ア
ル
僧
宝
ナ
レ
バ
各
自
薩
婆
若
海
ノ
德
ア
ル
人
々
ナ
リ
と
あ
る

現
身
演
法
と
は
其
處
じ
や
今
の
人
々
の
現
身
が
自
性

妙

生

不
二
現
身
が
法
身
の
現
生
だ
大
日
圣
に
一
切
衆
生
動
止

佛
因
也
と
此
れ
現
身
じ
や
同
く
大
日
経
に
一
切
衆
生
言
語
陀

尼
也
と
あ
り
之
れ
演
法
だ
薩
婆
若
海
と
は
佛
相4

海
だ
現 

性
の
誤
記

【

ウ
】

身
も
演
法
も
佛
相4

海
だ
一
口
に
云
へ
ば
三
宝
の
動
作
だ
身
を
云
へ 

性
の
誤
記
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ば
佛
言
語
を
云
へ
ば
陀

尼
吾
人
の
行
住
坐
臥
は
三
宝
の
行

住
坐
臥
じ
や
と
云
ふ

だ
理
事
更
に
相
違
せ
ず
法
に
反
か
ぬ

処
が
和
合
僧
じ
や
故
に
総
て
の
動
作
か
薩
婆
若
海
に
皈
す
る

之
れ
丗
間
の
律4

梁
と
云
ふ
の
だ
此
の
三
宝
が
丗
間
の
渡
し
舟
だ 

津
の
誤
記

故
に
比4

の
三
宝
の
佛
戒
を
頂
戴
し
今
身
よ
り
佛
身
に
至
る
迠 

此
の
誤
記

行
住
坐
臥
尽
未
来
際
に
持
て
行
け
よ
と
御
示
し
だ

此
ノ
十
六
條
ノ
佛
戒
以
上
は
概
念
で
あ
る
故
に
或
は
礼
拝
或
は

【

オ
】

拝
受
と
語
を
分
て
御
云
で
あ
る
法
に
依
り
教
に
依
り
て
佛
戒

を
受
け
よ
吾
れ
汝
を
導
て
佛
戒
を
受
け
さ
し
て
や
る
引
證

す
る
か
ら
礼
受
せ
よ
教
授
が
戒
想4

を
説
て
聞
か
せ
て
檀 

相
の
誤
記

の
前
に
連
れ
て
行 くの
で
あ
る
か
ら
礼
拝
讃
歎
限
り
は
無
い

戒
相
を
能
く
聞
て
居
る
か
ら
誤
り
も
無
く
授
戒
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
だ
此
の
戒
は
一
の
佛
性
法
性
を
ば
十
重
禁

戒
と
云
ひ
三
聚
浄
戒
と
云
ひ
三
皈
と
云
ふ
皆
な
佛
性
の
外
は
無

い
佛
性
の
理
に
通
達
す
る
故
に
虚
言
は
言
へ
ぬ
云
ふ
可
き
虚

【

ウ
】

が
無
い
の
だ
今
の
人
が
戒
は
佛
教
道
徳
じ
や
と
云
ふ
が
戒
其
の
者
は

道
徳
で
は
無
い
が
道
徳
も
之
れ
よ
り
出
る
の
で
あ
る
此
れ
が
一

切
道
德
の
根
源
で
あ
る
一
切
の
法
は
虚
に
非
す
実
に
非
ず

故
に
謗
る
べ
き
者
は
無
ひ
三
宝
を
謗
る
は
徹
底
せ
ぬ
か
ら
だ

瞋
る
可
き
者
も
無
ひ
前
三
々
后
三
々
鴉
鳴
鵲
噪
幾
時
休

せ
ぬ
で
法
の
慳
み
様
も
無
ひ
慳
み
て
も

れ
て
居
る
に
非
ず
や

后
に
も

れ
て
居
る
此
の
法
に
通
達
せ
ば
他
に
し
て
毀
り
様

も
無
く
讃
め
様
も
無
い
の
だ
佛
性
法
性
に
通
達
す
る
時

【

オ
】

丗
間
の
倫
理
道
德
も
之
れ
よ
り
起
る
其
れ
を
丗
間
の
道
德
話

の
様
に
盗
人
を
し
て
は
成
ら
ぬ
ぞ
虚
言
を
言
ふ
て
は
成
ら
ぬ

位
で
は
禅
戒
と
は
言
へ
ぬ
之
れ
が
佛
祖
の
一
大
事
因
縁
だ
実

に
難
有
甚
深
で
あ
る
丁
寧
に
云
へ
ば
中
々
一
席
や
二
席

で
は
話
し
尽
す

は
出
来
ぬ
が
大
体
を
云
へ
ば
之
れ
𠀋
だ

先
づ
大
体
は
之
れ
𠀋
け
で
相
違
は
無
ひ
故
に
是
に
依
て
大

体
を
知
り
禅
戒
の
何
た
る
を
知
り
甚
深
な
る
道
理
を

知
す
る
か
能
い
然
し
て
丗
間
の
戒
師
様
の
話
を
見
よ
禅
戒
で

【

ウ
】

は
無
ひ
道
德
戒
が
夛
い

話
は
外
の
事
に
成
る
が
話
て
置
か
う
黒
田
様
に
も
話
た
が
黒
田

様
は
大
悟
の

漢
じ
や
と
云
は
れ
た
が
彼
の
慈
雲
律
師
で
あ
る

実
に
エ
ラ
イ
人
だ
得
道
の

漢
で
あ
る
序
で
だ
か
ら
話
し
て

置
か
ふ
彼
の
慈
雲
律
師
の
記
か
れ
た
本
に
金
剛
圣
聞
觧
と

云
ふ
が
あ
る
金
剛
圣
を
話
さ
れ
た
者
で
近
年
鴻
盟
社
か
ら

出
版
し
た
本
だ
其
の
本
の
中
に
云
く
般
若
波
羅
密原
文
マ
マに

通
達

せ
ず
は
戒
を
発
得
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
戒
を
悟
た
の
で
な
い

【

オ
】

大
悟
徹
底
せ
ば
一
切
の
戒
に
は
反
か
ぬ
今
の
禅
僧
は
大
悟
を

唱
ふ
る
も
無
慚
無
愧
な

を
す
る
何
を
大
悟
徹
底
し
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作
法
的
意
義
に
つ
い
て

た
か
大
悟
徹
底
の
衲
僧
な
れ
ば
天
地
と
吾
と
同
根
萬
物

と
吾
と
一
体
で
あ
る
其
の
同
根
一
体
の
者
が
何
を
自
と
し

何
を
他
と
し
て
殺
す
の
で
あ
る
盗
む
可
き
者
も
無
く
男

女
の
相
も
無
ひ
殺
す
可
く
盗
む
可
く
淫
す
可
き
者
を
見
ぬ

空
無
我
に
達
せ
ば
悪
と
し
て
為
す
べ
き
は
な
い
故
に
不

邪
婬
戒
不
偸
盗
戒
を
発
得
す
る
事
か
出
来
る

【

ウ
】

般
若
三
昧
に
通
達
せ
ば
一
切
戒
を
発
得
す
る
戒
法
発
得

が
出
来
ず
は
大
悟
の
人
で
な
い
一
切
の
戒
を
悟
る
一
切
の
戒
は

自
心
自4

相
の

現
で
あ
る
今
の
書
生
衆
の
云
の
を
聞
け
ば 

実
の
誤
記

或
は
消
極
的
道
德
で
あ
る
と
か
或
は
曰
く
禁
欲
主
義
で

あ
る
禁
欲
主
義
は
印
度
古
来
の
道
德
で
あ
る
今
日
の
道

德
は
積
極
的
で
無
く
ば
■
成
ら
ぬ
な
そ
と
云
ふ
て
居
る

髙
い
米
を
食
ふ
て
比4

の
様
な
馬

な
事
を
云
ふ
ツ
マ
ラ
ヌ 

此
の
誤
記

大
悟
と
は
自
心
実
相
に
通
達
し
た
事
を
云
ふ
通
達
し
た
物
が

【

オ
】

如
何
し
て
盗
み
如
何
に
し
て
妄
言
す
る
ぞ
戒
法
に
順
ご
う

処
は
実
相
に
順
た
者
だ
苺
く
處
は
自
性
に
反
く
の
じ
や

馬
鹿
な
事
を
雷
同
し
て
は
成
ら
ぬ
此
の
佛
戒
は
佛
祖
正

傳
の
戒
だ
此
れ
を
受
持
せ
ば
佛
境
界
だ
位
大
覚
に
同
ふ
し

終
る
汝
も
如
是
我
亦
如
是
禅
戒
一
致
じ
や
一
切
の
公
案

は
尽
く
戒
法
の
上
に
あ
り
此
の
戒
法
は
一
千
七
百
則
の
有
る
處

じ
や
公
案
と
戒
と
更
に
変
り
は
無
い
禅
と
戒
と
は
一
致
で

あ
る
禅
即
戒
此
れ
を
誤
ま
ら
ぬ
様
に
す
る
が
能
い

【

ウ
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

）



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

│
│ 
附
録
丘
宗
潭
老
師
室
内
三
物
秘
辨
提
唱
録

翻
刻
資
料
│
│

菅　

原　

研　

州

キ
ー
ワ
ー
ド
：
曹
洞
宗
学　

室
内
三
物
秘
弁　

丘
宗
潭

　

本
論
は
、
近
代
の
曹
洞
宗
に
お
け
る

室
内
三
物

研
究
を
概
観
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
後
尾
に
は
附
録
と
し
て
新
出
資
料

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘

辨

提
唱
録

を
翻
刻
し
て
掲
載
し
た
。
併
せ
て
参
究
の
資
助
と
せ
ら
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

曹
洞
宗
に
お
け
る

室
内
三
物

と
は
、
江
戸
元
禄
期
の

宗
統
復
古
運

動

以
降
に
定
め
ら
れ
、
あ
る
学
僧
の
境
涯
が
満
ち
た
こ
と
を
師
匠
が
認
め

た
際
に
、
そ
の
証
明
と
し
て
伝
授
（
こ
れ
を
嗣
法
・
伝
法
と
呼
称
す
る
）
さ

れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
嗣
書

大
事

血
脈

で
あ
る
。

　

江
戸
元
禄
期
の

宗
統
復
古
運
動

が
成
就
す
る
ま
で
も
、
こ
れ
ら
の

室
内
三
物

が
活
用
さ
れ
て
い
た
事
例
は
あ
る
が
、
必
須
の
伝
授
物
で
は

な
か
っ
た
印
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
該
の
運
動
を
推
進
し
た
卍
山
道
白
禅

師
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）・
梅
峰
竺
信
禅
師
（
一
六
三
三
〜
一
七
〇

七
）
の
二
師
は
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
た
と
さ
れ
る
。

　
　

傳
法
之
本
意
者
、
正
敷
罷
リ
成
候
フ
訣
、
申
上
候
、
其
ノ
訣
ハ
者
、

　
　
　

洞
家
傳
法
之
三
物

　
　

一　

嗣
書　

傳
法
之
正
脈
也
、

　
　

一　

血
脈　

傳
戒
之
正
脈
也
、

　
　

一　

大
事　

嗣
書
血
脈
内
證
之
密
意
也
、

　
　
　

右
、
嗣
書
血
脈
之
二
物
者
、
其
體
者
一
レ
種
ニ
而
、
同
ク
釋
迦
如
來

ヨ
リ
、
今
日
之
本
師
迄
、
名
字
連
來
、
洞
濟
之
系
圖
ニ
而
、
御
座
候
、

其
内
、
嗣
書
之
系
圖
者
、
傳
法
之
正
脈
ニ
御
座
候
故
、
一
師
印
證
、
堅

グ
相
守
之
、
血
脈
之
系
圖
、
其
ノ
外
、
其
寺
寺
傳
來
之
秘
法
等
者
、
移

リ
替
リ
之
砌
、
只
今
迄
之
通
ニ
仕
候
者
、
其
ノ
寺
開
山
之
系
圖
、
并
ニ

一
切
法
儀
等
茂
、
捨
リ
不
申
、
尤
本
末
之
儀
式
等
、
諸
事
有
リ
來
候
通

ニ
而
、
只
三
物
之
内
、
嗣
書
一
種
、
再
傳
不
仕
迄
ヲ
以
、
傳
法
之
本
意

相
立
申
候
、
此
ノ
一
事
、
御
吟
味
ヲ
以
、
洞
家
之
正
法
、
御
取
立
被
下

候
樣
ニ
、
奉
願
候
、
右
之
趣
、
權
現
樣
、
洞
家
一
宗
江
、
被
仰
付
候
、

御
條
目
ニ
能
相
叶
申
義
ニ
御
座
）

（
候
、

　

右
は
、
宗
統
復
古
運
動

の
顛
末
を
記
し
た

宗
統
復
古
志

か
ら
の

引
用
だ
が
、
二
師
は
、
宗
派
の
僧
侶
が
伝
法
を
行
う
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の

室
内
三
物

を
伝
授
し
、
更
に
特
定
の
寺
院
に
入
る
に
は
、
嗣
書

以
外



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

の

血
脈

大
事

の
二
物
を
先
代
の
住
持
な
ど
か
ら
重
受
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
。
そ
の
後
、
洞
門
の
両
大
本
山
や
、
関
三
刹
な
ど
統
治
側
の
議
論

を
経
て
、
ほ
ぼ
こ
の
通
り
の
内
容
を
幕
府
は
認
め
た
。
元
禄
一
六
年
（
一
七

〇
三
）
八
〜
九
月
の
こ
と
で
あ
る
。

　

結
果
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
、
師
か
ら
仏
法
を
受
け
嗣
い
だ
証
明
で
あ
る

嗣
書

の
み
は
一
回
き
り
の
伝
受
だ
が
、
師
か
ら
戒
を
受
け
嗣
い
だ
証
明

で
あ
る

血
脈

と
、
そ
の
内
容
を
証
明
す
る

大
事

は
、
寺
院
（
当

時
、
伽
藍
に
は
開
山
以
来
の
系
統
が
法
﹇
伽
藍
法
﹈
と
し
て
具
わ
っ
て
い
る

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
）
を
受
け
嗣
ぐ
際
に
重
受
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
江
戸

時
代
元
禄
期
以
降
は

嗣
書

血
脈

大
事

伽
藍
血
脈

伽
藍
大

事

の

五
物

を
受
け
嗣
い
で
い
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
明
治
期
に
入
り
、
曹
洞
宗
自
体
が
明
治
七
年
以
降
、
従
来

の
両
大
本
山
東
京
出
張
所
を
改
組
し
て
編
成
さ
れ
た
曹
洞
宗
務
局
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
特
に
伽
藍
相
続
に
つ
い
て
改
正
が
な
さ
れ
、

全
国
末
派
寺
院

に
向
け
て

第
一
號　

八
年
一
月
十
三
日
（
伽
藍
二

脈
重
授
廃
止
ノ
件

と
も
呼
称
）
の
布
達
が
発
布
さ
れ
た
。

　
　

師
資
面
授
嗣
法
了
畢
三
脉
ヲ
帯
テ
以
テ
法
燈
ヲ
維
持
ス
ル
ハ
宗
祖
ノ
家

訓
ニ

毫
モ
違
犯
ス
可
カ
ラ
ズ
然
ル
ニ
中
古
亂
燈
祖
規
ヲ
敗
リ
院
ニ
由

テ
師
ヲ
換
ヘ
其
弊
殆
ン
ド
濟
フ
可
ラ
ザ
ル
ニ
至
ル
元
禄
ノ
度
卍
山
梅
峯

之
ヲ
患
ヒ
屡
々
官
衙
ニ
哀
訴
シ
テ
復
古
ノ
勵
勞
ア
ル
ハ
末
派
ノ
熟
知
ス

ル
所
ナ
リ
然
ト
雖
積
年
ノ
弊
垢
一
洗
悉
ク
拭
フ
ガ
如
ク
ナ
ル
能
ハ
ズ
遂

ニ
伽
藍
二
脉
重
授
ノ
規
ヲ
創
シ
テ
以
テ
當
時
ノ
意
ニ
充
タ
シ
ム
延
テ
今

日
ニ
至
リ
尚
ホ
克
ク
宗
祖
ノ
家
訓
ニ
復
セ
ザ
ル
ハ
豈
ニ
兒
孫
の
遺
憾
ナ

ラ
ズ
ヤ
因
テ
今
般
斷
然
伽
藍
二
脉
重
授
ヲ
廃
止
シ
候
條
末
派
ノ
僧
侶
厚

ク
此
意
ヲ
體
ス
ベ
シ
自
今
師
資
面
授
入
室
傳
法
三
脉
ヲ
帯
ル
者
ハ
永
瑩

門
下
何
レ
ノ
寺
院
ニ
住
ス
ル

ニ
伽
藍
二
脉
ヲ
附
贅
ス
ル
ニ
不
及
候

此
旨
布
達
候
）

（
事

　

議
論
の
過
程
は
分
か
ら
な
い
が
、
明
治
八
年
に
な
っ
た
途
端
に
発
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
も
検
討
は
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
要

す
る
に
、
こ
の
布
達
に
よ
っ
て

伽
藍
法

と

伽
藍
二
脈

が
廃
止
さ

れ
、
人
）

（
法
の
み
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
伽
藍
法

と
は
、
江

戸
時
代
に
明
確
化
さ
れ
た
寺
院
同
士
の
本
末
関
係
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ

た
が
、
上
記
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
本
末
関
係
も
同
時
に
解
消
さ
れ
た
と
思
う

僧
侶
が
出
た
こ
と
が
、
明
治
八
年
の

第
一
回
曹
洞
宗
末
派
寺
院
総
代
会

議

で
指
摘
さ
れ
）

（
た
た
め
、
翌
年
の
宗
務
局
布
達

第
二
號　

九
年
二
月
十

五
）

（
日

で
は
、
末
派
寺
院
に
対
し
て
、
本
寺
か
ら
の
諸
義
務
を
尽
く
す
よ
う

に
戒
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
上
記
は
形
式
と
作
法
の
二
面
に
つ
い
て
論
じ
た
の
み
だ
が
、
江
戸

元
禄
期
に
右
の
通
り

室
内
三
物

乃
至

五
物

が
定
ま
り
、
僧
侶
と
し

て
所
持
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
研
究
も
進
む
こ
と
に
な
り
、

膨
大
な
数
の
解
説
書
が
編
ま
れ
る
よ
う
に
至
っ
た
。
一
例
だ
が
、
昭
和
初
期

に
当
該
分
野
を
研
究
さ
れ
て
い
た
永
久
岳
水
先
生
は
、
直
接
関
係
が
あ
る
も

の
と
断
っ
た
上
で
二
三
本
の
解
説
書
を
挙
げ
て
い
）

（
る
。

　

た
だ
し
、
室
内
三
物

へ
の
解
説
に
、
そ
れ
ら
を
伝
授
す
る

伝
法

式

の
作
法
ま
で
含
ん
で
い
る
文
献
と
限
定
し
た
場
合
、
該
当
す
る
の
は
以

下
の
三
本
と
な
る
。



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

・
面
山
瑞
方

伝
法
室
内
密
示
聞
記
（
享
保
年
間
以
降
に
成
立
か
）

・
万
仭
道
坦

室
内
三
物
秘
弁
（
宝
暦
年
間
に
成
立
）

・
瞎
道
本
光

室
内
聯
灯
秘
訣
（
宝
暦
三
年
に
成
立
）

　

こ
の
内
、
従
来
の
曹
洞
宗
で
広
く
用
い
ら
れ
た
の
は
、
万
仭
禅
師
の

室

内
三
物
秘
弁
（
以
下
、
秘
弁

と
略
記
）
で
あ
り
、
明
治
期
以
降
は
各
種

単
行
本
も
出
さ
れ
、
曹
洞
宗
全
書

室
中

に
も
収
録
さ
れ
た
。
同
じ

く
、
面
山
禅
師

伝
法
室
内
密
示
聞
記

も
近
代
以
降
に

洞
上
室
内
及
禪

戒
論
藪

や

曹
洞
宗
全
書

室
中

な
ど
、
幾
つ
か
の
文
献
に
収
録
は

さ
れ
た
が
、
秘
弁

ほ
ど
の
流
布
は
し
て
い
な
い
。
瞎
道
禅
師

室
内
聯

灯
秘
訣

は
写
本
の
み
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
全
体
の
研
究
も
ま
だ
端
緒
に
就

い
た
ば
か
り
で
あ
）

（
る
。
い
や
、
そ
も
そ
も
上
に
挙
げ
た
文
献
は
、
江
戸
期
ま

で
は
全
て
写
本
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
期
も
後
半
に
差
し
掛
か
る

と
、
秘
弁

の
刊
行
や
勉
強
会
の
実
施
な
ど
で
、
宗
派
内
に
お
け
る
重
要

度
が
大
き
く
な
っ
た
。

　

以
下
、
本
論
で
は
、
近
代
に
お
け
る

室
内
三
物

の
参
究
に
つ
い
て
概

観
し
、
曹
洞
宗
内
の
宗
旨
・
教
義
へ
の
影
響
な
ど
も
考
察
し
て
み
た
い
。

　

本
項
で
は
、
筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
近
代
洞
門
に
お
け
る

室
内
三
物

参
究
に
関
連
す
る
事
項
を
略
年
表
の
体
裁
で
提
示
し
、
全
体

の
流
れ
を
俯
瞰
し
て
お
き
た
い
（
敬
称
等
略
記
）。

明
治　

八
年　

一
月　
　

曹
洞
宗
務
局
が
布
達
で
伽
藍
二
脈
を
廃
止
。

明
治
一
八
年　

四
月　
　

曹
洞
宗
務
局
提
出
の

曹
洞
宗
宗
制

が
内
務
卿

松
方
正
義
に
よ
っ
て
認
可
、
曹
洞
宗
僧
侶
教
師

分
限
稱
號
并
試
験
規
則

で
僧
侶
の
分
限
が
定
ま

る
。

明
治
三
四
年　
　

夏　
　

西
有
穆
山
が
曹
洞
宗
大
学
・
洞
上
青
年
夏
期
講
習

会
で

秘
弁

を
提
）

（
唱
。

明
治
三
九
年　

二
月　
　

曹
洞
宗
務
院

曹
洞
宗
宗
制

曹
洞
宗
僧
侶
教

師
分
限
稱
號
法

を
改
正
し
、
僧
侶
の
分
限
を
一

部
変
更
。

　
　
　
　
　
　

九
月　
　

丘
宗
潭

秘
弁

提
唱
（
本
論
附
録
）

明
治
四
二
年　

一
月　
　

丘
宗
潭
が
細
川
道
契
に

秘
弁

を
口
）

（
授
。

明
治
四
三
年　

二
月　
　

一
喝
社

室
内
三
物
秘
辨

刊
行

　
　
　
　
　

一
二
月　
　

西
有
穆
山
遷
化
（
世
寿
九
〇
）

明
治
年
間　
　
　
　
　
　

洞
上
室
内
三
物
論
叢

刊
）

（
行

大
正　

二
年
一
一
月　
　

愛
知
県
内
寺
院
の
要
請
で
丘
宗
潭
校
訂

校
訂
室

内
三
物
秘
辨
（
玉
林
斎
）
を
刊
行
（
翌
年
三
月

に
再
治
）。

大
正　

三
年　
　
　
　
　

丘
宗
潭
が

秘
弁

提
唱
（
眼
蔵
家
の
逸
話
）

大
正
一
〇
年　

八
月　
　

丘
宗
潭
遷
化
（
世
寿
六
二
）

大
正
一
二
年　

九
月　
　

岸
澤
惟
安
が

改
訂
室
内
三
物
秘
辨

の
序
を
記

す
。

　
　
　
　
　

一
〇
月　
　

曹
洞
宗
宗
制

曹
洞
宗
僧
侶
教
師
分
限
稱
號

法

が
改
正
さ
れ
て

宗
令

に
入
り
、
僧
侶
の



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

分
限
を
一
部
変
更
。

大
正
一
三
年　

四
月　
　

岸
澤
惟
安
改
訂

改
訂
室
内
三
物
秘
辨
（
鴻
盟

社
）
刊
行

大
正
一
四
年　

七
月　
　

中
村
隆
道
編

洞
上
室
内
及
禪
戒
論
藪
（
鴻
盟

社
）
刊
行

　
　
　
　
　
　

八
月　
　

曹
洞
宗
務
院

曹
洞
宗
僧
侶
傳
法
令

を
発
布

し
、
伝
法
式
等
に
用
い
る
三
種
の
式
本
（
洞
上

室
内
儀
軌
）
や
三
物
地
帛
を
、
印
刷
・
下
附
と

通
知
。

昭
和　

五
年　

一
月　
　

本
嶽
祖
仙
・
永
久
岳
水
共
著

室
内
三
物
秘
辨
講

話
（
禪
學
普
及
会
）
刊
行

　
　
　
　
　
　

五
月　
　

大
久
保
道
舟
編

曹
洞
宗
大
系
譜
（
仏
教
社
）

刊
行

昭
和　

七
年　
　

秋　
　

岸
澤
惟
安
が
名
古
屋
奉
安
殿
布
教
部
主
催
の
正
法

眼
蔵
会
で

秘
弁

を
提
唱
。

昭
和　

八
年
一
〇
月　
　

岸
澤
惟
安
に
よ
る
前
年
の
提
唱
を

改
訂
室
内
三

物
秘
辨
觸
耳
録
（
奉
安
殿
護
國
院
布
教
部
）
と

し
て
刊
行
。

昭
和
一
二
年　
　
　
　
　

杉
本
俊
龍
が
因
幡
道
交
會
で

室
中
切
紙

解
説

書
の
頒
布
を
懇
望
さ
れ
）

（
る
。

昭
和
一
三
年　

六
月　
　

曹
洞
宗
全
書

室
中

に

改
訂
室
内
三
物
秘

辨

を
収
録
。
秘
弁

諸
系
統
中
、
岸
澤
本
を

事
実
上
の
公
式
テ
キ
ス
ト
化
。
同
様
に
面
山
瑞
方

伝
法
室
内
密
示
聞
記

等
も
収
録
。

　
　
　
　
　
　

七
月　
　

杉
本
俊
龍

洞
上
室
内
切
紙
并
参
話
研
究
（
室

内
研
究
頒
布
會
）
刊
行

　
　
　
　
　

一
〇
月　
　

曹
洞
宗
全
書

拾
遺

に

日
域
曹
洞
室
内
嫡

嫡
祕
傳
密
法
切
紙

を
収
録
。

昭
和
二
三
年　
　

夏　
　

細
川
道
契
が
東
京
都
宗
務
所
主
催
の

三
物
秘
辨

講
習
会

で
講
義
。

昭
和
二
四
年
一
〇
月　
　

細
川
道
契
が
前
年
の
講
習
会
記
録
と
、
自
身
が
筆

録
し
て
い
た
丘
宗
潭
の
提
唱
録
を
翻
刻
し

洞
上

室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話
（
高
乘
寺
）
刊

行
。

　

以
下
、
右
の
事
績
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
、
明
治
八
年
の

布
達
は
既
に
論
じ
た
と
こ
ろ
だ
が
、
追
記
を
し
て
お
き
た
い
。
江
戸
時
代
ま

で
伽
藍
法
に
基
づ
く
伽
藍
二
脈
が
残
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
元
禄
期
の

宗

統
復
古
運
動

以
前
の
慣
習
を
残
し
た
と
見
る
の
は
簡
単
だ
が
、
も
う
一

つ
、
宗
派
内
に
お
い
て
、
外
部
に
は
見
え
に
く
い
実
質
的
な
分
派
が
あ
っ
た

可
能
性
が
あ
る
。
曹
洞
宗
は
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）

七
月
に
発
せ
ら
れ
た

永
平
寺
諸
法
度

總
持
寺
諸
法
度

に
基
づ
き
、

両
大
本
山
制
を
定
め
ら
れ
た
。

　

更
に
、
幕
府
の
政
策
で
寺
院
の
本
末
関
係
が
整
備
さ
れ
る
と
、
全
国
各
地

の
曹
洞
宗
寺
院
は
、
必
ず
永
平
寺
か
總
持
寺
の
末
寺
に
入
る
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
の
上
で
、
各
寺
院
は
開
山
以
来
の
系
統
を
守
る
形
で
色
分
け
さ
れ
た



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

と
思
わ
れ
る
。
あ
る
学
人
が
、
自
分
の
師
匠
が
住
持
だ
っ
た
寺
院
を
弟
子
と

し
て
受
け
嗣
ぐ
の
で
あ
れ
ば
問
題
は
無
い
が
、
別
の
系
統
の
寺
院
に
入
る
際

に
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
の
嗣
法
を
捨
て
て
、
移
転
先
の
寺
院
の
開
山
以
来
の

法
系
を
嗣
い
だ
。
こ
れ
を

因
院
易
師

な
ど
と
い
う
。

　

し
か
し
、
宗
統
復
古
運
動

以
後
、
自
分
の
法
系
自
体
を
変
え
る
こ
と

は
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
、
便
宜
的
に
開
山
以
来
の
法
系
を

伽
藍
二
脈

に
込
め
て
相
続
し
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
寺
院
住
職
の

就
任
権
の
自
由
化
が
図
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。
実
際
に
、
運
動
を
推
進
し
た

卍
山
禅
師
の
法
嗣
で
あ
る
隠
之
道
顕
禅
師
（
一
六
六
三
〜
一
七
二
九
）
は
、

自
ら
が
首
座
を
勤
め
た
こ
と
を
機
縁
と
し
て
、
全
く
異
な
る
法
系
の
下
総
国

東
昌
寺
の
住
持
に
入
る
な
ど
し
た
。
関
東
の
寺
院
は
伽
藍
法
で
い
え
ば
通
幻

派
（
峨
山
韶
碩
│
│
通
幻
寂
霊
と
続
い
た
法
系
）
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
就

中
相
模
国
大
雄
山
最
乗
寺
に
源
を
発
す
る
寺
院
が
多
い
が
、
隠
之
禅
師
が

入
っ
た
東
昌
寺
は
、
最
乗
寺
末
で
は
な
い
が
下
総
総
寧
寺
（
通
幻
寂
霊
開

山
）
末
で
あ
り
、
同
じ
く
通
幻
派
で
あ
る
。
要
は
、
通
幻
派
寺
院
に
明
峰
派

（
峨
山
韶
碩
の
兄
弟
弟
子
に
な
る
明
峰
素
哲
よ
り
発
す
る
系
統
）
の
者
が

入
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

　

宗
務
局
に
よ
る
明
治
八
年
の
布
達
は
こ
の
流
れ
を
更
に
強
め
、
開
山
以
来

伽
藍
に
付
属
さ
れ
た
伝
灯
で
は
な
く
、
入
る
住
職
個
人
を
重
ん
じ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
例
え
ば
浄
土
宗
で
も
同
じ
よ
う
な
改
革
を
推
し
進
め
た
結

果
、
強
い
反
発
を
招
い
た
場
合
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
白
旗
派
を
中
心
と
し

た
浄
土
宗
に
統
合
さ
れ
た
鎮
西
義
名
越
派
で
は
、
僧
侶
の
分
限
を
定
め
る
課

程
ま
で
独
自
性
を
失
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
不
満
が
出
て
い
た
こ
と
を
報
じ

た
例
も
あ
）

（
る
。

　

曹
洞
宗
で
は
、
名
越
派
ほ
ど
の
強
い
不
満
が
出
た
と
は
聞
い
て
い
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
前
節
で
挙
げ
た
布
達
で

自
今
師
資
面
授
入
室
傳
法
三
脉

ヲ
帯
ル
者
ハ
永
瑩
門
下
何
レ
ノ
寺
院
ニ
住
ス
ル
ト
モ

と
断
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
は
、
伽
藍
法
の
問
題
が
住
持
就
位
の
問
題
に
直
結
す
る
も
の
だ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ
の
一
節
か
ら
は
、
住
持
就
位
の
条

件
に
、
面
授
・
入
室
・
伝
法
し
、
三
脈
を
得
た
者
と
規
定
し
た
の
で
あ
る
か

ら
、
伝
法
式
の
必
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
し
て
、
僧
侶
の
分
限
を
定
め
た

曹
洞
宗
宗
制

の
変
遷
も
、
宗
侶
に

対
し
て

室
内
三
物

へ
の
学
び
を
深
め
る
要
請
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
ず
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
に
最
初
の

宗
制

が
編
ま
れ
、
僧
侶
の

分
限
を
以
下
の
よ
う
に
定
め
た
。

　
　

第
一
得
度　

第
二
入
衆　

第
三
立
身
〈
已
上
ヲ
教
師
補
位
ト
ス
〉

　
　

第
四
傳
法　

第
五
住
職　

第
六
轉
衣　

第
七
結
制
〈
傳
法
已
下
ヲ
總
テ

教
師
位
ト
）

（
ス
〉

　

こ
の
内
、
本
論
に
関
わ
る
の
は

第
四
傳
法

で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
な

解
説
が
さ
れ
て
い
る
。

　
　

第
四　

傳
法
ハ
立
身
ノ
後
一
年
若
ク
ハ
二
三
年
〈
證
契
即
通
ヲ
期
ト
ス

ル
ユ
ヘ
年
限
ナ
シ
〉
ヲ
経
師
僧
ヘ
請
願
シ
教
示
ヲ
受
テ
一
七
日
加
行

滿
ス
ル

三
更
入
室
傳
法
嗣
續
ス
ル
ヲ
云　

以
上
ヲ
長
老
ト
稱
）

（
ス

　

右
の
説
明
の
通
り
で
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ

伝
法

は
各
寺
院
・
法
系

の
室
中
に
一
任
さ
れ
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
立
身
、
つ
ま
り
一
会
の
結
制

で
首
座
を
勤
め
た
後
で
あ
れ
ば
、
伝
法
式

に
必
要
な
七
日
間
の
加
行
を
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行
え
ば
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
長
老

と
は
、
七
つ
の

分
限

を
四
段

階
に
分
け
た
際
の
呼
称
で
、
第
二
段
階
に
該
当
す
る
。

　

こ
の
後
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
改
正
さ
れ
た

曹
洞
宗
僧
侶
教

師
分
限
稱
號
法

で
は
、
先
に
挙
げ
た

分
限

の
内
、
第
五
住
職

が

無
く
な
っ
た
程
度
で
、
大
き
な
変
更
は
無
か
っ
）

（
た
。
ま
た
、
明
治
一
八
年
時

に
は
、
伝
法

に
つ
い
て
右
の
よ
う
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
た
が
、
本

法
で
は

分
限

全
体
を
説
明
す
る
短
文
に
略
述
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
の

曹
洞
宗
僧
侶
傳
法
令

に
至

る
が
、
そ
の
前
に
、
大
枠
と
な
る

分
限

自
体
が
、
大
正
一
二
年
（
一
九

二
三
）
一
〇
月
の

僧
侶
教
師
分
限
稱
號
法

改
）

（
正
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
、

第
二
入
衆

が
削
除
さ
れ
て
全
五
段
階
と
な
っ
た
。
そ
の
上
で
、
分
限

全
体
の
説
明
に
入
っ
て
い
た

伝
法

に
関
す
る
規
程
は
、
曹
洞
宗
僧
侶

傳
法
令

と
し
て
別
立
て
と
な
り
拡
充
さ
れ
た
。

　

曹
洞
宗
僧
侶
傳
法
）

（
令

は
、
本
文
が
全
一
三
條
、
書
式
が
全
二
号
、
そ

し
て

傳
法
心
得
書

全
五
項
目
が
附
帯
さ
れ
、
末
尾
に
明
治
八
年
の
布
達

○
伽
藍
二
脈
重
授
廃
止
ノ
件

を
再
録
し
て
い
る
。
僧
侶
傳
法
令

か
ら

は
、
現
代
の
規
程
に
通
ず
る
内
容
が
、
こ
の
時
に
確
定
し
た
こ
と
が
理
解
出

来
る
。
特
徴
は
、
本
文
第
五
條
で
儀
軌
本
（
傳
法
式
本
・
傳
戒
儀
軌
本
・
教

授
戒
文
）
の
錯
誤
を
避
け
る
た
め
、
宗
務
院
で
印
刷
し
て
下
附
す
る
と
し

た
。
第
六
條
で
は
、
三
物
地
帛
も
宗
務
院
で
準
備
し
下
附
す
る
と
し
た
。
そ

し
て
、
こ
の
両
條
を
補
う
内
容
と
し
て
、
傳
法
心
得
書

の
第
一
項
目

で
、
傳
法
は

古
來
密
室
不
通
風

と
称
し
て
室
中
の
秘
伝
で
は
あ
っ
た

が
、
特
ニ
時
勢
ノ
變
遷
ニ
伴
ヒ
一
定
ノ
標
準
ヲ
定
ム
ル
必
要
ア
ル

と
認

め
て
、
宗
務
院
で
の
印
刷
等
を
推
進
す
る
こ
と
を
決
め
た
よ
う
で
あ
る
。
第

二
項
目
で
は
式
本
に
つ
い
て
、
室
中
相
互
の
相
違
は
と
も
か
く
も
、
写
誤
を

伝
え
ら
れ
る
事
例
が
多
い
と
し
、
宗
務
院
で
諸
本
校
定
を
行
い
、
定
本
（
洞

上
室
内
儀
軌

と
呼
称
）
を
印
刷
し
下
附
す
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
第
四
項
目
で
は
三
物
地
帛
の
説
明
を
し
、
そ
れ
ま
で
は
特
段
定
め
る
と

こ
ろ
が
無
か
っ
た
地
帛
を
、
永
平
寺
所
蔵
の
道
元
禅
師

嗣
書

を
基
準
に

梅
華
地
と
定
め
、
し
か
も
、
入
手
困
難
を
想
定
し
、
宗
務
院
が
特
製
し
下
附

す
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
本
論
と
し
て
重
要
な
の
が
第
五
項
目
で
、
三
物
の

調
認
法
は
各
室
中
の
相
伝
に
依
準
す
る
こ
と
を
求
め
つ
つ
も
、
室
内
三
物

秘
辨
等
ヲ
參
照
シ
鄭
重
如
法
ニ
調
整
ス
ベ
シ

と
示
し
た
。
つ
ま
り
、
宗
門

で
公
式
に
、
三
物
調
認
の
参
照
先
を

秘
弁

に
定
め
た
の
で
あ
る
。
一

応
、
等

と
は
あ
る
が
、
当
時
比
較
的
容
易
に
入
手
可
能
な
作
法
書
が

秘
弁

の
み
だ
っ
た
こ
と
を
思
う
と
、
当
局
の
意
図
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
一
節
は
、
現
行
の

宗
制

に
は
見
ら
れ
な
い
内
容
で
あ
る
が
、
一
時

期
の
宗
務
当
局
が
、
秘
弁

を
重
視
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
昭
和
に

入
っ
て

秘
弁

に
係
る
提
唱
録
・
解
説
本
が
刊
行
さ
れ
た
理
由
が
明
確
に

な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
は

曹
洞
宗
全
書

の
刊
行
が
進

み
、
関
連
し
て
従
来
書
写
の
み
で
伝
わ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
室
内
関
係
の
文

献
が
、
翻
刻
収
録
さ
れ
た
影
響
は
推
し
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。
室
中
の
秘
と

さ
れ
て
い
た
文
献
が
公
開
さ
れ
、
広
く
可
視
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
併
せ
て

こ
の
頃
、
杉
本
俊
龍
老
師
に
よ
る
切
紙
参
究
本
も
刊
行
さ
れ
た
。
宗
門
内
に

こ
の
方
面
の
参
究
を
志
す
者
が
い
て
、
情
報
の
共
有
が
望
ま
れ
た
時
代
だ
っ



近
代
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室
内
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た
と
い
え
よ
う
。

　

近
代
洞
門
に
お
け
る

秘
弁

参
究
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
流
れ
か
ら
見

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　

一
つ
は
、
秘
弁

参
究
を
進
め
、
講
義
・
講
読
を
さ
れ
た
祖
師
方
の

繋
が
り
。

　
　

一
つ
は
、
秘
弁

定
本
確
定
作
業
。

　

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
永
久

講
話

で
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

　
　

近
代
に
於
て
三
物
の
深
義
を
研
究
し
、
其
の
鼓
吹
に
つ
と
め
た
も
の

は
、
西
有
禅
師
を
始
め
と
す
る
其
の
一
家
一
門
で
あ
る
。
自
分
は
、
幸

に
も
西
有
禅
師
の
活
骨
髄
を
把
握
せ
ら
れ
た
、
總
持
寺
貫
首
禪
師
猊
下

に
は
直
接
の
指
南
を
受
け
、
岸
澤
惟
安
老
師
よ
り
宗
乘
に
つ
い
て
の
深

い
法
愛
を
蒙
り
、
別
に
丘
宗
潭
老
師
が
三
物
祕
辨
を
提
唱
さ
れ
た
筆
記

を
、
古
い
も
の
新
し
い
も
の
と
二
三
種
拜
讀
す
る
の
法
運
を
惠
ま

れ
）

（
た
。

　

大
本
山
總
持
寺
独
住
三
世
・
西
有
穆
山
禅
師
（
一
八
二
一
〜
一
九
一
〇
）

を
中
心
に
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
方
々
に
よ
る
展
開
で
あ
る
こ
と
を
明
示
さ

れ
て
い
る
。
岸
澤
惟
安
老
師
（
一
八
六
五
〜
一
九
五
五
）
は
西
有
禅
師
の
法

嗣
で
あ
る
し
、
更
に
丘
宗
潭
老
師
（
一
八
六
〇
〜
一
九
二
一
）
は
西
有
禅
師

の
法
嗣
で
は
な
い
が
、
門
人
と
し
て
そ
の
指
導
を
受
け
ら
れ
、
印
可
証
明
を

受
け
た
と
さ
れ
）

（
る
。

　

さ
て
、
西
有
禅
師
御
自
身
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
略
年
表
に
挙
げ
た
通

り
、
明
治
三
四
年
に
曹
洞
宗
大
学
（
後
の
駒
澤
大
学
）
で
、
青
年
僧
向
け
に

秘
弁

の
提
唱
を
さ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
後
述
す
る
が
、
丘
師
も
西
有

禅
師
か
ら

秘
弁

の
講
義
を
聞
い
た
と
し
て
い
る
の
で
、
本
来
で
あ
れ
ば

提
唱
録
な
ど
が
残
っ
て
い
て
然
る
べ
き
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
最
新
の
西
有

禅
師
研
究
で
あ
る
伊
藤
勝
司
氏

西
有
穆
山
と
い
う
生
き
方

で
も
、
該
当

す
る
著
作
の
名
前
は
見
当
た
ら
な
い
。
も
し
か
す
る
と
、
提
唱
録
が
ま
だ
見

付
か
っ
て
い
な
い
だ
け
か
も
し
れ
ず
、
今
後
、
調
査
な
ど
を
通
し
て
、
近
代

に
お
け
る

秘
弁

参
究
の
嚆
矢
た
る
成
果
を
拝
覧
・
参
究
す
る
機
会
を
得

た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
岸
澤
師
に
よ
る

改
訂
秘
弁

が

曹

洞
宗
全
書

室
中

に
収
録
さ
れ
る
に
及
び
、
宗
門
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を

作
り
上
げ
た
印
象
が
強
い
。
師
に
は
提
唱
録
も
残
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
）
秋
に
名
古
屋
市
奉
安
殿
（
後
の
大
本
山
永
平
寺
名
古
屋
別

院
）
の
布
教
部
が
主
催
し
た

正
法
眼
蔵
会

で
の
提
唱
録
が
、
翌
年

觸

耳
録

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
改
訂
秘
弁

本
文
の
一
々
の
語
に
、
懇
切

丁
寧
な
註
釈
が
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ
れ
ま
で
の
諸
提
唱
等
に
見
ら
れ

た
事
績
確
認
の
誤
り
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
こ
と
も
、
特
記
す
べ
き
事
柄
で

あ
る
。

　

一
例
と
し
て
、
秘
弁

の
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
本
は
、
万
仭
禅

師
が
跋
に

宝
暦
十
一
巳
春
、
朱
印
訂
賜
の
鈞
命
を
蒙
り

と
さ
れ
る
通

り
、
徳
川
九
代
将
軍
家
重
隠
居
（
宝
暦
一
〇
年
）
に
伴
う
一
〇
代
家
治
へ
の

代
替
わ
り
の
際
に
、
上
州
宝
積
寺
が
受
け
て
い
た

朱
印
状

の
再
交
）

（
付
を
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受
け
る
目
的
で
、
宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）
に
江
戸
に
登
っ
た
時
、
滞
在

し
て
い
た
芝
の
青
松
寺
山
主
の
秀
公
か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
跋
に
あ
る
通
り
、
秀
公

の
遷
化
に
よ
り
渡
せ
な
か
っ
た
と
さ
れ

て
い
た
。

　

な
お
、
岸
澤
師
の
調
）

（
査
で
は
、
従
来

秀
公

に
該
当
す
る
と
さ
れ
た
青

松
寺
二
〇
世
・
嶺
南
秀
恕
禅
師
は
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
遷
化
の
た
め
に

合
わ
ず
、
同
寺
二
八
世
・
大
威
秀
猊
禅
師
は
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
遷
化

で
時
代
が
合
わ
ず
、
最
終
的
に
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
遷
化
さ
れ
た

同
寺
二
六
世
・
真
常
貫
如
禅
師
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
、
今
度
は

秀

公

と
い
う
名
前
と
合
わ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は

秘
弁

成
立
に
関

連
し
て
改
め
て
解
明
さ
れ
る
べ
き
事
柄
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
師
の

改
訂
秘
弁

は
本
文
の
並
び
が
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
本
文
に
即
し
た
提
唱
と
し
て

觸
耳
録

は
貴
重
で
あ
る
。
師

に
は
、
他
に
も
多
く
の
提
唱
の
機
会
等
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
改
訂

秘
弁

に
即
し
た
学
び
を
志
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
書
を
通
し
て
そ
の
口
訣
に

触
れ
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

ま
た
、
丘
師
は
、
本
論
末
尾
に
翻
刻
収
録
し
た

提
唱
録

以
外
に
も
既

に
東
京
高
尾
高
乘
寺
の
細
川
道
契
老
師
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
提
唱
録
（
細

川

講
話
）
が
、
昭
和
二
四
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
、
提
唱
録

は
解
題
を
通
し
て
細
川

講
話

と
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
先

に
挙
げ
た
永
久
師
は
、
丘
師
の
提
唱
録
を
二
〜
三
種
拝
読
し
た
と
い
う
が
、

他
に
も
残
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

永
久
師
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
ず
は
こ
の
三
師
に
よ
っ
て

秘
弁

の
講
義
・
講
読
が
熱
心
に
行
わ
れ
て
普
及
し
、
更
に
は
、
テ
キ
ス
ト
の
校
訂

等
を
経
て
刊
行
さ
れ
、
宗
制

で
公
式
な
参
照
文
献
と
位
置
付
け
ら
れ
る

こ
と
で
、
秘
弁

の
宗
門
内
の
位
置
付
け
は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
。
永

久
師
自
身
、
こ
の
方
々
か
ら
指
導
を
受
け
、
提
唱
録
を
参
照
さ
れ
た
と
い
う

か
ら
、
三
物

参
究
を
志
す
の
で
あ
れ
ば
、
先
の
三
師
の
道
を
辿
る
べ
き

だ
と
い
え
よ
う
。

　

秘
弁

を
学
ぶ
際
に
最
良
と
判
断
で
き
る
テ
キ
ス
ト
は
、
現
段
階
に

至
っ
て
も
な
お
、
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

秘
弁

自
体
の
成
り
立
ち
に
関
連
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
丘
師
は

提
唱

録

で
、
秘
弁

の
成
立
と
伝
承
に
つ
い
て
以
下
の
見
解
を
提
示
し
て
お

ら
れ
る
。

　
　

此
の
三
物
と
云
ふ
物
に
付
て
秘
弁
と
名
を
付
て
万
仭
和
尚
が
述
べ
ら
れ

た
そ
れ
が
今
日
に
伝
へ
居
る
の
で
有
る
、
此
春
も
三
河
の
方
で
聞
け
ば

此
れ
を
書
か
る
ヽ
に
は
非
常
に
骨
を
折
ら
れ
た
者
で
何
度
も
〳
〵
も
書

き
換
へ
ら
れ
た
者
と
見
へ
て
其
の
時
に
書
か
れ
た
の
が
三
河
の
御
住
山

地
に
沢
山
有
た
ソ
ー
だ
、
そ
れ
が
何
時
の
頃
に
か
散
逸
し
て
仕
舞
て
今

ま
で
は
無
ひ
と
云
ふ
惜
ひ
事
を
仕
た
者
）

（
だ
、

　

三
河
の
住
山
地
と
の
こ
と
だ
が
、
万
仭
禅
師
が
開
山
と
な
っ
た
万
福
寺

（
現
在
の
愛
知
県
岡
崎
市
内
）
を
指
し
て
い
る
。
丘
師
が
伝
え
た
通
り
で
あ

れ
ば
、
万
仭
禅
師
は
繰
り
返
し

秘
弁

草
稿
を
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
推

測
出
来
る
が
、
そ
の
稿
本
は
現
在
、
散
逸
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
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そ
こ
で
、
最
も
多
く
の
写
本
を
拝
覧
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
岸
澤
師
の
所
見

は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

惟
安
、
三
物
秘
辨
の
古
寫
本
七
種
を
藏
す
、

　
　

曰
く
、
寳
曆
八
年
以
前
の
稿
本
、

　
　

曰
く
、
寳
曆
八
年
本
、

　
　

曰
く
、
寳
曆
十
三
年
本
、

　
　

曰
く
、
明
和
五
年
本
、

　
　

曰
く
、
明
和
九
年
本
、

　
　

曰
く
、
安
永
二
年
本
、

　
　

曆
號
を
記
せ
ざ
る
者
の
、
別
に
洞
上
祕
辨
一
本
を
藏
）

（
す
、

　

こ
の
一
節
は
、
曹
全

本

秘
弁

序

に
も
収
録
さ
）

（
れ
、
良
く
知
ら

れ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
写
本
相
互
の
関
係
性
ま
で
は
理
解
が
及
ん

で
い
な
か
っ
た
。
更
に
、
こ
の
写
本
の
全
て
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

よ
っ
て
、
本
論
で
は
近
代
の
参
究
者
の
捉
え
方
を
見
て
お
く
と
し
、
併
せ
て

岸
澤
師
の
以
下
の
説
示
も
参
照
し
て
お
き
た
い
。

　
　

寳
曆
八
年
以
前
の
稿
本
は
、
年
號
が
書
い
て
な
い
、
處
々
に
訂
正
し
て

あ
る
か
ら
草
稿
で
あ
ら
う
。
寳
曆
八
年
の
年
號
を
う
つ
た
の
が
、
一
番

く
は
し
い
稿
本
を
清
書
し
た
も
の
だ
。
明
和
五
年
本
、
こ
れ
に
は
跋
が

あ
る
、
そ
れ
と
は
な
し
に
、
天
桂
禪
師
の
あ
や
ま
り
を
た
ゞ
さ
れ
た
も

の
だ
。
寳
曆
十
三
年
本
、
こ
れ
が
今
讀
む
本
で
、
簡
に
し
て
要
を
得
て

居
る
。
明
和
九
年
本
と
、
安
永
二
年
本
と
は
、
同
じ
も
の
で
、
た
ゞ
拜

寫
し
た
年
號
が
ち
が
ふ
だ
け
で
、
寳
曆
八
年
本
と
殆
ん
ど
同
じ
だ
。
こ

の
安
永
二
年
本
が
、
一
番
し
ま
ひ
の
年
號
に
な
つ
て
居
る
か
ら
、
八
年

本
若
し
く
は
安
永
二
年
本
が
、
萬
仭
樣
の
三
物
に
對
す
る
御
意
見
の
定

つ
た
本
と
思
ふ
。
年
號
の
う
つ
て
な
い
本
が
あ
る
、
こ
れ
は
次
ぎ
次
ぎ

に
、
な
ほ
し
て
ゐ
た
う
ち
の
一
冊
で
あ
る
。
外
に
洞
上
祕
辨
と
い
ふ
の

が
あ
る
、
前
の
本
と
は
趣
き
が
違
ひ
、
始
め
に
參
同
契
、
寳
鏡
三
昧
の

假
名
書
の
註
が
あ
つ
て
、
後
ち
に
三
物
祕
辨
が
の
せ
て
あ
）

（
る
。

　

上
記
の
通
り
、
秘
弁

に
は
宝
暦
八
年
の
広
本
、
宝
暦
十
三
年
の
略

本
、
こ
の
二
系
統
を
中
心
に
、
更
に
跋
の
有
無
を
含
め
、
複
数
の
系
統
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
を
理
解
出
来
る
。

　

こ
の
広
略
二
本
に
対
す
る
評
価
だ
が
、
丘
師

校
訂
秘
弁

序

に
は

宝
暦
八
年
・
宝
暦
一
三
年
・
明
和
五
年
の
三
本
の
み
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
の

関
係
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
提
唱
さ
れ
て
い
る
。

　
　

廣
略
あ
る
の
み
と
い
う
が
、
此
の
廣
略
は
今
日
か
ら
考
へ
て
見
て
穩
か

で
な
い
處
が
あ
る
、
宝
暦
八
年
本
は
誠
に
廣
く
説
い
て
あ
る
、
三
物
に

關
係
な
い
こ
と
が
澤
山
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
抜
い
た
方
が
よ
い
、
又
略

本
で
見
る
と
、
餘
り
簡
略
す
ぎ
て
言
語
の
足
ら
ぬ
處
が
あ
る
、
先
年
西

有
禪
師
が
是
に
つ
い
て
足
ら
ぬ
處
は
補
ひ
、
要
ら
ぬ
處
は
削
つ
て
、

色
々
親
切
に
申
さ
る
ゝ
に
は
、
若
し
後
日
お
前
達
が
秘
辨
を
提
唱
す
る

な
ら
ば
、
此
の
書
き
加
へ
た
本
に
よ
つ
て
後
世
に
傳
へ
た
方
が
好
か
ら

う
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
が
抑
々
校
訂
の
考
の
起
つ
た
動
機
で
あ
）

（
る
。

　

こ
れ
は
、
細
川

講
話

で
伝
え
た
見
解
で
あ
る
。
既
に
西
有
禅
師
の
段

階
で
、
諸
本
異
同
の
問
題
が
認
識
さ
れ
、
定
本
を
確
立
す
る
意
図
が
あ
っ
た

と
さ
れ
る
。
細
川
師
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
西
有
禅
師
は
明
治
三
四
年

（
一
九
〇
一
）
ま
で
に
自
身
が
校
合
さ
れ
た
一
本
を

洞
上
室
内
三
物
秘
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辨

と
題
し
て
周
囲
に
配
布
し
て
い
た
と
さ
れ
）

（
る
。
一
方
で
丘
師
は
、
岸
澤

師
が
伝
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
霞
丘
老
漢
、
十
三
年
本
の
、
簡
に
し
て
而
し

て
要
を
得
た
る
を
喜
）

（
び

と
あ
る
通
り
、
宝
暦
一
三
年
本
を
重
視
し
て
い
た

印
象
を
得
さ
せ
る
が
、
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

　
　

此
の
秘
弁
は
先
に
も
云
ふ
如
く
、
何
度
も
〳
〵
も
書
か
れ
た
者
故
に
、

色
々
と
諸
方
で
伝
へ
居
る
が
、
此
の
寳
歴暦
十
三
年
の
本
は
、
西
有
禅
師

か
ら
借
り
て
寫
し
又
た
講
義
も
聞
た
事
で
有
る
が
、
ド
ー
も
完
全
で
無

ひ
様
に
思
ふ
（
上
註
に
別
本
或
は
一
本
に
曰
と
あ
る
が
此
の
引
て
あ
る

一
本
の
方
が
却
て
詳
ひ
様
に
思
ふ
、
そ
の
別
本
と
て
完
全
な
事
は
無
ひ

が
、
文
の
照
應
接
続
が
寧
ろ
能
い
様
に
思
ふ
、
其
の
本
は
寳
歴暦
八
年
孟

夏
中
五
月
と
奥
書
が
し
て
有
る
〈
以
下
）

（
略
〉）

　

丘
師
は
宝
暦
一
三
年
本
を
西
有
禅
師
所
持
の
一
冊
を
写
さ
れ
て
入
手
し
、

更
に
そ
の
講
義
も
聞
か
れ
た
と
あ
り
、
宝
暦
一
三
年
本
を
重
視
さ
れ
た
の

は
、
西
有
禅
師
に
続
い
た
た
め
で
あ
っ
た
様
子
が
分
か
る
。
更
に
、
西
有
禅

師
は
頭
註
に
宝
暦
八
年
本
と
の
同
異
を
記
さ
れ
、
そ
の
様
子
を
見
た
丘
師

は
、
宝
暦
八
年
本
で
あ
っ
て
も
完
全
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
か
ら
、
宝
暦
一
三
年
本
を
中
心
に
、
宝
暦
八
年
本
を
見
な
が
ら
校
訂
を

進
め
る
校
訂
方
法
が
定
ま
っ
た
。
こ
れ
は
、
明
和
五
年
本
に
は
、
宝
暦
一
三

年
本
と
は
違
っ
た
別
の
跋
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

校
訂
秘

弁

に
採
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
岸
澤
師
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
明
和
五
年
本
の
跋
文
に
は
天
桂
伝
尊
禅
師
の
嗣
法
観
・
三

物
観
へ
の
批
判
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
議
論
は

伝
法
式
行
法

の
執
行
に

は
直
接
関
係
が
無
い
。

　

更
に
、
曹
全

室
中

に
収
録
さ
れ
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
た
印
象

も
強
い
岸
澤
師

改
訂
秘
弁

で
あ
る
が
、
こ
の
一
本
は
従
来
の
編
集
と
比

較
し
て
、
文
章
順
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
序

に
は
以
下
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　

然
れ
ど
も
老
人
（
※
丘
師
）
の
主
と
す
る
所
は
、
偏
に
嗣
書
に
在
り
、

是
を
以
て
叙
次
錯
互
、
必
ず
し
も
儀
規
に
随
わ
ず
、
且
つ
老
人
未
だ
嘗

て
高
祖
の
嗣
書
を
瞻
禮
せ
ず
、
紀
述

訛
無
き
に
不
ず
、
今
ま
其
の
叙

次
を
更
め
其
の

訛
を
正
し
、
一
に
儀
規
に
随
ひ
、
専
ら
高
祖
の
嗣
書

に
遵
ふ
、〈
中
略
〉
惟
だ
恨
く
は
大
事
の
第
三
圖
、
及
び
第
五
圖
の
圖

説
、
猶
ほ
未
だ
晦
澁
を
免
れ
ず
、
因
て
八
年
本
に
對
勘
し
、
補
訂
改
竄

し
、
題
し
て
改
訂
室
内
三
物
秘
辨
と
曰
）

（
ふ

　

丘
師

校
訂
秘
弁

と
岸
澤
師

改
訂
秘
弁

と
の
最
大
の
違
い
は
、
内

容
を
伝
法
儀
規
に
合
わ
せ
た
こ
と
と
、
丘
師
以
上
に
宝
暦
八
年
本
を
採
用
し

て
、
晦
渋
な
る
文
章
を
改
め
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秘
弁

自
体
を

ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
る
か
に
も
関
わ
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
岸
澤
師
は

曹
洞
宗
に
お
け
る
室
内
伝
受
の
た
め
の

伝
法
室
内
式

の
口
訣
を
示
す
こ

と
を
重
視
し
、
そ
の
作
法
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
編
む
と
判
断
し
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
上
記
に
見
え
る
岸
澤
師
に
よ
る
改
訂
は
、
丘
師
の
了
解
を
得

た
も
の
だ
と
さ
れ
た
。

　
　

こ
の
校
訂
室
中
三
物
秘
辨
が
、
大
分
廣
ま
つ
て
居
る
が
、
一
番
先
き
に

嗣
書
を
出
し
、
次
ぎ
に
室
内
の
作
法
が
出
て
、
そ
の
次
ぎ
に
お
大
事
が

出
て
、
儀
規
本
と
は
す
つ
き
り
、
順
序
が
ち
が
つ
て
居
る
か
ら
、
呑
み



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

こ
み
に
く
い
、
そ
こ
で
わ
し
が
、
儀
規
本
の
順
序
に
隨
つ
て
、
本
文
の

順
序
を
あ
ら
た
め
、
丘
老
僧
の
お
達
者
な
時
に
お
目
に
か
け
、
か
う

い
ふ
順
序
に
し
て
頂
く
と
、
話
し
よ
く
も
あ
り
、
ま
た
聽
き
よ
い
と
思

ひ
ま
す

と
申
し
た
と
こ
ろ
。
さ
う
が
よ
か
ろ
う

と
申
さ
れ
た

が
、
最
後
の
改
訂
が
出
來
ず
に
遷
化
に
な
つ
た
か
ら
、
拙
衲
が
改
訂
し

た
の
）

（
だ
。

　

生
前
の
丘
師
に
対
し
て
、
岸
澤
師
は
右
の
通
り
了
解
を
取
っ
て
全
体
を
改

訂
し
た
と
い
う
。
改
め
て
、
先
の
一
文
と
も
重
ね
て
解
釈
す
る
と
、
従
来
の

秘
弁

は
冒
頭
に

嗣
書

の
図
と
口
訣
を
掲
載
し
、
そ
の
後
、
伝
法
室

内
式

の
式
法
の
口
訣
を
挙
げ
、
続
い
て

大
事

血
脈

そ
の
他
の
口

訣
を
掲
載
し
た
。
し
か
し
、
伝
法
室
内
式

の
順
番
か
ら
す
れ
ば
、
最
初

に
必
要
な
の
は
式
法
で
、
途
中
で

嗣
書

の
相
承
が
あ
り
、
室
内
伝
授
物

の
授
与
の
中
に

大
事

が
入
る
こ
と
に
な
る
（
血
脈

は
伝
法
加
行
五

日
目
の

伝
戒
式

で
授
与
し
終
わ
っ
て
い
る
）
た
め
、
そ
の
順
番
に
改
め

る
べ
き
だ
と
い
う
見
解
な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
に
違
和
感
を
抱
い
て

い
る
が
、
そ
れ
は
後
に
詳
述
し
た
い
。

　

本
項
で
は
、
秘
弁

の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
以
下
の
六
本
を
挙
げ
、

そ
の
順
番
や
配
置
な
ど
を
比
較
し
て
み
た
い
。
本
文
の
後
に
表
を
掲
載
し
た

が
、
基
本
を
①
丘
師

校
訂
秘
弁

に
定
め
、
次
い
で
②
岸
澤
師

改
訂
秘

弁

を
置
き
、
更
に
以
下
の
諸
本
を
並
べ
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

③
万
延
二
年
書
写

洞
上
傳
戒
祕
辨

所
収
本

　

④
明
治
四
二
年
刊
行

秘
弁

一
喝
社

　

⑤
昭
和
五
年
刊
行
永
久

講
話

講
義
講
本

　

⑥
昭
和
五
年
刊
行
永
久

講
話

巻
末
所
収
本

　

な
お
、
①

校
訂
秘
弁

を
挙
げ
る
に
際
し
、
同
本
に
付
さ
れ
て
い
る
題

よ
り
も
更
に
細
分
化
し
て
掲
げ
る
こ
と
で
、
以
下
の
諸
本
と
の
比
較
を
容
易

な
ら
し
め
る
も
の
と
す
る
。

　

比
較
の
結
果
、
①
丘
師

校
訂
秘
弁

の
内
容
の
順
番
を
改
め
つ
つ
、
一

部
文
章
を
増
広
さ
せ
る
形
で
②
岸
澤
師

改
訂
秘
弁

が
成
立
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ
た
。
特
に
、
嗣
書

に
係
る
口
訣
が
巻
尾
に
回
さ
れ
、
儀

規
の
順
番
に
一
致
さ
せ
る
と
い
う
意
図
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
た
、
④
の
一
喝
社

秘
弁

は
、
巻
末
の
跋
文
が
明
和
五
年
と
さ
れ
て

い
る
通
り
、
そ
の
系
統
の
写
本
を
翻
刻
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
問
題
は
⑤
と
⑥
の
永
久

講
話

所
収
本
で
あ
る
が
、
本
書
は

⑤
講
義
講
本
と
、
⑥
巻
末
所
収
本
の
本
文
が
明
ら
か
に
相
違
し
て
お
り
、
編

集
し
た
永
久
師
は

三
物
秘
辨
講
話
の
基
本
と
し
て
用
ひ
た
も
の
は
文
が
短

い
か
ら
、
内
容
の
多
い
も
の
を
特
に
附
録
と
し
て
の
せ
た
次
第
で
あ
）

（
る

と

す
る
。
そ
し
て
、
⑤
永
久

講
話

講
義
講
本
は

跋
（
宝
暦
一
三
年
）

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
略
本
と
い
え
よ
う
。

　

⑥
永
久

講
話

巻
末
所
収
本
に
つ
い
て
は
、
③

洞
上
傳
戒
祕
辨

所

収
本
と
は
写
誤
と
思
わ
れ
る
字
句
が
異
な
る
程
度
で
、
順
番
や
内
容
は
同
じ

で
あ
る
た
め
、
同
系
統
の
写
本
を
利
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
③
と
⑥
は

と
も
に
、
跋
等
が
無
く
、
執
筆
年
次
な
ど
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
推
定
す

る
手
が
か
り
が
あ
る
。
両
本
と
も
巻
尾
に
収
録
さ
れ
た
万
仭
禅
師
の
諸
口
訣
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中
に
、
余　

正
法
眼
藏
を
提
唱
す
る
こ
と
既
に
二
十
餘
）

（
年

と
あ
る
。
岸

澤
師
に
よ
る
伝
）

（
記
を
見
て
も
、
万
仭
禅
師
の

正
法
眼
蔵

提
唱
が
何
歳
か

ら
の
こ
と
か
判
然
と
し
な
い
が
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
永
平
寺
へ
拝

登
し
道
元
禅
師
五
百
回
忌
に
随
喜
さ
れ
、
そ
の
帰
路
に

正
法
眼
蔵
聞
書

抄

を
拝
覧
し
た
と
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
一
件
の
後
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
宝
暦
二
年
は
万
仭
禅
師
五
五
歳
で
あ
り
、
そ
の
二
十
余
年
後
と
い

え
ば
、
明
和
九
年
（
安
永
元
年
・
一
七
七
四
）
以
降
に
な
る
。
よ
っ
て
、
③

洞
上
傳
戒
祕
辨

所
収
本
及
び
⑥
永
久

講
話

巻
末
所
収
本
は
、
明
和

九
年
本
や
安
政
二
年
本
に
相
当
す
る
写
本
の
系
統
だ
と
推
定
で
き
よ
う
。
ま

た
、
岸
澤
師
は
こ
の
両
本
の
内
容
は
同
じ
だ
と
さ
れ
、
更
に
宝
暦
八
年
本
に

相
当
す
る
と
も
さ
れ
る
。
丘
師
は
宝
暦
八
年
本
に
は
、
本
筋
に
無
関
係
の
内

容
も
含
ま
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る
が
、
両
本
の
体
裁
は
指
摘
の
通
り
で
あ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
明
和
九
年
以
降
の
系
統
と
同
じ
だ
と
判
断
し
て
良

か
ろ
う
。

　

今
回
、
本
論
の
末
尾
に
は
、
新
出
資
料
の

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘

辨

提
唱
録

を
翻
刻
収
録
し
た
。
書
誌
情
報
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

一
、
冊
数　

一
冊

　
　

一
、
料
紙　

楮
紙

　
　

一
、
大
き
さ　

縦
・
㎝

横

㎝

　
　

一
、
装
丁　

袋
綴

　
　

一
、
題
目　

外
題　

題
簽
無
し

　
　
　
　
　
　
　

内
題　

室
内
三
物
秘
辨　

肖
盧
丘
老
宗
師
御
提
唱

　
　

一
、
枚
数　

本
文　

八
一
丁

　
　

一
、
行
字
数　

毎
葉
八
行
・
各
行
二
二
字
前
後

　
　

一
、
筆
録
時　

明
治
三
九
年
九
月
六
日
〜
一
〇
日

　
　

一
、
筆
録
者　

不
明

　
　

一
、
筆
録
地　

不
明

　
　

一
、
所
蔵
者　

菅
原
研
州

　

な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　

・
室
内
三
物
秘
辨

　
　
　
　

第
一
席　

九
月
六
日
午
前
八
時
開
講
（
一
丁
表
〜
一
二
丁
裏
）

　
　
　
　

第
二
席　

九
月
七
日
午
前
（
一
二
丁
裏
〜
二
五
丁
裏
）

　
　
　
　

第
三
席　

九
月
八
日
午
前
（
二
六
丁
表
〜
四
一
丁
表
）

　
　
　
　

第
四
席　

九
月
八
日
午
后
二
時
（
四
一
丁
表
〜
五
二
丁
裏
）

　
　

・
教
授
戒
文

　
　
　
　

第
一
席　

九
月
一
〇
日
午
前
（
五
三
丁
表
〜
八
一
丁
裏
）

　

右
の
通
り
、
全
五
席
の
内
、
四
席
ま
で
が

秘
弁

で
三
日
間
、
そ
の
後

一
日
置
い
て
全
一
席
で

教
授
戒
文

の
提
唱
が
行
わ
れ
た
た
め
、
全
四
日

と
な
る
。
な
お
、
教
授
戒
文

提
唱
は
、
細
川

講
話

に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
が
、
提
唱
録

の
方
が
分
量
が
多
い
。
機
会
を
得
て
翻
刻
等
を
行

い
、
他
の
提
唱
録
と
の
比
較
検
討
を
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
な
お
、
第
四

席
ま
で
の

秘
弁

に
比
べ
、
教
授
戒
文

は
一
席
に
費
や
す
紙
数
が
多

く
、
二
席
分
の
記
録
と
も
思
っ
た
が
、
文
面
上
は
分
か
ら
な
い
。

　

ま
た
、
題
に
は

肖
盧
丘
老
宗
師
御
提
唱

と
あ
る
が
、
肖
盧

と
は



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

師
が
住
持
し
て
い
た
伊
豆
修
禅
寺
の
山
号
で
あ
る
。

　

丘
師
に
よ
る

秘
弁

提
唱
は
、
細
川

講
話

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
提
唱
録

と
の
同
異
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

①
両
書
と
も
宝
暦
一
三
年
の
跋
文
を
持
つ

秘
弁

に
対
す
る
提
唱
。

　
　

②

提
唱
録

は
複
数
人
に
対
す
る
提
唱
で
、
細
川

講
話

は
細
川

師
個
人
へ
の
説
示
。

　
　

③
細
川

講
話

の
方
が
全
体
的
に
詳
細
で
あ
る
。
特
に
伝
法
の
作
法

に
係
る
説
示
の
分
量
は
全
く
異
な
る
。

　
　

④

提
唱
録

は
提
唱
全
体
の
テ
ー
マ
を
定
め
て
説
示
さ
れ
た
。

　

ま
ず
、
①
丘
師
が
自
分
で
校
訂
さ
れ
た

秘
弁

へ
の
提
唱
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
。
た
だ
し
、
他
師
の
提
唱
録
と
講
本
が
異

な
っ
て
い
る
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。

　

②
細
川

講
話

で
は

時
は
明
治
四
十
二
年
一
月
十
三
日
よ
り
十
七
日

ま
で
の
五
日
間
〈
中
略
〉
同
じ
芝
區
三
田
の
老
漢
の
宿
所
に
通
ふ
て
入
室
口

授
を
許
さ
れ
た
〈
中
略
〉
然
も
老
漢
の
宿
所
に
於
て
、
右
三
物
の
口
訣
を
授

か
り
、
其
時
更
に
敎
授
戒
文
の
口
授
も
受
）

（
け

と
あ
る
通
り
、
細
川
師
が
個

人
的
に
口
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
方
で

提
唱
録

は
、
嗣
書

書

式
を
示
す
際
に

若
し
皆
な
の
嗣
書
に
、
此
れ
等
の
文
字
が
有
た
ら
書
き
改

め
る
が
能
い

と
あ
る
通
り
で
、
明
ら
か
に
複
数
人
の
聴
衆
へ
の
説
示
で
あ

る
。

　

③
細
川

講
話

は
細
川
師
に
個
人
的
に
口
授
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
非

常
に
細
や
か
な
内
容
で
あ
る
。
一
方
で
、
提
唱
録

で
は

然
し
大
体
は

此
の
書
で
能
い
の
じ
や
尽
し
て
居
る
此
れ
以
外
に
口
伝
は
有
る
が
深
く
斟
き

過
ぎ
て
は
成
ら
ぬ
故
に
遠
慮
し
て
書
か
れ
な
ん
だ
者
と
見
へ
）

（
る

と
あ
る
通

り
、
口
伝
に
つ
い
て

斟
き
過
ぎ
て
は
成
ら
ぬ

と
の
立
場
だ
っ
た
と
見

え
、
提
唱
録

で
の
口
伝
の
説
示
も
最
小
限
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

④

提
唱
録

は
明
治
三
九
年
の
提
唱
録
で
あ
る
。
丘
師
は
前
年
に
大
本

山
永
平
寺
の
初
代
眼
蔵
会
講
師
を
務
め
ら
れ
た
。
丘
師
の
提
唱
に
つ
い
て
、

岸
澤
師
が
丘
師
自
身
の
言
葉
と
し
て

ま
ず
一
篇
の
大
綱
を
把
捉
し
、
次
ぎ

に
脈
絡
照
応
を
考
え
、
首
尾
貫
注
し
て
一
気
に
説
）

（
く

を
伝
え
て
い
る
が
、

提
唱
録

も
そ
の
通
り
、
問
題
点
を

宗
門
の
特
色
・
本
尊
・
安
心

な

ど
に
置
き
、
そ
の
上
で

三
物

こ
そ
が
そ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
を
示
す
と

の
立
場
か
ら
提
唱
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
脈
絡
照
応
を
気
に
し

て
お
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
通
り

提
唱
録

で
も
同
様
で
あ
る
。

　

ま
た
、
提
唱
録

の
一
部
に
は
、
現
代
的
な
人
権
擁
護
の
立
場
か
ら
は

問
題
と
い
う
べ
き
用
語
等
が
散
見
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
部
は
本
論
末
尾
の
註

記
に
記
し
て
お
い
た
。
提
唱
録

を
参
究
さ
れ
る
際
に
は
、
取
り
扱
い
に

注
意
さ
れ
た
い
。

　

提
唱
録

で
の
提
唱
は
、
前
項
の
④
に
挙
げ
た
通
り
で
、
宗
門
の
特

色
・
本
尊
・
安
心

な
ど
を
主
た
る
問
題
と
し
て
説
か
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
宗
門
の
特
色
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
説
示
が
見
ら
れ
る
。

　
　

此
の
三
物
は
宗
門
の
法
寳
で
あ
る
、
此
の
大
切
な
る
法
寳
の
何
に
た
る

事
を
知
ら
ず
、
研
究
を
為
ヨ
ー
と
も
せ
な
い
、
宗
門
の
特
色
は
何
で
有

ロ
ー
、
宗
門
の
特
色
を
研
究
せ
ず
ば
成
ら
ぬ
と
云
ふ
て
、
点
然
と
し
て
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耻
る
を
知
ら
ぬ
、
甚
だ
敷
は
宗
門
の
本
尊
が
定
つ
て
居
ら
ぬ
と
か
云

ふ
、
我
が
禅
戒
は
他
宗
に
は
無
イ
大
に
異
つ
て
居
る
大
な
る
特
色
で
有

る
、
馬

な
話
じ
や
、
宗
門
の
特
色
も
本
尊
も
三
物
の
内
に
明
に

れ

て
居
る
で
無
い
か
、
幸
の
事
で
有
る
か
ら
充
分
に
研
究
し
て
将
来
に
誤

を
伝
へ
ぬ
様
に
す
る
が
よ
）

（
い
、

　

ま
ず
、
宗
門
の

特
色

は

禅
戒

で
あ
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

禅
戒

に
つ
い
て

提
唱
録

で
は
提
唱
さ
れ
ず
、
詳
細
は
万
仭
禅
師

仏
祖
正
伝
禅
戒
鈔

へ
の
提
唱
録
で
あ
る
丘
師
の

改
訂
佛
祖
正
傳
禅
戒

鈔
講
話

を
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

よ
っ
て
、
本
論
で
は
、
本
尊
論
と
安
心
論
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

・
此
の
寂
光
浄
土
唯
心
浄
土
久
遠
釈
迦
此
れ
が
我
が
曹
洞
宗
の
御
本
尊
だ

此
れ
を
知
ら
ぬ
か
ら
本
尊
が
分
か
ら
ぬ
何
の
と
云
）

（
ふ

　

・
三
身
即
一
の
釈
迦
寂
光
浄
土
と
確
と
定
て
居
る
我
宗
の
信
者
は
寂
光
浄

土
に
三
身
即
一
の
釈
迦
と
成
る
の
だ
本
尊
論
も
浄
土
論
も
書
生
衆
の
様

に
別
に
騒
で
尋
ね

る
に
及
ば
ん
寂
光
浄
土
に
往
生
し
て
佛
果
を
成
就

し
久
遠
の
釈
迦
と
成
て
本
来
の
面
目
に
皈
着
す
る
確
な
者
で
な
い
）

（
か

　

右
は
、
大
事

第
四
図

へ
の
提
唱
で
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三

物

に
遵
っ
た
本
尊
論
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
事

第

四
図

は
黒
円
相
の
下
に

寂
光
浄
土
・
唯
心
浄
土
・
久
遠
釈
迦

の
三
句

が
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
説

に
は

此
の
図
は
、
諸
仏
の
出
世

に
は
必
ず
所
依
の
土
有
る
こ
と
を
明
す
な
）

（
り

と
あ
る
が
、
そ
れ
を
受
け
て

丘
師
は
、
右
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

　

寂
光
浄
土

と
は
仏
の
住
む
安
寧
で
清
ら
か
な
悟
り
の
世
界
で
あ
る

が
、
唯
心
浄
土

と
は
寂
光
浄
土
が
仏
の
心
で
あ
る
と
示
す
と
同
時
に
、

こ
の
娑
婆
世
界
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
久
遠
釈
迦

と
は

妙
法
蓮
華

経

如
来
寿
量
品
第
十
六

で
示
さ
れ
た
通
り
、
釈
尊
は
久
遠
の
過
去
に

成
道
し
、
種
々
の
教
え
を
衆
生
の
た
め
に
説
い
て
い
る
と
示
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
こ
で
丘
師
は
、
曹
洞
宗
の
信
者
は
寂
光
浄
土
即
唯
心
浄
土
に
お
い

て
、
法
報
応
の
三
身
を
統
一
し
た
久
遠
釈
迦
に
な
る
と
し
、
こ
れ
が
本
尊
で

あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
三
物

の
伝
持
者
た
る
僧
侶
に
今
此
処
で
、
三

身
即
一
に
し
て
寂
光
浄
土
の
主
宰
た
る
久
遠
釈
迦
に
な
る
よ
う
に
求
め
、
そ

し
て
、
本
来
の
面
目
に
帰
着
す
る
と
も
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
細
川

講
話

で
も
、
大
事

第
四
図

に
従
っ
て
本
尊
論
の
開
）

（
示
は
行
わ

れ
、
内
容
も
詳
細
で
あ
り
、
寂
光
浄
土

等
三
句
の
繋
が
り
を
提
示
さ
れ

て
も
い
る
が
、
提
唱
録

は
簡
潔
で
あ
る
が
故
に
、
明
確
な
本
尊
論
と
し

て
価
値
が
あ
る
。

　
　

此
の
三
脉
に
依
て
吾
宗
の
信
仰
の
表
準
は
分
て
居
る
〈
中
略
〉
此
れ
に

依
て
金
剛
の
信
仰
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
安
心
を
定
む
可
き
で
あ
る
血

脉
を
一
見
し
て
も
如
是
に
分
る
で
無
ひ
）

（
か

　

更
に
右
の
通
り
、
三
物

に
よ
っ
て
宗
門
の
信
仰
も
安
心
も
定
ま
る
と

い
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
明
治
時
代
以
降
の
曹
洞
宗
は
、
本
尊
論
や
安
心
論
で
大
い
に

混
乱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
仏
に
定
め
、
安
心
に
つ
い

て
は

修
証
義

が
そ
れ
を
定
め
る
向
き
も
あ
っ
た
。
丘
師
は

曹
洞
宗
意

綱
要

に
収
録
さ
れ
た

修
証
義

へ
の
提
唱
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
も
言
及

さ
れ
た
。



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
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研
究
に
つ
い
て

　

ま
ず
、
本
尊
の
問
題
は
、
修
証
義

第
五
章
行
持
報
恩

に

謂
ゆ
る

諸
仏
と
は
釈
迦
牟
尼
仏
な
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
是
れ
即
心
是
仏
な
り

と
あ
る

の
を
承
け
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

　
　

釋
尊
本
尊
と
云
ふ
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
宗
門
は
釋
尊
が
本
尊
に

定
つ
て
居
る
。
釋
尊
の
精
神
を
其
儘
迦
葉
が
受
け
繼
い
で
、
迦
葉
の
精

神
を
歴
代
の
祖
師
方
が
受
け
繼
い
で
現
在
に
至
つ
た
の
で
、
頭
に
釋
そ

ん
が
あ
り
ま
す
。
故
に
是
は
、
釋
尊
が
本
尊
樣
で
結
局
は
釋
尊
に
歸
す

る
。
そ
れ
が
現
在
の
南
閻
浮
提
の
一
切
諸
佛
は
釋
迦
牟
尼
佛
に
な
る
。

〈
中
略
〉
而
し
て
釋
迦
牟
尼
佛
と
云
ふ
は
然
ら
ば
何
か
と
云
ふ
と
、
卽

心
是
佛
、
手
近
く
の
自
分
の
手
許
が
釋
迦
牟
尼
佛
で
あ
る
。
然
ら
ば
そ

れ
は
何
者
が
卽
心
是
佛
で
あ
る
か
、
卽
心
是
佛
と
い
ふ
は
誰
と
い
ふ
ぞ

と
審
細
に
參
究
す
べ
し
、
何
者
か
卽
心
是
佛
で
あ
る
か
、
先
き
か
ら
ず

つ
と
申
し
て
來
た
、
受
戒
入
位
、
發
願
利
生
、
行
持
報
恩
の
釋
迦
牟
尼

佛
の
佛
法
を
行
ふ
の
が
卽
ち
釋
迦
牟
尼
佛
で
あ
）

（
る
。

　

明
ら
か
に

修
証
義

に
基
づ
い
た
本
尊
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
特
に
、
修
証
義

第
三
章
受
戒
入
位

に
よ
っ
て
、
本
証
の
定

ま
っ
た
衆
生
が
、
発
願
利
生
・
行
持
報
恩
と
し
て
妙
修
が
展
開
さ
れ
て
い
く

と
こ
ろ
を
抜
き
出
し
て
、
一
巻
の
巻
末
に
あ
る

即
心
是
仏

の
問
題
に
帰

着
さ
せ
て
お
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
受
戒
入
位
以
降
、
行
持
報
恩
に
ま
で
展
開

さ
せ
て
い
る
衆
生
そ
れ
自
身
が
即
心
是
仏
で
あ
り
、
釈
迦
牟
尼
仏
な
の
で
あ

る
。
更
に
そ
の
具
体
相
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の

四
大
綱
領

を

徹
底
的

に
實
行
し
て
、
力
あ
る
信
仰
を
持
ち
、
眞
實
の
佛
法
を
以
て
社
會
の
救
濟
を

す
）

（
る

こ
と
が
、
衆
生
に
と
っ
て
の
役
目
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、
安
心
論
に
つ
い
て
、
曹
洞
宗
意
綱
要

で
は
以
下
の
よ
う
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　
　

そ
れ
で
宗
門
の
受
戒
入
位
と
云
ふ
安
心
は
、
達
磨
大
師
の
坐
禪
と
云
ふ

も
の
と
決
し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
矛
盾
せ
ぬ
と
い
ふ
證
據

は
、
心
地
の
非
の
無
い
の
が
自
性
戒
で
あ
り
ま
せ
う
。
然
れ
ば
心
地
一

歳
に
屬
す
る
も
の
を
脱
落
す
る
状
態
、
そ
れ
が
三
昧
王
三
昧
に
立
ち
到

る
。
然
ら
ば
、
心
地
を
開
明
し
て
本
心
に
安
住
す
る
の
が
戒
法
で
、
是

は
坐
禪
と
何
に
も
變
つ
た
こ
と
は
な
）

（
い
。

　

丘
師
は
、
戒
法
を
中
心
と
し
た

受
戒
入
位

に
は
、
正
当
の
安
心
で
は

な
い
と
す
る
見
解
を
批
判
し
、
戒
定
慧
の
三
学
一
等
の
立
場
か
ら
右
の
よ
う

に
示
さ
れ
た
。
受
戒
入
位

が
達
磨
の
坐
禅
と
矛
盾
し
な
い
こ
と
は
、
宗

門
一
般
は

禅
戒
一
如

と
し
て
教
義
化
さ
れ
た
が
、
そ
の
一
つ
の
姿
が
右

の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
丘
師
は

修
証
義

を
正
面
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
本
尊
論

安
心
論

な
ど
は
、
む
し
ろ

修
証
義

の
教
義

体
系
を
巧
み
に
用
い
、
誰
に
で
も
実
践
可
能
な
実
践
法
と
し
て
示
さ
れ
た
こ

と
が
分
か
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の

本
尊
論

安
心
論

に
つ
い
て
、
秘
弁

由
来
の

文
脈
が
出
家
者
で
も
堂
奥
に
入
る
被
伝
法
者
向
け
、
修
証
義

が
四
衆
一

体
の
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
が
、
四
衆
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
丘
師
自

身
は
以
下
の
よ
う
に
も
示
さ
れ
る
。
提
唱
録

か
ら
見
て
お
き
た
い
。

　
　

然
れ
ば
一
脉
一
々
が
三
脉
で
あ
る
伝
戒
相

は
嗣
法
相

だ
伝

と
授

戒
と
別
が
あ
る
な
ぞ
と
云
ふ
は
馬
鹿
な
話
じ
や
二
法
は
無
ひ
一
体
三
名

だ
在
家
の
者
で
も
出
家
す
れ
ば
嗣
書
は
伝
へ
る
の
じ
や
在
家
で
は
伝
へ
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る
事
が
出
来
ぬ
の
だ
在
家
で
は
勃
陀
勃
地
の
位
は
與
へ
ら
れ
ぬ
二
法
あ

り
と
す
れ
ば
信
仰
が
二
と
な
る
受
戒
入
位
は
達
广
の
壁
観
三
昧
だ
二
途

は
無
ひ
三
身
即
一
の
如
し
一
途
で
あ
る
然
し
如
是
一
途
だ
と
云
ふ
と
直

に
伝
戒
の
み
で
嗣
法
相

は
不
入
用
じ
や
と
云
ふ
議
論
が
起
ロ
ー
が

ソ
ー
で
無
ひ
嗣

は
出
家
の
み
に
限
り
受
戒
は
道
俗
に
通
ず
る
故
に
嗣

法
相
読続
の
者
必
ず
戒
脉
は
有
る
が
戒
脉
あ
る
者
必
ず
し
も
嗣
書
あ
り
と

云
ふ
事
は
出
来
ぬ
寛
狭
の
別
が
あ
る
の
だ
寛
狭
は
有
る
も
軽
重
は
無
い

何
だ
か
嗣
書
が
一
番
難
有
く
て
大
事
が
其
の
次
に
難
有
血
脉
が
其
の
次

の
様
な
心
が
す
る
が
决
し
て
ソ
ー
で
無
ひ
軽
重
は
無
ひ
の
だ
何
れ
も
供

養
恭
敬
尊
重
す
べ
し
三
脉
は
必
ず
嗣
法
相
続
の
人
は
離
し
て
は
成
ら
ぬ

始
終
付
て
参
究
す
べ
き
で
あ
）

（
る

　

こ
れ
は
、
曹
洞
宗
の
実
態
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
在
家
信
者
に
対
し

て
は

授
戒
会

や

檀
信
徒
喪
儀
法

な
ど
を
通
し
て
、
血
脈
（
戒

脈
）
が
授
与
さ
れ
る
が
、
嗣
書

大
事

は
出
家
者
の
み
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
在
家
信
者
を
差
別
し
た
の
で
は
な
く
、
出
家
し
て
機
縁
契
え
ば

勃

陀
勃
地

の
位
が
与
え
ら
れ
、
血
脈

以
外
の

三
物

も
授
与
さ
れ
る

と
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
、
二
つ
の
面
か
ら
批
判
の
対
象
と

な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

①
出
家
と
在
家
の
信
仰
が
二
つ
と
な
る
。

　

②
出
家
者
は
伝
戒
の
み
で
嗣
法
相
承
が
不
要
か
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
宗
門
の
信
仰
と
は
、
先
の

曹
洞
宗
意
綱
要

で

挙
げ
た
こ
と
と
同
様
、
受
戒
入
位
を
達
磨
の
壁
観
三
昧
（
坐
禅
）
と
見
て
、

三
身
即
一
で
如
是
一
途
の
釈
尊
に
成
り
行
く
途
を
示
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

結
果
、
在
家
の
立
場
に
近
づ
き
、
②
の
批
判
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
そ
こ
で
、
丘
師
は

寛
狭
は
有
る
も
軽
重
は
無
い

と
い
う
立
場
を
主

張
す
る
こ
と
で
、
安
心
論
と
い
う
観
点
で
は

禅
戒
一
如

の
よ
う
に
統
一

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
態
は
出
家
と
在
家
の
軽
重
を
認
め
な
い
と

し
つ
つ
、
各
人
の
立
場
、
あ
る
い
は
日
常
の
過
ご
し
方
と
い
う
観
点
で
出
家

と
在
家
と
い
う

寛
狭

の
差
が
出
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

近
代
に
入
っ
て
以
降
、
新
た
な
教
団
の
姿
や
教
義
を
模
索
す
る
中
で
、
本

尊
論
や
安
心
論
は
混
乱
し
た
。
更
に
、
修
証
義

を
発
端
と
す
る
安
心
論

の
問
題
も
あ
っ
た
。
当
初
、
曹
洞
扶
宗
会
で

洞
上
在
家
修
証
義

の
成
立

に
関
わ
っ
た
大
内
青
巒
居
士
（
一
八
四
五
〜
一
九
一
八
）
が
、
最
初
の
註
釈

書

修
証
義
聞
解

に
お
い
て
、
明
確
に

在
家
安
心

の
書
と
位
置
付
け

た
が
、
洞
上
在
家
修
証
義

を

曹
洞
教
会
修
証
義

へ
と
校
正
し
た
永

平
寺
六
三
世
・
滝
谷
琢
宗
禅
師
（
一
八
三
六
〜
一
八
九
七
）
は

修
証
義
筌

蹄

で
青
巒
居
士
の
見
解
を
反
駁
さ
れ
、
修
証
義

の
安
心
は
四
衆
一
等

で
あ
る
と
の
立
場
を
示
し
た
。
そ
の
た
め
、
滝
谷
禅
師
が
遷
化
さ
れ
た
後
の

明
治
三
〇
年
代
以
降
、
宗
門
の
安
心
論
は
種
々
の
議
論
を
招
い
た
。
一
例
と

し
て
は
、
在
家
は

修
証
義

受
戒
入
位

で
安
心
を
得
る
が
、
宗
侶
は

坐
禅
を
中
心
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
他
に
も
、
南
無
釈
迦
牟
尼

仏

の
本
尊
称
名
な
ど
も
検
討
さ
れ
）

（
た
。
し
か
し
、
丘
師
の
安
心
論
は

禅

戒
一
如

を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
受
戒
と
坐
禅
の
二
分
化
で
も
一
体
化
で
も
無

い
第
三
の
道
を
探
る
も
の
で
あ
っ
た
と
評
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

　

既
に
論
じ
た
通
り
、
丘
師

校
訂
秘
弁

か
ら
岸
澤
師

改
訂
秘
弁

へ

の
改
正
は
、
以
下
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

　

①
全
体
の
順
番
を

伝
法
室
内
式

の
作
法
に
合
わ
せ
て
改
編
し
た
。

　

②

大
事

図
な
ど
一
部
の
口
訣
の
不
足
を
補
っ
た
。

　

こ
の
内
、
②
に
つ
い
て
は
妥
当
な
補
筆
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
元
々
、
丘

師
自
身
も
、
宝
暦
一
三
年
本
の
不
足
を
、
宝
暦
八
年
本
で
補
う
作
業
を
し
て

い
た
た
め
で
あ
る
。

　

問
題
は
①
で
あ
る
。
三

－

二

の
図
表
の
通
り
、
岸
澤
師
は
冒
頭
に

あ
っ
た

嗣
書

関
連
の
口
訣
を
、
①
享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

を

除
い
て

伝
法
室
内
式

行
法
口
訣
及
び

大
事

図
口
訣
よ
り
も
後
ろ
に

置
い
た
。

　

な
お
、
丘
師

校
訂
秘
弁

の
編
集
方
針
に
つ
い
て
、
岸
澤
師
は
既
に
紹

介
し
た
通
り

然
れ
ど
も
老
人
の
偏
に
主
と
す
る
所
は
、
嗣
書
に
在
）

（
り

と

し
、
嗣
書

に
注
目
し
た
も
の
だ
と
評
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
万
仭
禅
師
の

秘
弁

執
筆
動
機
を
考
え
る
と
、
や
は
り

嗣

書

口
訣
が
冒
頭
に
あ
る
方
が
良
い
よ
う
に
思
う
。
理
由
だ
が
、
岸
澤
師
が

①
享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

の
み
は
当
初
の
位
置
に
残
し
た
よ
う

に
、
万
仭
禅
師
の

三
物

及
び

室
内
作
法

参
究
は
、
三
河
龍
源
寺
一

四
世
・
万
光
道
輝
禅
師
（
一
六
八
一
〜
一
七
五
七
）
か
ら
、
永
平
寺
所
蔵
の

道
元
禅
師
将
来

嗣
書

の
写
本
を
見
せ
て
貰
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
万

仭
禅
師
は
、
自
身
が
大
乘
寺
・
大
機
行
休
禅
師
（
一
六
六
六
〜
一
七
三
〇
、

卍
山
の
資
、
大
乘
寺
三
四
世
）
よ
り
拝
受
し
た

嗣
書

等
の

三
物

と

比
較
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
更
に
道
元
禅
師
将
来

嗣
書

に
見

ら
れ
る
独
特
な
祖
師
名
に
も
注
目
し
な
が
ら
、
嗣
書

が
西
天
・
東
土
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
馬
鳴

龍
樹

な
ど
の
漢
訳
名
で
あ
る

は
ず
が
無
い
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
万
仭
禅
師
自
身
が
受

け
た

三
物

に
つ
い
て
、
そ
の
不
安
感
が
解
消
さ
れ
、
明
確
な
事
実
に
た

ど
り
着
い
た
感
動
を
伴
っ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
同

じ
よ
う
な
感
動
は
、
瞎
道
本
光
禅
師
が
や
は
り
、
万
光
道
輝
禅
師
の
法
嗣
・

宝
園
霊
樹
長
老
か
ら
道
元
禅
師
将
来

嗣
書

の
書
写
を
見
せ
て
も
ら
い
、

万
仭
禅
師
同
様
に
祖
師
名
に
注
目
し
た
こ
と
が

室
内
聯
灯
秘
訣

か
ら
知

ら
れ
）

（
る
。
よ
っ
て
、
秘
弁

の
場
合
、
嗣
書

書
式
の
口
訣
が
冒
頭
に
来

て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
丘
師
が

嗣
書

に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
万

仭
禅
師
の
意
向
に
従
っ
た
結
果
だ
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
、
丘
師
は

秘
弁

の
文
章
に
つ
い
て
、
脈
絡
照
応
に
留
意
さ
れ
て

い
た
。

　
　

但
だ
此
の
再
製
の
本
に
付
て
疑
は
し
い

が
あ
る
、
隨
て
此
の
秘
弁
何

者
ぞ
と
云
ふ
様
な
考
へ
が
起
る
、
其
の
訳
は
此
の
書
の
終
り
の
、
顧
不

下
開
祖
二
三
代
後
所
製
乎
の
十
二
字
で
有
る
が
、
嗣
書
は
太
白
相

未

詳
其
始
〈
云
云
〉
終
り
に
到
る
前
後
章
句
の
照
應
よ
り
見
る
と
味う

ま

く
融

合
が
付
か
ぬ
、
後
人
の
挿
入
で
は
有
る
ま
い
か
、
彼
の
八
年
の
分
に
は

大
事
の
如
き
も
又
た
永
平
の
筆
記
な
る
事
上
に
記
す
が
如
し
と
有
る
字

の
数
も
十
二
字
で
有
る
、
此
れ
で
無
く
ば
文
章
が
照
應
せ
な
い
、
如
何
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に
も
十
二
字
が
継
子
に
成
て
居
る
、
再
製
の
本
に
は
相
違
な
い
が
此
の

十
二
字
だ
け
は
後
人
の
挿
入
だ
ロ
ー
と
思
ふ
、
上
の
図
説
の
觧
釈
よ
り

見
る
も
前
後
の
様
子
よ
り
考
へ
る
も
此
の
十
二
字
だ
け
別
な
文
字
が
入

た
事
は
明
で
あ
る
、
大
事
は
確
に
髙
祖
大
師
が
記
さ
れ
た
者
て
あ
る
、

二
三
代
後
に
出
来
た
者
だ
と
云
ふ
説
は
卍
山
和
尚
が
云
ひ
出
た
の
て
有

る
が
、
此
れ
は
妄
説
で
あ
）

（
る
、

　

こ
れ
は
、
校
訂
秘
弁

巻
末
の

⑬

相
伝
嗣
書
太
白
相
承

に
見
ら

れ
る
一
節
で
あ
る
が
、
丘
師
が
問
題
と
さ
れ
る
文
章
に
つ
い
て
は
、
永
久

講
話

講
義
講
本
に
該
当
す
る
一
節
を
収
録
す
る
た
め
、
両
者
を
比
較
し

て
み
た
い
。

　

・
校
訂
秘
弁

大
事
圖
參
、
始
終
與
正
法
眼
藏
九
十
五
卷
、
同
其
玄

旨
、
顧
不
止
顯
參
同
契
等
之
奥
義
而
已
）

（
歟

　

・
永
久

講
話

講
義
講
本

大
事
の
如
き
は
、
圖
參
始
終
の
玄
旨
、
正

法
眼
藏
の
提
唱
に
同
じ
。
顧
ふ
に
開
祖
二
三
代
の
後
に

下
ら
ず
し
て
製
す
る
所
な
る
）

（
か

　

右
に
引
い
た

校
訂
秘
弁

は
、
丘
師
が
紹
介
し
た

宝
暦
八
年
本

と

も
違
っ
て
お
り
、
更
に
、
永
久
師
も
本
文
を
訓
読
し
て
し
ま
っ
て
い
る
も
の

の
、
前
後
の
つ
な
が
り
は
理
解
可
能
で
、
顧
ふ
に
開
祖
二
三
代
の
後
に
下

ら
ず
し
て
製
す
る
所
な
る
か

は

顧
不
下
開
祖
二
三
代
後
所
製
乎

に
相

当
す
る
。
な
お
、
永
久
師
も

大
事

図
は
道
元
禅
師
製
作
を
信
じ
る
た

め
、
疑
義
を
呈
し
て
い
）

（
る
。

　

こ
の
件
に
つ
い
て
、
丘
師
の
立
場
は
提
唱
の
通
り
、
大
事

図
を
道
元

禅
師
か
ら
二
〜
三
代
後
の
成
立
と
す
る
の
は
後
人
の
挿
入
だ
と
見
て
お
り
、

し
か
も
卍
山
禅
師
の
見
解
を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
と
も
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
洞
門
衣
袽
集

菩
薩
戒
大
事
圖
説

項
に

如
是
授
者
表
出
所
謂
一

大
事
相
。
而
依
此
大
事
語
中
古
師
家
製
大
事
圖
一
）

（
枚

と
あ
っ
て
、
大

事

図
を
中
古
の
師
家
の
作
っ
た
も
の
だ
と
し
た
見
解
を
、
丘
師
は

妄

説

だ
と
断
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
校
訂
秘
弁

本
文
⑭

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

に
つ
い

て
、
提
唱
録

二
八
丁
表
で
は

大
事

図
と
の
関
係
で
、
場
所
を
変
更

す
る
こ
と
を
示
し
た
。
つ
ま
り
、
他
の
写
本
、
あ
る
い
は
前
後
の
脈
絡
照
応

か
ら
、
よ
り
正
確
な
文
章
の
構
成
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
の

校
訂
秘

弁

で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

伝
戒
・
伝
法
の
結
果
、
三
物

全
体
を
一
等
に
重
視
す
る
こ
と
は
分
か

る
が
、
宗
門
で
は
道
元
禅
師

正
法
眼
蔵

嗣
書

巻
が
存
在
す
る
限

り
、
嗣
書

の
重
要
性
は
今
更
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
永
平

寺
所
蔵
の
道
元
禅
師
将
来

嗣
書

か
ら
そ
の
原
型
を
知
っ
た
万
仭
禅
師
の

感
動
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
限
り
、
編
集
方
針
は

校
訂
秘
弁

の
方
が
よ

り
適
切
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
宗
門
の

秘
弁

重
視
の
方
針
が
示
さ
れ
た
大
正
一
四
年
の
段
階

で
、
既
に
丘
師
は
遷
化
し
て
お
り
、
岸
澤
師
の
見
解
や
研
究
成
果
が
よ
り
共

有
さ
れ
や
す
か
っ
た
状
況
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て

曹
洞
宗
全

書

室
中

に
岸
澤
師
独
自
の
編
集
と
な
る
改
訂
本
が
収
録
さ
れ
、
現
在

に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
果
た
し
て
本
来
の

秘
弁

の
構
造
と
い
う

観
点
か
ら
、
許
容
出
来
る
の
だ
ろ
う
か
。
疑
問
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

　

本
論
で
は
、
近
代
洞
門
に
お
け
る

三
物

参
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
、
そ
の
中
で
明
治
期
以
降
の

曹
洞
宗
宗
制

で
は
万
仭
道
坦
禅
師

室
内
三
物
秘
辨

の
重
要
性
が
高
ま
り
、
そ
れ
と
と
も
に
テ
キ
ス
ト
や
提

唱
録
が
整
備
さ
れ
る
様
子
を
概
観
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
二
年
に
百
回
忌
と
な
る
丘
宗
潭
老
師
に
関
す
る
新
出
資
料
の

提
唱
録

を
紹
介
し
つ
つ
、
現
代
の
曹
洞
宗
が
今
な
お
抱
え
て
い
る
、
本

尊
論

安
心
論

の
問
題
解
決
へ
の
道
筋
も
見
た
次
第
で
あ
る
。

　

更
に
、
秘
弁

の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
現
行
は
岸
澤
惟
安
老
師
改
訂

改
訂
室
内
三
物
秘
辨

が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
問
題

点
も
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
本
来
、
万
仭
禅
師
に
よ
り
近
い
時
代
の
写
本
等
を

渉
猟
し
た
上
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
論
は

あ
く
ま
で
も
近
代
に
お
け
る
参
究
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
の

三

物

参
究
は
、
ま
た
改
め
て
検
討
す
る
機
会
を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

（

）  

宗
統
復
古
志

餘○
本
山
上
狀
符
二
師
、
続
曹
全

室
中

五
九
〇
頁
上

〜
下
段

（

）  

明
治
八
年
布
達
全
書

二
七
丁
表

（

）  

人
法

と
は
、
人
と
人
と
が
直
接
伝
授
し
て
き
た
法
の
流
れ
を
指
す
。

（

）  

明
治
八
年
布
達
全
書

六
四
丁
表

（

）  

明
治
九
年
布
達
全
書

六
七
丁
裏

（

）  

永
久

講
話

前
説

八
頁

（

）  

菅
原
二
〇
一
七

（

）  

細
川

講
話

三
頁

（

）  

細
川

講
話

二
三
頁

（

）  

永
久

講
話

二
六
頁
に
指
摘
さ
れ
る
が
、
筆
者
は
未
見
で
あ
る
。

（

）  

洞
上
室
内
切
紙
并
参
話
研
究

序

参
照
。

（

）  

明
教
新
誌
社
説

五
〜
八
頁
参
照
。

（

）  

曹
洞
宗
宗
制

第
七
號
・
第
一
條
、
明
治
十
八
年
普
達
全
書

六
四
丁
表

（

）  

曹
洞
宗
宗
制

第
七
號
・
第
一
條
、
明
治
十
八
年
普
達
全
書

六
四
丁
裏

（

）  

法
規
類
纂

一
七
九
〜
一
八
〇
頁
を
参
照
。

（

）  

法
令
類
纂

二
二
一
〜
二
二
六
頁
を
参
照
。

（

）  

法
令
類
纂

二
二
六
〜
二
三
一
頁
を
参
照
。

（

）  

永
久

講
話

前
説

四
頁

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

九
代
家
重
隠
居
に
伴
う
代
替
わ
り
で

朱
印
状

を
再
交
付
す
る
一
事
は
、

日
本
宗
教
制
度
史

近
世
篇

一
〇
七
〜
一
〇
八
頁
か
ら
、
以
下
の
指
示
が

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

 
 

　

 

覚

 

一　

御
朱
印
頂
戴
の
寺
社
の
輩
、
寺
社
領
の
多
少
に
よ
ら
ず
、
境
内
ば
か
り
の
御

朱
印
た
り
と
い
え
ど
も
、
所
持
せ
し
む
る
に
お
い
て
は
、
御
朱
印
下
さ
る
べ
き
の

間
、
御
領
（
天
領
）・
私
領
に
こ
れ
あ
る
寺
社
領
御
朱
印
に
写
を
さ
し
添
え
、
来

る
酉
正
月
よ
り
三
月
ま
で
の
内
、
江
戸
へ
持
参
い
た
し
、
阿
部
伊
予
守
・
戸
田
采

女
正
所
へ
相
達
し
候
よ
う
に
触
れ
ら
る
べ
く
候
。　

以
上

 
 

宝
暦
十
年
八
月

（

）  
觸
耳
録

二
二
四
〜
二
二
六
頁
を
参
照
。

（

）  
提
唱
録

一
丁
表
〜
裏

（

）  

改
訂
秘
弁

序

一
丁
裏
〜
二
丁
表
、
原
漢
文
だ
が
原
典
の
指
示
に
随
っ
て



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

訓
読
し
、
筆
者
が
段
落
を
付
し
た
。

（

）  

曹
全

室
中

一
三
〇
頁
下
段

（

）  

觸
耳
録

一
八
〜
一
九
頁

（

）  

細
川

講
話

四
九
〜
五
〇
頁

（

）  
細
川

講
話

二
二
頁

（

）  
改
訂
秘
弁

序

二
丁
表

（

）  

提
唱
録

二
丁
表
〜
裏

（

）  

改
訂
秘
弁

序

二
丁
表
〜
裏

（

）  

觸
耳
録

二
二
〜
二
三
頁

（

）  

永
久

講
話

前
説

一
三
頁

（

）  

永
久

講
話

巻
末
所
収
本
一
三
頁

（

）  

僧
伝
集
成

八
〇
二
〜
八
〇
九
頁
を
参
照
。

（

）  

細
川

講
話

二
三
〜
二
四
頁

（

）  

提
唱
録

五
一
丁
表

（

）  

志
部
一
九
八
四

（

）  

提
唱
録

一
丁
裏
〜
二
丁
表

（

）  

提
唱
録

三
六
丁
表

（

）  

提
唱
録

三
六
丁
表
〜
裏

（

）  

校
訂
秘
弁

九
丁
表

（

）  

細
川

講
話

一
一
五
〜
一
二
〇
頁

（

）  

提
唱
録

五
二
丁
表
〜
裏

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

一
五
一
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

一
五
二
頁

（

）  

曹
洞
宗
意
綱
要

四
六
頁

（

）  

提
唱
録

四
九
丁
裏
〜
五
〇
丁
表

（

）  

菅
原
二
〇
二
〇

（

）  

改
訂
秘
弁

序

二
丁
表

（

）  

菅
原
二
〇
一
七

（

）  

提
唱
録

三
丁
裏
〜
四
丁
表

（

）  

校
訂
秘
弁

一
一
丁
表
〜
裏

（

）  

永
久

講
話

講
義
講
本
一
〇
五
頁

（

）  

永
久

講
話

講
義
講
本
一
〇
六
頁

（

）  

曹
全

室
中

一
二
七
頁
上
段

・
洞
上
傳
戒
祕
辨
（
全
）
万
延
二
年
二
月
書
写
、
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
情
報
セ
ン

タ
ー
所
蔵
・
禅
研
究
所
配
架
（
請
求
番
号

.
/

）

・
〈
自
明
治
五
年
至
明
治
十
一
年
〉
曹
洞
宗
両
本
山
出
張
所
布
達
全
書

曹
洞
宗
務

局
、
引
用
等
を
行
う
場
合
に
は
布
達
の
年
次
を
入
れ
た

布
達
全
書

と
丁
数
の
み

で
表
記
し
た
。

・
〈
自
明
治
十
七
年
至
明
治
十
八
年
〉
曹
洞
宗
務
局
普
達
全
書

曹
洞
宗
務
局
、
引
用

等
を
行
う
場
合
に
は
普
達
（
布
達
）
の
年
次
を
入
れ
た

普
達
全
書

と
丁
数
の
み

で
表
記
し
た
。

・
畠
中
回
麟
編

明
教
新
誌
社
説

明
治
二
〇
年

・
丘
宗
潭
提
唱

室
内
三
物
秘
辨

提
唱
録

明
治
三
九
年
筆
録
、
本
論
等
で
は

提
唱
録

と
略
記
し
た
。

・
室
内
三
物
秘
辨

一
喝
社
・
明
治
四
二
年

・
丘
宗
潭
校
訂

校
訂
室
内
三
物
秘
辨

玉
林
斎
・
大
正
二
年
（
同
三
年
再
治
）、
本

論
等
で
は

校
訂
秘
弁

と
略
記
し
た
。

・
曹
洞
宗
務
院
編
纂
〈
現
行
）
曹
洞
宗
宗
制
法
規
類
纂

鴻
盟
社
・
大
正
七
年
、
本

論
等
で
は

法
規
類
纂

と
略
記
し
た
。

・
曹
洞
宗
務
院
編

洞
上
室
内
儀
軌
（
仏
祖
正
伝
菩
薩
戒
作
法
・
教
授
戒
文
・
伝
法
室



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

内
式
）
曹
洞
宗
務
院
蔵
版
（
筆
者
所
蔵
、
印
刷
年
次
不
明
）

・
岸
澤
惟
安
改
訂

改
訂
室
内
三
物
秘
辨

鴻
盟
社
・
大
正
一
三
年
、
本
論
等
で
は

改
訂
秘
弁

と
略
記
し
た
。

・
中
村
隆
道
編

洞
上
室
内
及
禪
戒
論
藪

鴻
盟
社
・
大
正
一
四
年

・
曹
洞
宗
務
院
編
輯
〈
現
行
〉
曹
洞
宗
宗
制
法
令
類
纂

鴻
盟
社
・
昭
和
二
年
、
本

論
等
で
は

法
令
類
纂

と
略
記
し
た
。

・
丘
宗
潭
提
唱
・
丘
球
學
編
輯

曹
洞
宗
意
綱
要

鴻
盟
社
・
昭
和
四
年

・
本
嶽
祖
仙
・
永
久
岳
水
共
著

室
内
三
物
秘
辨
講
話

禪
學
普
及
会
・
昭
和
五
年
、

本
論
等
で
は

永
久

講
話

と
略
記
し
た
。

・
丘
宗
潭
提
唱
・
岸
澤
惟
安
編

佛
祖
正
傳
禅
戒
鈔
講
話

鴻
盟
社
・
昭
和
六
年

・
岸
澤
惟
安
提
唱

改
訂
室
内
三
物
秘
辨
觸
耳
録

奉
安
殿
護
國
院
布
教
部
・
昭
和
八

年
、
本
論
等
で
は

觸
耳
録

と
略
記
し
た
。

・
曹
洞
宗
全
書

続
曹
洞
宗
全
書

曹
洞
宗
全
書
刊
行
会
刊
。
引
用
や
参
照
時
に

は
、
曹
全

続
曹
全

と
略
記
し
、
巻
号
と
頁
数
・
段
数
の
み
で
示
し
た
。

・
杉
本
俊
龍

洞
上
室
内
切
紙
并
参
話
研
究

室
内
研
究
頒
布
會
・
昭
和
一
三
年

・
丘
宗
潭
提
唱
・
細
川
道
契
編

洞
上
室
内
伝
法
口
訣
三
物
秘
弁
講
話

高
乘
寺
・
昭

和
二
四
年
、
本
論
等
で
は

細
川

講
話

と
略
記
し
た
。

・
梅
田
義
彦
〈
改
訂
増
補
〉
日
本
宗
教
制
度
史
〈
近
世
篇
〉
東
宣
出
版
・
昭
和
四
七

年
、
本
論
等
で
は

日
本
宗
教
制
度
史

近
世
篇

と
略
記
し
た
。

・
曹
洞
宗
出
版
部
編

曹
洞
宗
近
世
僧
伝
集
成

曹
洞
宗
宗
務
庁
・
昭
和
六
一
年
、
本

論
等
で
は

僧
伝
集
成

と
略
記
し
た
。

・
志
部
憲
一

洞
門
の
人
│
│
眼
蔵
会
歴
代
講
師
〈
二
〉
、
傘
松

昭
和
五
九
年
四

月
号
、
志
部
一
九
八
四

・
杉
本
俊
龍

眼
蔵
家
の
逸
話

大
法
輪
閣
・
平
成
一
八
年

・
菅
原
研
州

瞎
道
本
光

室
内
聯
灯
秘
訣

の
研
究
、
禅
研
究
所
紀
要

四
五

号
・
二
〇
一
七
年
、
菅
原
二
〇
一
七

・
伊
藤
勝
司

西
有
穆
山
と
い
う
生
き
方

大
法
輪
閣
・
二
〇
一
九
年

・
菅
原
研
州

大
内
青
巒
居
士
の
戒
思
想
、
東
海
仏
教

六
五
輯
・
二
〇
二
〇
年
、

菅
原
二
〇
二
〇

 

　

本
論
に
附
録
し
た

提
唱
録

本
文
に
は
、
人
権
問
題
に
抵
触
す
る
可
能
性
が
あ

る
語
句
等
が
見
ら
れ
た
。
閲
覧
・
参
究
の
場
合
に
は
、
差
別
等
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
、
呉
々
も
ご
注
意
願
い
た
い
。

・
馬
鹿

一
丁
裏
、
一
八
丁
表
、
二
四
丁
表
、
三
六
丁
表
、
四
九
丁
表
、
五
二
丁
裏

・
生
れ
乍
ら
の
盲
人
が
鏡
を
持
て
る
の
も
一
所
だ
役
に
立
た
ぬ
（
三
〇
丁
裏
）
は
視

覚
障
が
い
者
へ
の
配
慮
が
不
足
し
て
い
る
た
め
注
意
さ
れ
た
い
。

・
曹
洞
宗
の

大
事

図
に
は

逆
卍
字
（

）
の
図
形
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
国

家
社
会
主
義
ド
イ
ツ
労
働
者
党
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
そ
も
そ
も

卍

自
体
が
イ

ン
ド
宗
教
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
反
転
形
の

も
同
様
で
あ
る
。
秘
弁

で
は

此
の
逆

字
は
縁
を
捨
て
世
に
逆
ひ
て
自
己
の
心
地
を
修
す
る
の
相
（
校
訂
秘

弁

七
丁
裏
、
原
漢
文
）
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。



凡
例

・
本
表
は
五
本
の

室
内
三
物
祕
弁

の
内
容
順
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
文
章
の
出
る
順
番
を
元
に
対
応
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

・
順
番
は
丘
宗
潭

校
訂
室
内
三
物
秘
辨

の
本
文
順
に
数
字
を
振
っ
て
、
他
の
諸
本
に
当
て
は
め
た
。
校
訂
秘
弁

に
出
な
い
文
章
に
は

※

を
振
っ
た
。
ま
た
、
数
字
を
振
っ
て

い
な
い
も
の
は
、
校
訂
秘
弁

よ
り
も
詳
細
に
文
章
を
分
け
て
い
る
場
合
を
示
す
。

・
校
訂
秘
弁

と
同
じ
節
だ
が
、
内
容
に
大
き
な
増
減
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、
番
号
を
白
黒
反
転
さ
せ
た
。

・
本
文
に
題
が
付
い
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、
題
が
付
い
て
い
な
い
場
合
に
は
、
筆
者
が
適
宜
付
け
た
。

・
室
内
三
物
祕
弁

本
文
の
前
後
に
附
録
さ
れ
た
文
書
は
、
数
字
を
振
ら
ず
に
名
称
等
の
み
挙
げ
た
。

丘
宗
潭

校
訂
室
内
三
物
秘
辨

大

正
三
年
再
治
版

岸
澤
惟
安

改
訂
室
内
三
物
秘
辨

大
正
一
三
年
版

洞
上
傳
戒
祕
辨

所
収

室
内
三
物

秘
辨

万
延
二
年
書
写

室
内
三
物
祕
辨

明
治
四
二
年
刊

永
久
岳
水

室
内
三
物
秘
辨
講
話

昭
和
五
年
刊　

講
義
講
本

永
久
岳
水

室
内
三
物
秘
辨
講
話

昭
和
五
年
刊　

巻
末
所
収
本

※

秘
弁

以
外
の
諸
文
献
を
収
録

す
る
が
省
略
。

序
（
大
正
二
年
・
丘
宗
潭
）

序
（
大
正
一
二
年
・
岸
澤
惟
安
）

①　

享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

①　

享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

①　

享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

⑬　

血
脈

⑤

嗣
書
図

⑤

嗣
書
図

⑤　

秘
弁
曰
相
伝
之
嗣
書
之
写
也

⑤　

秘
弁
曰
相
伝
之
嗣
書
之
写
也

②　

永
平
高
祖
御
遺
言
記
云

②　

永
平
高
祖
御
遺
言
記
云

②　

永
平
高
祖
御
遺
言
記
云

②　

永
平
高
祖
御
遺
言
記
云

①　

享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

①　

享
保
年
中
龍
源
寺
万
光
和
尚

③　

夫
洞
門
之
嗣
書
全
体
三
箇
円
相

也

③　

夫
洞
門
之
嗣
書
全
体
三
箇
円
相

也

③　

夫
洞
門
之
嗣
書
全
体
三
箇
円
相

也

③　

夫
洞
門
之
嗣
書
全
体
三
箇
円
相

也

④　

嗣
書
血
脈
等
祖
師
之
名
字

④　

嗣
書
血
脈
等
祖
師
之
名
字

④　

嗣
書
血
脈
等
祖
師
之
名
字

④　

嗣
書
血
脈
等
祖
師
之
名
字

④　

嗣
書
血
脈
等
祖
師
之
名
字

⑤　

祖
号
円
相
之
図

⑤　

祖
号
円
相
之
図

⑤　

祖
号
円
相
之
図

⑤

嗣
書
図

⑤

嗣
書
図
口
訣

※　

勃
陀
勃
地
口
訣

※　

勃
陀
勃
地
口
訣

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子
有
之

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子

⑥　

伝
法
式
文
云
洒
水
様
子

⑥

口
伝

⑥

洒
水
口
訣
（
口
伝
）

⑥

口
伝

⑥

口
伝

⑥

口
伝

⑥

口
伝

⑥

華
厳
第
三
十
九
巻
十
地
品

⑥

洒
水
出
典
（
華
厳
経
）

⑥

華
厳
第
三
十
九
巻
十
地
品

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号



⑥

洒
水
様
子

⑥

洒
水
作
法
（
洒
水
様
子
）

⑥

洒
水
様
子

⑥

洒
水
様
子

⑥

洒
水
様
子

⑥

華
厳
第
三
十
九
巻
十
地
品

⑥

華
厳
第
三
十
九
巻
十
地
品

⑥

華
厳
第
三
十
九
巻
十
地
品

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝
（
口
訣
）

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝
有
之

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝

⑦　

竪
継
横
継
有
口
伝

　
　

竪
継
作
法

　
　

横
継
作
法

⑥

伊
字
三
点
水
口
訣

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝
（
口
訣
）

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝

⑧　

嬰
児
行
有
口
伝

⑧

袈
裟
角

⑧

返
掛
袈
裟
角
口
訣

⑧

袈
裟
角

⑧

袈
裟
角

⑧

袈
裟
角

⑧

袈
裟
角

⑧

摩
頂

⑧

摩
頂
口
訣

⑧

摩
頂

⑧

摩
頂

⑧

摩
頂

⑧

摩
頂

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑨　

二
頭
祥
鶏
点
火
燭
口
伝

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝
（
口
訣
）

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝

⑩　

拈
秘
書
有
口
伝

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

⑩

上
代
者
指
天
童
以
前

⑩

秘
書
参
究

⑩

上
代
者
指
天
童
以
前

⑩

上
代
者
指
天
童
以
前

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

⑪　

大
事

⑪　

大
事
総
説

⑪　

大
事

⑪　

大
事

⑪　

大
事

⑪　

大
事

⑪

図
説

⑪

図
説

⑪

図
説

⑪

図
説

⑪

図
説

⑪

図
説

⑪

大
事
図
形
参
同
契
等
之
奥
義

⑪

此
大
事
図
参
同
契
等
之
奥
義

⑪

大
事
図
形
参
同
契
等
之
奥
義

⑪

大
事
図
形
参
同
契
等
之
奥
義

　
　

大
事
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

第
一
図
図
説

⑪

黒
円
相

⑪

黒
円
相

⑪

黒
円
相

⑪

黒
円
相

⑪

黒
円
相

⑪

黒
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

朱
円
相

⑪

逆
卍
字

⑪

逆
卍
字

⑪

逆
卍
字

⑪

逆
卍
字

⑪

逆
卍
字

⑪

逆
卍
字

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字

⑪

第
二
図
図
説

⑪

第
二
図
図
説

⑪

第
二
図
図
説

⑪

第
二
図
図
説

⑪

第
二
図
図
説

⑪

第
二
図
図
説

⑪

二
重
円
相

⑪

二
重
円
相

⑪

二
重
円
相

⑪

二
重
円
相

⑪

二
重
円
相

⑪

二
重
円
相

⑪

黒
点

⑪

黒
点

⑪

黒
点

⑪

黒
点

⑪

黒
点

⑪

黒
点

⑪

第
三
図
図
説
（
船
上
掛
三
鼓
）

⑪

第
三
図
図
説

⑪

第
三
図
図
説
（
船
上
掛
三
鼓
）

⑪

第
三
図
図
説
（
船
上
掛
三
鼓
）

⑪

第
三
図
図
説
（
船
上
掛
三
鼓
）

⑪

第
三
図
図
説
（
船
上
掛
三
鼓
）

　
　

船
上
掛
三
鼓

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑪

黒
円
相
（
釈
迦
牟
尼
仏
成
道
）

⑫

第
四
図
図
説

⑫

第
四
図
図
説

⑫

第
四
図
図
説

⑫

第
四
図
図
説

⑫

第
四
図
図
説

⑫

第
四
図
図
説

⑫

黒
円
相
（
空
等
字
句
説
明
）

⑫

黒
円
相

⑫

黒
円
相
（
空
等
字
句
説
明
）

⑫

黒
円
相
（
空
等
字
句
説
明
）

⑫

黒
円
相
（
空
等
字
句
説
明
）

⑫

黒
円
相
（
空
等
字
句
説
明
）

　
　

空
字
者

    

寂
光
浄
土

    

唯
心
浄
土

　
　

十
方
諸
仏
千
万
化
城

近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て



⑫

第
五
図
図
説
（
順
卍
字
等
字
句

説
明
）

⑫

第
五
図
図
説

⑫

第
五
図
図
説
（
順
卍
字
等
字
句

説
明
）

⑫

第
五
図
図
説
（
順
卍
字
等
字
句

説
明
）

⑫

第
五
図
図
説
（
順
卍
字
等
字
句

説
明
）

⑫

第
五
図
図
説
（
順
卍
字
等
字
句

説
明

　
　

順
卍
字

　
　

卍
字
中
之
紅
心
字

　
　

第
一
句
等
字
句
解
説

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字
（
今
日
伝
法

師
資
）

⑫

逆
卍
順
卍
相
違

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字
（
今
日
伝
法

師
資
）

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字
（
今
日
伝
法

師
資
）

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字
（
今
日
伝
法

師
資
）

⑫

逆
卍
字
与
順
卍
字
（
今
日
伝
法

師
資

　
　

大
事
総
説

⑬　

血
脈

⑬

血
脈
頂
上
円
相
与
嗣
書
円
相

⑬

血
脈
頂
上
円
相
与
嗣
書
円
相

⑬

血
脈
頂
上
円
相
与
嗣
書
円
相

⑬

血
脈
頂
上
円
相
与
嗣
書
円
相

⑬

血
脈
頂
上
円
相
与
嗣
書
円
相

⑬　

血
脈

⑬　

血
脈

⑬　

血
脈

⑬　

血
脈

※　

落
処
口
訣

※　

落
処
口
訣

⑬

相
伝
嗣
書
太
白
相
承

⑬

相
伝
嗣
書
太
白
相
承

⑬

相
伝
嗣
書
太
白
相
承

②　

嗣
書
参
究
（
永
平
高
祖
御
遺
言

記
云
）
⑤　

祖
号
円
相
之
図

⑤

嗣
書
図

④　

嗣
書
書
式
（
嗣
書
血
脈
等
）

③　

嗣
書
口
訣
（
夫
洞
門
之
嗣
書
）

⑬

三
脈
円
相
各
異
（
血
脈
頂
上
円

相
）

⑬

一
体
三
名
（
相
伝
嗣
書
太
白
相

承
）

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

⑭　

唱
歴
代
仏
祖
之
尊
号
有
口
伝

　
　

唱
尊
号
口
訣

　
　

礼
拝
口
訣

⑮　

跋
（
宝
暦
一
三
年
）

⑮　

跋
（
宝
暦
一
三
年
）

⑮　

跋
（
明
和
五
年
）

⑮　

跋
（
宝
暦
一
三
年
）

⑪　

大
事
図

⑤

嗣
書
図

※　

永
平
高
祖
初
剃
髪
于
叡
山

※　

永
平
高
祖
初
剃
髪
于
叡
山

※　

葉
県
帰
省
血
脈
示
衆

※　

葉
県
帰
省
血
脈
示
衆

※　

正
法
眼
蔵
秘
弁

※　

正
法
眼
蔵
秘
弁

※　

永
平
高
祖
一
四
歳
参
千
光
国
師

※　

永
平
高
祖
一
四
歳
参
千
光
国
師

教
授
戒
文

達
磨
大
師
一
心
戒

教
授
戒
文

跋
（
大
正
三
年
・
玉
林
斎
佐
治
大
謙
）

達
磨
大
師
戒
文

愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　
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近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

※
凡
例

・
こ
の
資
料
は
、
筆
者
所
持
の

丘
宗
潭
老
師

室
内
三
物
秘
辨

提
唱

を
翻
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。
解
題
は
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
翻
刻
時
の
行
数
・
字
数
な
ど
は
原
典
に
従
っ
た
。

・【　

】
内
の
数
字
・
カ
ナ
で
丁
数
と
表
裏
を
略
記
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
概
ね
原
典
に
従
っ
た
が
、
仮
名
は
変
体
仮
名
を
含
め
て
現
在
通
用

の
字
体
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
為

成

可

な
ど
一
部
は
漢
字
の
ま
ま
表
記

し
た
。

・
踊
り
字
は
原
文
の
通
り
に
反
映
さ
せ
た
。

・
筆
記
者
が
付
し
た
読
点
は
反
映
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
読
点
は
八
丁
表
ま
で
確
認
さ

れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
無
い
。

・
確
認
さ
れ
た
誤
字
は
翻
刻
文
の
下
部
に
指
摘
し
た
。

・
内
容
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
、
現
代
の
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
は
問
題
と
な
る
語
句

等
が
見
ら
れ
る
が
、
本
論
註
記
に
付
記
し
て
お
い
た
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

【

オ
】

室
内
三
物
秘
辨

　
　
　

肖
盧
丘
老
宗
師
御
提
唱

　
　
　

明
治
三
十
九
年
九
月
六
日
午
前
八
時
開
講

此
の
三
物
と
云
ふ
物
に
付
て
秘
弁
と
名
を
付
て
万
仭
和
尚
が
述
べ

ら
れ
た
そ
れ
が
今
日
に
伝
へ
居
る
の
で
有
る
、
此
春
も
三
河
の
方
で
聞
け

ば
此
れ
を
書
か
る
ヽ
に
は
非
常
に
骨
を
折
ら
れ
た
者
で
何
度
も
〳
〵
も

書
き
換
へ
ら
れ
た
者
と
見
へ
て
其
の
時
に
書
か
れ
た
の
が
三
河
の
御
住
山

地
に
沢
山
有
た
ソ
ー
だ
、
そ
れ
が
何
時
の
頃
に
か
散
逸
し
て
仕
舞
て
今
ま
で

【

ウ
】

は
無
ひ
と
云
ふ
惜
ひ
事
を
仕
た
者
だ
、
今
日
此
の
秘
辨
が
あ
る
為
に

三
物
の
何
た
る
を
知
る
事
が
出
来
る
難
有
事
で
あ
る
、

此
の
三
物
は
宗
門
の
法
寳
で
あ
る
、
此
の
大
切
な
る
法
寳
の
何
に
た
る

事
を
知
ら
ず
、
研
究
を
為
ヨ
ー
と
も
せ
な
い
、
宗
門
の
特
色
は
何
で
有

ロ
ー
、
宗
門
の
特
色
を
研
究
せ
ず
ば
成
ら
ぬ
と
云
ふ
て
、
点
然
と
し
て
耻

る
を
知
ら
ぬ
、
甚
だ
敷
は
宗
門
の
本
尊
が
定
つ
て
居
ら
ぬ
と
か
云
ふ
、
我

が
禅
戒
は
他
宗
に
は
無
イ
大
に
異
つ
て
居
る
大
な
る
特
色
で
有
る
、
馬

な
話
じ
や
、
宗
門
の
特
色
も
本
尊
も
三
物
の
内
に
明
に

れ
て
居

【

オ
】

る
で
無
い
か
、
幸
の
事
で
有
る
か
ら
充
分
に
研
究
し
て
将
来
に
誤

を
伝
へ
ぬ
様
に
す
る
が
よ
い
、

此
の
秘
弁
は
先
に
も
云
ふ
如
く
、
何
度
も
〳
〵
も
書
か
れ
た
者
故
に
、

色
々
と
諸
方
で
伝
へ
居
る
が
、
此
の
寳
歴4

十
三
年
の
本
は
、
西
有
禅
師 

（
暦
の
誤
記
）

か
ら
借
り
て
寫
し
又
た
講
義
も
聞
た
事
で
有
る
が
、
ド
ー
も
完
全
で

無
ひ
様
に
思
ふ
（
上
註
に
別
本
或
は
一
本
に
曰
と
あ
る
が
此
の
引
て
あ
る
一
本

の
方
が
却
て
詳
ひ
様
に
思
ふ
、
そ
の
別
本
と
て
完
全
な
事
は
無
ひ

が
、
文
の
照
應
接
続
が
寧
ろ
能
い
様
に
思
ふ
、
其
の
本
は
寳
歷4 

（
暦
の
誤
記
）

【

ウ
】

八
年
孟
夏
中
五
月
と
奥
書
が
し
て
有
る
、
其
れ
か
ら
此
の
本
の
奥
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書
を
見
れ
ば
寳
歷4

十
一
年
幕
府
の
鈞
命
を
蒙
て
江
戸 

（
暦
の
誤
記
）

へ
出
で
萬
年
山
房
に
舘
た
と
〈
云
云
〉
と
あ
る
、
十
一
年
に
江
戸
に

登
た
時
に
青
松
寺
の
秀
公
と
云
ふ
住
職
が
、
万
仭
和
尚
に
三

物
の
口
決
を
尋
ね
更
に
書
て
呉
れ
よ
と
頼
だ
の
で
書
て
與
へ
る

事
を
約
束
さ
れ
た
が
秀
公
に
與
ふ
る
事
を
得
ず
し
て
秀

公
は
遷
化
さ
れ
た
、
其
を
後
ち
寳
歷4

十
三
年
に
隨
徒
の
求
め
に 

（
暦
の
誤
記
）

依
て
書
か
れ
た
者
が
此
の
本
だ
、
然
れ
ば
此
の
書
に
先
達
て

【

オ
】

寳
歷4

八
年
に
書
れ
た
本
が
あ
る
、
更
に
十
一
年
に
秀
公 

（
暦
の
誤
記
）

の
為
に
著
し
、
又
た
此
の
本
を
著
さ
る
、
然
れ
ば
本
書
は
一
番
終

り
に
し
て
、
十
一
年
の
者
を
再
製
さ
れ
た
る
者
た
か
ら
先
づ
完
全
な
る

筈
で
有
る
が
、
別
本
と
読
み
較
べ
て
見
る
と
、
八
年
に
書
か
れ
た
方
が
能

い
様
に
思
は
れ
る
、
此
れ
は
然
し
私
一
人
の
考
へ
で
あ
る
）

此
の
一
事
を
見
て
も
書
き
直
さ
れ
た
と
云
ふ
事
柄
が
分
る
、
今

は

一
應
此
の
本
に
依
て
読
で
は
お
く
が
、
更
に
別
本
を
伝
へ
て
居
る
事

で
有
る
か
ら
対
照
し
て
見
る
が
能
い
、

【

ウ
】

又
た
此
の
度
で
能
く
研
究
し
粗
よ
り
細
に
入
て
参
究
し
決
着
し
て

お
く
が
能
い
、
何
辺
も
〳
〵
も
聞
け
る
と
思
て
は
成
ら
ぬ
、
此
れ
が
聞

き
仕
舞
じ
や
と
思
ふ
べ
し
、
生
涯
動
か
ぬ
決
着
を
一
度
付
け
て

お
け
ば
何
返
も
聞
く
必
用
は
無
ひ
、
私
の
講
義
は
只
だ
一
通

じ
や
、
此
の
秘
弁
を
研
究
す
る
と
同
事
に
自
分
の
三
脉
や
儀
規
本

も
出
し
て
見
て
細
密
に
研
究
す
る
か
能
ひ
、
但
だ
此
の
再
製
の
本

に
付
て
疑
は
し
い

が
あ
る
、
隨
て
此
の
秘
弁
何
者
ぞ
と
云
ふ
様

な
考
へ
が
起
る
、
其
の
訳
は
此
の
書
の
終
り
の
、
顧
不
下
開
祖
二
三
代
後

【

オ
】

所
製
乎
の
十
二
字
で
有
る
が
、
嗣
書
は
太
白
相

未
詳
其

始
〈
云
云
〉
終
り
に
到
る
前
後
章
句
の
照
應
よ
り
見
る
と
味う
ま

く
融

合
が
付
か
ぬ
、
後
人
の
挿
入
で
は
有
る
ま
い
か
、
彼
の
八
年
の
分
に
は
大
事

の
如
き
も
又
た
永
平
の
筆
記
な
る
事
上
に
記
す
が
如
し
と
有
る
字

の
数
も
十
二
字
で
有
る
、
此
れ
で
無
く
ば
文
章
が
照
應
せ
な
い
、
如
何

に
も
十
二
字
が
継
子
に
成
て
居
る
、
再
製
の
本
に
は
相
違
な
い
が
此
の

十
二
字
だ
け
は
後
人
の
挿
入
だ
ロ
ー
と
思
ふ
、
上
の
図
説
の
觧
釈

よ
り
見
る
も
前
後
の
様
子
よ
り
考
へ
る
も
此
の
十
二
字
だ
け
別
な

【

ウ
】

文
字
が
入
た
事
は
明
で
あ
る
、
大
事
は
確
に
髙
祖
大
師
が
記
さ

れ
た
者
て
あ
る
、
二
三
代
後
に
出
来
た
者
だ
と
云
ふ
説
は
卍
山
和

尚
が
云
ひ
出
た
の
て
有
る
が
、
此
れ
は
妄
説
で
あ
る
、
健
逝
記

4

4

4

に
寒
厳4

 

（
建
撕
記
の
誤
記
）（
巌
の
誤
記
）

義
尹
に
大
事
を
授
く
と
云
ふ
明
文
が
あ
る
、
此
れ
を
以
て
も
卍
山
師

の
説
は
忽
に
破
舞下
仕上
、
二
三
代
後
の
作
じ
や
な
ぞ
と
は
妄
も

甚
だ
し
い
か
な
、
此
の
大
事
の
事
柄
は
眼
蔵
中
に
悉
く
書
て
あ

る
、
大
事
は
九
十
五
巻
を
図
に
し
て
書
た
の
で
あ
る
、
然
れ
ば
愈
〻

髙
祖
の
御
筆
記
な
る
事
は
確
め
得
ら
る
ヽ
で
は
無
か
、
乃
至
一
代

【

オ
】

蔵
経
も
此
の
大
事
よ
り
出
る
の
で
あ
る
、
大
事
は
大
蔵
経
な
る
と



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

同
時
に
永
祖
の
正
法
眼
蔵
で
あ
る
、
文
と
為
せ
ば
眼
蔵
と
な
り
、

図
と
な
せ
ば
大
事
と
な
る
、
大
事
は
一
代
蔵
経
正
法
眼
蔵
に
更

に
異
な
る
事
は
無
ひ
、
若
し
異
な
る
と
せ
ば
吾
が
宗
門
の
法
寳
と

す
る
に
足
ら
ぬ
、
此
等
を
考
へ
て
見
て
も
二
三
代
後
人
の
作
で
あ

る
と
云
ふ
説
の
妄
な
る
事
が
分
明
に
成
る
の
で
あ
る
と
同
時
に

彼
の
十
二
字
は
愈
〻
疑
は
ざ
る
を
得
ぬ
、
此
の
十
二
字
は
卍
山
下
の

人
が
後
ち
卍
山
師
の
説
を
立
て
る
為
め
に
或
は
挿
入
し
た
者
な
ら
ん
、

【

ウ
】

此
の
大
事
の
事
に
付
て
は
、
万
仭
和
尚
が
滿
身
の
力
を
入
て
書
た

處
で
有
る
か
ら
此
の
様
な
事
を
書
か
る
ヽ
筈
が
無
ひ
の
で
あ
る
、

西
有
禅
師
は
、
自
分
が
卍
山
下
で
有
る
者
だ
か
ら
、
此
の
事
に
付
て

は
何
も
云
は
れ
な
ん
だ
と
見
へ
て
筆
◎
を
調
べ
て
見
た
が
何
に
も
記
し 

◎
記

て
無
く
又
た
記
憶
に
一
も
存
し
て
居
ら
ぬ
が
、
此
れ
は
確
言
す
る

事
が
出
来
る
だ
ロ
ー
と
思
ふ
、

今
一
つ
は
此
の
三
物
秘
弁
を
何
故
に
書
か
れ
た
か
と
云
ふ
に
、
寳
歷4

八 
（
暦
の
誤
記
）

年
の
本
に
書
て
あ
る
が
、
享
保
年
中
に
三
州
に
於
て
秘
弁
を

【

オ
】

撰
述
し
た
〈
云
云
〉
大
乘
寺
の
機
老
師
の
授
る
處
〈
云
云
〉
と
あ
る
、
余
程

此
の
三
物
の
事
に
付
て
は
苦
心
さ
れ
た
者
で
、
外
の
者
の
持
て
居

る
三
物
と
自
分
の
三
物
と
比
較
し
て
見
た
處
が
大
に
違
つ
て
居
る

点
が
あ
る
、
人
々
個
々
の
三
物
を
以
て
居
る
様
で
は
室
内
の
法
寳
と

す
る
に
足
ら
ぬ
、
是
非
三
物
を
一
定
し
正
し
く
し
た
ひ
と
思
は
れ

て
此
の
秘
弁
を
書
か
れ
た
者
だ
ロ
ー
、

今
一
は
宗
内
で
は
御
嗣
書
と
云
ふ
が
、
臨
済
宗
で
は
源
流

書
と
云
ふ
て
居
る
、
又
た
書
き
方
も
違
て
居
る
が
、
共
に
祖
師
門

【

ウ
】

下
に
は
有
る
と
云
ふ
事
を
知
て
お
か
ね
ば
成
ら
ぬ

三
休
庵
述
と
あ
る
が
、
三
休
の
出
處
は
唐
の
司
空
の
説
が
出
處

じ
や
、
上
註
に
あ
る
、
此
の
十
三
年
の
分
は
如
何
に
も
足
ら
ぬ

が
あ
る
、

彼
の
八
年
の
本
に
は
、
先
づ
初
に
夫
れ
洞
門
の
三嗣
書
乎物

は
全
体
三
箇
の
円
相

也
と
あ
る
に
此
れ
に
は
無
ひ
、
此
の
口
决
が
無
け
れ
ば
成
ら
ぬ
の
じ
や
、

此
の
本
に
は
此
の
大
切
な
口
决
が
無
ひ
の
で
あ
る
、

天
竺
で
は
、
嗣
書
を
貝
多
夛
葉
に
書
た
者
で
あ
る
、
隨
て
梵

字
で
梵
語
を
書
き
伝
た
者
だ
、
支
那
に
来
て
は
漢
字
で

【

オ
】

漢
語
を
書
き
伝
た
者
だ
、
馬
鳴
龍
樹
な
ぞ
と
翻
訳
の
名

を
書
た
者
は
誤
り
で
あ
る
、
伝
聞
と
は
、
永
祖
の
御
嗣
書
は

万
仭
様
は
親
く
御
覧
に
な
ら
ぬ
の
で
、
龍
源
寺
の
卍
香

4

4

和
尚 

（
万
光
の
誤
記
）

が
越
山
か
ら
御
嗣
書
を
寫
し
て
来
た
、
そ
れ
を
万
仭
和
尚
が
借

り
て
更
に
写
さ
れ
た
の
じ
や
、
故
に
特
更
に
伝
聞
と
、
御
書
き
に

成
た
、
馬
鳴
龍
樹
な
ぞ
と
書
た
は
無
論
誤
り
で
あ
る
、
若

し
皆
な
の
嗣
書
に
、
此
れ
等
の
文
字
が
有
た
ら
書
き
改
め
る
が

能
い
、
外
は
梵
語
で
、
馬
鳴
龍
樹
の
二
師
の
み
漢
語
で
記
す
と

【

ウ
】

は
チ
ト
妙
で
は
無
い
か
、
此
等
は
是
非
改
め
て
弟
子
に
伝
へ
る
が
能

い
、
婆
須
密
多
の
多
の
字
の
如
き
、
釈
迦
牟
尼
佛
の
佛
の
寺
の
如
き
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無
き
方
が
善
い
、
佛
と
勃
陀
勃
地
と
は
同
じ
事
で
あ
る
、
佛
と
云
ふ
意

を
二
つ
重
ね
る
事
と
成
る
、
後
人
が
佛
と
か
馬
鳴
と
か
生
ま
噬
り
に

此
の
方
が
能
い
な
ぞ
と
改
め
る
者
に
相
違
な
い
、
そ
の
様
な
事
は

甚
だ
能
く
無
ひ
、
正
す
可
き
で
あ
る
、

天
童
諱
の
印
、
此
れ
は
大
切
な
事
じ
や
、
名
前
の
上
に
更
に
師
天

童
様
の
印
を
押
の
は
、
証
契
即
通
を
意
味
し
た
者
だ
、
師
資
一
体

【

オ
】

不
二
と
云
ふ
事
を

す
の
で
あ
る
、
天
童
號
印
、
此
れ
は
か
け

判
の
上
に
押
す
の
じ
や
、
い
ー
な
、
此
の
か
け
判
と
云
ふ
者
は
、
自
分
で

造
る
の
で
、
十
二
支
で
造
る
の
で
有
る
と
云
ふ
、
如
何
に
し
て
造
る
や
に

付
て
二
三
尋
ね
て
見
た
が
ド
ー
モ
分
ら
ぬ
、
或
は
古
い
儒
者
に

で
も
問
ふ
た
ら
ド
ー
で
あ
る
か
、
掛
け
判
の
上
に
更
に
號
の
印
を

押
す
の
は
丁
重
を
意
味
す
る
の
で
有
る
、

祖
號
円
相
経
緯
と
は
、
図
を
云
ふ
の
で
あ
る
、
寸
法
は
是
れ
位
に

せ
ね
ば
書
け
ぬ
、
此
字
未
考
焉
と
は
、
永
平
寺
に
あ
る
嗣
書

【

ウ
】

を
云
ふ
の
で
あ
る
此
の
様
に
か
け
ば
違
ひ
は
無
ひ
か
ら
後
の
者
に
此

の
通
り
に
書
け
よ
と
云
は
る
ヽ
の
で
あ
る

祖
號
圓
相
の
図
は
全
体
三
個
の
圓
相
よ
り
成
て
居
る
の
じ
や

嗣
書
の
巻
は
此
の
全
体
三
個
の
圓
相
を
文
に
書
か
れ
た
の
だ
大

事
も
此
の
三
箇
の
円
相
で
あ
る
眼
蔵
九
十
五
巻
も
此
の
外
は

無
ひ
華
厳
と
礫
も
法
華
と
礫
も
皆
な
同
じ
、
乃
至
一
代

蔵
経
も
全
体
三
箇
の
円
相
で
あ
る
三
箇
の
円
相
と
は
抑
も
何

物
ぞ
先
づ
第
一
に
祖
師
の
名
を
丸
く
書
て
あ
る
此
れ
一
じ
や

【

オ
】

第
二
は
朱
で
筋
が
引
て
あ
る
其
の
筋
が
稜
角
無
し
で
角
を
付

け
ず
に
丸
く
引
て
あ
る
此
を
窟
曲
円
転
の
円
相
と
云
ふ
此
れ
二
で

あ
る
第
三
は
釋
迦
牟
尼
佛
の
正
法
眼
蔵
は
一
糸
漏
さ
ず
迦
葉
尊

者
に
伝
へ
迦
葉
尊
者
は
そ
の
侭
に
阿
難
尊
者
に
伝
へ
乃
至
八
十

何
代
吾
々
に
至
て
一
面
授
で
あ
る
遠
く
は
七
佛
よ
り
以
后
師
資
前

佛
后
佛
更
に
異
な
る
事
な
し
故
に
八
十
代
は
一
人
で
あ
る
一
人
が
八
十

代
面
授
す
る
事
に
成
る
即
ち
一
面
授
で
あ
る
故
に
差
別
の
侭
に
し

て
差
別
は
無
い
嗣
夷
の
巻
に
ツ
ラ
ナ
ル
ニ
ア
ラ
ス
、
ア
ツ
マ
ル
ニ
非
ス
、

【

ウ
】

マ
サ
ニ
カ
ク
ノ
コ
ト
ク
佛
々
相
嗣
ス
ル
ト
学
ス
ル
ナ
リ
と
あ
る
連
な
る

に
非
ず
並
ぶ
る
に
非
ず
佛
々
相
嗣
し
て
今
日
に
到
た
の
じ
や
師
資

は
一
枚
で
あ
る
今
日
の
面
授
は
鷲
山
会
上
破
顔
微
笑
の
面
授
伝

法
じ
や
更
に
変
り
は
無
ひ
故
に
一
枚
の
円
相
で
あ
る
之
れ
が
佛
法

の
眼
目
で
あ
る
以
上
嗣
書
は
三
個
の
円
相
よ
り
成
立
し
居
る
の
で

あ
る
此
の
嗣
書
は
決
し
て
画
図
で
は
無
ひ
天
桂
和
尚
の
様
な
考
へ

を
起
し
て
は
成
ら
ぬ
天
桂
和
尚
は
此
の
三
脉
を
画
図
と
見
た
の
だ
故
に

曰
く
画
図
は
反
古
屋
に
行
け
ば
澤
山
に
有
る
其
の
様
な
反
古
同

【

オ
】

様
な
者
は
伝
へ
る
必
用
は
無
と
云
て
居
る
决
し
て
画
図
で
は
無
い

九
十
五
巻
の
正
法
眼
蔵
は
此
の
三
脉
に
含
ま
れ
て
居
る
三
脉
は
生

け
る
眼
蔵
じ
や
生
け
る
佛
法
じ
や
鷲
山
会
上
で
拈
提
さ
れ
た
る



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

眼
蔵
今
ま
躍
然
と
し
て
三
脉
と
成
て

て
居
る
の
じ
や
天
桂

和
尚
は
此
の
道
理
を
明
め
得
な
か
つ
た
為
め
に
画
図
と
見
え
た

の
で
あ
る
誤
て
は
成
ら
ぬ
故
に
嗣
法
相
読4

を
す
る
に
も
郵
便
配 

（
続
の
誤
記
）

達
が
手
紙
を
渡
す
様
に
小
僧
や
来
い
〳
〵
三
脉
を
遣
ろ
ー
の
何
だ

か
知
ら
ぬ
が
師
匠
か
ら
私
も
貰
た
の
で
貴
様
に
も
遣
ロ
ー
其
の
様

【

ウ
】

に
配
達
的
で
は
成
ら
ぬ
尊
重
し
て
も
尊
重
す
可
き
で
あ
る
今
ま

目
の
当
り
活
け
る
佛
法
を
伝
へ
勃
陀
勃
地
の
位
に
登
る
の
で
あ
る

か
ら
彼
の
華
厳
法
花
も
此
れ
よ
り
出
る
の
で
あ
る
又
た
釈
尊
一

代
御
誡
に
成
た
澤
山
の
戒
律
も
宗
門
正
伝
の
戒
脈
と
無
二
無
別

で
あ
る
然
れ
ば
一
の
正
法
眼
蔵
が
或
は
嗣
書
と

れ
或
は
大
事

と
云
ひ
或
は
血
脉
と

る
の
で
あ
る
三
脉
は
即
一
で
あ
る
一
と
は

何
で
あ
る
か
即
ち
正
法
眼
蔵
で
あ
る
彼
の
一
佛
の
三
身
と
云
へ
る

が
如
し
三
即
一
で
あ
る
故
に
三
脉
は
理
に
し
て
即
事
だ
生
け
る

【

オ
】

佛
法
活
け
る
正
法
眼
蔵
と
す
れ
ば
尊
ば
ざ
る
を
得
な
い
で
は

無
ひ
か
三
脉
を
付
囑
さ
れ
た
る
は
一
代
蔵
経
を
付
囑
さ
れ
た

の
で
あ
る
三
脉
を
手
に
入
れ
た
る
は
正
法
眼
蔵
を
手
に
入
れ
た
の
で

あ
る
昔
か
ら
宗
門
を
指
て
佛
法
の
総
府
で
有
る
と
云
ふ
も
此

処
の
道
理
を
云
ふ
の
じ
や
他
は
さ
も
有
ら
ば
有
れ
吾
が
室
内
は

如
是
と
决
着
す
べ
き
で
あ
る
此
れ
が
此
の
図
の
口
決
で
あ
る
（
以
上

図
の
釈
は
済
た
の
で
以
下
は
下
段
の
文
の
釈
で
あ
る
）

佛
祖
命
脉
と
は
何
を
云
ふ
の
で
有
る
大
事
を
指
す
の
で
あ
る
大

【

ウ
】

事
が
佛
祖
の
命
脉
だ
即
ち
佛
の
大
智
慧
の
事
で
あ
る
此
の
命
脉

は
佛
々
祖
々
の
み
相
伝
し
来
る
の
で
あ
る
証
契
証
の
事
を
能
く
見
る

が
能
い
証
と
は
悟
と
云
ふ
字
で
あ
る
残
屑
を
伝
の
で
は
無
ひ
又
た

浮
つ
か
り
し
て
居
て
は
悟
を
得
る
の
時
は
決
し
て
無
い
必
ず
子
細
に
油

断
な
く
三
休
せ
な
く
て
は
成
ら
ぬ
此
れ
ら
の
事
は
葛
藤
の
巻
を
見

る
と
出
て
居
る
契下
証上
の
二
字
が
尤
も
必
要
な
字
で
あ
る
証
の
字
は

保
証
と
か
証
人
と
か
証
拠
と
か
云
字
で
决
定
を
意
味
す
る
字
だ

ロ
ー
其
の
如
く
に
佛
祖
に
証
契
す
る
の
で
あ
る
と
决
定
し
て
疑
は
ぬ

【

オ
】

此
れ
が
釋
尊
の
命
脉
で
あ
る
法
身
の
慧
命
で
あ
る
と
决
定
し
た
事

は
割
符
合
た
如
く
で
あ
る
一
分
一
厘
も
違
は
な
い
事
を
契
と
云

ふ
の
じ
や
即
通
と
は
師
資
は
是
で
無
け
れ
ば
成
ら
ぬ
此
れ
が
宗

門
の
命
脉
で
あ
る
此
の
証
契
即
通
は
宗
門
の
特
色
と
て
他
家
に
は

無
ひ
の
で
あ
る
即
通
す
る
が
故
に
吾
れ
は
釈
迦

で
あ
る
迦
葉
で
あ
る
師
も
又
た
お
り
証
契
即
通
が
靈
山
會
上
の
拈
花
微
笑

じ
や
今
ま
は
靈
山
の
微
笑
に
徹
底
す
る
の
で
あ
る
此
の
决
定
が
出
来

て
居
ら
ぬ
と
総
て
の
事
に
ビ
ク
〳
〵
と
為
ね
ば
成
ら
ぬ
此
れ
は
大
切

【

ウ
】

な
事
じ
や
是
非
証
契
即
通
が
無
く
ば
成
ら
ぬ
大
宋
宝
慶
と
は

今
ま
な
れ
ば
日
本
明
治
丙
午
と
云
ふ
可
き
で
あ
る
尤
も
日
本
で

日
本
の
人
に
伝
ふ
る
な
れ
ば
日
本
の
二
字
は
不
用
で
あ
る
直
ち
に
明

治
丙
午
と
書
け
ば
能
い
の
じ
や
大
宋
と
書
た
の
は
宗
の
國
の
如
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浄
が
日
本
の
道
元
に
伝
ふ
る
と
云
ふ
意
味
か
ら
此
の
通
り
に
書

た
の
で
あ
る

　
　

第
弐
席　
　

九
月
七
日
午
前

伝
法
戒
文
曰

【

オ
】

儀
規
本
の
初
め
に
伝
法
の
夜
到
三
更
初
〈
云
云
〉
と
あ
る
が
三
更
と
云

へ
ば
今
の
十
二
時
で
真
夜
中
で
あ
る
総
て
大
事
な
事
は
何
で
も

夜
中
に
行
ふ
と
云
ふ
が
法
に
成
て
居
る
夜
る
と
云
ふ
者
も
寂
静

と
物
静
と
て
障
り
が
な
い
日
中
と
云
ふ
者
は
総
て
に
於
て
障

碍
が
多
ひ
か
ら
障
碍
の
少
ひ
夜
中
に
行
と
云
ふ
が
法
だ
昔
は
必

ず
三
更
に
遣
た
者
で
あ
る
今
頃
は
三
更
で
無
く
て
も
能
い
八

時
頃
よ
り
初
め
て
十
時
位
に
終
る
様
に
仕
た
ら
能
か
ロ
ー

少
し
後
に
皈
る
が
勃
陀
勃
地
の
事
を
云
ふ
て
お
コ
ー
勃
陀
勃
地

【

ウ
】

と
は
佛
陀
耶
佛ブ
ツ

陀ダ

佛ブ

陀ダ

と
云
ふ
も
同
一
で
あ
る
佛
智
と
云

ふ
事
で
あ
る
勃
陀
勃
地
と
は
佛
陀
佛
智
と
云
ふ
事
じ
や
梵
語
で

あ
る
此
れ
を
正
徧
智
と
も
等
正
覚
と
も
翻
訳
す
る
事
が
出
来

る
ツ
マ
リ
佛
と
云
ふ
事
だ
嗣
法
の
時
は
師
資
共
に
佛
境
界
で

有
る
佛
面
じ
や
佛
智
に
入
る
の
で
あ
る
佛
法
を
受
け
る
の
で
あ
る

そ
れ
は
何
故
で
有
る
か
証
契
即
通
で
あ
る
が
故
に
釈
迦

よ
り
迦
葉
に
即
通
し
迦
葉
よ
り
阿
難
に
即
通
し
乃
至
今
日
の
師

に
至
り
今
ま
又
資
に
即
通
す
此
の
証
契
即
通
の
時
に
勃
陀

【

オ
】

勃
地
の
位
に
入
る
の
で
あ
る
自
分
の
身
は
卑
き
者
で
は
無
ひ

自
重
心
其
れ
位
の
少
さ
き
話
で
は
無
ひ
自
身
の
一
身
は
勃
陀
勃
地

と
云
ふ
佛
位
を
相
続
し
た
大
切
な
身
で
あ
る
其
の
者
が
明
治
流
の

妻
帶
を
す
る
肉
食
を
す
る
言
語
に
絶
へ
た
不
品
行
耻
入
た
話

だ
御
互
が
勃
陀
勃
地
の
位
を
乍
得
充
分
の
行
の
調
は
ね
ば
残
念

な
次
㐧
で
あ
る
慚
愧
す
べ
し
何
で
も
行
へ
る
限
り
勃
陀
勃
地
の
位
に

反
か
ぬ
様
氣
を
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
同
様
に
証
契
即
通
し
て

居
ら
ぬ
故
に
法
が
疑
は
る
ヽ
の
だ
古
人
は
皆
な
透
入
し
た
者
だ

【

ウ
】

御
開
山
は
天
童
に
於
て
三
年
間
の
御
修
行
方
丈
に
登
て
身
心

脱
落
と
云
は
れ　た是
れ
即
通
を
述
べ
ら
れ
た
の
じ
や
如
浄
様

が
脱
落
脱
落
と
即
通
を
証
明
さ
れ
る
証
契
で
あ
る
佛
境
界

に
投
入
し
た
の
が
師
資
更
に
二
面
は
無
ひ
靈
山
の
一
会
現
然
未

散
れ
は
是
れ
を
云
ふ
の
で
あ
る
古
人
の
消
息
は
如
是
き
者
だ
処
が

今
日
の
師
資
は
共
に
投
入
と
云
ふ
事
が
無
ひ
か
ら
疑
は
る
ヽ
の
で
あ

る
が
此
の
儀
式
の
有
る
処
必
ず
其
の
者
の
有
る
処
た
か
ら
大
切
に

行
は
無
く
て
は
成
ら
ぬ
今
日
の
嗣
法
は
ホ
ン
ノ
鑄
形
ば
か
り
で

【

オ
】

は
有
る
が
儀
式
に
於
て
は
昔
と
少
し
も
変
り
は
無
ひ
故
に
師
は

如
何
な
る
も
資
た
る
者
は
修
行
の
力
を
借
て
必
ず
証
契
即
通
と

云
ふ
大
悟
徹
底
す
る
と
云
ふ
大
決
心
が
無
く
ば
成
ら
ぬ
此
の
面
授
相

続
と
云
ふ
事
は
他
教
た
家
な
ぞ
に
は
無
い
の
で
祖
師
門
下
の
専

有
物
で
あ
る
故
に
儀
式
の
み
で
も
行
へ
る
と
云
ふ
は
難
有
事
で



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

あ
る
身
心
脱
落
と
は
何
た
か
六
か
敷
様
だ
が
別
の
事
は
無
い

故
に
行
く
と
横
竪
の
拜
と
云
ふ
が
あ
る
此
の
時
は
師
は
資
を
疑

は
ず
資
は
師
を
疑
は
ぬ
其
処
に
佛
智
見
は

れ
て
居
る
か
は
な

【

ウ
】

れ
ど
も
師
資
共
に
知
ら
ぬ
の
で
あ
る
共
に
拜
禮
を
す
る
時
に
勃

陀
勃
地
の
佛
光
明
は
現
然
だ
坐
具
を
展
へ
横
縦
の
拝
を
す

る
時
に
は
師
資
は
吾
我
を
抛
て
居
る
吾
我
の
見
が
有
た
れ
ば

横
縦
の
拜
は
出
来
ぬ
此
の
時
が
佛
境
界
で
あ
る
但
だ
其
処
に

當
せ
ぬ
の
で
あ
る
此
の
吾
我
を
抛
つ
て
云
ふ
事
が
㐧
一
だ
純

一
に
三
年
弁
道
し
て
抛
た
れ
た
ら
結
講4

だ
菩
薩
の
三
祇
百 

（
構
の
誤
記
）

劫
と
此
の
吾
我
を
抛
つ
為
の
修
行
で
あ
る
無
我
無
心
と
云
ふ

も
此
の
吾
我
の
見
を
抛
た
の
を
云
ふ
の
だ
之
れ
が
身
心
脱
落

【

オ
】

で
あ
る
之
れ
が
勃
陀
勃
地
で
あ
る

洒
水
儀
規
本
に
資
巡
堂
焼
香
将
入
室
時
師
出
室
す
向
揖

引
資
入
室
中
洒
水
〈
有
口
授
大
低4

云
云
〉
と
あ
る
室
に
入
る
や
師
は
南
面

 

（
抵
の
誤
記
か
）

の
椅
子
に
倚
る
資
は
北
面
し
て
立
つ
此
の
時
に
洒
水
は
行
は
る
ヽ
の
で
あ
る

洒
水
の
様
子
は
戒
文
に
有
る
て
一
轍
で
あ
る
口
伝
て
は
円
伊
三
點

〈
云
云
〉
之
を
云
ふ
の
で
あ
る
円
と
は
漸
に
撰
た
の
で
大
手
は
円
満
に

し
て
缺
る
事
な
し
と
云
ふ
意
味
で
円
の
字
を
用
た
者
だ
約

ま
り
伊
字
の
三
点
と
云
ふ
事
で
あ
る

【

ウ
】

三
点
と
は
洒
水
の
仕
方
を
云
ふ
の
で

の

で
何
を
三
点
す
る
か

と
云
へ
ば
資
の
頂
と
三
有
と
四
恩
と
の
義
で
あ
る

天
台
学
で
は
円
伊
の
三
点
と
云
へ
ば
中
〻
八
釜
敷
事
だ

三
点
は
一
に
し
て
三
三
に
し
て
一
と
云
ふ
師
資
は
一
で
あ
る
三
有
と

四
恩
と
一
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
で
あ
る
大
切
な
事
故
に
記
憶

に
存
し
て
お
か
ね
ば
成
ら
ぬ
此
の
洒
水
を
弟
子
の
頂
き
に
灌

ぐ
と
云
ふ
を
り
灌
頂
水
と
云
ふ
の
で
あ
る
法
事
に
行
く
と
茶

椀
に
水
が
入
て
木
の
葉
が
一
枚
付
て
あ
る
其
れ
を
亡

に
両
方
に

【

オ
】

洒
ぐ
此
れ
も
灌
頂
水
で
同
じ
事
だ
此
の
灌
頂
水
の
出
処
は
華

嚴
経
で
あ
る
洒
水
の
茶
碗
を
取
り
て
洒
水
の
加
持
を
し
て
自

分
の
頂
に
あ
る
師
か
ら
伝
た
水
を
器
の
中
に
三
度
入
れ
る
の
で
あ
る

故
に
佛
祖
伝
来
で
あ
る
釈
迦
佛
よ
り
水
が
迦
葉
様
に
伝
へ

乃
至
御
開
山
に
伝
へ
更
に
代
々
と
伝
へ
経
の
師
た
る
人
の
頂
上

に
伝
て
来
て
居
る
其
の
水
を
洒
水
器
の
中
に
遷
す
事
三
度
然

か
あ
れ
ば
洒
水
器
の
中
の
水
は
仏
祖
伝
来
の
水
と
成
た
の
で
あ
る

此
れ
を
表
相
と
云
ふ
の
で
あ
る
が
表
相
が
実
事
だ
外
に
実
事

【

ウ
】

は
無
ひ
此
れ
を
頂
水
或
は
智
水
と
云
ふ
佛
智
水
を
頂
寧4

上
に 

（
潼
の
誤
記
）

伝
へ
来
て
居
る
故
に
智
と
名
が
あ
る
の
だ
此
の
頂
寧4

に
伝
へ
来
る 

（
潼
の
誤
記
）

智
水
を
ば
遷
し
て
弟
子
の
頂
に
灌
ぐ
事
三
度
此
れ
釈
尊

伝
来
の
智
水
を
弟
子
に
伝
へ
た
の
で
あ
る
次
に
四
恩
と
三
有
と

は
左
右
共
に
三
度
づ
ヽ
灌
ぐ
三
有
と
は
三
界
の
衆
生
を
云
ふ
の
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だ
此
の
佛
祖
伝
来
の
灌
頂
水
を
以
て
此
の
功
徳
一
切
衆
生
を

利
潤
す
る
の
で
あ
る
灌
ぎ
終
れ
ば
直
ち
に
自
分
の
頂
に
返
し
て

お
く
の
で
然
か
す
れ
ば
茶
碗
の
中
に
は
智
水
は
無
ひ

だ

【

オ
】

此
れ
は
儀
式
で
あ
る
が
事
を
離
れ
て
理
は
無
ひ
か
ら
此
の
儀
式

作
法
が
実
じ
や
今
日
の
書
生
連
中
の
云
ふ
様
に
形
式
佛
法
は

駄
目
だ
坐
禅
な
ぞ
は
形
式
的
に
坐
し
て
居
る
何
に
成
る
と
云

ふ
が
其
の
形
式
を
離
れ
て
何
処
に
真
の
佛
法
が
あ
る
其
の
形
式

の
坐
禅
を
離
れ
て
何
れ
に
真
の
坐
禅
が
あ
る
馬
鹿
な
事
を

云
た
者
だ
此
の
儀
式
を
取
り
て
仕
舞
へ
ば
真
実
は
無
ひ
波

を
離
れ
て
水
が
何
処
に
あ
る
読
経
し
礼
拜
す
る
是
れ
は
形

式
で
あ
る
が
読
経
を
止
て
読
経
を
求
む
る
事
が
出
来
る
か
形

【

ウ
】

式
の
礼
拜
を
取
て
礼
拜
は
無
ひ
形
式
の
無
き
処
は
佛
法
の
無
き

処
だ
水
波
は
一
如
で
あ
る
形
式
の
行
は
る
ヽ
処
真
実
の
佛
法
が

行
は
る
ヽ
処
じ
や
書
生
輩
の
冷
た
い
頭
か
ら
考
へ
る
と
妙
に
思
だ

ロ
ー
が
此
の
洒
水
の
儀
式
の
行
は
る
ヽ
処
に
佛
祖
の
灌
頂
水
あ
り

真
実
の
佛
法
あ
り
だ

嚴
経
の
文
は
天
子
の
即
位
に
付
て
の
儀
式
で
あ
る
母
是
正
后

に
は
妾
腹
に
非
ず
し
て
国
母
陛
下
の
腹
に
御
産
れ
で
あ
る
と
云

ふ
事
四
大
海
水
と
は
一
國
中
の
水
と
云
ふ
儀
で
あ
る
刹
利
王

【

オ
】

数
と
は
王
族
の
中
間
に
入
た
と
云
ふ
事
で
王
た
る
の
資
格
が
出

来
た
の
だ
十
善
道
と
は
十
善
戒
を
行
ふ
事
で
是
れ
無
く
ば
王

た
る
の
資
格
が
無
ひ
菩
薩
受
職
と
は
弟
子
が
洒
水
を
受

る
時
を
云
ふ
の
で
此
れ
を
受
る
と
同
時
に
佛
位
に
入
る
の
で
あ
る

故
に
后
に
大
智
職
と
云
ふ
大
佛
智
慧
の
職
と
云
ふ
事
で
あ
る

転
輪
王
の
王
職
位
を
受
る
は
例
に
挙
た
の
で
佛
弟
子
が
灌

頂
水
を
受
け
佛
位
に
入
る
は
太
子
の
王
職
を
受
け
る
様
な
者
だ

と
引
證
さ
れ
た
の
で
あ
る
四
大
海
水
と
は
佛
法
の
開
示
悟
入
と
云

【

ウ
】

ふ
四
佛
智
見
に
當
る
の
で
あ
る
今
ま
室
内
が
此
の
王
子
の
職
を

受
け
る
式
の
通
り
で
あ
る
紅
幕
を
張
り
沈
香
を
焼
き
根

松
を
立
て
る
四
大
海
水
は
入
れ
ぬ
が
先
佛
伝
来
の
四
佛
智
の
水

を
入
れ
て
弟
子
に
授
く
此
の
時
に
如
来
の
十
力
四
無
所
畏
を

具
足
し
て
佛
知
見
に
投
入
す
る
の
で
あ
る

竪
継
横
継
灌
頂
水
終
て
次
ぎ
に
此
の
拜
が
有
る
の
だ
儀
規

本
初
丁
に
曰
く
師
在
東
椅
前
向
西
立
〈
資
展
拜
席
二
枚
〉
資
在
西

向
師
立
資
先
展
坐
具
師
亦
展
坐
具
資
坐
具
下
〈
云
云
〉

【

オ
】

と
あ
る
資
は
東
に
向
て
坐
具
を
大
展
に
す
る
其
の
時
に
師
も

坐
具
を
展
へ
る
座
具
と
〳
〵
と
両
端
竪
て
に
重
な
る
資

九
拜
師
答
一
拜
す
る
此
れ
を
竪
拜
と
云
ふ
の
で
あ
る
次
に
文
に

曰
く
次
資下
師上
拜
席
雙
展
北
椅
前
師
東
資
西
相
並
而
立

向
中
央
之
嗣
夷
同
時
焼
香
共
展
坐
具
師
坐
具
下
〈
云
云
〉

と
あ
る
此
れ
も
同
く
大
展
に
し
て
資
の
坐
具
が
上
に
成
り
座
具



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

と
〳
〵
と
横
端
相
ひ
重
な
る
師
資
共
に
九
拜
す
此
れ
を

横
拜
と
云
ふ
の
で
あ
る
此
の
拜
が
尤
も
有
難
い
の
で
今
ま
秘
弁
は

【

ウ
】

其
れ
を
釈
す
る
の
だ
此
れ
一
面
一
体
で
あ
る
此
の
座
具
を
互
に
重

ね
る
時
は
師
資
ば
か
り
が
一
体
一
面
で
無
く
竪
は
三
際
の
仏
祖
と

一
面
に
成
り
横
は
十
方
の
諸
佛
は
無
論
諸
菩
薩
十
方
の
有
情

非
情
と
共
に
嗣
法
し
終
る
の
で
あ
る
師
資
座
具
を
上
と
な

し
下
と
な
す
時
は
師
資
の
面
目
は
無
い
釈
迦

吾
と
十
方
の
衆

生
と
一
体
一
面
否
な
十
方
と
吾
れ
と
一
面
で
あ
る
と
云
ふ
意
味
だ

此
れ
が
口
决
で
あ
る
此
れ
は
但
だ
儀
式
で
は
有
る
が
儀
式
が
実
事

だ
儀
式
を
行
ふ
処
に
嗣
法
は
行
へ
る
の
だ
座
具
を
重
ね
合
掌

【

オ
】

は
一
体
一
面
で
あ
る
一
面
に
非
ざ
れ
ば
決
し
て
出
来
な
い
の
じ
や

一
寸
手
紙
一
つ
使
ふ
で
も
直
く
喧
嘩
が
初
ま
る
で
無
い
か
況
ん
や
手

紙
を
使
た
位
の
事
で
無
い
座
具
を
上
と
為
し
下
と
為
す
師
で
あ

る
の
資
で
あ
る
と
云
ふ
面
目
が
有
て
は
到
底
出
来
ぬ
此
の
親
き
式

の
行
へ
る
時
が
証
契
即
通
じ
や
中
の
悪
ひ
喧
嘩
面
の
時
に
此
れ

が
行
へ
る
者
が
況
や
古
の
佛
祖
方
の
嗣
法
を
や
决
し
て
其
の
様
な
浅

墓
な
事
で
は
無
ひ
此
の
消
息
は
葛
藤
の
巻
を
見
る
が
能
い

趙
州
真
際
大
師
示
寂
衆
曰
迦
葉
伝
與　ス
阿
難　ニ
且
道　ヘ
達
磨

【

ウ
】

伝
與　ス
什
麼
人　ニ
因
僧
問　フ
且　ク
如　キ
二
祖
得
髄　ノ
又
作
麼
生
師
云
莫　レ

謗　ル
二
祖　ヲ
師
又
曰
達
磨
也
有
語
〈
云
云
〉
と
あ
る
二
祖
を
謗
す
る

事
勿
は
二
祖
は
達
磨
を
見
ぬ
一
体
一
面
じ
や
此
れ
が
横
竪
の
拜
じ
や

假
令
迦
葉
は
阿
難
に
伝
與
す
る
も
二
祖
は
達
磨
に
嗣
法
は
せ
ぬ

二
祖
の
境
界
は
此
処
だ
達
磨
は
二
祖
に
蔵
身
し
て
居
る
師
は
資
を
見

す
資
も
更
に
師
を
認
め
ぬ
二
面
の
認
む
可
き
為
し

此
れ
二
祖
を
謗
す
る
事
勿
れ
と
云
は
れ
た
處
が
此
の
横
竪
の
式

は
行
は
ず
と
も
証
契
即
通
の
時
節
横
竪
は
有
る
け
れ
ど
も

【

オ
】

更
に
資
を
し
て
佛
祖
よ
り
血
脉
貫
通
し
来
れ
る
事
を
知

ら
し
む
る
為
に
此
の
拝
を
行
ふ
の
て
あ
る

嬰
児
行
膝
行
七
歩
の
式
を
云
ふ
の
で
あ
る
儀
規
本
二
丁
に
次
移

椅
子
前
卓
東
西
師
就
椅
乖
埀
雙
足
資
近
前
展
坐
具
六

拜
師
合
掌
受
拝
資
曲
躬
叉
手
曰
生
死
〈
乃
至
〉
三
唱
次
膝
行

七
歩
進
師
足
下
〈
云
云
〉
此
の
嬰
児
行
は
涅
槃
経
に
依
て
居
る
不

去
不
来
婆
々
和
々
有
句
無
句
此
れ
は
法
身
如
来
の
佛
徳
に
喩

た
者
だ
佛
德
は
去
来
有
る
も
去
来
に
墮
す
る
事
な
し
婆
〻

【

ウ
】

和
〻
言
語
を
為
す
も
言
語
に
跡
と
無
し
此
を

に
現
ぜ
は
膝
行

七
歩
去
来
あ
る
も

来
の
相
に
墮
せ
ぬ
生
死
し
乍
ら
涅
槃
に

入
る
此
れ
は
今
の
書
生
衆
の
云
ふ
様
な
口
ば
か
り
の
見
識
て
は
無

ひ
生
死
即
涅
槃
の
境
界
が

德
だ
此
れ
が
嬰
児
行
だ
去
来

の
相
な
く
言
語
の
蹟
な
き
處
を
儀
式
に

せ
ば
膝
行
七
歩
に
な
る

無
心
無
心
徹
底
無
心
此
の
行
に
は
我
見
も
人
見
も
無
ひ
膝
行
七

歩
の
処
父
子
一
体
不
二
の
恩
儀
が
全
く
具
る
の
で
あ
る
故
に
師
は



愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第

巻
第

・
・

合
併
号

慈
悲
愛
愍
の
心
を
持
ち
資
は
孝
順
の
儀
に
違
せ
ず
無
心

【

オ
】

無
心
大
無
心
に
し
て
自
ら
恩
儀
が
現
る
ヽ
儀
式
で
あ
る
或
は
摩
頂

し
或
は
礼
拜
す
る
な
ぞ
の
式
を
膝
行
等
の
等
の
字
に
含
ま
せ
た

の
で
あ
る
此
の
親
密
な
る
式
を
忘
れ
て
は
成
ら
ぬ
袈
裟
角
を

以
て
蓋
は
親
の
子
を
自
分
は
薄
〻
と
も
子
を
蓋
ふ
の
と
同
じ
事

じ
や
儀
式
ば
か
り
思
ふ
て
は
な
ら
ぬ
親
く
参
究
す
べ
し

葢
覆
袈
裟
角
を
取
て
資
の
肩
上
に
掛
る
は
佛
袈
裟
を
以
て

児
孫
を
葢
覆
す
る
の
意
を

す
の
で
あ
る

向
の
時
に
上
酬
慈

恩
と
云
ふ
が
此
の
佛
祖
の
児
孫
を
葢
覆
し
下
さ
れ
た
御
恩
徳
に

【

ウ
】

報
る
の
で
あ
る
摩
頂
は
慈
悲
愛
愍
で
あ
る
此
れ
は
反
對
の
方

面
よ
り
見
る
と
能
い
ゲ
ン
コ
ツ
を
呉
る
時
愛
愍
は
無
い
摩
頂

は
無
ひ
儀
規
本
三
丁
に
摩
頂
囑
曰
従
如
来
嫡
々
相
承
〈
云
云
〉

今
得
汝
如
釈
迦
牟
尼
卋
尊
得
迦
葉
正

眼
蔵
悉
以
分

附
汝
能
護
持
尽
来
〈
云
云
〉
釈
尊
の
迦
葉
を
得
る
が
如
し
或
は
正

法
眼
蔵
悉
く
分
附
す
尽
未
来
際
断
絶
せ
し
む
る
事
な
か
れ
と

能
く
考
へ
て
見
よ
輕
々
敷
思
ふ
て
は
成
ら
ん
如
是
難
有
大
法
を

相
承
し
た
者
が
三
脉
を
師
匠
に
返
し
て
還
俗
す
る
と
は
驚
き

【

オ
】

入
た
馬
鹿
者
た
昔
は
二
人
扶
持
位
貰
た
草
履
取
の
足
軽
が

二
君
に
仕
へ
ぬ
と
云
ふ
て
切
腹
を
し
た
者
だ
其
の
忠
義
孝
行
の

話
を
髙
座
の
上
で
堂
々
と
す
る
者
が
三
脉
を
捨
て
る
と
は
御
話
に

成
ら
な
い
磁
鉄
の
縁
と
云
ふ
が
誠
に
い
ー
だ
何
か
知
ら
ぬ
が
感
応
道

交
と
で
も
云
ふ
が
磁
石
の
鉄
に
感
ず
る
如
く
遂
に
伝
法
相
続
が
出

来
る
此
の
時
は
師
も
資
も
共
に
知
ら
ず
〳
〵
に
嗣
法
の
縁
が
熟
し
て

居
る
の
じ
や
尽
未
来
際
断
絶
せ
し
む
る
事
勿
れ
と
誡
を
受
た

者
が
不
心
得
を
遣
り
て
は
慚
死
す
る
も
足
ら
ぬ
断
絶
せ
ざ
る
処
に

【

ウ
】

於
て
恩
儀
が
全
く
具
る
の
で
あ
る
如
何
な
る
事
が
有
ロ
ー
と
も
身

命
を
放
捨
し
て
資
た
る
者
は
師
を
助
け
ね
ば
成
ら
ぬ
近
く
は

大
石
良
雄
を
見
よ
彼
れ
は
小
藩
の
家
臣
で
あ
る
外
一
味
四
十
七
人

の
者
身
分
卑
き
平
右
エ
門
の
如
き
者
ま
で
か
三
年
の
苦
心
を
積

み
耻
を
忍
ん
で
元
禄
十
四
年
十
二
月
十
四
日
𠮷
良
上コ
―
ヅ
ケ野
助
を
打

て
本
望
を
遂
げ
一
同
に
切
腹
を
し
た
感
心
な
者
だ
今
に
至
て
忠

心
の
鏡
と
歌
は
れ
て
居
る
之
れ
は
其
れ
位
な
事
で
は
無
ひ
釈
尊
よ

り
伝
へ
来
れ
る
大
法
を
相
続
す
る
の
だ
法
の
為
め
師
の
為
に
一
命
を

【

オ
】

捨
る
の
決
心
が
無
く
て
は
成
ら
ぬ
三
脉
を
返
す
様
な
誤
た
考
へ
は

夢
め
起
す
可
ら
ず
報
恩
謝
徳
が
腰4

要
だ 

（
肝
の
誤
記
）

二
頭
祥
鷄
嬰
児
行
も
終
り
三
拜
も
終
て
嗣
夷
を
開
て
松
燭

を
以
て
師
資
自
分
の
名
を
見
終
り
儀
規
文
に
曰
く
見
畢
疂

嗣
書
入
資
懷
中
〈
所
謂
二
頭
祥
鷄
點
火
燭
師
資
相
遇
伝
心
法
正
在
此
時
而
已
有
口
伝
〉

此
れ
は
何
を
云
た
の

で
あ
る
祥
鷄
と
は
鷄
と
云
ふ
事
だ
二
尾
の
雌
雄
の
鷄
が
暗
夜
に
も
迷
は

ず
時
が
来
れ
ば
自
然
に
時
を
告
け
る
今
も
氣
機
投
合
し
て
伝



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

救
迷
情
の
儀
が
行
へ
る
鷄
の
時
を
知
る
如
く
如
何
な
る
訳
と
云
ふ
事

【

ウ
】

は
無
い
が
投
合
し
て
資
は
法
を
求
め
る
師
は
授
け
ヨ
ー
と
思
ふ

譬
ば
暗
夜
で
あ
る
暗
夜
で
は
有
る
が
投
合
す
る
か
ら
嗣
法
が

出
来
る
其
を
二
頭
の
祥
鷄
と
云
ふ
た
の
だ

弟
子
が
嗣
法
を
願
ふ
氣
の
無
ひ
時
は
師
が
授
け
よ
う
と
思
て

も
行
へ
ず
又
た
資
が
如
何
に
求
む
る
と
も
師
の
方
に
伝
へ
る
氣
が
無

く
て
も
仕
方
が
な
い
雌
雄
が
ク
ヽ
と
云
ふ
処
に
互
に
時
を
違
へ
ず

告
る
自
然
の
投
合
と
云
ふ
事
が
肝
要
じ
や
是
の
感
應
道

交
が
無
く
ば
决
し
て
伝
法
相
続
は
出
来
る
者
で
な
い

【

オ
】

　
　
　

第
三
席　
　

八
日
午
前

拈
秘
書
有
口
伝

秘
書
と
は
大
事
の
事
で
あ
る
大
事
と
云
は
ず
秘
書
と
云
は
昔
は

参
同
契
寳
鏡
三
昧
五
位
顕
決
を
秘
書
と
し
て
伝
た
者
だ

故
に
大
事
を
秘
書
と
云
た
の
で
あ
る
上
代
は
万
仭
様
の
御
説

で
は
如
浄
様
以
上
を
指
て
云
た
の
で
あ
る
中
古
に
は
天
童

よ
り
以
来
を
中
古
と
云
ふ
或
人
の
説
に
は
若
し
天
童
様
以
上

を
上
代
と
云
は
ヾ
曹
山
洞
山
の
二
師
の
如
き
は
何
を
授
け
た
雲
居

【

ウ
】

よ
り
天
童
様
に
至
る
十
二
代
は
参
同
契
等
の
三
書
を
秘
書

と
し
て
授
け
た
と
云
ふ
も
能
い
が
其
れ
以
前
洞
曹
二
師
の
頃
は

何
を
授
け
た
万
仭
和
尚
の
天
童
以
上
を
上
代
と
云
ふ
説
は
当

ら
ぬ
と
云
ふ
の
で
あ
る
又
た
中
古
を
天
童
よ
り
に
非
ず
し
て
日
本
の

孤
雲
徹
通
の
頃
を
指
と
云
ふ
説
も
有
る
が
之
れ
も
当
ら
ぬ
洞
曹

二
師
の
頃
ま
で
は
参
同
契
等
は
具
体
的
に
書
物
に
は
成
て
居
ら
ぬ

口
決
で
伝
た
者
だ
例
を
揚
れ
ば
彼
の
御
経
の
如
き
昔
は
口
伝
で

有
た
畢
波

窟
で
結
集
し
た
が
本
と
し
て
書
き
附
た
初
だ

【

オ
】

其
れ
と
同
く
上
代
は
参
同
契
等
の
宗

を
口
伝
し
来
た
其
れ
が

石
頭
に
来
て
文
章
と
し
て
参
同
契
と

れ
洞
山
に
来
て
結
集

さ
れ
て
五
位
と
成
り
曹
山
は
口
決
を
寳
鏡
三
昧
と
為
た
如
是

具
体
的
に
文
章
と
成
た
は
此
の
頃
で
有
た
が
口
授
を
以
て
古

代
は
伝
へ
来
た
者
で
あ
る
然
れ
ば
万
仭
和
尚
の
説
は
無
理
は
無

い
の
だ
大
事
の
図
は
如
浄
永
平
の
頃
に
出
来
た
者
が
秘
書
を

如
浄
様
が
御
開
山
に
授
け
ら
れ
た
事
は
書
に
明
で
あ
る
寒
厳4 

（
巌
の
誤
記
）

義
伊4

に
大
事
を
授
く
と
あ
る
以
上
は
孤
雲
徹
通
峩
山
の
頃
の 

（
尹
の
誤
記
）

【

ウ
】

者
に
非
る
事
は
分
る
二
三
代
後
に
出
来
た
と
云
ふ
説
は
妄
説
だ

只
だ
昔
は
口
授
で
有
た
者
を
結
集
し
た
ば
か
り
の
相
違
で
は
有

る
が
其
れ
と
て
誤
見
を
生
じ
て
は
法
が
軽
く
成
る
大
切
な
事

じ
や
此
の
大
事
の
図
に
依
て
三
書
の
道
理
を
明
め
佛
家
の
一
大

事
因
縁
を
明
め
人
天
の
師
た
る
眼
目
を
具
す
可
き
で
あ
る
大

内
青
巒
居
士
が
参
同
契
寳
鏡
三
昧
五
位
顕
决4

の
三
書
を 

（
訣
の
誤
記
）

集
め
て
禅
學
三
書

4

4

と
し
て
書
た
彼
の
男
も
元
は
宗
内
の 

（
三
要
の
誤
記
）

人
物
で
有
た
か
ら
此
の
三
書
の
大
切
な
事
を

知
し
て
居
る
故
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【

オ
】

に
三
書
と
し
て
書
た
の
だ
ロ
ー
此
れ
は
誠
に
大
切
な
宗
門
の

三
書
で
此
の
三
書
を
明
め
る
と
直
に
佛
祖
の
一
大
事
因
縁
が
明
め

得
ら
る
ヽ
の
で
あ
る

唱
歷
代
佛
祖
〈
云
云
〉
此
れ
を
此
処
に
入
れ
た
は
氣
に
入
ら
ぬ
大
事
の
図

を
觧
釈
し
て
後
に
此
れ
を
入
れ
た
ら
能
か
ら
う
と
思
ふ
夫
れ
で

無
ひ
と
順
序
で
無
い
此
の
看
経
は
是
非
や
ら
ね
ば
成
ら
ぬ
一
本

に
は
毎
朝
を
毎
晩
と
成
て
居
る
の
も
有
る
が
必
ず
し
も
朝
に

限
ら
ぬ
毎
朝
毎
晩

怠
な
く
宗
門
の
秘
書
た
る
三
書
を
讀

【

ウ
】

み
次
で
大
悲
咒
を
讀
で
伝
燈
の
恩
に
報
る
の
で
あ
る
三
返
唱
之

れ
は
本
師
の
血
脈
を
相

す
る
を
紀
念
し
法
の
重
を
奉
重
す

る
の
で
あ
る
此
の
唱
歷
代
佛
祖
の
尊
號
有
口
伝
の
一
文
を
終
て

下
注
に
一
本
此
下
〈
云
云
〉
と
長
き
割
註
あ
り
此
れ
に
依
れ
ば
別

本
と
同
く
大
事
の
図
は
御
開
山
の
手
に
出
来
た
事
は
確
じ
や

と
定
め
て
有
る
図
を
見
て
も
誠
に
巧
に
出
来
て
居
る
中
々

並
々
の
人
で
は
此
れ
だ
け
の
図
は
出
来
ぬ
御
開
山
の
作
で
有
る
と

私
は
万
仭
和
尚
の
説
に
順
て
お
く
此
の
図
は
正
法
眼
藏
九

【

オ
】

十
五
巻
だ
此
の
図
に
依
て
参
同
契
…
…
…
の
意
を
知
る

事
が
出
来
る
と
同
時
に
三
書
に
依
て
大
事
を
知
る
事
が
出
来

る
当
寺
の
衆
な
れ
ば
大
事
に
依
て
眼
蔵
を
知
り
眼
蔵
に
依
て

大
事
を
を4

知
る
と
云
ふ
可
き
で
あ
る 

（
を
は
衍
字
か
）

大
事
大
事
図
説
曰
大
事
と
云
ふ
字
の
出
處
は
法

で
あ
る

故
に
法

の
文
を
引
か
れ
た
衆
生
を
し
て
佛
智
見
を
開
か
し
む

る
が
一
大
事
で
あ
る
佛
知
見
は
生
佛
一
如
に
し
て
三
丗
十
方
に

通
ず
る
故
に
大
と
云
ふ
因
も
縁
も
共
に
佛
智
見
で
あ
る
佛
知

【

ウ
】

見
と
は
佛
の
事
で
あ
る
佛
の
出
丗
せ
ら
れ
た
る
は
大
事
因
縁
の
爲
に

丗
に
出
た
の
で
あ
る
然
れ
ば
佛
知
見
が
佛
知
見
を
開
か
し
む
る
の

で
あ
る
衆
生
を
し
て
佛
知
見
に
入
ら
し
む
る
其
れ
が
法

経

の
心
で
あ
る
諸
佛
得
之
と
は
何
を
得
る
か
佛
知
見
を
得
る
な
り

三
丗
の
諸
佛
も
一
大
事
が
証
契
即
通
し
て
法
輪
を
転
せ
ら

れ
た
釈
尊
も
十
二
年
の
雲
山
の
修
行
の
結
果
佛
知
見
を
得
て

山
を
下
り

厳

苑
と
法
幢
を
建
て
衆
生
を
教
化
せ

ら
れ
た
御
開
山
も
天
童
山
に
三
年
の
苦
心
佛
知
見
を
得
て

【

オ
】

日
本
に
御
皈
り
に
成
り
法
幢
を
立
て
衆
生
を
化
益
せ
ら
れ

た
歷
代
の
祖
師
一
祖
と
し
て
然
ら
ざ
る
は
無
ひ
参
図
と
は
大
事

の
図
に
参
究
す
る
の
だ
佛
が
丗
に
出
現
せ
ら
れ
た
は
如
是
と
此

の
図
に
参
じ
て
諸
佛
の
本
懷
を
知
る
可
し
古
人
は
如
是
示
さ
れ

た
と
石
頭
大
師
の
文
を
証
に
引
れ
た
此
の
語
の
内
で
も
達
佛

知
見
と
云
ふ
が
先
佛
の
印
証
で
あ
る
証
文
で
あ
る
此
の
口
授
を

図
に

た
者
が
大
事
だ
伝

の
者
は
此
の
図
に
参
究
し
て
一

大
事
因
縁
佛
の
本
懷
を
明
む
る
が
能
い
明
め
ざ
る
時
は
三
脉

【

ウ
】



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

を
伝
も
生
れ
乍
ら
の
盲
人
が
鏡
を
持
て
る
の
も
一
所
だ
役
に
立
た

ぬ
此
れ
で
大
体
の
意
は
述
べ
た
が
以
下
一
々
に
図
に
付
て
釈
す
る
の
で
あ
る

第
一
に
逆
卍
字
一
図
の
大
体
を
初
め
に
云
て
後
に
細
釈
す
る
事

に
セ
ヨ
ー
文
に
有
る
如
く
初
發
心
時
便
成
正
覚
を

た
者
で

あ
る
大
体
御
開
山
の
宗
風
は
弁
道
話
に
一
口
に
云
て
あ
る
初
丁
に

曰
く
イ
マ
オ
シ
フ
ル
功
夫
弁
道
は
証
上
に
万

ア
ラ
シ
メ
出
路

ニ
一
如
ヲ
行
ズ
ル
ナ
リ
ソ
ノ
超
脅
脱
落
ノ
ト
キ
コ
ノ
節
目
ニ
カ
ヽ
ハ
ラ

ン
ヤ
と
あ
る
証
上
に
有
ら
し
む
る
万
法
で
あ
る
か
ら
万
法
は
証
上
で

【

オ
】

あ
る
故
に
本
証
を
離
れ
ぬ
万
行
た
万
行
は
証
上
証
上
が
万
行

じ
や
一
如
で
あ
る
大
事
の
図
説
も
色
々
と
あ
る
が
証
上
の
修
だ

か
ら
之
を

す
に
過
ぎ
ぬ
行
持
の
巻
に
発
心
修
行
菩
提
涅

槃
シ
バ
ラ
ク
モ
間
隙
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
ト
御
示
し
成
た
釈
尊
の
御

接
化
の
様
子
を
見
て
久
遠
実
成
の
佛
が
印
度
へ
出
現
せ
ら
れ

て
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
せ
ら
れ
た
幾
度
も
〳
〵
変
り
は

無
ひ
此
の
御
修
行
は
証
上
の
修
で
あ
る
之
を
云
ひ
換
る
と
竺

土
大
仙
心
じ
や
靈
源
明
皎
潔
支

暗
流
注
支

で
あ
り
つ

【

ウ
】

つ
靈
源
だ
万

の
支

と

源
の
明
と
同
一
だ
超
関
脱
落

互
不

互
引
転
さ
る
ヽ
受
用
さ
る
ヽ
と
云
い
或
は
寳
鏡

三
昧
に
は
銀
盌
盛
雪
明
月
藏
鷺
類
而
不
斉
と
云
ふ
之
れ

証
上
の
万
法
で
あ
る
弁
道
話
を
云
ひ
換
る
と
参
同
契
寳

鏡
三
昧
五
位
顕
訣
じ
や
眼
蔵
九
十
五
巻
だ
故
に
此
の
大
事

の
図
は
九
十
五
巻
の
図
で
あ
る
之
に
依
て
九
十
五
巻
を
知
り

九
十
五
巻
に
依
て
此
の
図
を
明
む
る
が
能
い
之
の
図
を
握
た

は
九
十
五
巻
を
握
た
の
だ
其
の
所
謂
は
何
れ
に
あ
る
文
◎
最
初 

◎
に

【

オ
】

悟
生
佛
不
二
道
而
後
修
心
智
之
儀
也
と
あ
る
之
れ
心
地
を

証
上
に
修
す
る
の
義
だ

源
上
の
支

で
あ
る
修
と
証
と
類

し
て
斉
し
か
ら
ず
銀
盌
に
雪
を
盛
る
が
如
し
本
證
妙
修
明
月
に

鷺
を
藏
す
生
佛
不
二
初
発
心
は
因
に
し
て
正
覚
は
果
だ

修
証
一
如
因
果
不
二
発
心
の
修
と
正
覚
の
証
と
修
証
不
二
だ

理
事
不
二
と
成
る
の
じ
や
正
法
眼
藏
の
意
と
更
に
異
る
事

な
し
此
の
図
の
中
に
眼
蔵
は

れ
て
居
る
参
同
契
寳
鏡
三
昧

五
位
も
此
の
図
の
中
に
顕
れ
て
居
る
以
上
は
大
体
を
釈
た
の
だ

【

ウ
】

　
　

此
の
黒
図
は
一
本
に
黒
円
と
作
て
居
る
本
が
あ
る
円
の
字
の
方

が
能
か
ロ
ー
生
佛
不
二
一
佛
性
大
道
の
形
と
あ
る
一
本
に
は
混
頓4 

（
沌
の
誤
記
）

未
分
一
氣
未
発
以
前
の
形
未
だ
分
れ
ざ
る
時
と
あ
る

　
　

此
の
朱
図
も
一
本
朱
円
と
な
す
朱
円
の
方
が
能
い
前
の
黒

円
相
は
諸

の
未
だ

れ
ざ
る
図
朱
円
相
は
諸
法
の

れ
た

る
図
な
り
参
同
契
の

源
明
皎
潔
に
は
黒
円
相
を
指
す
の
で

支

暗
流
注
と
は
朱
円
相
で
あ
る

　
　

此
の
逆
卍
字
は
丗
縁
を
捨
て
ヽ
丗
縁
に
逆
ひ
自
己
の
心
地
を
修

【

オ
】

す
る
姿
で
あ
る
其
の
例
と
し
て
釈
尊
を
引
た
の
だ
何
に
故
に
如
是
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山
に
入
て
丗
を
捨
て
苦
心
せ
な
く
て
は
成
ら
ぬ
か
同
一
佛
性
で
は
有
る
が

修
せ
ざ
る
に
は

れ
ず
証
せ
ざ
る
に
は
得
る
事
な
し
故
に
丗
を
捨
て

山
に
入
て
実
修
実
行
す
る
と
云
ふ
図
で
あ
る
歷
代
の
祖
師
方
と
生
佛

不
二
の
大
道
を
知
て
後
に
或
は
山
に
入
り
或
い
は
渡
守
と
成
て
実
修

実
行
せ
ら
れ
た
大
智
禅
師
は
鳳
山
山
居
の
偈
に
草
屋
単
丁タル二

十
年
未
持
一
鉢　ヲ
望　マ
人
煙　ヲ
と
云
は
れ
た
釈
尊
の
三
祇
百
劫
も
弥

陀
の
五
劫
長
際4

も
此
の
大
事
の
一
図
で
明
で
あ
る
経
中
に
示
さ
れ
た 

（
歳
の
誤
記
か
）

【

ウ
】

五
十
二
位
の
階
級
も
此
の
一
図
だ
巻
を
懷
に
す
れ
ば
三
祇
百
劫
五
劫

長
歳
を
懷
に
す
る
の
で
あ
る

　
　

此
の
㐧
二
図
は
上
に
於
て
修
証
不
二
な
る
を
知
る
か
は
な
れ
ど
も

修
せ
ざ
る
に
は

れ
ず
修
証
に
依
て
果
滿
円
成
に
至
る
を

す

万
行
具
足
滿
德
円
滿
の
図
で
あ
る

　
　

果
滿
円
成
も
佛
性
の
外
に
非
ざ
る
を

す
為
め4

図
で
あ
る 
（
の

の
脱
字
か
）

旧
に
依
て
同
一
佛
性
源

一
如
即
ち
果
滿
円
成
権
実
一
如
を

す
濱

　
　

全
体
佛
性
の

現
濱
生
佛
不
二
滿
德
円
滿
円
成
す
る
も
佛

【

オ
】

性
の
外
は
無
い
本
位
佛
性
の

現
円
成
し
た
る
を
果
滿
と
云
ふ
此
れ
を

す
の
で
あ
る
譬
と
は
同
一
佛
性
と
云
ふ
外
無
と
云
ふ
譬
濱
如
来

の
知
慧
德
相
の

た
の
が
円
成
だ
故
に
一
人
の
み
で
無
い
釈
迦
一
佛

の
成
佛
で
無
ひ
諸
佛
も
此
の
通
り
じ
や
同
時
成
道
六
佛
の
成
道
極

果
も
此
の
通
り
だ
涅
槃
も
此
の
通
り
だ
故
に
下
に
過

六

の
名

を
書
た
者
だ
三
祇
百
劫
も
本
具
佛
性
修
証
も
本
具
佛
性

た
佛
性
の

現
だ
因
果
一
枚
の
佛
性
で
あ
る
正

眼
蔵
中
に
此
の
意
が

て
居
る

　
　

第
三
図
此
の
図
は
船
の
上
に
大
鼓
を
三
つ
乗
た
様
◎

で 

◎
な

【

ウ
】

あ
る
三
身
即
一
身
を
示
す
の
で
下
に
己
心
の
弥
陀
唯
心
の
浄
土
と

あ
る
が
大
事
に
は
図
下
釈
迦
牟
尼
勃
陀
勃
地
と
書
て
あ
る

三
身
即
一
の
釈
迦
牟
尼
佛
じ
や
と
云
ふ
意
を
示
す
の
だ
此
の
図

が
極
果
よ
り
諸
佛
が

心
し
て
化
他
に
趣
か
る
ヽ
の
図
で
あ
る

　
　

此
の
図
は
前
の
第
一
図
の
黒
円
相
と
同
じ
諸
佛
同
道
濱

同
一
佛
性
で
あ
る
が
衆
生
は
悟
ら
な
い
諸
佛
行
持
し
て
衆
生

を
教
化
し
て
暫
も
間
隙
な
し
釈
尊
の
山
を
下
て
應
化4

接
物 

（
機
の
誤
記
か
）

す
る
が
如
し
果
滿
の
極
果
よ
り
諸

が
化
他
に
趣
か
る
ヽ
図
で

【

オ
】

あ
る
此
の
化
他
の
時
は
三
身
即
一
佛
で
あ
る
釈
尊
既
に
然
り
他

の
諸

も
同
じ
化
接
の
方
法
で
あ
る
此
の
二
図
下
書
七

と
は

此
文
ア
イ
マ
イ
で
あ
る
上
の
㐧
二
図
の
下
が
六
佛
で
此
の
㐧
三
図
の

下
は
七
佛
で
は
無
ひ
釈
尊
一
佛
だ
図
と
違
て
居
る
此
の
様
な

事
は
無
ひ
意
は
極
果
よ
り
應
機
接
物
す
る
の
図
だ
秘
弁
の

釈
明
か
な
ら
ず
心
持
は
極
果
よ
り
應
機
接
物
さ
れ
る

心
す

る
三
身
即
一
で
発
心
修
行
菩
提
涅
槃
暫
く
も
間
隙
な
く

接
化
す
此
れ
等
の
意
は
眼
蔵
の
諸
法
実
相
巻
と
行
持
巻
の

【

ウ
】

意
で
あ
る
七
佛
〈
云
云
〉
疑
ふ
べ
し

　
　

空
寂
光
浄
土

唯
心
浄
土

久
遠
釈
迦
第
四
図
黒
円
相
で
あ
る
三
身
即
一



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

で
あ
る
出
現
し
た
れ
ば
居
る
可
き
塲
所
が
入
る
此
の
黒
円
相
は
心

空
無
相
だ
経
に
曰
く
空
寂
と
し
て
光
明
燿
々
た
り
此
の
空

寂
な
る
処
が
釈
尊
の
浄
土
で
あ
る
之
れ
が
唯
心
の
浄
土
だ
此
の

此
の
浄
土
に
三
身
即
一
の
釈
迦
仏
が
御
座
る
其
の
釈
迦
佛
は
久

遠
の
釈
迦
だ
何
れ
の
佛
も
唯
心
土
に
居
ら
る
ヽ
な
り
寂
光
土

も
唯
心
土
も
共
に
化
城
で
あ
る
一
の
者
を
二
に
割
た
ま
で
の
者
だ

【

オ
】

久
遠
の
釈
迦
佛
が
寂
光
浄
土
に
居
る
故
に
文
に
必
有
所
依
之
土

〈
云
云
〉
と
あ
る
濱
然
し
皆
な
唯
心
の
外
は
無
ひ
此
の
寂
光
浄
土
唯
心

浄
土
久
遠
釈
迦
此
れ
が
我
が
曹
洞
宗
の
御
本
尊
だ
此
れ
を
知

ら
ぬ
か
ら
本
尊
が
分
ら
ぬ
何
の
と
云
ふ

云
ふ
馬
鹿
あ
り
何
の
事

だ
か
分
ら
ん
三
身
即
一
の
釈
迦
寂
光
浄
土
と
確
と
定
て
居
る
我

宗
の
信
者
は
寂
光
浄
土
に
三
身
即
一
の
釈
迦
と
成
る
の
だ
本
尊

論
も
浄
土
論
も
書
生
衆
の
様
に
別
に
騒
で
尋
ね

る
に
及
ば
ん

寂
光
浄
土
に
往
生 して
佛
果
を
成
就
し
久
遠
の
釈
迦
と
成
て
本

【

ウ
】

来
の
面
目
に
皈
着
す
る
確
な
者
で
な
い
か
㐧
一
図
に
依
て
丗
縁

を
捨
て
自
己
の
心
地
を
修
す
る
抑
も
教
化
の
表
準
で
あ
る
㐧
二
図

に
来
て
㐧
一
の
修
行
の
力
に
依
て
極
果
成
熟
す
三
祇
百
劫
も

佛
性
の
外
に
非
ず
佛
性
を
証
す
る
な
り
㐧
三
図
は
㐧
二
に
於
て
証

得
せ
る
佛
は
三
身
即
一
の
佛
が

心
化
他
應
機
接
物
さ
る
ヽ
な
り

第
四
図
は
三
身
即
一
の
佛

心
化
他
の
為
に
出
丗
さ
る
ヽ
に
付

て
は
浄
土
が
入
る
其
の
浄
土
は
寂
光
浄
土
に
居
ら
る
ヽ
な
り
次
に
㐧
五
図
は
如
何

　
　
　

 

第
一
句

鉄　

漢

在　

此

第
五
図
久
遠
の
釈
迦
佛
寂
光
浄
土
に
居
せ
ず

【

オ
】

衆
生
海
有
ら
ん
限
り
我
願
尽
き
ず
と
六
趣
四
生
に
輪
転
し
て
頭

出
頭
没
死
海
を
園
林
と
為
し
遊
化
す
衆
生
に
順
じ
て
行
く
の

だ
此
れ
が
順
卍
字
の
図
じ
や
釈
尊
の
教
化
の
蹟
の
如
き
太
子
と
生
れ

妃
を
入
れ
子
を
作
り
無
常
を
観
じ
て
山
に
入
り
修
行
し
成
道
し

化
益
す
間
隙
あ
る
事
無
く
衆
生
海
あ
ら
ん
限
り
我
願
尽
ず
た

此
れ
鉄
漢
に
非
ず
大
𠀋
夫
に
非
ざ
れ
ば
能
は
す
じ
や
此
の
順
卍
字

丗
俗
に
順
じ
て
も
佛
は
寂
光
浄
土
を
离
れ
ず
衆
生
界

に
出
で
應
機
接
物
す
る
の
が
此
の
㐧
五
図
で
あ
る

【

ウ
】

此
の
秘
弁
の
図
説
を
离
れ
硯
と
筆
を
捨
て
ヽ
研
究
し
て
見
よ
此
の

道
理
は
如
何
㐧
一
図
は
ド
ー
だ
学
道
用
心
集
に
㐧
一
可
発

菩
提
心
事
と
あ
る
此
れ
㐧
一
図
の
逆
卍
字
だ
而
し
て
菩
提
心
を
発

し
た
ら
可
見
聞
正
法
事
必
用
じ
や
正
法
を
聞
た
ら
其
の
教
に

依
て
修
行
す
る
夫
れ
に
は
有
所
得
心
が
有
て
は
成
ら
ぬ
無
所
得
で

修
せ
よ
と
御
示
に
成
て
居
る
尽
く
丗
俗
の
人
情
に
逆
ふ
て
居
る

の
じ
や
此
の
逆
卍
字
な
る
菩
提
心
を
発
す
の
は
本
具
佛
性
が

れ
た
の
じ
や
此
の
黒
円
相
な
る
混
頓4

未
分
の
本
具
の
佛
性
が
或
る
機 

（
沌
の
誤
記
）

【

オ
】

に
相4

遇
し
て

る
ヽ
と
懺
悔
滅
罪
も
し
授4

戒
入
位
も
し
坐
禅

 

（
遭
の
誤
記
か
）（
受
の
誤
記
）
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弁
道
も
す
る
心
も
起
り
善
を
修
す
る
心
も
起
る
此
れ
が
朱
円
相
じ
や

三
祇
百
劫
も
因
果
の
上
に

る
滿
德
円
滿
佛
果
成
熟
此
れ
何

者
ぞ
本
具
佛
性
の
外
に
非
ず

現
し
た
る
ま
で
だ
㐧
二
図
の
意
で

あ
る
此
の
道
理
は
過

の
諸
佛
に
照
す
も
未
来
の
佛
に
考
る
も
誤

り
は
無
と
云
ふ
よ
り
六
佛
を
下
に
書
た
此
の
佛
境
界
は
三
身
即

一
身
と
云
ふ
よ
り
第
三
図
を
示
し
た
此
の
境
界
の
佛
は
寂
光
浄
土

に
居
る
此
の
寂
光
土
は
唯
心
浄
土
の
外
は
無
ひ
此
の
處
に
来
て
見

【

ウ
】

れ
ば
佛
も
衆
生
も
同
一
の
境
界
で
あ
る
只
だ
衆
生
は
忘4

想
執 

（
妄
の
誤
記
か
）

着
を
以
て
明
め
得
ぬ
如
是
に
思
ふ
と
氣
の
毒
で
な
ら
ぬ
者
だ

か
ら
久
遠
の
釈
迦
佛
も
浄
土
に
安
閑
と
し
て
も
居
ら
れ
ぬ
衆
生
の

為
に
迷
ひ
出
で
應
機
接
物
生
死
海
に
往
来
す
る
此
れ
が
順

卍
字
で
有
る
が
生
死
海
に
往
来
は
す
る
も
唯
心
の
浄
土
は
离
れ

ぬ
故
に
卍
字
は
中
に
朱
で
心
の
字
が
書
て
あ
る
の
だ
此
の
處
ま
で

来
れ
ば
此
の
㐧
五
図
は
㐧
一
図
を
离
れ
ぬ
別
者
で
な
い
修
行

因
果
成
道
涅
槃

互
宛
転
じ
や
此
れ
は
釈
尊
の
話
で
は

【

オ
】

無
ひ
釈
迦
佛
に
此
の
事
が
有
た
と
す
る
と
今
ま
面
授
し
て
正

眼
蔵
を
付
属
せ
ら
れ
た
人
々
で
あ
れ
ば
此
の
図
は
人
々
の
図
じ
や

昔
の
佛
の
物
語
で
は
無
ひ
㐧
一
に
発
菩
提
心
が
大
切
だ
初

心
の
弁
道
は
本
証
の
全
体
だ
か
ら
発
菩
提
心
が
無
く
ば
成
ら

ぬ
此
の
菩
提
心
を
起
た
の
が
効
果
就
了
て
正
覚
を
成
ず
る

其
の
時
は
寂
光
浄
土
に
居
る
の
だ
此
の
図
は
上
述
の
順
序
を
経

来
れ
る
釈
迦
牟
尼
佛
の
大
事
因
縁
の
図
で
あ
る
と
同
時
に
歷

代
祖
師
の
因
縁
の
図
で
あ
る
と
同
時
に
又
た
人
々
の
大
事
因
縁
も

【

ウ
】

此
の
外
に
出
で
ぬ
云
ひ
換
る
と
一
代
の
佛
教
も
之
れ
以
外
に
無
ひ
此
れ
が

靈
山
拈
花
の
正
法
眼
藏
じ
や
歷
代
佛
祖
の
正
法
眼
藏
じ
や
人
々

の
正
法
眼
蔵
で
あ
る
此
れ
は
一
々
に
眼
蔵
中
の
文
を
引
て
証
す
る

事
が
出
来
る
法

転
巻
に
（
八
丁
）
天
人
常
充
滿
ノ
ト
コ
ロ
ハ

ス
ナ
ハ
チ
釈
迦
牟
尼

毘
盧
舍
那
ノ
国
王
ナ
リ
、
オ
ノ
ス
カ
ラ

四
土
ニ
具
ス
ル
ワ
レ
ラ
ス
ナ
ハ
チ
如
一
ノ
佛
土
ノ
居
ス
ル
ナ
リ
此
れ
㐧

四
図
の
証
と
す
る

が
出
来
る
其
の
釈
迦
佛
は
発
心
修
行
菩

提
涅
槃
暫
く
も
間
隙
な
く
行
持
同
感

4

4

せ
ら
る
㐧
五
図
の 

（
道
環
の
誤
記
）

【

オ
】

意
だ
眼
蔵
中
何
れ
を
見
て
も
外
れ
て
居
ら
ぬ
㐧
一
図
は
弁

道
話
用
心
集
に
親
く
㐧
二
図
は
諸

実
相
唯
佛
與
佛
巻

に
親
く
眼
蔵
九
十
五
巻
は
三
物
の
秘
弁
で
あ
る
嗣
夷
巻
は

御
嗣
夷
の
秘
弁
だ
授4

戒
巻
は
血
脉
の
秘
弁
だ
他
は
大
事
の 

（
受
の
誤
記
）

秘
弁
じ
や
然
し
此
れ
は
一
寸
分
ら
ぬ
事
だ
眼
蔵
に
付
て
親
く

参
究
す
る
が
能
い

厳
圣
の
文
で
有
る
が
彼
の
本
尊
上
供

に
毎
日
読
で
居
る
佛
身
充
滿
法
界
〈
云
云
〉
と
云
ふ
文
の
如
き
は

㐧
五
図
の
意
で
あ
る
毎
日
読
で
居
て
も
何
の
事
だ
か
知
ら
ず
に
居

【

ウ
】

る
蛙
の
ギ
ヤ
〳
〵
云
と
同
し
事
だ
果
に
隨
ひ
感
に
趣
く
此
れ

法
界
に
円
満
し
て
る
佛
身
で
あ
る
か
ら
現
ぜ
ず
と
云
ふ
事
は
無
ひ



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

常
に
菩
提
座
に
処
す
久
遠
の
釈
迦
佛
は

心
廣
大
應
機

接
物
せ
ら
れ
つ
ヽ
寂
光
の
浄
土
は
离
れ
ぬ
其
は
卍
字
中
の
朱
の

心
の
字
の
意
が
此
の
順
卍
字
の
功
德
は
讃
揚
し
尽
し
切
れ
ぬ
か

ら
難
尽
と
云
た
者
じ
や
此
れ
は
佛
果
の
功
德
海
で
あ
る

此
れ
に
依
て
一
切
衆
生
を
済
度
し
尽
す
事
が
出
来
る
の
だ

生
死
巻
に
生
死
は
佛
の
御
命
な
り
と
あ
る
又
た
生
死
は
佛

【

オ
】

家
ノ
調
度
ナ
リ
ト
も
あ
る
順
卍
字
の
様
子
を
示
た
者
だ
是

を
知
ら
ん
と
欲
は
親
く
九
十
五
巻
に
参
究
す
べ
し

　
　
　
　

第
四
席　
　

八
日
午
后
二
時

夫
㐧
一
図
之
逆
卍
字
者

逆
卍
字
は
上
に
示
す
如
く
丗
に
逆
て
自
行
に
趣
き
順
卍
字
は

自
行
の
力
に
依
て
実
智
を
得
畢
て
廣
く
権
智
を
生
ず
る

の
で
あ
る
が
権
智
に
は
差
別
に
通
ず
る
の
智
慧
で
あ
る
昔
か
ら

実
智
を
得
る
事
は
易
く
権
智
を
得
る
は
難
し
と
云
ふ
て
居

【

ウ
】

る
法
界
の
差
別
に
通
ず
る
事
は
中
々
容
易
な
事
で
無
ひ
衆
生

を
教
化
す
る
に
は
此
の
権
智
が
無
く
ば
出
来
な
い
喩4

伽
論
に 

（
瑜
の
誤
記
）

佛
果
を
得
と
欲
せ
ば
廣
く
五
明
に
通
ず
べ
し
と
あ
る
五
明
と
は

因
明
苦
行

4

4

明
外
道
明
等
で
あ
る
が
中
々
通
す
る
事
は
出
来 

（
工
巧
の
誤
記
）

ぬ
㐧
一
に
人
間
界
に
有
ら
ん
限
り
此
学
に
通
ぜ
な
く
ば
成
ら
ぬ

而
し
て
丗
と
共
に
和
し
長
く
生
死
海
に
頭
出
頭
没
衆
生
界

あ
ら
ん
限
り
我
願
尽
き
ず
と
誓
願
を
起
す
誠
に
鉄
漢

で
あ
る
鉄
漢
に
非
れ
ば
此
の
行
は
出
来
ぬ
近
頃
の
報
知
新
聞
に
出

【

オ
】

て
居
た
が
地
獄
の
土
産
と
云
ふ
見
出
で
有
た
が
青
山
の
人
で

耶
蘇
教
信
者
の
老
人
が
電
車
の
中
で
英
語
の
會
話
を

学
で
居
た
何
に
す
る
と
聞
た
ら
地
獄
の
土
産
に
す
る
の
じ
や
と

云
ふ
た
と
あ
る
福
田
行
誡
上
人
は
八
十
何
歳
に
及
で
手
習
を

し
英
語
を
学
ば
れ
た
何
に
な
さ
る
と
聞
た
ら
未
来
の
仕
度
じ
や

と
云
は
れ
た
と
云
ふ
死
に
至
る
ま
で
権
智
を
修
得
す
る
と
は

鉄
漢
じ
や
中
々
出
来
な
い
事
じ
や
今
の
衆
は
早
く
寺
を
持

て
直
に
嬶
を
探
し
て
一
代
ス
ネ
ヲ
シ
を
す
る
此
れ
は
死
に
至
て
も

【

ウ
】

止
め
ぬ
位
の
鉄
漢
だ
驚
き
入
た
鉄
漢
が
夛
ひ
一
と
つ
記
臆

し
て
置
か
ね
ば
成
ら
ぬ
の
は
今
の
若
ひ
衆
が
㐧
一
に
口
に
す
る
は

普
通
斈
を
學
ば
ぬ
と
教
化
が
出
来
ぬ
故
に
普
通
斈
が

大
切
だ
と
直
ぐ
に
云
ふ
が
其
の
普
通
斈
を
口
に
す
る
連
中

が
実
智
を
得
て
居
る
か
ド
ー
ジ
や
文
に
既
得
実
智
畢
廣

生
権
智
と
あ
る
で
無
い
か
実
智
を
得
ぬ
者
が
権
智
ば
か
り

得
て
も
表
準
が
立
た
ぬ
で
無
い
か
実
智
と
は
般
若
の
空
無

常
無
我
の
事
だ
差
別
の
法
を
得
て
丗
縁
に
隨
順
す
る
鉄

【

オ
】

漢
だ
古
人
曰
く
斈
道
は
須
く
鉄
漢
な
る
べ
し
然
り
丗
縁
に

隨
順
し
て
丗
縁
に
染
ま
ぬ
大
𠀋
夫
に
非
れ
ば
出
来
ぬ
軽
々
に
考

へ
て
は
成
ら
ぬ
園
林
と
云
ふ
字
は
能
い
字
だ
順
卍
字
の
常
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楽
我
常4

の
涅
槃
の
境
に
住
せ
ず
六
道
四
生
の
園
林
に
遊
化
し
て 

（
浄
の
誤
記
）

生
死
海
中
無
量
永
劫
接
物
利
生
す
る
六
道
の
生
死
は
遊

塲
じ
や
生
死
即
涅
槃
と
曰
も
同
じ
事
だ
見
識
は
止
め
て

生
死
を
園
林
と
為
す
其
れ
は
如
何
に
す
れ
ば
出
来
る
だ
ロ
ー

煩
惱
忘4

想
が
無
く
ば
監
獄
は
遊
び
塲
で
無
い
か
見
識
や 

（
妄
の
誤
記
）

【

ウ
】

理
屈
張
た
話
で
は
無
ひ
地
獄
の
事
を
苦
器
と
翻
釈
す
る
が

煩
惱
悪
業
が
有
れ
ば
監
獄
は
苦
器
だ
遊
戯
塲
に
は
成

ら
ぬ
悪
業
さ
へ
無
く
ば
園
林
で
あ
る
今
は
実
智
を
得
終

て
権
智
を
以
て
生
死
海
に
遊
化
成
道
す
る
の
じ
や
故
に

園
林
で
あ
る
生
死
が
即
涅
槃
じ
や
煩
惱
丗
界
が
菩
提
道
塲

じ
や
誤
て
死
で
地
獄
界
に
落
た
の
で
は
無
ひ
悪
業
無
く
ば
地

獄
六
道
は
地
藏
菩
薩
の
園
林
だ
六
道
有
ら
ん
限
り
地
蔵

菩
薩
の
願
は
尽
き
ぬ
地
藏
菩
薩
は
鉄
漢
だ
地
藏
菩
薩
に

【

オ
】

悪
業
が
有
た
ら
遊
戯
塲
で
は
無
い
地
藏
様
は
青
鬼
赤

鬼
の
持
ち
遊
び
者
に
成
て
仕
舞
地
藏
様
を
手
本
表
準
と

し
て
見
れ
ば
此
の
道
理
は
分
る
文
に
永
劫
接
物
利
生
心
而
已

と
書
た
者
だ
生
死
が
遊
化
塲
と
成
れ
ば
生
死
其
の
者
は

既
に
生
死
で
無
ひ
故
に
逆
卍
字
じ
や
順
卍
字
と
は
云
は
ぬ

譬
と
は
釈
尊
の
生
死
の
苦
海
に
沈
淪
し
て
苦
で
居
る
者

を
救
は
れ
る
の
を
云
ふ
の
じ
や

慈
悲
護
念
心
尽
大
地
〈
云
云
〉
之
れ
は
文
章
が
ヲ
カ
シ
イ
が
別

【

ウ
】

本
の
方
も
面
白
な
い
が
ま
だ
一
本
の
方
が
益
し
で
あ
る
文
の
心
持
は

五
百
塵
点
劫
よ
り
慈
悲
護
念
し
て
御
座
る
故
に
一
寸
土
も

慈
悲
心
で
覆
は
ぬ
處
は
無
い
と
云
ふ
意
だ
㐧
五
図
が
佛
祖

究
竟
の
位
で
あ
る
佛
の
究
竟
は
衆
生
済
度
よ
り
無
い
図
説
の

四
に
㐧
一
句
と
云
ふ
は
実
智
慧
を
云
ふ
即
ち
般
若
の
空
無
常

無
我
じ
や
生
死
海
に
遊
化
す
る
も
之
の
実
智
慧
を
離
れ
ぬ

唯
心
の
浄
土
を
離
れ
ぬ
又
曰
諸
佛
〈
云
云
〉
と
は
図
に
付
て
の
一
義

な
り
我
が
宗
で
向
上
の
向
上
と
云
は
此
の
㐧
五
図
の
順
卍
字
を

【

オ
】

云
ふ
の
じ
や
又
曰
烏
沙4

巾
上
此
の
語
は
出
處
も
分
ら
ず
事 

（
紗
の
誤
記
）

柄
も
分
ら
ぬ
が
黒
ひ
頭
巾
の
上
に
天
が
有
る
と
云
ふ
の
だ
か
ら
須

弥
に
登
る
も
猶
天
の
有
る
あ
り
と
云
ふ
語
と
同
じ
行
持 の巻
の
発

心
修
行
菩
提
涅
槃
の
位
に
至
り
又
た
更
に
発
心
修
行
菩
提

涅
槃
幾
度
も
〳
〵
も
間
隙
な
し
と
云
ふ
の
意
で
有
ロ
ー
向
上

更
に
向
上
あ
り
之
れ
で
終
り
と
云
ふ
事
は
無
ひ
衆
生
界
の
有
る

限
り
佛
法
は
有
り
と
云
ふ
行
持
の
巻
の
心
持
で
ア
ロ
ー
有
天
在

の
文
で
血
脉
の
觧
釈
も
済
だ
の
で
あ
る

【

ウ
】

今
日
得

師
資
此
れ
は
万
仭
様
が
後
人
の
為
に
誡
て
置
か
る

ヽ
の
だ
所
滞4

と
は
得
る
處
の
法
と
云
ふ

だ
即
ち
三
脉
等
じ
や 

（
帯
の
誤
記
）

今
日
の
師
資
の
得
力
は
古
人
に
は
及
ば
ん
が
得
る
処
の
三
脉
等
は

昔
と
寸
毫
も
変
ら
ぬ
の
だ
か
ら
日
夜
に
此
れ
に
参
究
し
て
行



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

願
を
堅
固
に
為
よ
と
云
ふ
勸
誡
の
御
辞
で
あ
る
或
問
と
は
之
れ

よ
り
血
脉
と
御
嗣
書
の
相
違
を
述
ぶ
る
の
で
あ
る

聖
同
一

佛
性
戒
と
此
れ
は
大
に
究
め
て
置
か
ね
ば
成
ら
ぬ
彼
の
血
脉
頂
上

の
円
相
は

聖
同
一
の
佛
性
界4

の
円
相
で
あ
る
釈
迦
佛
の
佛
性 

（
戒
の
誤
記
）

【

オ
】

と
吾
々
の
佛
性
と
変
り
は
無
ひ
同
一
佛
性
だ
今
日
の
衆
は
十

六
條
戒
は
佛
教
の
道
德
だ
と
云
ふ
て
居
る
が
大
に
誤
て
居

る
十
六
條
の
佛
戒
は
一
の
佛
性
を
十
六
條
の
名
を
付
て
佛
性
を
説

た
の
だ
故
に
一

性
の
十
六
條
じ
や
凡
聖
同
一
の
佛
性
に
徹
底
し

た
の
を
佛
性
戒
を
受
た
と
云
ふ
の
だ
故
に
我
が
宗
の
戒
法
は
参

斈
の
事
終
て
伝
戒
相

す
る
と
云
ふ
が
規
則
で
あ
る
大
悟

徹
底
の
上
で
相

す
る
の
だ
此
の
戒
は
達
磨
の
手
前
で
は
面
壁

不
識
で
あ
る
廓
然
無
聖
だ
壁
観
三
昧
だ
達
磨
の
処
で
は

【

ウ
】

壁
観
三
昧
が
三
聚
浄
戒
十
重
禁
戒
と
成
る
の
だ
何
故
に
然
る

か
達
磨
の
手
前
で
は
凡
聖
同
一
の
廓
然
無
聖
自
無
く
他
無
き

壁
観
三
昧
で
あ
る
之
れ
が
血
脉
だ
故
に
血
脉
が
尊
い
の
じ
や
血
脉

を
開
て
見
よ
其
の
通
り
だ
自
無
く
他
無
き
壁
観
三
昧
を
図
に

書
た
者
じ
や
此
れ
だ
け
で
も
知
て
居
る
戒
師
様
は
無
ひ
困
た
者
だ

戒
は
怪
に
通
ず
バ
ケ
者
の
事
だ
夫
れ
位
な
戒
師
様
が
夛
い
無

量
妙
義
と
あ
る
が
中
々
釈
し
難
く
小
見
劣
智
で
は
分
ら
ぬ
嗣

書
の
巻
は
此
の
無
量
の
妙
義
を
書
た
者
だ
彼
の
屈
曲
宛
転

【

オ
】

の
圓
相
の
如
き
小
見
劣
智
で
は
何
の
事
だ
か
譯
が
分
ら
ぬ
嗣

書
の
巻
を
拝
覧
す
る
と
実
に
無
量
の
妙
義
が
あ
る
故
に
此
の

無
量
の
妙
義
を
知
ら
ん
と
欲
ば
嗣
夷
の
巻
を
拝
覧
せ
よ
と

云
ふ
万
仭
和
尚
の
意
だ
譬
ば
と
は
永
平
髙
祖
の
古
事
を
引

て
小
根
劣
智
の
輩
の
知
る
處
で
無
と
云
ふ
譬
に
挙
た
者
だ

が
此
の
譬
の
字
は
猶
の
字
の
方
が
善
か
ロ
ー
と
思
ふ

然
4

4

と
は 

（
莞
爾
の
誤
記
）

ニ
ツ
コ
リ
と
云
ふ
字
だ
五
百
年
の
昔
に
於
て
彼
れ
だ
け
の
大
叢

林
で
一
人
と
し
て
龍
樹
の
円
月
相
を
知
る
人
が
無
つ
た
況
や
今

【

ウ
】

日
御
嗣
書
の
屈
曲
宛
転
の
円
相
を
知
る
と
云
ふ

は
中
〱

容
易
な

で
は
無
ひ

血
脉
戒
者
曰
防
非
◎
悪
〈
云
云
〉
此
れ
は
文
章
が
悪
ひ
要
す
る
に 

◎
止

古
今
戒
者
曰　フ
防
非
止
悪　ト
非　ル
爾　ニ
也
と
直
し
た
ら
能
か
ロ
ー
と

思
ふ
吾
が
宗
門
の
上
か
ら
見
る
と
戒
は
防
非
止
悪
で
な
い
普
通

は
戒
と
云
は
防
非
止
悪
と
云
ふ
て
居
る
が
開
祖
正
伝
の
戒
よ
り
見

れ
ば
ソ
ー
デ
無
ひ
防
非
止
悪
と
の
み
觧
し
て
居
る
は
開
祖
の
御
本
意

を
知
ら
ぬ
相
伝
を
得
ぬ
か
ら
だ
然
ば
戒
は
如
何
に
觧
す
る
か

【

オ
】

戒
は
佛
性
の
義
実
相
の
義
と
之
を
名
け
て
戒
と
云
ふ
経
豪

様
の
御
抄
に
三
聚
浄
戒
は
実
相
を
三
度
説
な
り
と
思
ふ
べ
し

と
あ
る
此
れ
は
血
脉
紙
頂
上
の
円
相
に

て
居
る
然
ば
戒
は
防
非

止
悪
に
非
ず
し
て
同
一
佛
性
の
現
成
じ
や

厳
経
で
云
は
ヾ
心
佛

及
衆
生
是
三
無
差
別
の
意
を

た
者
だ
之
れ
で
有
る
か
ら
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知
学
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大
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教
養
部
紀
要　

第
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・
・

合
併
号

難
有
の
だ
血
脉
は
毎
日
出
て
拝
す
る
が
能
い
又
た
人
に
も
拝
ま
せ

る
が
能
い
釈
尊
の
佛
性
は
戒
弟
の
佛
性
だ
釈
尊
も
信
士
信
女

も
同
一
佛
性
で
あ
る
証
道
歌
に
も
諸
佛
法
身
入
我
性
我
性
還
共

【

ウ
】

如
来
合
と
有
が
之
れ
佛
と
凡
夫
と
同
一
佛
体
だ
我
昔
所
造
諸

悪
業
と
今
迠
の
煩
惱
を
切
り
捨
て
ヽ
仕
舞
て
懺
悔
の
力
に

依
て
南
無
皈
依
佛
と
三
宝
に
皈
依
を
す
る
此
れ
他
の
別
な
者

が
起
た
の
で
は
無
ひ
佛
性
が

れ
た
の
だ
更
に
㐧
二
念
無
し
て
云

ふ
此
の
処
に
信
心
が
起
ら
ず
ば
何
れ
に
信
心
が
起
る
具
眼
底
一
見

〈
云
云
〉
信
心
を
確
立
せ
よ
と
御
示
に
成
る
梵
網
経
に
は
衆
生
受

佛
戒
即
入
諸
佛
位
と
云
ひ

厳
圣
に
は
心
佛
及
衆
生
是
三

無
差
別
と
云
ひ
達
广
大
師
は
聖
諦
㐧
一
義
と
云
た
此
の
趣
き

【

オ
】

が
図
に
書
て
有
る
の
だ
か
ら
難
有
の
だ
生
佛
不
二
の
図
だ
即
ち

自
己
の
信
仰
で
あ
る
授4

戒
入
位
は
此
の
所
に
あ
る
の
だ 
（
受
の
誤
記
）

相
伝
今
之
由
来
を
云
ふ
の
で
あ
る
釈
は
以
上
で
済
だ
が
天
童
様

よ
り
佛
祖
正
伝
の
戒
を
授
た
の
を
永
平
様
が
図
と
せ
ら
れ
た
と

確
て
あ
る
顧
不
下
の
十
二
字
は
此
の
言
と
合
は
ぬ
先

も
云
た
様

に
大
事
の
如
き
も
御
開
山
の
正
伝
で
有
る
と
云
ふ

で
無
ひ
と

合
は
ぬ
の
だ
二
三
代
後
じ
や
な
ぞ
と
は
証
據
の
無
い
話
し
だ
文
に

有
る
如
く
正
法
眼
藏
の
提
唱
に
同
じ
更
に
変
り
は
無
ひ
正
法
眼

【

ウ
】

藏
と
云
ふ
一
体
に
三
名
を
付
た
の
だ
然
れ
ば
一
脉
一
々
が
三
脉
で

あ
る
伝
戒
相

は
嗣
法
相

だ
伝

と
授
戒
と
別
が
あ
る

な
ぞ
と
云
ふ
は
馬
鹿
な
話
じ
や
二
法
は
無
ひ
一
体
三
名
だ
在
家

の
者
で
も
出
家
す
れ
ば
嗣
書
は
伝
へ
る
の
じ
や
在
家
で
は
伝
へ
る

事
が
出
来
ぬ
の
だ
在
家
で
は
勃
陀
勃
地
の
位
は
與
へ
ら
れ
ぬ
二

法
あ
り
と
す
れ
ば
信
仰
が
二
と
な
る
受
戒
入
位
は
達
广
の
壁
観

三
昧
だ
二
途
は
無
ひ
三
身
即
一
の
如
し
一
途
で
あ
る
然
し
如
是

一
途
だ
と
云
ふ
と
直
に
伝
戒
の
み
で
嗣
法
相

は
不
入
用
じ
や

【

オ
】

と
云
ふ
議
論
が
起
ロ
ー
が
ソ
ー
で
無
ひ
嗣

は
出
家
の
み
に
限
り

受
戒
は
道
俗
に
通
ず
る
故
に
嗣
法
相
読4

の
者
必
ず
戒
脉
は
有 

（
続
の
誤
記
）

る
が
戒
脉
あ
る
者
必
ず
し
も
嗣
書
あ
り
と
云
ふ
事
は
出
来
ぬ
寛

狭
の
別
が
あ
る
の
だ
寛
狭
は
有
る
も
軽
重
は
無
い
何
だ
か
嗣
書

が
一
番
難
有
く
て
大
事
が
其
の
次
に
難
有
血
脉
が
其
の
次
の

様
な
心
が
す
る
が
决
し
て
ソ
ー
で
無
ひ
軽
重
は
無
ひ
の
だ
何
れ

も
供
養
恭
敬
尊
重
す
べ
し
三
脉
は
必
ず
嗣
法
相
続
の
人
は

離
し
て
は
成
ら
ぬ
始
終
付
て
参
究
す
べ
き
で
あ
る
以
上
製
作

【

ウ
】

の
由
来
と
軽
重
の
無
き
事
を
示
て
此
の
三
物
秘
弁
を
結
だ
の
だ

　
　
　
　
　

跋

寳
歷4

十
一
年
春
幕
府
の
鈞
命
東
京
へ
呼
び
出
さ
れ
た
山 

（
暦
の
誤
記
）

房
と
は
芝
の
青
松
寺
の
塔
司
に
御
座
た
の
だ
處
が
青
松
寺
の
住

職
の
秀
公
と
云
ふ
和
尚
が
三
物
の
口
决
を
問
ひ
更
に
誤
り
を
伝
へ

て
は
成
ら
ぬ
か
ら
書
て
呉
れ
よ
と
云
ふ
依
願
で
有
た
夫
れ
で
書



近
代
洞
門
に
お
け
る
室
内
三
物
研
究
に
つ
い
て

か
れ
た
が
秀
公
は
此
の
秘
弁
を
渡
さ
れ
ん
先
に
遷
化
さ
れ
た
又
た

万
仭
和
尚
も
歉
然
で
自
分
乍
ら
も
書
た
は
書
た
が
物
足
ら
ぬ

【

オ
】

様
な
心
持
が
し
た
の
だ
寳
歷4

拾
参
年
に
及
で
伝
戒
子
の
求
め 

（
曆
の
誤
記
）

に
應
じ
て
更
に
此
の
秘
弁
を
書
か
れ
た
の
だ
此
の
跋
に
依
れ
ば

万
仭
和
尚
の
心
持
で
は
此
れ
で
満
足
じ
や
と
云
ふ
様
に
書
て
あ

る
が
ド
ー
も
ま
だ
物
の
足
ら
ぬ
處
が
有
る
ヨ
ー
に
私
は
思
ふ
然
し

大
体
は
此
の
書
で
能
い
の
じ
や
尽
し
て
居
る
此
れ
以
外
に
口
伝
は

有
る
が
深
く
斟
き
過
ぎ
て
は
成
ら
ぬ
故
に
遠
慮
し
て
書
か
れ

な
ん
だ
者
と
見
へ
る
先
づ
此
れ
だ
け
で
一
應
は
充
分
で
あ
る

故
に
弟
子
に
嗣
法
さ
す
時
は
㐧
一
に
面
授
の
式
を
し
て
其
れ
か

【

ウ
】

ら
三
物
一
々
に
付
て
能
く
訳
を
云
ふ
て
聞
か
せ
て
訳
が
分
た

ら
五
日
に
伝
戒
六
日
の
夜
に
至
て
嗣

を
す
る
の
だ
五
日
の
夜

伝
戒
の
晩
は
嗣
法
以
上
の
人
は
道
塲
に
入
る
を
許
し
ま
す
が
六
日
の

夜
嗣
法
に
及
で
は
師
資
二
人
切
り
で
他
の
物
は
更
に
入
れ
ぬ
七

日
の
日
は
謝
拜
で
あ
る
か
ら
加
行
は
無
く
拜
を
す
る
の
で
あ
る
此

れ
を
無
住
拜
と
云
ふ
無
住
拜
に
二
説
あ
り
一
を
無
終
拜
と
云
ふ
て

拜
数
限
り
無
し
假
り
に
二
十
五
拜
と
す
る
も
何
拜
た
る
も
能
し

故
に
無
終
拜
と
云
ひ
又
た
師
の
室
中
に
居
る
と
在
ら
ざ
る
と
に

【

オ
】

関
せ
ず
謝
拜
す
故
に
無
住
と
云
ふ
の
二
説
あ
り
何
れ
に
依
る
も

能
し
謝
拜
あ
る
者
と
心
得
べ
し
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（2020年 月～12月）

〈著書〉
カモノハシの博物誌　ふしぎな哺乳類の進化
と発見の物語（単）

技術評論社 月

〈論文〉
Sexual dimorphism in external morphology of the 
American bullfrog Rana (Aquarana) catesbeiana 
and the possibility of sex determination based on 
tympanic membrane/eye size ratio（共）

The Journal of Veterinary Medical Science, 82 月 1160‒
1164

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈解説文〉カモノハシのくちばし（単） 『月刊 BIRDER』2020年 月号 月 33

〈著書〉
『学校コミュニティへの緊急支援の手引き』
（第 版）（共）

金剛出版 12月 107‒111

〈著書〉
尊厳と社会（共） 法政大学出版局 月

〈論文〉
Elaborating a Moral Theory from Moral Thinking 
in “Japanese Tradition”（単）

名古屋哲学研究会編『哲学と現代』第35
号

月 157‒173

〈学会発表〉
共感の倫理から尊厳の倫理へ（単） 名古屋哲学研究会例会

（Zoom会議）
月

〈学会発表〉
通信制高校・サポート校の量的拡大からみる
通学制、通信制の可能性とその課題（単）

日本通信教育学会第68回研究協議会
（オンライン開催）

11月 口頭発表
（シンポ
ジウム登
壇）

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈特集論稿〉「広義の遠隔教育」へのまなざし
と学校内外における学習機会の保障（単）

日本通信教育学会
Webページ http://jade.r-cms.biz/topics_list29/

月 web版
1‒6

〈取材協力〉中学受験の過熱で不登校が増加？　
高ほか「広域通信制」高校の伸長

『月刊サイゾー』2020年10月・11月合併号
凸版印刷株式会社

11月 64‒67



〈出張授業〉保育・教育制度の現状と課題─
「困難」を見つめる視点を獲得する─（単）

学校法人聖カタリナ学園　光が丘女子高等
学校

月 講義、
ワーク
ショップ

〈論文〉
Maturating Articular Cartilage Can Induce 
Ectopic Joint-Like Structures in Neonatal Mice
（共）

Regenerative Engineering and Translational 
Medicine, 6(4)

10月 373‒382

〈学会発表〉
古典的テクノロジーで隠れた再生能力を評価
する─マウスにおける関節再生─（共）

日本動物学会第91回大会
（オンライン）

月 口頭発表

〈論文〉
『釈禅波羅蜜次第法門』「修証」の註釈的研究
（一）（単）

『愛知学院大学禅研究所紀要』第48号 月 95‒110

中国天台における「業」─智顗の禅観を中心
に─（単）

『曹洞宗総合研究センター学術大会紀要』
第21回

月 123‒128

〈学会発表〉
『方等三昧行法』に見られる禅観（単） 日本印度学仏教学会第71回学術大会

（オンライン）
月 オンライ

ン発表

〈論文〉
L2 writing process, proficiency, and evaluation: 
Focusing on keystroke logging approach（単）

Learner Corpus Studies in Asia and the World, 
5

12月 25‒42

〈学会発表〉
英作文評価と英語ライティングプロセス研究
（単）

Learner Corpus Studies in Asia and the World 
(LCSAW) 5
（オンライン開催）

月 口頭発表

〈論文〉
大学バレーボールリーグ戦「ホームゲーム」
の開催が観戦者に与えた影響について─テキ
ストマイニング分析を用いて─（共）

『バレーボール研究』第22巻第 号 月 18‒25

〈著書〉
原理主義を超える論理を求めての一考察（単） 講座　臨床政治学　第10巻『国際政治の

変容と新しい国際政治』石井貫太郎編
志學社

月 29‒73



〈論文〉
来迎院如来蔵所蔵の『相好文字抄』について
（共）

『愛知学院大学教養部紀要』第67巻第 ・
合併号

月 46‒60

来迎院如来蔵所蔵の『相好集』について（共） 『愛知学院大学教養部紀要』第67巻第 号 月 13‒30

〈論文〉
ラグビーフットボール競技における高強度ラ
ンニング時のプレー局面に関する研究（共）

『コーチング学研究』第33巻 号 月 197‒206

国内高校ラグビーにおける有効的なパント
キックの活用様相に関する研究（共）

『コーチング学研究』第34巻 号 10月 35‒45

タグラグビーの学習内容に関する一考察：
「ボール持ち運び」時の状況に着目して（共）

『スポーツ教育学研究』第40巻 号 12月 17‒29

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈書評〉張博樹著 石井知章・及川淳子・中村
達雄訳 新全体主義の思想史：コロンビア大
学現代中国講義（単）

愛知大学現代中国学会『中国21』第52号 月 226‒229

〈コラム〉中国のコロナ対策　どう見る（単） 『中日新聞（夕刊）』 月 日付 月 5

〈コラム〉習近平国家主席　大衆の熱狂なき
個人崇拝とその原点（単）

『論座』（朝日新聞社） 月23日付 月 Web誌

〈コラム〉習近平が、独裁者・毛沢東流の
「上から」外交でアメリカを激怒させている
…！（単）

『現代ビジネス』（講談社）11月 日付 11月 Web誌

〈コラム〉習近平国家主席の続投への布石　
中央政法委員会における反腐敗闘争（単）

『論座』（朝日新聞社）11月24日付 11月 Web誌

〈研究会発表〉潘漢年の諜報活動について
（単）

中国現代史研究会東海地区例会
（オンライン）

12月 口頭発表

〈学会発表〉
PVT-PDA結晶表面の FFM観察（単） 第69回高分子学会年次大会

（福岡）※大会中止、予稿公知発表扱い
月

〈論文〉
洞門授戒会作法成立の一考察（単） 『愛知学院大学禅研究所紀要』第48号 月 49‒94

洞門における「説戒」について─附録『丘宗
潭老師「説戒」』翻刻資料─（単）

『愛知学院大学教養部紀要』第67巻第 号 月 32‒72

大内青巒居士の戒思想（単） 『東海佛教』第65輯 月 69‒84

近世洞門における僧侶教育について（ハンド
アウト・単）

『日本仏教教育学研究』第28号 月 121‒127



永平道元における師弟関係の諸相（ハンドア
ウト・単）

『比較思想研究』第47号 月 174‒178

道元禅師の初期思想の形成について（単） 『曹洞宗総合研究センター学術大会紀要』
第21回

月 213‒218

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈公開シンポジウム記録〉石川素童禅師の授
戒会

『鶴見大学仏教文化研究所紀要』第25号 月 19‒37

〈投稿〉面山瑞方禅師の伝戒について 永福面山和尚鑽仰会『永福会報』令和 年
度号

月

〈投稿〉道元の発願 大法輪閣『大法輪』第87巻第 号 月 89‒93

〈投稿〉高祖降誕会について 曹洞宗宗務庁『禅の友』845号 月

〈投稿〉両祖忌について 曹洞宗宗務庁『禅の友』853号 月

〈投稿〉釈尊成道会について 曹洞宗宗務庁『禅の友』856号 12月

〈投稿〉原坦山和尚の「心識・心性論」を回
る諸議論

『曹洞宗　禅文化の会』第16号 11月 142‒156

〈講演〉不安を生きる仏教の智慧 愛知県安城市生涯学習講座 11月

〈論文〉
Understanding collective guilt: Tolerance for 
contradiction and state-trait dissociations in 
perceived overlap between ingroup members（共）

Current Psychology (Online first) 月 1‒15

〈学会発表〉
留学生の言語適応が内外集団の非人間化に与
える影響（共）

日本社会心理学会第61回大会 11月 ポスター
発表
（Web）

Relationships of Face-Based Trait Inference with 
Face Emotion Recognition Ability and Stereotype 
Endorsement（共）

Psychonomic 11月 ポスター
発表
（Web）

異文化に対する態度が規範学習のプロセスに
与える影響（共）

日本心理学会第84回大会 月 ポスター
発表
（Web）

どのように恨み忌避感は規範遵守行動を促進
するか？コロナ禍における感染予防行動に注
目して（共）

日本心理学会第84回大会 月 ポスター
発表
（Web）

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈依頼原稿〉集団を区別する─違いは本質に
こそあると信じる素朴理論─（単）

心理学ワールド 第90巻 月 17‒20

Heather Doiron
〈論文〉
Working with Silence in the Second Language 
Classroom

『愛知学院大学教養部紀要』第67巻第 ・
合併号

月 19‒24



〈著書〉
あれもこれも地理学（単） ベレ出版 月

〈論文〉
消滅した湧水湿地の土壌から発芽した湿地植
物

『湿地研究』11巻（オンラインファースト
掲載）

11月 未定

〈学会発表〉
小規模湿地保全団体の特徴とその活動が維
持・増大させる生態系サービス（共）

2020年度日本地理学会春季学術大会
（駒澤大学：実地開催中止）

月 口頭発表

来訪者アンケートの自由記述からみた小規模
湿地生態系の保全及び公開に関する課題（単）

第67回日本生態学会大会
（名城大学：実地開催中止）

月 ポスター
発表

市町村指定天然記念物の湿原（共） 日本湿地学会2020年度大会
（オンライン開催）

月 口頭発表

日本各地に分布する湧水湿地とため池との関
わり（単）

第30回ため池の自然研究会研究発表会
（八ツ屋防災コミュニティセンター）

12月 口頭発表

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
（市民向け講演）東海地方における湧水湿地
インベントリの作成1,643箇所の踏査から

名古屋自然観察会総会 月

（シンポジウムパネラー）語りや民話・童話
からみる里山の「人の気配」

大阪市立自然史博物館・関西自然保護機構
「2020年代のための里山シンポジウム」
（オンライン開催）

12月

〈著書〉
Irish Literature in the British Context and 
Beyond: New Perspectives from Kyoto（共）

Peter Lang 月 157‒177

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈報告〉ジョン・モンタギューと沖縄─シン
ポジウム「アルスターの詩人たちと『伝統』」
報告にかえて─
中村仁美、西谷茉莉子（共）

日本アイルランド協会会報第105号 月

〈論文〉
現代語誌：裏（表・陰）（単） 『日本語学』2020年夏号　明治書院 月 118‒123

〈学会発表〉
形と意味のしくみを探ろう！─日本語教育文
法の着眼点─（単）

大手前大学通信教育部日本語教員養成課程
シンポジウム～日本語教員に必要なこと～
（大手前大学）

月 口頭発表

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈辞書〉「動かす」（単） 『基本動詞ハンドブック』国立国語研究所

http://verbhandbook.ninjal.ac.jp
月 web版



Russell Notestine
〈論文〉
Teaching the 1960s to Japanese College Students 『愛知学院大学語研紀要』第45巻第 号 月 37‒49

〈論文〉
ベケット、不在者の存在 『愛知学院大学語研紀要』第45巻第 号 月 71‒94

〈学会発表〉
NFRJ18を用いた成人親子間の育児支援の分
析（単）

第 回 NFRJ18研究会全体研究会
（上智大学）

月 口頭発表

〈その他〉（翻訳・資料・その他）
〈書評〉菊池夏野著『日本のポストフェミニ
ズム─「女子力」とネオリベラリズム─』

フォーラム現代社会学 月 113‒115

〈著書〉
Endocrine Control of Pupal Diapause in the 
Cabbage Army Moth Mamestra brassicae.
In: Sleuddin, S., Lange, A.B., Orchard, I. (eds.)
Advances in Invertebrate (Neuro) Endocrinology, 
Vol. 2（単）

Apple Academic Press, Burlington, Canada 月 195‒223

〈論文〉
Maternal GABAergic and GnRH/corazonin 
pathway modulates egg diapause phenotype of 
the silkworm Bombyx mori（共）

Proceedings of the National Academy of 
Sciences of the United States of America, 118.

12月 e2020028
118（電
子版）

〈論文〉
日本の大学における教養科目としての「韓国
語学習」─「中級クラス」受講者のアンケー
ト調査結果をもとに─（共）

『愛知学院大学教養部紀要』第67巻第 ・
合併号

月 25‒44

일본 내 한국어 교육의 질적 발전 연구─한국
어교원 자격 취득을 중심으로─
（日本国内の韓国語教育の質的発展研究─韓
国語教員資格の取得を中心に─）（共）（査読
付）

韓国日本近代學會（韓国）『日本近代學研
究』第68輯

月 36‒54

〈学会発表〉
教養科目としての韓国語教育における到達目
標と習得度についての実証分析（共）

第11回日本韓国語教育学会学術大会
（東北大学・遠隔実施）

10月 口頭発表



〈著書〉
ハンディ教育六法2020年版（共） 北樹出版 月 271‒380

〈論文〉
トマス・ハーディと法律 『愛知学院大学語研紀要』第45巻第 号 月 3‒20

〈論文〉
Mechanism Change of (+)-Nonlinear Effect in a 
Phase Separation System in a CuII-Catalyzed 
Asymmetric Friedel-Crafts Reaction Using a 
C2-Chiral Dioxolane-Containing-Bisamidine 
Ligand, Naph-diPIM-dioxo-iPr（共）

Bull. Chem. Soc. Jpn, 93(11) 11月 1319‒
1333



第１・２・３合併号（通巻第 号）令和 年 月発行
論　　文
石　川　雅　健：現代社会におけるシャーマニズム （  1  ）
Masayoshi ISHIKAWA：Shamanism in Modern Times

上　原　宏　行：反強誘電性液晶の相転移に及ぼす非液晶分子混合の効果 （ 17 ）
Hiroyuki UEHARA：Effect of Non-liquid Crystal Doping on Phase Transitions in Antiferroelectric Liquid Crystal
Masamichi WASHITAKE： Toward Academic Reading (II): 

Untying Intricate Clause Complexes and Nominal Groups and Grasping ‘Things’ （ 27 ）
菅　原　研　州： 近代洞門における室内三物研究について

──附録『丘宗潭老師『室内三物秘辨』提唱録』翻刻資料── （166）
Kenshū SUGAWARA：About the Study of Secret Three Things in the Modern Soto-sect

菅　原　研　州： 洞門における『教授戒文』の作法的意義について
──附録『丘宗潭老師『教授戒文』提唱録』翻刻資料── （120）

Kenshū SUGAWARA：About the Significance of the Manners of “Kyojukaimon” by the Soto-sect

菅　原　研　州：丘宗潭の思想研究──附録・丘宗潭『眼蔵提唱』翻刻資料── （ 90 ）
Kenshū SUGAWARA：Study on Oka Sotan’s Thought

川　口　高　風：「諦忍律師と徳川宗春」再考 （ 70 ）
Kōhū KAWAGUCHI：The Rethink of Tainin and Tokugawa Muneharu



石
ISHIKAWA Masayoshi
　川　雅　健（本学教授 ･･････････････ 心　理　学）

上
UEHARA Hiroyuki
　原　宏　行（本学教授 ･･････････････ 情 報 科 学）

鷲
WASHITAKE Masamichi
　嶽　正　道（本学准教授 ･･･････････ 英　　　語）

菅
SUGAWARA Kenshū
　原　研　州（本学准教授 ･･･････････ 宗　教　学）

川
KAWAGUCHI Kōhū
　口　高　風（本学名誉教授 ････････ 宗　教　学）



　『教養部紀要』第68巻第 ・ ・ 合併号をお届けいたします。今年度は、コ
ロナ禍という未曽有の時期により第 号と第 号を発行するのに充分な投稿数を
確保することができず、第 号と合併という運びになりました。しかし、結果と
して、論文 編という重厚な構成と充実した内容でもって、本号をお届けするに
至りました。著者の先生方には、ご専門領域の貴重な論文を本号に寄稿してくだ
さったことについて、編集委員一同、心よりお礼を申し上げます。また、本号の
編集にあたりご協力くださった編集委員の先生方にも心より感謝申し上げます。
　例年通り本号巻末に教養部の先生方の2020年研究業績リストを掲載していま
す。期限内の提出にご協力いただき、お礼を申し上げます。
　今後も『教養部紀要』が先生方の幅広い分野でのご研究を発表する場となり、
ますます充実したものになることを祈念いたします。（文記）

（会長）　佐 々 木 　 真　　　（副会長）　文　　　嬉　眞

（会計）　塚　本　早　織

　青　山　健　太　　　　内　田　康　弘　　　　梅　田　　　豊
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　文　　　嬉　眞　　　　山　口　　　均　　　　山　名　賢　治



愛知学院大学教養教育研究会会則

第　 　条 本会は愛知学院大学教養教育研究会と称する。
第　 　条 本会の事務所は愛知学院大学教養部に置く。
第　 　条 本会は大学設立の趣旨に則り、人文科学・社会科学・自然科学・語学・健康総合科学等の、教養

教育に関する諸学の研究成果ならびに教育成果の発表を通じ、学問の水準を維持、向上せしめ教
育及び社会一般に寄与することを目的とする。

第　 　条 本会の会員は次の通りとする。
　　　　　　⑴　正 会 員　本大学の教養部専任教員とする。
　　　　　　⑵　準 会 員　本大学の在学生とする。
　　　　　　⑶　賛助会員　本大学の卒業生及び本会の趣旨に賛同し、会長の承認を得た者とする。
第　 　条 本会は第 条の目的を達成するために次の事業を行う。
　　　　　　⑴　機関誌「愛知学院大学論叢教養部紀要」の刊行
　　　　　　⑵　研究会、講演会、討論会等の開催
　　　　　　⑶　その他本会の目的を達成するために必要と認められる事業
第　 　条 「愛知学院大学論叢教養部紀要」は原則として毎年 回発行し、会員に配布する。
第　 　条 本会は教養教育研究会委員会を置き、委員は次の者で構成する。
 ⑴　会　　長　　 名
 ⑵　副 会 長　　 名
 ⑶　委　　員　　12名
 ⑷　会　　計　　 名
　　　　 　会長は学長これを委嘱する。
　　　　 　委員は正会員の互選により、人文科学・社会科学・自然科学・第 外国語・第 外国語および健

康総合科学の各系列より 名あて選出する。委員の任期は 年とする。ただし、再任を妨げな
い。

　　　　 　副会長及び会計は委員の互選により、会長がこれを委嘱する。
第　 　条 会長は本会を代表し、会務を統轄する。
　　　　 　副会長は会長を補佐し、会務を掌る。
　　　　 　委員は委員会を構成し、本会の企画運営にあたる。
第　 　条 会長は委員会を招集し、その議長となる。
第　10　条 会長は本会の会務執行のため、必要あるときは実行委員会を委嘱することがある。
第　11　条 会員は毎年度始めにおいて会費を納入する。
　　　　 　新入会員は入会金を納付するものとする。
第　12　条 本会の運営費は、会員の納付する会費、愛知学院大学からの補助金または有志からの寄付金およ

びその他の収入をもってこれにあてる。
第　13　条 本会の会計は 月に始まり、翌年 月に終る。
第　14　条 本会の会則の改正は正会員の 分の 以上の賛成をもって成立する。
付　　則
　本会則は、昭和32年 月 日に制定し、即日施行する。
　本会則は、昭和53年 月 日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和57年 月24日に改正し、同年 月 日より施行する。



　本会則は、昭和58年 月17日に改正し、即日施行する。
　本会則は、昭和63年 月 日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成 年 月 日に改正し、同年 月 日より施行する。
　本会則は、平成 年 月19日に改正し、即日施行する。
　本会則は、平成11年12月17日に改正し、翌年 月 日より施行する。
　本会則は、平成20年12月12日に改正し、翌年 月 日より施行する。
　本会則の施行により愛知学院大学一般教育研究会会則を廃止する。
　本会則は、平成27年 月 日に改正し、即日施行する。

愛知学院大学論叢「教養部紀要」投稿規程
1988年 月 日成立・実施

〔投稿資格〕
第　一　条 この会誌に投稿する資格をもつ者は、原則として教養教育研究会正会員とする。
〔転載の禁止〕
第　二　条 他の雑誌に掲載された論文・資料・翻訳・書評などは、これを採用しない。
〔原稿の形式〕
第　三　条 投稿に際しては、次の要領に従って本文、図および表を作成する。
　　　　　　⑴　原稿は、電子媒体による入稿とする。（プリントアウトを 部添付する）
　　　　　　⑵　原稿の量はおおむね16,000字以内とする。
　　　　　　⑶　本文の前に、別紙で、次の 項を次の順序で付する。
　　　　　　　ⅰ　和文の題目および執筆者名。
　　　　　　　ⅱ　欧文の題目および執筆者名。
　　　　　　　ⅲ　イ　論文・資料・翻訳・書評などの区別
　　　　　　　　　ロ　その論文・資料・翻訳・書評などが属する専門領域名。
　　　　　　　　　　ただし、ここにいう専門領域は、人文・社会・自然・外国語・健康総合科学の 部門に

区別する。
　　　　　　　　　ハ　教授・准教授・講師・助教・外国人教師など別
　　　　　　⑷　図・表・写真は、印刷するのに十分な画質のもの（原則としてモノクロ）を、本文の該当箇

所に挿入する。
〔原稿の申込み〕
第　四　条 投稿希望者は、教養教育研究会委員会（以下、委員会と称す）の公示する期限までに、委員会の

提示する申し込み用紙に氏名を記入する。
 ただし、申し込み者が所定の数に達しないか、またはそれを越える場合には、委員会がこれを調

整する。
〔提出期限〕
第　五　条 投稿は委員会の定める提出期限までにこれを行う。締切り日以後に提出された原稿は掲載されな

いことがある。
〔原稿組版の制限〕
第　六　条 図版・カラー写真などの掲載により一般の経費より多くかかる場合は、その必要性を各号の編集



責任者に申し出て委員会を開催して審議し、承認を得ることとする。なお、承認を得られず掲載
を希望する場合、その費用を別途に個人負担とする。

〔原稿修正の制限〕
第　七　条 投稿後の原稿の修正は、原則としてこれを行わないものとする。やむをえない場合は初校におい

て修正し、その範囲は最小限度にとどめる。大幅な修正の結果、印刷費が追加されるときは追加
費用を個人負担とすることがある。

〔校　　正〕
第　八　条 校正は原則として第 校までとし、本文については執筆者がこれに当たり、表紙・奥付その他に

ついては編集委員がこれに当たる。
〔抜き刷り〕
第　九　条 抜き刷りは、論文・資料・翻訳・書評など各 篇につき50部までを無料とする。これを越える

分については実費を執筆者の負担とする。50部以上を要する場合には、執筆者はその必要全部
数を原稿の表紙に朱記する。

〔掲載論文等の複製権・公衆送信権〕
第　十　条 この会誌に掲載された論文等の電子化および公開に関わる複製権および公衆送信権は、教養教育

研究会に属するものとする。
 ただし、掲載された論文などの執筆者が他の機関への転載もしくは複製権または公衆送信権の行

使を申し出た場合は、正当な理由がない限り、教養教育研究会はこれを拒むことはできない。
付　　則
　一、本規定の改正には、教養教育研究会正会員の 分の 以上の賛成を要する。
　二、本規定は、1988年 月 日に成立し、即日施行する。
　三、本規定は、1996年 月19日に改正し、即日施行する。
　四、本規定は、1999年12月17日に改正し、翌年 月 日より施行する。
　五、本規定は、2003年11月21日に改正し、即日施行する。
　六、本規定は、2005年 月22日に改正し、即日施行する。
　七、本規定は、2007年11月16日に改正し、即日施行する。
　八、本規程は、2018年 月21日に改正し、即日施行する。

申し合わせ（教養部会 2010. 7. 16）

　　●第一条の「投稿する資格を持つ者」には、以下の非正会員を含む。
　　　⑴　正会員との共同執筆による投稿
　　　⑵　正会員が推薦する本学教養部の非常勤講師で、本務校をもたない人の投稿
　　　⑶　元正会員で、本務校をもたない人の投稿
　　●上記⑴ ⑵ ⑶に該当する投稿希望者がある場合は、担当編集委員が投稿の可否を決定し、投稿希望者に通

知する。担当編集委員で判断できない場合には、教養教育研究会委員会を開いて投稿の可否を決定する。
　　●投稿原稿の掲載に際しては、⑴の場合の原稿料は 篇分とし、⑵ ⑶の場合の原稿料は支払われない。

また、⑴ ⑵ ⑶いずれの場合も抜き刷り50部までは無料とする。
　　●投稿者は、第三条の〔原稿の形式〕を厳守し、第四条の〔原稿の申し込み〕の時に委員会の提示する

「投稿票」用紙に必要事項を記入のうえ添付して投稿する。
　　●投稿された原稿について担当編集委員から検討の申し出があった場合は教養教育研究会委員会を開き、

委員会名において訂正を依頼したり投稿を断ることがある。



　　●第六条「図版・カラー写真の掲載」については、紀要作成予算の範囲内と見なされる場合、その採否は
紀要編集委員の決議にゆだねるものとする。ただし、予算の範囲を逸脱する、あるいは採否の決議が困
難の場合は教養教育研究会委員会を開催して、決定することとする。

　　（注） 教養教育研究会が本会正会員の著書・論文等について書評を依頼する場合は、原稿料を支払うこと
とする。
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